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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　パリス王国首都ベルレーヌ。

　雲ひとつない快晴だった。一面澄すみ渡わたったブルーの向こう、いくつかの光が見えたと誰だれかがはしゃいだ声をあげる。そのたび、集まった人々は首を痛めながら空を見上げては、「何だ」「違ちがうじゃないか」と落らく胆たんの表情を覗のぞかせていた。

　ひしめき合った人の波は見渡す限かぎりどこまでもつづいているようで、入り口近辺には出店までもが立ち並んでいる始末だ。そういうものを厳しく取り締しまるべき立場にある教会はなぜだか今日に限っては驚おどろくくらいに寛かん容ようで、そもそも、教会の許可がなければ一いつ般ぱん人じんどころか貴族の出入りさえも制限されるようなこの場所において、これほど大勢の人々に門もん扉ぴを開放していること自体が歴史的なほどに寛容すぎたのだ。

「あっ、あれ！」

「またか。おまえ、もう三度目だぞ」

　幼い娘むすめが空を指差すのを、隣となりで突つっ立っていた兄らしい青年がとがめる。が、妹のほうは「あれ、あれ！」と何度も狭せま苦くるしい場所でぴょんぴょん跳とび上がっては、空を指差しつづけた。その後ろであきれたふうに肩かたをすくめたのは、兄妹きようだいよりも身分が高いと思われる女性二人組だ。ハンカチで鼻から下を覆おおっていて、「どうして庶しよ民みんといっしょに肩を並べなければいけないのかしら」といった態度がありありと見えていたが、あえて不平を口に出したり揉もめ事を起こしたりして、フェンスを挟はさんで警護に当たっている教会の兵士たちにつまみ出されるような真似まねは避さけた。

「ほら、あれ！」

　娘が何度目かに声を張り上げる。兄は、いい加減、うるさいので小突いてやろうか、という顔をした。が、泣くとこいつはもっとうるさいし──と悩なやんだ瞬しゆん間かん、

「おおっ！」

「いらしたぞ！」

　わっ、と爆ばく発はつ的に人々が沸わいたので、兄も妹といっしょになって跳び上がった。

　午前一〇時。

　六人の英えい雄ゆうが魔ま王おう城を目指す際、最後に立ち寄った宿場町で、おのおの掲かかげた酒しゆ盃はいをその中身を飲み干すや床ゆかに叩たたきつけたという「誓せい約やくの聖天時」を告げる、澄んだ鐘かねの音がまさに鳴り響ひびくその中、青々とした空の一角から染しみ出るように現れたいくつかの光点が、徐じよ々じよに徐々に近づいてくる。

　先頭の機き影えいが見えたときにはもう、人々の熱ねつ狂きようは収まりがつかないほどに高まっていたが、数珠じゆずつなぎになった一二機の戦せん闘とう機が次々と帰着していくその中にあっては、言葉にもならない歓かん声せいが聞こえるばかりで、熱気そのものはむしろ一〇〇〇人を超こえる人々の胸にぐっと吞のみこまれていた。

　ふたたびそれが爆発したのは、先頭の白い機体からひとりの女性が降り立ったときだ。

　黒い飛行服に身を包み、タラップを降りたその姿に向けて、ファンたちの歓呼の叫びが殺さつ到とうする。その半数以上が貴族の子女たちや、彼女たちに無理を言って連れてきてもらったと思おぼしき侍じ女じよや下仕えの女たち──つまりはほとんどが女性だ。

　もちろん、今日この日のため、護衛の兵士になけなしの金貨数枚を手渡して出で迎むかえの栄えい誉よを買い取った幼い兄妹も喉のどが裂さけんばかりの声を張り上げている。そりゃ一週間以上の食費になり得る代価はこれからの生活を思えばかなり痛いものだったが──実際、今日だって出かけるまでは憂ゆう鬱うつで頭が重かった──それが一体何だというのだろう？　ほら、見ろ！　いま、どんな大きな絵画や外国の写真雑誌で見たときよりも大きく、英雄ご本人が立っていらっしゃる！

　その英雄がゴーグルつきの飛行帽ぼうを取り、二つに編みこんだ銀ぎん髪ぱつをきらきらとこぼれ落とすと、女性たち、そして紛まぎれこんだ少数の一般人たちの熱狂はいよいよ高まる。

「お帰りなさいませ」

　出迎えに参じた、司祭服の面々が並んで頭を下げた。それにちらりと一いち瞥べつを送った『英雄』──シーラ・アランスは、

「驚きましたね。飛行場にこうも人が集まっていようとは」

　短くそう言った。一番近くにいた、機学技術者のブラス司祭がたるんだ頰ほおの肉を震ふるわせて笑う。

「厳格なだけでは神の教えも誤解されることもあろうかと。たまには寛容なところも見せませんとな」

「はは、まったく」

　他の司祭や助祭たちもしかつめらしく頷うなずいたあと、ブラス司祭はやや声を低め、まるで飛びっきりの秘密を打ち明ける子供のような顔になって囁ささやいた。

「いやしかし、実を申しますとな、何より、ここベルレーヌでは、数日前に届けられたエウリュアレの戦勝報告以降、シーラさまの凱がい旋せんを物音ひとつしない閑かん静せいな飛行場で行おうなどと我々がもくろんでいると知られては、暴動のひとつも起きかねないような熱狂ぶりでして。人を集めたのは何より我らの保身のためという煉れん獄ごくにも陥おとしいれられかねないこの秘密、どうぞどうぞご内密に！」

　シーラはころころと笑った。ブラス司祭は自分のユーモアに自信を持っている人物であり、もちろん他の司祭たちは、皆が皆、それをはた迷惑に思っていたので、シーラの反応にしばしびっくりした顔を見合わせていたのだが、
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「それにしても見事なご活かつ躍やくですな。真の魔王につづいて、次の魔王と目されていたカルマ・ウェインまでも討うち果たすとは！」

「シーラ王女を女じよ傑けつファリスの再来と評す人々もいるが、いやはや、それ以上だ。六英雄が神の血筋を受け継ついでいると書かれていたザナンの書も、あながち旧ギュネイ派の押しつけた定義というわけではなさそうですな」

　シーラの歓心を買うのに後おくれてはならじ、と甘ったるい言葉をひねり出しては並べ立てる。

「ありがたい賛辞、痛み入ります」シーラはにっと笑って白い歯を見せた。「すべての功績はひとえに神のご加護あればこそ。ひいては、パリスと連合、そしてわたしに捧ささげてくださった方々の祈いのりあればこそ」

「シーラさま！」

　タイミングよく、ひときわ大きな歓声が聞こえてきたので、シーラはそちらに手を振ふった。満面の笑みをも添そえると、ますます声の群れは勢いを増して、思わずブラス司祭がその波に揉もまれてよろめきかかるほどになる。

「……何より、シーラさまはまだお若い」気を取り直したようにいかつい顔のローグ司祭が言った。「ファリスどころか、魔王を斃たおしたときの六英雄の誰よりもお若いのですからな。これからもますます、いくつもの偉い大だいな功績が挙げられましょう」

「末すえ恐おそろしいほどにね！」

　にっこり微笑ほほえんだのはブラス司祭。また何か言うぞ、と他の司祭がいささかうんざりしたような顔をした。そしてその期待を決して裏切らないのが彼だったから、

「どうかシーラさま、我らが神ほどにご慈じ悲ひの心がおありになるのなら、活躍にも一定のご配はい慮りよを。神の試練を正しく理解しない民衆は、時折もっと身近だと信じる人物へ傾けい倒とうしがちです。毎日の祈りも忘れて〝シーラさまこそ我らが女め神がみだ！〟ということにもなりかねない。そうなると我々も聖職ならぬ、シーラさまの信しん奉ぽう者としてしか生きる道がなくなりますからなあ。いやそれも悪くないか、諸君？」

　は、は、はと笑う。本人にしてみればもう少しのところで「背教者！」と罵ののしられかねない、ぎりぎりの線で綱つな渡わたりしてみせたつもりのジョークなのだろう。すでに地面へ真っ逆さまに墜おちていることに気づいていないのは、下手くそなピエロご本人ばかり。仕方なく司祭たちは調子を合わせて笑ったが、

「無論、そんなことを望んでいるわけではありませんので、でき得うる限りの努力はいたしますよ。しかし、わたしの前に敵が現れてはどうしようもありません。あらゆる神敵を退けるのがわたしに下された聖務でありますれば」

　シーラはそつなく言うと──ある意味でそつがなさ過ぎたが──一礼のあとに「では」と言い添えて、ブーツの音も軽やかに彼らの前を通り過ぎた。

「いいんですかね」

　歩いていく途と中ちゆう、追いすがってきてこっそり耳打ちしてきたのは、シーラ特務隊副長のアレンだ。

「何が？」

　と訊きくシーラは、フェンス越ごしに与あたえられる歓かん声せいへ応じるのに忙いそがしい。ちょっとでも近くを通ろうものなら届くはずもない手をひたすらに伸のばして手を振りたくる人の群れに、一定の笑みを送り返しつづけるのもこれはこれで重労働だ。

　ちなみに、二人のやや後ろをいく若い航空機士ティギーなどは、こういうことを全ぜん般ぱん的に楽しんでいる節があって、やたらと大げさに手を振ったり、好みの女性を見かけては投げキッスを送ったりと、ある意味でシーラよりも忙しい。そのさらに後ろからは、前をしっかり見み据すえて黙もく々もくと足を運ぶ七、八人の模も範はん的な機士たちがつづき、そして……。

「おわかりのくせに。ここは教会の管かん轄かつ地ですよ。もしあとでこのことが知れたら……」

「アレンは身体からだも顔も大きいのに、気が小さい。安心しろ、責任はわたしが取る」

「い、いえ、そういう問題ではなく……」

　やたらと王女に接近しすぎたせいか、ついにフェンス越しから「ブーッ！」と黄色いブーイングが飛んでくる。

　アレンは牛によくたとえられる巨きよ体たいをあわてて引いた。どす黒い顔が赤らんでいる様を見やって、シーラはくすりと笑う。戦せん闘とうのときはそれこそ猛もう牛ぎゆうのように勇ゆう猛もう果か敢かんな男だが、いったん地上に降りるとノミの心臓に早変わりする。新しん婚こんほやほやのアレンが早くも奥方の尻しりに敷しかれているという噂うわさは本当かもしれない。

「何より、彼らが……」

　それでも何とか距きよ離りを保ったまま、大歓声の中、かろうじて聞き取れる程度の声量でアレンは言った。シーラは前に向き直ってからかすかに頷うなずく。了りよう解かいしている、という意味と、それ以上言うな、の合図でもある。アレンが口にした「彼ら」がちょうど、フェンス越しの人々の注目を集めはじめたところだった。

「わあ、見て。きれいな顔をした男の子！　まるで天使みたいなのに、航空機士だなんて」

「あちらは女性の機士さまだわ。とてもお優やさしそうな顔立ちをしてらっしゃるのね」

　女性たちがミーハーな好こう奇き心に駆かられて騒さわいでいる中、

「ふむ。あれはゾンガー家の次男、ミリアムどのでいらっしゃるな。一四歳を過ぎても宮きゆう廷ていデビューがまだだというので周りが気を揉もんでいたようだが、航空機士になられていたのか。で、あちらは聖槍フア・リス第七中隊におられたネリス・ファービアどのだ。ああ見えて、一対一の航空模も擬ぎ戦では中隊どころか、機士団でも随ずい一いちの成績という噂もある──」

　ひとり、訳知り顔で解説している男がいる。服装からして、貴族というよりもその辺の商人といった風ふ情ぜいだが、周りの貴族ですら聞き耳を立てている情報量からすると、いわゆる「宮廷マニア」、あるいは「機士マニア」と呼ばれる類たぐいの人間らしい。どういう情じよう報ほう網もうでもってか、こういった趣しゆ味みの持ち主は、下手な貴族よりもよほど豊かな知識を誇ほこっていたりもする。

「おや、しかし、あのお方は知らないな。どなただろう？　アレン副長どのと同じく、機士にしては割と大おお柄がらでいらっしゃるし、なかなか目立つ風ふう貌ぼうをしてらっしゃる──。はてな、シーラさまの隊に加えられたくらいだから腕うでの立つ機士だとは思うが、あの御ご仁じんのことは聞いたことがないぞ」

　その「機士マニア」でさえ首をひねるものだから、女性たちの好奇心はむしろミステリアスな魅み力りよくに吸い寄せられて、その、列の最さい後こう尾びをいく長身の男を巡めぐっていろいろと憶おく測そくを交かわし合った。

「なかなかハンサムでいらっしゃるわ──でも確かに、どこのパーティーでもお見かけしたことがありませんわね」

「あの隻せき眼がんがミステリアスじゃありませんこと。そう……何と言うのでしょう、高貴な血筋を秘ひめた、誇り高い海かい賊ぞくのような……」

「ああ、これは絵になるぞ！」歴史的光景を永遠につなぎ止めようとしてか、機士たちが帰着してくる様子を必死でスケッチしていた庶しよ民みんの中年男が興奮気味に言った。「新しくシーラさまの特務隊に加わった、三人の機士！　数多くのドラマチックなエピソードを予感させる、素す晴ばらしい絵になる！」

「お、御仁。絵を描かかれているのか。わたしはボードゥー卿きように仕えている身分なのだが、卿は政務がお忙しくてここに来られなかったのだ。大変がっかりされている様子だったから、絵の一枚もあればお心を慰なぐさめられると思うのだが。その絵、完成した暁あかつきには一報もらえぬだろうか」

「まあ、それでしたらわたくしたちにもぜひ！」

　機学兵器という点では諸国の追つい随ずいを許さない教会連合内ではあるが、パリスでは基本的にカメラや写真といったものを忌き避ひしている気風がある。全面的に禁止されているわけではないのだが、人の姿そのままを収めたものなどは特に教会が嫌きらっていて、国内では写真機そのものの取り扱あつかいが少ないのだ。

「何者です？」アレンが目だけでそう問いかけてくるのを、シーラはあえて無視して歩いていた。

　彼女自身にもよくわからない。魔ま王おうを斃たおした功績を認められて聖都ヴァリアに呼ばれた半月ほど前、シーラは聖機士、ならびに教会騎き士しとしての勲くん章しようを授さずかった。と同時に、シーラの特務隊に加えられたのがあの、ミリアム、ネリス、ユアンの三人だ。教会騎士の称しよう号ごうを与えたのは、『英えい雄ゆう』である彼女をパリスという一国が独どく占せんしていては後々厄やつ介かいだ、という考えもあってのことだろうが、その三人のうちネリスはもともとパリスの聖フア・槍リス中隊にいた機士だし、ミリアムもパリス貴族の一員だ。当然、シーラの所属もいまだパリス航空機士隊にある。ヴァリアに呼ばれたときはてっきりヴァリア所属の連合航空団に配属されるものと思っていたから、その点ではシーラは意外だった。

　──断るつもりであったにせよ。しかし、なぜわざわざ教会が名指しであの三人を？

　連合航空団から何人か引き抜ぬいて、シーラの隊に加えるというのならばまだ話はわかる。それこそパリスの意図のみで『英雄』を好きに動かしてはならじ、という教会の意図を伝えるのに役立つからだ。彼女が軍を率いるときは、いかにも英雄にふさわしい、連合としての大義名分が必要であり、決してパリス一国の利権を争うためだけに旗はた頭がしらにしてはならない──と。

　──ふん？

　口くちの端はしを歪ゆがめたシーラは、まだ皆みなの注目が自分に集まっているのを思い出してあわてて笑え顔がおを取り戻もどした。周囲三六〇度に満まん遍べんなくその笑みを振ふりまいてから、これからいろいろ「挨あい拶さつ回まわり」があるのも思い出して、自身を取り巻く歓かん呼こと熱ねつ狂きようぶりとはまったく裏腹に、冷たい憂ゆう鬱うつに沈しずみこみそうになる。

『英雄』は個人のものではない。全員のものなのだ。

　……シーラがやがて飛行場から姿を消すと、押しかけていた人々も次し第だい次第にその場から立ち去っていった。中には熱狂の名残なごりに浸ひたっていたいらしくて、しつこく会話しながら居残っているものたちの姿もあったが、五、六分前のけたたましい喧けん騒そうに比べれば、辺りはすっかりいつもの閑かん静せいさを取り戻しつつあった。

　空はいまだ一面澄すみきったブルー。突つき刺さす陽ひ射ざしも強い。が、時季的にはそろそろ暑さの盛りも過ぎつつあった。そんなさわやかな朝に似つかわしくなく、

「ふん──調子に乗りおって」

　毒づくような声が洩もれたのは、ハンガーの前にいた司祭たちの間からだ。真っ先に口火を切ったのは、他ほかならなぬブラス司祭である。

「聞いたか、方々？　『わたしの前に敵が現れたらどうしようもありません』？　『あらゆる神敵を退ける』？　やれやれだ。その神敵とやらをすべて、お膳ぜん立だてしたこちらの身にもなってみろ」

「いやさ、まったくだ。魔王ですら我々の手ゴマだったなどと、あの、頭がそれこそ羽根ほどに軽い小こ娘むすめにはまったく想像もつかぬことであろうな！」

「王族も調子づいておる。聖都からわざわざ異い端たん審しん問もん局長官であらせられるデスタンさまがいらっしゃったというのに、応対もおざなりなものだ。はン、どいつもこいつもあの小娘にお熱らしい」

「それより、知っておるか？　あの娘、凱がい旋せんをわざわざ一日遅おくらせたらしいぞ。昨日は曇くもり空だったので、英雄どのの凱旋にふさわしくなかったらしい。一日、ベ・ルーの飛行場でくつろいでおったようだ。まったく、どこまでのぼせ上がっておるのか……」

「まあまあ、よいではないか。しょせん我らがつくり上げた人形。ある意味では人形は人形らしく、教会の思うがまま、糸の行くがままに動いているといっていい。今日の態度とてな。あ奴やつはいま、教会にとっても国にとっても、動かしがいのある新しいおもちゃなのさ」

「新しいおもちゃとはよく言った。そうさな、子供はおもちゃの新しさにこそ夢中になるのであって、飽あきられたそのときは──」

　どこか陰いん惨さんな、しかし当人同士は胸のすくような思いを味わってか、それぞれ栄養過多に思える顔に笑えみを浮うかべる。とりわけぶよぶよした頰ほおを揺ゆすっていたブラスに、

「これからブラスどのも気苦労が絶えませぬな」

　いかつい顔のローグ司祭が声をかけた。ブラスは、余計なひと言を、ととがめるような視線にこの親しき友人ローグがさらされたのにも気づかず、

「いやまったく。いい気分で『英雄』をやっていただくためには、心にもないことを口にせねばならないことも多いでしょうからなあ。神は噓うそをこそ嫌われるが、しかし神を愛するがゆえにつかねばならない噓が存在するのもまた事実。思うに方々、神は絶対、唯ゆい一いつの存在であったがゆえに孤こ独どく。孤独であるがゆえに他者との関係に思い悩なやむことがなかったのですな。だから噓を邪じや悪あくと決めつけたのでしょう。これからわたしがつかねばならない噓の山を思えば──」

　べらべらとしゃべり立てた。毒にも薬にもならない長広舌をふんだんに振る舞まわれた司祭たちは、この一点だけにおいては、あの王女にも同情する余地があるのを互たがいの顔色から読み取って、別の意味で大笑いした。




　パリス国王バルト・アランスは、謁えつ見けんの間まで娘の到とう着ちやくをそわそわと待ちかねていた。

　何百人も入れそうなその謁見の間には、王国の重じゆう鎮ちんたちの顔が並んで同じく王女の到着を待ちわびている。スーツに身を包んだ貴族、黒い軍服を着た軍人たちは無論のこと見慣れた顔ばかりだが、今回は教区管理官や、司祭たち、いわば教会の顔があるのが異例といえば異例。そしてさらなる異例は、半月ほど前から聖都ヴァリアより派は遣けんされている異端審問局長官の顔があることだった。

　偉い丈じよう夫ふだが、顔色は白い──どころか、青みがかってさえいる。人間らしい感情をめったに面に覗のぞかせることのない長官だから、そうした爬は虫ちゆう類るいじみた肌はだの色もむしろ似合いで、わざわざ世界中を駆かけ巡めぐって竜りゆう人じん族の末まつ裔えいを探し出し、自分の肌に移植したのではないかとすら噂うわさされていた。

　──教会め、何を企たくらんでおるやら、だ。

　異端審問局長官デスタンは以前、北のロドー王国に三年間いたことがある。そこでロドーの名門貴族ウェイン家がもともとは魔ま王おう配下の血族であることを暴あばき立てたのをきっかけに、彼の指導のもと、連合各地で「魔女狩がり」の火が燃え盛さかったのは記き憶おくに新しい。といって、デスタンは魔法使いとそうでないものとの区別を厳しくつけていたので、三〇〇年前に行われていたような、無む慈じ悲ひ、無差別な人狩りとは訳が違ちがったが、それでもデスタンの名を恐きよう怖ふと畏い敬けいの念とともに世界各地へ流る布ふさせた事件には違いない。

　──『英えい雄ゆう』を輩はい出しゆつした我が国に、調子に乗るな、とでも言いにきたつもりか？

　教会が恐おそれるのは何より、各連合国が自分たちの教えや発言をないがしろにすることだろう。機学の研究や開発を一手に担になっているのも教会なのだし、そこさえ押さえてしまえば自分たちこそが世界の覇は者しやだ、などと野望を企む王族のひとりや二人、現れないとも限らない。

　そういう意味では確かに、いま教会がもっとも警けい戒かいすべきなのは、このバルト・アランス三世が治めるパリスなのかもしれない。何しろ魔王を斃たおしたシーラ・アランスの国なのだ。ヴァリアに呼びつけられていた彼女が帰ってきたとき、デスタンが同行していたのも、無論、バルトの巡らした想像どおりの理由があろう。

　が、それと同時にデスタンはある手て土産みやげをシーラに用意していた。バルトにはおよそ予想外の代しろ物ものだ。

　──カルマ・ウェインの隠かくれアジト、とはな！……

　カルマ・ウェインの居場所はパリスをはじめ、連合の各軍、各警察組織がこぞって捜さがし求めていた。この世でもっとも高い懸けん賞しよう金をかけられている男でもある。

　そもそも彼が連合に刃は向むかったのをきっかけに各地の魔法使いどものゲリラ活動が活発化したのだし、さらには、かつてならばせいぜい少人数でのテロ行こう為いくらいしかできなかった魔法使いが、にわかに一〇〇人、一〇〇〇人規模の組織立った行動を取るようになったのも、彼のリーダーシップによるものだと言われている。

　連合や教会にとって、いまやカルマ・ウェインは「魔王」に次ぐべき忌いまわしい名になりつつあったのだ。だからこそ各国の軍隊や警察組織は血ち眼まなこになってその居場所を探さぐっていたというのに、異い端たん審しん問もん局長官デスタンにはヴァリアにいながらにして各地の情報をあっという間に集める術すべでもあるらしい。バルトにはさらに不可思議なことに、彼は他の誰だれもが喉のどから手が出るほど欲しがっていたその情報をあっさりシーラに手て渡わたした。

　──おかしい。王族の力を抑おさえこんでおく必要を感じているなら、カルマ狩りはヴァリアの教会機士団にやらせるはずだ。なぜわざわざシーラに渡し、ただでさえ教会に祀まつられている神以上に人気を得ている『英雄』にさらなる功績を立てさせようとする？

　──自分たちの戦力を惜おしんだわけでもあるまいに。

　──シーラをいま以上の英雄にしておくことこそ、民意を神から遠ざけない最良の手段だとでも考えたのか？　あり得る話だが、しかしそれならシーラを教会機士団に加えようとするはず。なぜいまだにこのパリスに留めておく？

　教会への疑問、不審は限りない。国王の胃い袋ぶくろがきりきりと痛んだ。ここ半月、つまりデスタンがパリスにやってきた頃ころからか、王は自分の胃袋がもう実は半分くらいに削けずり取られているのではないかと思うことがあった。とはいえ、何もデスタンばかりが原因でもない。彼が時折気まぐれを起こして、連合国内を巡じゆん回かいするのは珍めずらしいことではなかったからだ。他ほかにあるとすれば──、

「第三航空機士団特務隊隊長シーラ・アランスさまのお成り！」

　触ふれ係の声とほぼ同時に、同じ方向へ巡らされた顔の列が、真っ赤な絨じゆう毯たんの上をつかつかと歩み寄ってくる女性の姿を認めた。

　黒い軍服をかっちりと着こなし、その上から礼服の意味合いもある真しん紅くの絹マントをつけている。パリス王国にいる男性諸氏の平均的な好みからすれば、シーラは目がやや勝気すぎ、また女性にしては肩かた幅はばも広い。が、均斉の取れたスタイルがそうした欠点を補って、いま凜りんとこちらを仰あおいだ表情の麗うるわしさは、むしろ男として生まれれば美男子と騒さわがれたろうに、と父親に思わさずにはいられないものがあった。

「遅ち参さんつかまつりました、陛下」

　父親──。シーラのその声を聞いた瞬しゆん間かん、じくじくと染しみる傷口のようにバルトの胃袋が泣いた。が、それを面には出さず「うむ」と頷うなずき、

「こたびの活かつ躍やく、見事であった。戦勝の報告を聞いてからは、皆みな、いまかいまかとおまえの帰りを待ちわびていたのだ。国民の熱ねつ狂きようぶりもまた凄すさまじきかな！　毎日がお祭り騒ぎのようで、仕事も手につかず、パリスの経済が英雄の活躍でストップしてしまうのではないかと恐れるほどだったぞ」

「は」

　王の笑いかけにも、シーラは堅かた苦くるしく応じた。踵かかとを合わせ、ただ一礼したのみだ。それが申し訳なく恐きよう縮しゆくしている姿にも見えたので、謁えつ見けんの間が小さな笑いに包まれた。和なごやかな空気が漂ただよいはじめたそのとき、

「まこと、見事なご活躍。それもこれも神の敬けい虔けんな信者でいらっしゃるシーラさまなればこそ。パリス国民はもとより、連合におけるすべての信者が、シーラさまのご活躍と、背教者カルマ・ウェインの辿たどった哀あわれな末路を心より喜んでおることでしょう」

　デスタンの低い、鬱うつ々うつとした音楽にも似たその声に、謁見の間を流れる空気が途と端たんに重苦しくなる。が、シーラは長官に対しても「ありがとうございます」と一礼したのみだ。それで終わりかと思われたが、

「ですが」

　デスタンはやや伏ふせた顔の下から、両目をじろりと見上げて強めの口調を放った。その対象であるシーラよりむしろ、王の顔に緊きん張ちようを呼びこむ。

「機学兵器における交戦権に関しては我ら教会の人間にのみ譲じよう渡とされるものであることをお忘れなく。いかにシーラさまが魔ま王おうを打ち滅ほろぼした方であれ、特例は認められません。よもやとは思われますが、独自の判断のみで銃じゆう火かを放つことのないよう、お願いいたします」

　話だけなら何でもない内容に聞こえるが、事情を知るものならば、痛つう烈れつな牽けん制せいとして聞こえたかもしれない。デスタンの言うように、機学兵器で戦う際には教会からの──主に、部隊づきの司祭からの──認にん可かが必要となる。そしてシーラは、他ならぬ、魔王を斃たおしたザーロフ公国ノールにおける戦いの際、独自の判断のみで飛行機を飛ばしたとされている。噂うわさでは当時の部隊づきの司祭だったザインという男にシーラ自ら銃口を向けたという話まであって、そういう、とても事実とは思えない噂のひとつひとつまでもがむしろ英えい雄ゆう譚たんにふさわしい美談となって広がっている始末なので、教会としてはさすがに面おも白しろくなかったのだろう。それで釘くぎを刺さす意味合いもあったのだろうか、デスタンはこれも爬は虫ちゆう類るいにたとえられることの多い両目でシーラを射すくめている。

　異い端たん審しん問もん局デスタン・トード長官は、家族を反乱軍に殺された過去の持ち主だ。それから表情というものを失ったと聞く。投げかける言葉ひとつにも含ふくむべき感情は何もなく、むしろそれが恐おそろしい。

「う、うん」

　王が咳せき払ばらいをして、広間の雰ふん囲い気きを変えようとした瞬間、

「それと、もうひとつ」

　デスタンの鬱々とした声がそれを遮さえぎった。ある意味で計ったかのようなそのタイミングに、王の顔色が変わりかける。

「何でしょう？」

　とシーラがいち早く声を割りこませたので、諸しよ侯こうたちはほっとして顔を見合わせかけた。が、

「近ちか頃ごろ──といっても、わたしがここへ来る前のことですが──、王女殿でん下かはヤクート派の人間たちと会われていたとか」

「…………」

「聞いておりますぞ。わざわざヤクート司教のおられるロドーに頻ひん繁ぱんに手紙まで出しておられるともね。教会との結びつきは確かに日々を生きる人にとって重要なものですが──正直、感心しかねますな」

　すぐに居並ぶ顔が緊張の色を取り戻もどしていく。王とて例外ではなかった。

　ヤクート派は、機学兵器に対してその懸け念ねんを隠かくさない一派だ。世界中からなくそうというスローガンさえ掲かかげている。もともとそうした考えは教会の中でも一部の人間たちに根強くあった。何の鍛たん錬れんも、精神的な修練も積むことなく、引き金ひとつ引けば大勢の人間を殺せるほどの力をたやすく得られる機学がどうして神の与あたえてくださったものだろう、と彼らは言うのである。

　が、「だからこそ神聖機学宣言において、我らはそれを扱あつかう人間に魂たましいの高潔さを求めている」と教会の主だった人々は口を揃そろえて反論する。ヤクート・キルギス枢すう機き卿きようはそれで口を封ふうじられる大勢の人の中にあって、ひとり、声を大にして叫さけんだ人物であった。

（一部の限られた人間に対してのみ、そうでない人々にとっては絶対的になり得る力を与えて世界を支配するのでは、それこそ魔王と同じではないか！）

　ヤクートのその叫びは数多くの波は紋もんを連合にもたらした。中でももっとも大きな波紋は他ほかならぬ彼自身を巻きこみ、自ら枢機卿の座を退いた彼は、聖都ヴァリアからも追い出されるようにして、北のロドー王国へと身み柄がらを移すことになった。

　ヤクートはしかしそれでも多くの賛同者と信しん奉ぽう者を生み出し、ヤクート派と呼ばれる教えの流派をも形作った。ロドーはカルマ・ウェインのいた国でもあり、教会本部と何かと事を構えることが多かったので、ヤクートがそうした教えを広めるのも黙もく認にんしている節がある。もともと尚しよう武ぶの気き性しよう強く、荒あら々あらしい武人の多いロドーでは、主流派にあえて逆らう存在を理由もなしに「潔いさぎよし」と支持してしまう一面があったのだ。

　無論、教会本部がこれらを快く思っているはずがない。救世の英雄たるシーラが、ヤクートと個人的な結びつきを得ようとすれば、当然、疑いと警けい戒かいの目を向けてくる。

「これほど大勢の信者がいるのだから、中には当然、神が言葉少ななのをいいことに、その御お言葉を己おのれの都合のいいように解かい釈しやくして、あるいは己の信条に沿うようにねじ曲げようとするものもいるのです。神の御み心こころを正しく伝えんがため、あえて厳しい教義を人々に課している我々に比べれば、甘い言葉、もしくは刺し激げき的な言葉で飾り立てた彼らの教えは、それは魅み惑わく的に聞こえるものもあるかもしれない。ですが、それこそ堕だ落らくの第一歩であることをお忘れなく。神の教えに疑念を感じたその瞬しゆん間かんこそが、自らはとても正しい道を見出そうと苦く悩のうしているのだと己に酔よった瞬間こそが、魔のつけ入る隙すきをつくり出してしまうのです。ですから──」

「だからこそ」

　シーラは唐とう突とつにデスタンの長くなりそうな言葉を打ち切らせた。先ほど自ら王にしたような仕打ちを受けた長官は、ふっと青白い灯火さえ宿っていそうな冷たい眼まな差ざしを上げる。シーラは真っ向からそれを見ていた。

「だからこそ、人は多くの──人としての言葉を求めるのではないでしょうか。人はたやすく神を解するものではありません。あるいは、神の御心を人の言葉に翻ほん訳やくした際、それは膨ぼう大だいな量の言葉になるかもしれず、ひとりの人間には理解しきれないほどに難解なパズルになるかもしれず──。だからこそ、神の教えをいろいろに受け止めるものもある。ひとりひとり、絶対だと信じるがゆえに別のそうした人と争うこともあるのでしょう。わたしは神の教えと教会の伝える神とが絶対的に一いつ致ちしなくてもよいのではないか──そう思うのです」

　謁えつ見けんの間まに突とつ然ぜん強い風が吹ふきこんだようでもあった。王をはじめ、諸侯たちの顔から緊きん張ちようどころか、あらゆる感情を吹き払はらったその風の行き着く先は当然、異端審問局長官デスタン。が、デスタンの冷血動物じみた顔には一片の変化も見受けられない。諸侯にはむしろそれが恐ろしく、彼らは意識しないままに何度もシーラとデスタンとの間で視線を往復させていた。

　導火線についた火花がバチバチと進行する幻げん覚かくを全員がおぼろげに脳のう裏りに描えがいた瞬間、

「その点も踏ふまえまして、数多くの人の話に耳を傾かたむけるのが、何より神の教義を解そうとする努力だとわたしは考えます。いずれ、長官のお話もぜひお聞かせください」

「機会を見て……いずれ、ね」

　デスタンが話を打ち切らせるようにそう言ったので、とりあえずはそこで火花も潰ついえた。

　その後、諸侯が様々に自ら頭をひねった祝いと賛辞の言葉をシーラの前に並べ立てる中、バルト王は肘ひじ掛かけに置いた手で首を支えつつ、胃い袋ぶくろに染しみた痛みをじわじわと味わっていた。

「では、陛下、これにて失礼いたします。部隊の様子も見ておきたいので──」

　ふたたび踵かかとを合わせて一礼したのち、シーラはデスタンに一いち瞥べつを投げてから謁見の間を出ていく足取りとなった。

　ほっとした空気が辺りを包み、それから謁見の間はどこか色を失ってしまったような、味気ない雰ふん囲い気きになった。

　王は最後まで望むひと言を耳にできなかったことを痛みとともに悔くいつつも、どこかでシーラが増長しつつあるのではないかという不安に駆かられた。でなければ、誰だれもが恐おそれる異い端たん審しん問もん局の長官に、人前で恥はじを搔かかせようとは思うまい。どこかで釘くぎを刺さす必要があるかもしれない。が、しかし、いまの自分に何が言えるのか、と考えた王は、自分こそあるいは英えい雄ゆうの台たい頭とうを恐れるべき立場の人間ではないかとはたと思い至った。

　──なればこそ、か？

　だからシーラは一度たりとて自分を「父上」とは呼ばないのか。何年も放ほうっておいたくせに──彼女が、航空機士として戦っているという報を聞きながらもひと声もかけなかったくせに、いざ『英雄』となると手元に置こうとしたこの浅はかな父を憎にくむから？

　父親として、国の政治を司つかさどる身として、そして教会と国との間に立たされた身として、これから先、バルトの胃袋はまだまだ削けずり取られそうだった。




　シーラ・アランスがパリス首都に凱がい旋せんしてから約五時間後。

　武器庫西側にある庭に、ひとりの女官が姿を見せた。機学兵器を収めた武器庫ではないから、ここは教会の管かん轄かつ地ではない。同じ理由でいまはほとんど使われることのない場所だが、一応、庭を巡じゆん回かいしている衛兵の姿もあった。

「ご苦労さまです」

　女官が頭を下げると、衛兵も礼に倣ならって帽ぼう子しを取って挨あい拶さつする。二人は生いけ垣がきの向こうにある、よく手入れされた木々の見事さを誉ほめそやしながら世間話を交かわした。

「アレンさまの言いつけで来たのですが。わたしがひとりで鍵かぎを開けても大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「伺うかがっておりますよ。あとでドアに鍵をかけてくだされば大丈夫です。どうせ、取られて困るようなものはないでしょうしね」

　腰こしに収めた拳けん銃じゆうを見せつけながら若い衛兵は笑う。剣けんやら槍やりやらを持ち出されても大丈夫だと言いたいのだろう。

「それにしても、アレンさまはずいぶん大きな荷物を持っていらしたようですけど、おひとりで運び出せますか？」

「あっ、いえ。必要なぶんだけ持ってくればいいとのことですから。ええと、とりあえずは」

　ふと女官が戸と惑まどいを見せたが、衛兵はアレン航空機士が、目の前のうら若い女官と何やら怪あやしげな秘密を共有しているらしいとは想像がついていたので、自分が無ぶ粋すいな人間というイメージを与あたえてしまわないよう、必要以上に大様に頷うなずいてみせた。何より、いまや英雄のひとりとして数えられるあのアレンが自分にこっそり頼たのみごとをしてきたことで、自分自身も彼と同じ秘密を共有しているようで誇ほこらしかったのだ。

「それでは」

　一礼して、立ち去っていく途と中ちゆう、一度だけ衛兵は武器庫のほうを振ふり向いた。石造りの無骨な建物のドアに手をかけた女官の横顔が見える。あまり見覚えのない女官だが、なぜかよく見知っている人間のような気もする。──と、いうことはどこかで見たことはあるのだから、間ま違ちがいなく宮きゆう殿でんづきの女官のひとりだろう。陽ひの光が溜たまったような中庭にあって、薄うすい衣ころもをまとった女官が身体からだのラインを浮うき立たせて立ち尽つくす姿は、散歩道の途中に飾かざられた妖精ニンフ像にも似ている。あのなまめかしい腰つき！　やれやれ、愛妻家とも恐きよう妻さい家かとも言われるアレン機士がなあ──彼はひとりでニヤニヤしながら、いつもの巡回時間より数分も早く庭を横切っていった。

「…………」

　彼の後ろ姿が庭から消えるのを見届けてから、女官は鍵を開け、武器庫の中へと足を踏み入れた。地上二階、地下一階の構造になっているが、彼女の目当ては地下のほうだ。階段を降り、鉄製のドアを開けた。

　すえた臭においと、埃ほこりっぽい空気が女官の顔を撫なでた。鼻の頭に皺しわを寄せる。コンクリート製の古い倉庫だった。いまはほとんど使われておらず、中身のない樽たるや木箱、修復予定のまま放置された甲かつ冑ちゆうやら武器やらが狭せまい倉庫内に散らかっている。

　そのさらに奥、木製のドアへと近づいた。一回深呼吸しようとして──女官は臭いと埃を思い出してあわてて口を手で塞ふさいだ。けほっ、けほっ、とひとりでむせる。それから気を取り直して背筋を伸のばすと、ドアに手をかけ、開けた。

　倉庫と同じくらいのスペースが割かれたそこは、緊きん急きゆうの手術用に使われた部屋だと聞く。

　その部屋の中央。

　擦すり切れだらけのシーツをかけられただけの簡素なベッドの上に、ひとりの少年が横たわっていた。

　あちこちに包帯を巻かれている。治ち療りようはここで施ほどこしたものではなく、戦場からの帰き還かん途中、機士団所属の老医師にやらせたものだ。教会から認可を受けた医師なので、最さい先せん端たんの医学を行使できる立場にある。おかげで少年の命に別状なく、銃じゆう弾だんが貫かん通つうした胸のすぐ上の傷も支障はなかろうという保証つきだった。

　少年は目を閉じて眠ねむっていた。

　ひと目見て安あん堵どしたのも束の間、女官はその口から獣けものの唸うなり声のようなものが洩もれているのに気づいた。胸むな元もとに手を差し入れる。その先で細い指に握にぎられた代しろ物ものを見れば、あの衛兵もさぞ驚おどろくに違いない。彼が先ほど誇こ示じしたものと同じ型の拳銃が忍ばせてあったのだ。

　女官はその職業にやや似つかわしくない、鋭するどい目をベッドの上の少年に向けていた。

　見た目はどうあれ、この少年が相当な魔ま法ほう使つかいであることを彼女は知っていたからだ。
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　アウルは炎ほのおに包まれていた。

　逃にげ場所などどこにもない。見み渡わたす限り火は立ち昇のぼり、身体が溶とけてしまいそうなほどの熱と、黒い、邪じや悪あくな臭いのする煙けむりとで世界は満たされている。

　孤こ児じ院いんから出るときにもらったプレゼントの山が燃えていた。アウルの似顔絵もあった。めらめらと音を立てつつ、たくさんのアウルに似せた顔が熱に溶けて小さく丸められていく。

　ノールが燃えていた。なぜかミニチュアのようなサイズになったその町が、あちこち走らせた亀き裂れつの間から火の粉こを噴ふき上げながら崩くずれていく。

　そして──、

（うわっ！）

　激しい突つき上げを喰くらって、アウルは揺ゆれる地面から跳はね飛ばされた。地面を転がっていく。土も熱かった。視界に飛びこんできた空はやはり炎に包まれていて、その真っ赤な皮ひ膜まくの向こうに、いくつもの影かげが旋せん回かいしているのが見えた。

　あれは、飛ひ竜りゆうの群れだ。レイナー・レイバックが操あやつっていた竜たちだ。ノールをまだ襲おそう気なのだ。

（いいや──）

　アウルの怒いかりも、恐おそれも、凄すさまじい熱風の前に融ゆう解かいして消えてしまいそうになる。ありとあらゆる感情が汗あせとなり、血と溶けて、身体から逃げ去ろうとしていくその中にあって、ぽつんと、冷たい感情の塊かたまりが胸に落ちた。

　広がっていく波は紋もんさえもが冷たかった。

（いいや、違う。あれは──）

　飛竜などではない。そしてここはノールなどではない。

　旋回しつつ、なおも炎を雨あられと降り注がせるあの影の群れ。そこから逃げ惑まどう人々はノールの市民ではなく、魔法使いたち。勝てるはずもないのに、手にまとわりつかせた火や風や、そしてちっぽけな杖つえを振ふりかざし、口からは呪のろいと魔法の言葉を唱えながら、なおも立ち向かっていこうとするものもある。

　ごおっ！

　アウルの頭上を突とつ風ぷうが吹ふいた。

　世界をも包み上げかけていた炎が一いつ瞬しゆんにして搔かき消えた代わり、鋼鉄の輝かがやきがなぜかゆっくりとアウルの視界を横切っていく。凄まじいエンジン音が轟とどろいていた。見えるものも聞こえるものも──すべてはいまや炎ではなく、ただ一機の航空機に染め上げられていた。

（あれは──）

（あなたは──）

　剣けん士しロドーのエンブレムが、アウルのいっぱいに開かれた視界すべてを占しめたその瞬間、航空機は持ち前の速度を取り戻もどしてあっという間に消え失うせた。

　ふたたび降りかかるは炎。

　燃えていた。

　アウルの知る様々なものが燃えていた。城で出会った人たち──筋肉自じ慢まんのコナーも、自じ称しよう貴族のボルフェルトも、利発な少年トッドも、まだまだ幼いハーバとメルも──燃えていた。優やさしくしてくれたユーリアも炎に消えた。

（アウル！──）

　誰だれかの声が聞こえて、アウルは必死にそちらめがけて走った。まだ助けられる人がいるかもしれない。波打つ地面と、大小取り混ぜたアーチを描えがく炎の向こう、こちらに手を伸のばしている少女の姿があった。

　アウルの足に力が入った。かっと燃えた怒りが、地面の揺れや炎の熱さなど吹き飛ばしてくれる気がした。ぐんぐん少女の姿が近づいてくる。アウルも手を伸ばした。少女の伸ばした手とあと少しで触ふれ合える。

　それなのに、ほんのあと数歩のところで、なぜだかアウルの足にこめられた力が急激に失せた。がくんと腰こしを落として地面に膝ひざをついたアウルのその目の前。いまのいままで少女に触れようともしなかった炎が、あたかも人間の味を覚えた獣のごとく、ごごうと咆ほう哮こうをあげてその巨きよ体たいを立ち上げた。

（アウル！　助けて！）

　サラ・ウェインが叫さけんだ。

　炎の振り下ろす一いち撃げきがいまやサラを吞のみこもうとしていた。激しい地じ震しんに身体からだを揺さぶられながら、アウルはそれでも懸けん命めいに腕うでを伸ばした。しかしそこには計算されつくした絶ぜつ妙みようの間があった。肩かたが抜ぬけるほどに手を伸ばしても、あと少しのところで届くと期待を抱いだかせながらも、しかし決してその手と手が触れ合えることはなかった。

　炎ほのおの落とす真っ赤な影が、サラの姿を包みこんでいく。もはやサラの声は聞こえず、そしてすぐにその顔も見えなくなった。アウルは絶ぜつ叫きようした。

（！）

　瞬間、指の先にあたたかい何かが触れた。




「うわああああっ！」

「落ち着いて！」

　耳元で大きな声を出されても、アウルは自分が叫んでいることにさえ気がついていなかったので、なおも声を張り上げながら必死でその手を摑つかんでいた。いま放してしまえば、また炎に包まれる。目の前から遠ざかってしまう──。

　が、

　炎がきれいさっぱりなくなったその世界はむしろ恐ろしいほどに寒々としていた。温度を感じなくなった代わりに、世界が徐じよ々じよに正常な色を取り戻していくのが見えてくる。

「あああ……」

　叫びの余よ韻いんが、まだ引きつった喉のどから洩もれ出ていた。「落ち着いて」ともう一度言った女性は、アウルの背中に手を添そえながら、ベッドの枕まくら元もとに用意してあった水差しを手に取った。上に伏ふせておいたコップに水を注いでアウルの口元に運ぶ。

　水の匂においが甘く薫かおった。こんなにもいい匂いがするものだとは知らなかった。アウルは自分でコップを手に取って飲もうとしたが、腕を動かそうとした瞬間、意外なくらいにその腕が重く、さらに、胸の辺りに鋭するどい痛みが突つっ走ったのを感じて、低く呻うめいて身を伏せた。

「焦あせらないで。ゆっくり──ほら」

　女性は言葉どおりゆっくり、そして優しくアウルの背中を撫なでつつ、コップをふたたび口元にまで運んできてくれた。身体に走る痛みもすごかったが、しかしいまは無む性しように喉が渇かわいてもいたので、大人しくアウルは口を開けた。小さく傾かたむけられたコップから流れてくる水を夢中で味わう。からからに渇かわききった口の中に痛みさえともなって広がっていくその水が、やがて血に溶とけて、これもひび割れるほどに渇いた身体中へとごうごうと音を立てて流れていくような気さえした。

「もっと？」

　コップの中身が空になると、女性がそう言ったのでアウルは頷うなずいた。薄うすい、身体よりやや大きめの白い衣を着たその女性は、アウルが求めるままに何度も水を飲ませてくれた。手はずっとアウルの背中を支えてくれている。冷たいその感かん触しよくは火ほ照てったアウルの肌はだには心地ここちよく、また、手そのものは小さいのに、意外なくらいに力強い。アウルは、昔のことを思い出しかけていた。夏の休きゆう暇か──ウェイン家の別べつ荘そうに招かれたときだ。雪解け水の溜たまった湖に落ちたぼくは、ふかふかのベッドに寝ねかされて──熱に浮うかされながらも、ずっと、誰かが側そばについていてくれたような気がしていて。冷たいその手が額にそっと触れた……。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「え、ええ。あ……ありがとうございます、奥さま……」

「奥さま？」きょとんとしたような声。「まさかとは思うけど、爛ただれた生活を送っているわけじゃないだろうね」

　女性らしい丸みを帯びていた声が、なぜだかいきなり少年じみた言こと葉ば遣づかいになった。「え？」とアウルはベッドの上から、背中を離してふと距きよ離りを置いたその女性の顔を仰あおぎ見る。知らない人の顔がぼんやりと見えた。同じくぼうっと映し出された部屋そのものにも見覚えがない。また新しい魔ま王おう城だろうか？　ぼんやりとアウルはそんなことを考えた。前もそうだったんだ。目が覚めたら、知らない部屋に寝かされていて、知らない女の人がいた──。

「ここは？……」

「うん」その女性は少しだけ言いにくそうに視線を逸そらした。「信じられないかもしれないけれど、ここはパリスの首都ベルレーヌ。その宮きゆう殿でんの中にある武器庫の中だ」

　やっぱり知らない場所だった。どうせまたガイツが近くにいるだろうから、あとでいろいろ訊きき出しておこう。それよりも、どうしてこの人はこんな言葉遣いをするんだろう。見た目、とても女性らしいのに。胸まである銀色の髪かみ、化け粧しようをしているらしい顔かたちはまだどこか幼いものの、切れ上がった目や唇くちびるには艶つやめいたものがある。成熟の過程にあるアンバランスさは、少年のアウルにとってはひどく悩なやましく、さっきまで近い距離にいたことが思い出されていまさらのようにどぎまぎさせられた。だからふと流れかけた沈ちん黙もくがアウルにはとても恥はずかしく、

「ガイツは……ああ、いえ、魔ま法ほう……いえ、誰だれか、ぼくを知っているらしい、年寄りの人はいませんか？」

　思いつくままに訊いてみた。いろいろ口ごもってしまったのは緊きん張ちようのせいばかりではない。前に目を覚ましたときは、ガイツが自分と顔見知りだったことを隠かくしたがっていたのを思い出したのと、魔法使いであることはやはり軽はずみには明かさないほうがいいかもしれない、と多少の理性を働かせてのことだ。

「ガイツは……彼は、いない。見つけ出せなかった」

「見つけ出せなかった？」

　アウルはほとんど習慣となった動作で、枕元においてあった眼鏡めがねに手を伸のばし、顔にかけた。

「ああ。捕ほ虜りよの中にもいなかった。地上部隊にそれとなく彼の外見を伝えて──強敵だという噂うわさだが、とか何とか──探さぐってみたが、エウリュアレで見たものもいないようだ」

　さっきと同じく言いづらそうな顔はなぜだろう──そう思いかけたアウルの脳のう裏りに、「部隊」「エウリュアレ」という単語がひときわ大きく鳴り響ひびいた。それは警けい鐘しように似ていた。ガイツを知っている彼女は──そう、ぱっと見たときはまるでわからなかったけど、眼鏡をかけて見上げてみると確かに──声も、まったく同じ……。

「シ、シーラさん!?」

　思わず大声が出た。アウルも驚おどろいたが、相手のほうはもっと驚いていた。目を丸くして顎あごを引いた彼女の顔は、確かにシーラ・アランスその人のものだ。

「……何だと思っていたんだ」

　言いながらも、心当たりはあると見えて、まっすぐに下ろした髪の毛先をふと指でつまんでいる。まだびっくりしているアウルに、
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「『英えい雄ゆう』さまだからな。顔だけは知られている。だから──その、化粧も女官にやらせてみた。案外、気づかれないものだったよ。飛行服を脱ぬいだだけで、大勢の人にあるイメージとは変わるものらしいが……そんなにか？」

　やや不安そうに訊いてきた。言うまでもなく混乱していたアウルは、「はい」と言いかけたが、それではまずいのじゃないかと囁ささやく内心の声もあって、あわてて「い、いいえ」と首を振ふった。

「どっちなんだ」

「え、あ、い、いや。で、でも、そりゃ、知っている人が見たらびっくりですよ。と、とてもきれいだったし……」

「そうか」一応満足そうにシーラは頷うなずいたが、「……ということは、普ふ段だんのわたしは何なんだ」

　すぐに不ふ機き嫌げんそうになったので、アウルはまたもあわてふためいた。

「いっ、いや。普段のシーラさんだって、美人だと思いますけど。その、いつもはもっと男っぽい感じがしますし、いまのシーラさんは、そう、女性らしさというのかな、そういうものが出てきて、とても、とても……」

　上手うまく言葉が出てこないので、最後には愛想笑いをするしかなかった。シーラは横目でにらむようにしていたが、すぐに彼女も「ふふ」と唇をほころばせる。

「その、わたしだって、実は鏡を見て悪い気はしなかったんだ。確かに別人みたいだった。知っている人が見たら、逆に気持ち悪いかもしれない、と思うくらいにはね」

「気持ち悪いだなんて」

　アウルは笑いかけた。それから、不意にやや不自然な沈黙が落ちた。あるいは落ちてしかるべき沈黙だった。

　じわじわとアウルの肌はだが現実に馴な染じんでいくとともに、錯さく綜そうしていた思考の筋道が一本にまとまっていく。アウルのこしらえた沈黙とその意味に気づいてか、シーラもふっと笑えみを引っこめ、逆に唇を嚙かみしめた。

「あ……」

　アウルは意識を失う寸前の出来事を、フラッシュバックのように思い出していた。

　エウリュアレの魔王城を襲おそったのは飛ひ竜りゆうにあらず、航空機の群れ。さらには魔法使い二人までもが敵となって襲いかかってきた。アウルは、まだ覚かく醒せい状態にないローラナと半ば強ごう引いんに〈手〉をつなぎ合わせて、ザベルとレギオンを呼び出した。可能な限り仲間たちを助けようとしたのだが、魔王城のブレインともいえるローラナはいつもの半分ほども力を与あたえてくれず、ほとんど何もできないままに魔王城から逃げていかねばならなくなった。

　立ち去る間ま際ぎわ、彼は魔鏡で反乱軍司令カルマ・ウェインがグリフォンに乗って奮戦している様を目もく撃げきした。それさえも最後まで見届けられずに魔王城から外に出て──。

「ううっ」

　熱を帯びていた肌が、急激におびただしい冷気に襲われた。シーラがはっとしたように手を伸ばしてきたが、反射的にアウルはその手を振り払はらい、自分の両りよう肩かたを抱だいていた。

（魔ま法ほう使つかいだ、こっちにもいたぞ！）

　叫さけびが、複数の気配とともに近づいてくる──いいや、突つき刺ささってくる。銃じゆう声せい。アウルは全身を震ふるわせた。身体からだはもはや肌の感かん触しよくさえわからないほどに冷たいのに、胸のあたりだけが焼けつくように痛い。燃える、凍こごえる、燃える、凍える……。

「あなた、だったんですね」

　アウルのつぶやきを耳にしたシーラは、ふたたび伸のばしかけていた手をぴたりと止めた。

「やっぱり、あなただったんだ……。あなたが、飛行機で……でも、どうして……どうして、あなたが！　あんなことを！」

　両肩を抱きしめながらアウルは叫ぶように言った。彼はまだ、あのエウリュアレの森にいた。森は燃えていた。あらゆるものが、音を立て、身を裂さきながら、燃えていた。




　シーラ・アランスにとって、それは無論、予想できなかった反応というわけではない。こちらを仰あおぎ見るアウルの目は限界以上にまで瞠みはられているものの、どこかそれは虚うつろで、彼には実は何も見えていないんじゃないかとシーラには思えた。

「──わたしは、パリス軍の航空機士だ」シーラは意識して冷たく言った。

「『英雄』という役割を負わされた以上、自然と以前よりも前線に出る機会も増える。前線とはつまり、魔法使いを狩かるための狩しゆ猟りよう場だ。わたしがそこにいるのはむしろ当然のことだろう。わたしにしてみれば、そこにおまえがいたということのほうが驚きだったんだ。なぜあそこにおまえがいた？」

「ぼくは……」

　彼は酸素を求める魚のように口を喘あえがせたが、やがて、きっとシーラをにらみつけてきた。

「ぼくだって、それならば魔王だ。魔法使い側にいたって、不思議じゃない……」

　激情に駆かられたように彼はベッドから降りかけた。が、すぐに胸を押さえてうずくまってしまう。

「無理をするな。撃うたれたんだぞ。弾たまは貫かん通つうしていたからいいが、もう少しでもずれていたら、即そく死しだったんだ──落ち着け！」

　身体を支えかけた手をふたたび振ふりほどこうとし、また傷口が痛んだのか呻うめき声をあげるアウルを、シーラは半ば強引に抱き止めた。びくりと肩かたを波打たせたかと思うと、アウルは先ほどの突とつ然ぜんの激情と同じく、突然顔を伏ふせて泣きはじめた。

　シーラは黙だまったまま、そんなアウルの少女みたいに華きや奢しやな肩を、そして震える背中を手で支える。

「子供だって……いたんだ。ぼくより、ずっと小さな子だって……。それなのに、あなたが、あなたが、それを、あなたなのに……」

　要領の得ないつぶやきが涙なみだとともに洩もれ出てくる。シーラもそっと目を伏せた。

「ああ。わたしだって、魔法使いゲリラのアジトを襲しゆう撃げきしたのははじめてじゃない。子供たちがいるところもあった。両手を縛しばられ、兵士たちに捕ほ虜りよとして連行されていく幼い子たちもこの目で見たことがある」

「──」

　そんな子供たちとて、おそらくシーラをひと目見れば、その杖つえを、その小さな手を振り上げて、魔法の一撃を彼女に見み舞まおうとするだろう。殺そうとするだろう。彼らにとって、『英えい雄ゆう』とはすなわち、教会にとっての『魔王』に等しいのだ。

　それを口にしようとしたが、シーラはやめた。

「ぼくは……どうして、ここに？」

　泣き声の合間に、嗚お咽えつをこぼすような声でアウルが訊きいた。シーラは肩と背中をさすりながら、

「ザベルを見た、という報告を聞いた。それで不安になって、あの狼おおかみを捜さがしていたんだ。ザベルそのものは見つけられなかったが、まさか、と思った瞬しゆん間かんにおまえを見つけた。銃を向けている兵士たちの姿もな。あわてたよ」

　シーラは機体に急降下をさせて、兵士たちの注意を逸そらそうとしたが、わずかに遅おそかった。銃じゆう弾だんに貫つらぬかれ、血を吐はいて倒たおれる彼の姿が、ふたたび上じよう昇しようするシーラの視界を斜ななめによぎっていった。

　血も凍こおるような一瞬、シーラは機体を樹木にぶつけてでもその場に飛び降りようかと考えた。が、タイミング悪く飛竜が後方から迫せまっていた。それでもシーラはあきらめず、地上部隊の通信施し設せつに「なるべく多くの魔法使いたちを生け捕どりにするよう」と命令を出した。兵士たちはシーラの機体をその目で見たはずだから、いま舞まい降りた『英雄』に自分たちの功績をアピールするためにも、アウルに息があっても止とどめを刺さそうとはしないはずだ、と考えたのだ。

　そして、制空権を完全に掌しよう握あくしたのち、森の外に設けられた自軍陣じん地ちに機体を下ろしたシーラは、簡易医い療りよう施設となっている天幕へと急いだ。そこにアウルの姿を目撃した。幸い、部隊づきの老医師の他に人の姿はなかったので、この少年だけは他の誰だれにも見られない場所で治療をしてくれと頼たのんだ。老医師は物事に無む頓とん着ちやくそうな眼差しでシーラをねめつけたが、実際に効果をあげたのは英雄の知名度よりも、数枚の金貨だった。

　近くの村や町の医療施設に彼を運びこむことも考えた。が、何より事情を知りたかったシーラは、多少の危険を冒おかしてでも彼をパリスに連れていくことを決めた。同じ航空機士隊のアレンやティギーの協力を取りつけて、意識を失ったままのアウルをベッドにくくりつけ、シーツをかぶせて「特別な荷物」扱あつかいすることで輸送機に乗せることにも成功した。

　シーラが一日凱がい旋せんを遅おくらせたのは、首都ベルレーヌ目前になって、アウルの熱がぶり返したせいである。シーラはひと晩中、宿の天てん井じよう裏に運ばせた彼を看病した。熱に浮うかされてアウルは何度も呻き、そのたびにシーラは氷ひよう囊のうの氷を取り替かえ、ハンカチに含ふくませた水を少しずつでも唇くちびるに当てて、身体中の汗あせを拭ふいたのだ。

「命があるだけでも奇き跡せき的だったんだ」

　シーラは簡単に説明すると、そう言った。習慣的に「神に感謝の祈いのりを」とまで言いかけたが、さすがに口ごもる。アウルは沈ちん黙もくに閉ざされたきりだ。シーラはふと訊いてみた。

「ザベルは……あそこに、本当にいたのか？　いや、数人が目撃したと言って、ショックやノイローゼ状態になっているのだが、もし本当に現れたのなら、そんな程度では済むまい。何より、もっと大勢の人間が目撃していたはずだが」

　返事はしばらくなかった。シーラは沈黙の中で自分を呪のろった。いまのは確かに無神経だ。くそっ、だけど他に何がある。わたしとアウルに、気を逸そらせるだけの何か楽しい話題が……。

「ぼくに、殺す覚かく悟ごがなかったからだ」

　アウルが唐とう突とつにそう言った。「何？」と目を丸くしたシーラの耳に、ぽつぽつとした、あたかも司祭の前で懺ざん悔げする罪人のようなアウルの囁ささやきが聞こえてくる。

「カルマさまの言われたとおり……ぼくに、戦う覚悟はなかった。だから、誰も救えなかった……誰も殺さない代わりに、そんなことじゃ、きっと、誰も救えやしないんだ。あの魔ま法ほう使つかいたち……彼らだって、本当なら殺したくなんかなかった。だけど、みんなを殺そうとしていたから。だから、ぼくがやるしかなかった……でももし最初から、ぼくが敵を殺せる覚悟を持っていたなら……きっと、あんなことには」

「待て、アウル。それでは何ひとつ、かつての悲ひ惨さんな戦いの時代と変わりない。おまえが魔ま王おうとして戦えば、それだけ多くの犠ぎ牲せいだって出る。それでは──」

「あなただって殺した！」

　シーラはまるで喉のど元もとに刃を突きつけられたように感じた。

「あなただって……戦って……殺した。それなら、ぼくだって……みんなを守るために、戦う、べき、だった。殺される前に、殺す、べきだった！……」

「──」

　激情に駆かられたのも一瞬、アウルは自分の両りよう膝ひざに顔を埋うずめ、しくしくと泣いた。シーラには何も言えなかった。そうかもしれない、と一瞬考えた自分がいて、何よりそれがショックだった。

　シーラが自分の戦いを優先させたのも確かなら、アウルとて、周りの仲間を守るために戦うべきだった、というのも確かだろう。つまりは殺し合ったほうが互たがいによかったのか、とシーラは考えたのだ。

　たとえば彼が魔王として自分の仲間を殺したとしたら？　そのときは、やはり、わたしだってアウルに憎にくしみを向けるだろう。ただの「機士」と「魔法使い」の関係にはなりたくない、と言われても、おまえだって殺した！　とやはり叫さけぶだろう。

　そんな、どこか苦しくなるような感情が胸にもたげてきたとき、いきなりノックの音が鳴なり響ひびいた。ぎくりとしたシーラは急いで入り口のほうへと駆ける。彼女が辿たどり着く前にドアのほうからスイングした。彼女は呆あつ気けに取られた。何て無作法なんだ！

「シーラ！　こんなところにいたのか」

　が、そこに立っていた男の顔を見て、シーラは今日一番の驚おどろきを味わった。
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「ああ、いえ、王女殿でん下か、機士どの、英えい雄ゆうさま！」男はびしっと直立して敬礼の姿勢を取る。「一いつ介かいの機士の無作法をお許しください。何しろ成り上がりの、鍛冶かじ屋やの息子むすこなものでして。貴婦人へのご挨あい拶さつの仕方ひとつ知らんのであります」

「な、何だ。ウーリー？　ひ、久しぶりだな」

　胸のどぎまぎを必死で押し殺しながら、シーラはドア口で男の前に立ちはだかるようにして室内の様子を隠かくしていた。向こうのほうが背が高いので、どうしても爪つま先さき立だちにならざるを得ない。

　二十歳はたち前後の若いこの男は、反乱軍との戦いにも参加した地上部隊所属の銃じゆう機士だ。というより、機士として以前に、シーラは彼を幼い頃ころから知っていた。シーラの生みの母である元宮殿女官が、彼女を産み落としてすぐに身を寄せた地方の町。そこでのガキ大将がウーリーであり、向こうっ気が強いばかりに何度も彼と対立しては壮そう絶ぜつな大おお喧げん嘩かをくり返していたのが少女時代のシーラだったのだ。

　彼女が自身に王の血が流れていると知るその前に、ウーリーは兵士として身を立てるために首都へ赴おもむいた。同じく首都で航空機士としての道を歩みはじめたシーラと彼が再会したのは互いに一三歳のとき。辺境区の警護で手て柄がらを立てたウーリーが、特例として機士の身分を与あたえられた祝賀会でのことだ。家系図をさかのぼれば地方貴族の血筋を引いていることがわかったからだ──ともいうが、その辺は国の事情というやつで本当かどうかは定さだかではない。

「びっくりしたぜ。何だってこんなところに英雄さまがいらっしゃるんだ？　おまけにその格好。随ずい分ぶん色っぽいじゃないか。おいおい、まさかおれを見かけたっていうんで、わざとこんな場所に誘さそいこんだわけじゃないだろうな！」

「ば、馬鹿」

「ははーん、さては、逢あい引きか？　英雄どのとなったらデートもままなるまい。おい、出てこい。英雄どのの恋人はどんな顔をしていらっしゃるんだ、この野郎？」

　ウーリーは久しぶりに幼おさな馴な染じみに会えて興奮しているのか、妙みように落ち着きのない様子で辺りをきょろきょろ見まわしていた。無論、その顔の動きに合わせて左右に動かねばならないのがシーラの立場だ。

「そ、そう思うんなら、ちょっとは気を遣つかったらどうなんだ。大体、誰だれからこの場所を聞いてきたんだよ！」

　思わず、昔利きいていたような口がつい出てくる。おや、地が出たな、とばかりに、ウーリーも昔の悪戯いたずら小こ僧ぞうの顔になってにやと笑う。

「いんや、誰にも。この中庭、ゼオ将軍の機士宿舎にまでは近道になっているもんで、時々無許可で入るんだ。どうせうろついている警備の兵士はひとりしかいないし。そうしたら、見慣れない女官がいるじゃないか。美人だが、足の運びがちとおかしい。何だか男みたいだ、ん、おや、まさか、と思ってついてきてみたら案の定だ！」

　ウーリーは両手を広げて大げさなほどドラマチックに言った。彼は、歯と爪つめを剝むいていた喧けん嘩か友達からいきなり「王女」になり、それからさらに複雑な経けい緯いを経て「英雄」に──と、様々な姿に変へん貌ぼうを遂とげていったシーラに対し、何ひとつ昔と変わらない態度を見せてくれる稀け有うな人物だ。それから、無ぶ精しよう髭ひげの生えた頰ほおに熱気を浮うかせて、

「いやしかし、さすがはシーラだな！　ああ、ちくしょう、言いたいことが多すぎて、何をどうしていいんだかもわからないくらいだぜ。何って、ほら、この前の大活かつ躍やくだよ！　あのあと、会えないもんだから、おまえの活躍をひとりで騒さわぎ立てては将軍に叱しかられたものさ。ああ、そうだ、このあと──このあとは無理か。英雄はいろいろお忙いそがしいだろうから──ともかく、いつかでいいから将軍の公こう邸ていまで来ないか。たまにはいっしょに食事でもしよう。将軍も戦いの話を聞きたがっておられ……おい？　さっきからどうした？」

　ウーリーが何気なく身体からだの向きを変えると王女もその前を塞ふさごうとついてくるので、ウーリーは熱をこめた口調を止めて不ふ審しんがった。

「な、何でもないよ。いつか必ずお伺うかがいする、と伝えておいて」

　ゼオは地上機士三個大隊を統とう括かつする将軍だ。典型的な軍人気質の男で、航空機士団との合同演習の際によく顔を合わせたことがある。しかし、シーラはゼオのことよりも、目の前にいるウーリーに引っかかるものを感じていた。そういえば、たとえ今日じゃなくても、あとで彼と会わなければいけない、というふうに考えていた気がする。アウルのことが気にかかっていたから、忘れかけていたが……何だったっけ？

「本当か？　しかし、まだまだ先のことになりそうだなあ。おれは、ここで偶ぐう然ぜんにでも会えてよかったよ。今度会ったら口も利いてくれないんじゃないかと、ひそかに繊せん細さいな胸を痛めていたんだ。魔ま王おう退治のあとは、カルマ・ウェイン討とう伐ばつだものな」

「別に、わたし自身は何も……」

　変わりはしない、と言いかけて、ふとシーラは後ろを気にした。カルマがすでにこの世の人間でないと知ったら、アウルがどう反応するだろう、と気になったのだ。彼は「カルマさま」と呼んでいた──。

「あっ」

　そのとき、シーラの隙すきを衝つき──本人はそんなつもりはなかったろうが──、ウーリーは彼女の脇わきをするりと抜ぬけて古い医務室に入ろうとした。

「しかしまた、こんなかび臭くさい部屋で本当に何をやって……」

　言いかけたウーリーの言葉が止まる。いや、動きそのものが。どこか息を詰つめたように、ベッドの上のアウルを見つめるその背中は不自然なほどに硬こう直ちよくしていた。シーラはあわててウーリーの前まで走っていき、彼の肩かたを抱だいて部屋の外へ強引に押しやろうとする。

　ウーリーはさして抵てい抗こうもしなかった。

「どうした、ウーリー？　幽ゆう霊れいでも見たのか？」

　シーラは後ろ足でドアを閉めるという行ぎよう儀ぎの悪いことをしながら、かなり無茶なごまかし方をしようとした。

　ウーリーはしかし何も答えない。本当に逢い引きだったので、あまりに驚おどろいて声も出ないのか。いや、そう思ってくれるならばまだいい。まさかひと目見ただけでアウルを魔法使いだなどと見抜けるはずもないし、ましてや魔王などとは夢にだって思わないだろうが、それにしてもウーリーの態度はおかしかった。「おーい？」と声をかけながら顔を覗のぞきこんでみる。無精髭を生やした、年ねん齢れいにしてはややくたびれた印象のある男の横顔に表情はない。それこそ幽霊にでも出くわして魂たましいでも抜かれたのかと思うくらい、むしろこちらが驚くほどの無感情ぶりだ。

「ウーリー、おい、どうした」

　肩を揺ゆすってから、シーラはぴんと脳のう裏りにひらめくものがあった。さっき気にかかっていたことを思い出したのだ。

「そうだ。帰き還かん途と中ちゆうのベ・ルーで、遠えん征せい隊の各部署からの報告書を取り寄せてもらっていたんだ。ザベルに遭あったっていう部隊、あれはおまえの小隊だったそうじゃないか。他のみんなはノイローゼ気味になったそうだけど、医い療りよう部からの報告書にはおまえの名前がなかった。おまえ、ひょっとしてひとりで無理してるんじゃないか？　昔っから、大おお怪け我がしてても『大したことねえ』なんて言い張る奴やつだったよな。鼻血どばどば流しながらさ。変な意地張ってないで、早く、医務室にいって横になっていたほうが……」

「わかりました」

「え？」

　シーラはびっくりして幼おさな馴な染じみの機士を見やった。不意に落ち着いた表情になったウーリーは、

「おお、長居しすぎました。わたし……いえ、おれはここで失礼いたします、王女」

　どこかわざとらしく驚いてから、丁てい寧ねいに一礼すると、くるりと身を翻ひるがえして歩き去っていく。その大きな背中をぽかんとシーラは見送った。態度のころころ変わる男だった。以前からそういう節はあったが、しかしいまのはさすがに異常なように思える。

　が、シーラはそれどころではなかったし、何より、ウーリーがたとえひと目で真実を見抜くほどの慧けい眼がんの持ち主であれ、彼が意識して自分を窮きゆう地ちに追いやるはずはないと信じてはいたので、ひとまず彼のことは忘れた。

　医務室へとしかし戻もどってはみたものの、そこでもシーラは自分の態度を決めかねた。アウルはいまだうつむいたままだ。無理もないか──いかに魔王といえど、いかにレイナー・レイバックと戦った身といえど、あのような戦場で炎ほのおと恐きよう怖ふとに追いつめられ、仲間たちの死を目もく撃げきしてしまったならば、平常心でいられるはずもない。さらには命を狙ねらわれ、銃じゆうで撃うたれもしたのだ。

　──だが……。

　自分はアウルという少年をそうよくは知らない。それでも彼を信じている部分が確かにあった。

「……わたしはこれから予定があるから、いかねばならない。もし何か食べられるようなら、アレンに持ってこさせよう。リクエストは何かあるか？　そう贅ぜい沢たくなものも用意できないが」

　冗じよう談だんめかしてはみたが、アウルは何も答えない。シーラもそれ以上は何も言わず、アウルに背を向けた。

　こつこつと足音を立てて医務室から遠ざかっていく。

　あのノールの小高い丘おか。いまでももちろん覚えている。木こ洩もれ陽びの下、二人は握あく手しゆを交かわした。『英えい雄ゆう』として、『魔王』として、それぞれ同じ道を目指しながら、別々の戦いをやろうと。

　具体的にどうすべきなのかを言葉にしたわけではない。単純にできることだとももちろん思ってはいなかった。だが、教会がその象しよう徴ちようにしたがっている英雄と、他ならぬ魔王が同じ戦いを通じてわかり合えたような気がした。それならば、きっとその道は険しくとも、遠いその向こうには同じゴールが見えるのではないか──そんなかすかな希望がシーラの胸に光となって灯ともっていたのは事実だ。おそらくアウルも同じだったろうと思う。

　しかし、いま──倉庫から出るまでの間、シーラは一度だけ、はなをすすり上げた。アウルに聞かれたくなかったから、それからは早足になった。ドアに鍵かぎをかけたシーラは、そのまま草地に膝ひざを埋めた。




　アウルはベッドの上に腰こし掛かけながらも、しかし心はいまの自分をまったく認にん識しきしていなかった。

　彼はいまだに森の中をさまよっていた。爆ばく撃げきを受けていた。そして胸を撃たれて倒たおれていた。何度でも。くり返し、くり返し。

　時にはふと顔を上げ、カルマやガイツ、そしてサラたちはどこにいったのだろう、大だい丈じよう夫ぶだろうか、いまこうして自分のように生きているだろうか、と考えることもある。だがそうした不安はたやすく過去の恐怖へと変へん貌ぼうを遂とげ、ふたたびエウリュアレの森へと彼を連れ去っていく。

　あたかも魔ま法ほう帝てい国こくハイアが罪人を追いやったという抜ぬけ道のない迷ラビ宮リンスをさ迷い歩くかのように、アウルの思考の迷い道に果てはなかった。

　その埃ほこりっぽい一室が夜の帳とばりに包まれたとき、ほとんど何も考えないままにベッドの上から立ち上がったアウルは、ふと自分が雲を衝ついてそびえ立った巨きよ人じんであるかのように、地面が急速に遠のいたように思われて、立ちくらみを起こした。

　ベッドの上に手をついて身体からだを支えたアウルは、はたとひとりきりの自分を意識した。

「………………」

　誰だれもいない。外から聞こえてくる物音は虫の鳴き声が、それもかすかに空気を揺らして、高い位置にある窓から入ってくるのみ。

　知らない人間ばかりがいる国。魔法使いと敵対する国。エウリュアレの魔王城にいたときに聞いた噂うわさによれば、連合国で魔法使いが捕つかまると、手足を切断され、見せしめのために城の壁かべに吊つるされるのだという──それも、呪じゆ文もんを唱えられないよう、舌をも引っこ抜かれて。

　アウルの身体に鳥とり肌はだが立った。さっきまでは何も感じていなかったこの倉庫内が、いまとなっては、闇やみの向こうから、壁の隙すき間まから、ベッドの下から、ありとあらゆる場所から自分を捕ほ食しよくしようとする獣けものが飛び出てくる檻おりの中のように感じられて、アウルはひとり、身を硬かたくして、その場でじっとうずくまった。

　がちがちと歯が鳴った。何とか気づかれまいと彼はその歯を強く嚙かみ合わせた。吐はく息さえ自分の存在を知らしめるほどに濃のう厚こうな臭においが漂ただよっているのではないかと思い、息をも殺して、彼は薄うす暗くら闇やみを凝ぎよう視ししつづけた。

　どれくらいそうしていただろう。足元にかすかなぬくもりを感じて、アウルは「ひっ」と跳とび上がりそうになった。瞬しゆん間かん、胸の奥が焼けつくように痛み、いままで押し殺してきた息すべてを吐き出すほどの勢いでアウルは咳せきこんだ。それでもなおアウルは恐怖からは抜け出せずに足を打ち振ふった。今度はひやっとしたものを感じたのだ。獣の舌だ！

　うわああっ、とアウルが叫さけばずにすんだのは、声も出せないほどに傷口が痛んだのと、そのとき、

「なーお」

　という、聞き慣れた鳴き声がしたからだ。驚おどろいて足を止めたアウルは、まるで試ためすような眼まな差ざしを足元に当てた。押しつけられていたぬくもりのやや高い位置に、ルビー色の光が燃えている。

　ゼナだ。黒い体毛が闇にまぎれていたが、間ま違ちがいない。アウルはへなへなと腰こしを落とした。

　猫ねこの舌はまだアウルの裸足はだしを舐なめている。おそらく、あのエウリュアレの森で倒れたとき、彼女はずっと側にいたのだろう。兵士がアウルを医い療りよう施し設せつへ連れていったときも、あとをついてきたのだろう。シーラにもゼナとの面識はある。だからいっしょにここまで運んできてくれたのだ。

　アウルは何気なくゼナの頭を撫なでて、

「！」

　瞬間、熱いものを両の瞼まぶたに意識してアウルは顔を伏ふせた。彼は泣いた。「くそっ」「くそっ！……」と何度もつぶやきながら泣いた。

　シーラの前で泣いたときとは意味が違った。というよりも、いま泣いてみて、はじめてアウルはシーラの前で泣いたことを思い出した。それと同時にシーラと交わした言葉のひとつひとつが、いまやっと現実味を帯びて記き憶おくの中から呼び覚まされてくる。

「こんちくしょう──くそっ、馬ば鹿かめ、馬鹿なアウル！」

　はらはらとこぼれ落ちる涙なみだが、ルビー色の光をかすかに反射する。膝の上でぎゅっと握にぎりしめた拳こぶしに、ゼナの顔が擦こすりつけられた。

　ぼくは、魔王になると決めた。あのノールでの出来事みたいなことをもう二度と起こしたくなかったからだ。でもそれでどうしていいかわからなかった。だからカルマさまに相談しようとした。カルマさまなら何も間違いはないと思ったから。でも逆に、「きみに教会の人を殺せるか？」と言われて、前よりも力を使うことがもっと怖こわくなった。

　そこへ奴やつらが来た。シーラとともにやって来た。ぼくは力を使った。魔王だからだ！　そう何度も自分に言い聞かせて。

　それなのに。

　こうして、銃じゆうで撃うたれてひとりぼっちになったら、またぼくは弱気な、虐いじめられっ子に逆ぎやく戻もどりだ。何もないはずの闇にさえ怯おびえちまって。ゼナがいるとわかったら、それだけでどうしようもないくらいにほっとして。

　アウルは自分の弱さに泣いた。

　肩かたを震ふるわせ、傷口を疼うずかせながらも涙をこぼしていたアウルは、やがて、顔を上げた。

「……何とかしなくちゃ」

　つぶやいてみる。誰かに聞かれるかも、という不安がふと胸をよぎったが、それをも振り払はらう勢いで「よし！」と彼は大声を出した。

　ここは確か、パリスの宮きゆう殿でんだとシーラは言った。いわば、敵の真まっ只ただ中なかだ。自分にとって、というより、ガイツにとっては、という意味で。だから彼がいかに優すぐれた魔法使いといえど、単身、パリス領内に潜せん入にゆうして助けに来てくれることなどは期待しないほうがいいだろう。といって、シーラに過か剰じようの期待を抱いだいてしまうのも考えものだった。別に、まだ彼女を「敵」として憎にくんでいるわけではない。まだ完全に振り切れたわけではないものの、ずっとずっと恨うらみを抱きつづけるような子供じみたことはしたくない。が、どれだけ彼女が英えい雄ゆうであっても……というよりも、そうであるがためにできないことはいくらもあるだろう。

　涙とともに弱気を洗い流した気になったアウルは、さっきとはまた意味の違う思考の迷宮へと足を踏ふみ入れかけた。

　ドン……ドン……と何か、遠くで物がぶつかるような音がしたのはそのときだ。思わずゼナと顔を見合わせたアウルだったが、シーラが「アレンに食事をあとで持ってこさせる」と言っていたのを思い出した。アレンとは、確か、あの大きな身体からだをした機士だ。

　それを思い出すといきなりお腹なかが減ってきた。そうだ、どう考えようと、食べなくちゃ何にもならない。エウリュアレから逃にげのびただろうカルマさまたちだって、きっと同じことを考えて、来るべきときに備えて食べられるときに食べるはず。

　アウルは階段を上って、倉庫の入り口まで近づいた。やはりドアを叩たたく音だ。ドアの鍵かぎを内側から外して──ふと、どうしてアレンさんは鍵を持ってこなかったんだろう、と考えた。

　ドアは向こう側から開いた。

　やはり、というべきか。入り口にぬっと突つき出された顔に、アウルはまったく見覚えがなかった。

「わあ、本当だ。ネリスの言ったとおりだ。誰だれか持ち帰ってきちゃうなんて！」

　アウルと歳としのほとんど変わらない少年だ。きらきらと目を輝かがやかせてこちらを覗のぞきこんでいたが、急に「おほん」と咳せき払ばらいすると、低い声を出して、

「おい、こら。手前、何者だ。正体を言わないと、この機士さまが痛い目に遭あわせちゃうぞ。シーラ隊長の人の好さにつけこんで、邪じや悪あくな魔ま法ほう使つかいが何か企たくらんだって、このミリアムさまがいる限り無む駄だなことだからな！」

　そう脅おどしてきたが、まったく迫はく力りよくを感じず、アウルはぽかんとしたままだった。




　地ち竜りゆう部隊長ロゲル率いる三〇〇人は、三日をかけてエウリュアレ大森林から川沿いに南下し、イーザン辺境区の終点、大陸の最西南端たんを斜ななめに突っ走るイフリ連山の入り口ともいうべき岩山へと辿たどり着いた。

　あらかじめ送りこんでおいた二〇人の先せん遣けん隊とちょうど幅はばの狭せまい道の切れ目で出会い、彼らの案内のままやや傾けい斜しやのきつい坂道を登っていく。

　暗闇の中、ただ黙々と足を運んでいく。人々の顔には、等しく疲ひ労ろうの色が重くへばりついていた。子供たちでさえ、彼らに特有の不平不満や笑い声はもはやエウリュアレに置き忘れてきたと見えて、大人たちに従い、時には手を引かれて、小さな歩ほ幅はばで懸けん命めいに大人たちに追いつこうと歩いている。

　まったく事情を知らない人間が、夜の山道でこんな集団に遭そう遇ぐうしたならば、亡ぼう鬼きの群れかと思って神への祈いのりを唱えるか、大声でわめいて逃げ出すに違ちがいない。辺りに戦乱の火が絶えて久しく、町や村から逃げ出してきた難民たちの姿とて珍めずらしかったからだ。

　しかし神の祈りがもし聞き届けられるにふさわしいものがあるとしたならば、それは無言の行進をつづける彼らこそがふさわしかったし、それとまったく同時に神への呪のろいを誰よりも強く唱えられる集団がいるとしたなら、それもいまの彼らをおいて他にはなかった。

　と、幅の狭い道の切れ目から、突とつ然ぜん人の形をした炎ほのおが浮うき上がった。

　先頭にいたロゲルはいかつい顔にやや驚おどろきの色を浮かべたが、すぐに差し出された炎の手を躊ちゆう躇ちよなく握にぎりしめた。

「カルマ・ウェイン麾き下かの地竜部隊長ロゲルだ。事情はそちらも知っていると思う。あらかじめ飛竜でお知らせしたとおり、そちらと合流したい」

「歓かん迎げいする、ロゲル隊長」

　炎は次第に弱まり、やがて中から人の姿を生み出した。魔法使いだ。マントを翻ひるがえした彼に導かれるまま、エウリュアレから逃とう亡ぼうしてきた三〇〇人からなる難民は、岩山の中腹に広がるテントの山へと案内される。

　すでに夜も深い。

　が、寝ねずの番に当たっている魔法使いたちの数は一〇〇を下らなかった。誰かが呼び出した炎の塊かたまりがいくつも宙を舞まっていて、辺りをほの明るく照らしている。

　彼ら、教会に敵対するゲリラ軍は、現在、いくつもの部隊にわかれて連合各地で行動していた。ここのように、各地の要所に築かれた隠かくしアジトを拠きよ点てんとしているのだ。もともとカルマたちがパリス領土にあたるエウリュアレにいたのも、そこの大森林にあった魔王城を利用してもうひとつの隠しアジトを築こうとしていたためである。

　ロゲルはのしのしと大おお股またで歩きながら、広々と切り拓ひらかれた中腹を見み渡わたした。

「兵の数、およそ一〇〇〇か」後ろにいた部下にこっそり囁ささやく。「このうち魔法使いが三、四割もいればいいほうだろうが、それでも軍事拠点の中でもまずまずの規模だな。が、何せ、ここの司令官は……」

「本当なんだよ。ああ、ぼくに水すい晶しよう球を扱あつかえる技術があったらな。それに映像を記き憶おくさせておまえらに見せてやったのに！」

　ずっと後ろのほうで甲かん高だかい声が聞こえる。ロゲルは苛いら立だった様子で頭の中央にだけ生やした髪かみを手で搔かきむしった。なおも子供たちの声はつづく。

「だって、ザベルだろ？　魔王に最後まで仕えたっていう、魔将のひとり。そんなものがもし現れたんだったら、トッド、何でおれたちはこうして逃げてきてるんだよ。ザベルが来たのなら、近くに魔王陛下だっていらっしゃるってことだろ。ガリオンさまなら、あっという間にあんな奴やつらは吹ふき飛ばしてやったはずさ！」

「でも本当に見たんだ！」

「おまえはそう信じたいだけだよ。こんな……惨みじめな思いをしたってことが信じられなくってさ」

「メルのことだってそうよ……。あの子が生きているって信じたい気持ちはわかる。だから、見もしないザベルの記憶を自分でつくって、あの子はいま魔王に守られているんだ、って思いたいだけなのよ」

「ぼくは噓うそなんかついちゃいない！　サラお姉さんだって見たんだよ。ねえ、お姉さん……」

「ガキども、うるせえぞ！」

　ロゲルは振ふり向きざま、よく通る怒ど鳴なり声をはり上げた。

　びくりと少年たちが肩かたを震ふるわせる。魔法使いのひよっ子ども。その中に、サラ・ウェインの姿もあった。お嬢じようさまには慣れない登山のために疲つかれたのか、それとも父カルマが討たれたという報告があったためか、三日前からむっつりと無口を決めこんでいて、いつもはうるさいくらいの声がまったく聞こえない。肩に乗った金色の髪が妙みように重たげだった。

「くだらねえ。何がザベルだ、ガリオンだ。いつまでも夢みたいなこと言ってる暇ひまがあったら、少しは精進しておまえらも荷物持ちから昇しよう格かくしやがれってんだ。おとぎ話なんかさっさと忘れちまえ！」

　少年たちは押し黙だまる。ちょうど近くを通りすぎた炎が、サラの顔にその色を投げかけた。瞬しゆん間かん、赤くぎらついた目がロゲルを射た。

　思わず息を吞のみ、ロゲルは立ち止まりそうになったが、すぐにサラが目を伏ふせたので取り乱さずにはすんだ。

「ちっ」

　舌打ちし、肩を必要以上にそびやかして正面へ向き直る。あのガキめ。

　ちょうどそこへ、ひとりの男がこちらに向かってくるところだった。もじゃもじゃの白しら髪が頭あたまをした男で、一見、優やさ男おとこのような風ふう貌ぼうをしている。カルマより年上だが、浮かべた笑えみにはどこか軽けい薄はくな雰ふん囲い気きがあった。

「ようこそ。エウリュアレでは災難でしたな」

　数人の魔ま法ほう使つかいを背後に従えながら歩みを止めたこの男こそ、ダリウス・クラウン。このアジトの司令官である。少しも災難だとは思っていないふうなあの笑みがロゲルには気に喰くわなかった。どうせ近くにはべらせている女魔法使いから口元のしわがチャーミングだとでも言われたのだろう。だからずっとあんな笑みを固定させているんだ。

「いや」

　右手を挙げかけたロゲルの隣となりで、そのとき金色の輝かがやきがよぎった。サラ・ウェインがずかずかと歩み寄ってきていたのだ。「こいつ」とにらみを利きかせそうになったロゲルだったが、そのときになって、ダリウスの目が自分を見ていないのにはじめて気づいた。ダリウスが声をかけたのは最初からサラ・ウェインだったのだ。

「まさか、英えい雄ゆう自らがご出しゆつ陣じん、とはね。我々も相手が一直線にエウリュアレに剣けんを突つき立てるとは意外でしたよ。パリスには何人か斥せつ候こうを忍しのばせているんですが、情報がひと足も二足も遅おくれてしまいましてね。救きゆう援えんにいけるどころでもなかった」

「いいえ……お言葉だけでも、ありがたく受け取っておきますわ」

　サラは、すごすごと引き下がっていくロゲルを尻しり目めにかぶりを振った。彼女たちにしてみれば、意外どころの話ではない。エウリュアレの魔王城にアジトを移したのはサラの父であるカルマ・ウェインのアイディアだが、まさか魔王時代が過ぎ去ったいまになっても周辺の人々に恐おそれられているあの森が、いきなり襲おそわれるなどとは誰だれも思いもしなかった。それに、敵が前もって航空機で偵てい察さつに赴おもむいた様子もなかったはずだ。ということは、彼らは最初からその情報を摑つかんでいたのだ。魔王城の位置だけでなく、おそらく司令官カルマがその城に移ってくる日時までをも正確に。

　背後で、かなり仕方なさそうにロゲルが仲間たちに野営の準備をするよう言っているのを耳にしながら、サラは来た道を戻もどりはじめたダリウスと肩を並べた。カルマとダリウスとは主義主張をやや異ならせてはいたものの、長い間の盟友であったことには変わりない。サラとも面識があった。

　改めて二言、三言挨あい拶さつを交かわしたのち、

「カルマ・ウェインどのは……」

　やや声を忍ばせてダリウスが訊きいてくる。これにもサラはかぶりを振るしかなかった。さっきよりはやや強めに。

「そうですか。先せん遣けん隊から話を聞いたときにはまさかと思ったのですが──。あの反乱の旗手がね」

　ダリウスはやるせなさそうに夜空を見上げた。

「弔とむらい合戦をやりましょう」サラは息巻いた。さっきまではむしろ物静かに見えていた娘むすめの目に、そのときぽっと炎ほのおの色が宿ったようだった。

「お父さまの──いいえ、カルマ・ウェインの仇かたき討うち、ということであれば集まってくる魔法使いもいままでの比じゃないはず。士気も高くなる。教会領内にだって、元貴族だったカルマに同情を寄せていた人間は多いと聞くし……彼らの協力を取りつけてでも、一気に首都ベルレーヌに攻せめ寄せ、シーラの首級をあげる！」

　勇ましく言い放ったサラだったが、ダリウスはなぜか「ははは」と楽しそうに笑った。ブルーの瞳ひとみがいままさに火を放たんばかりになる。

「な、何がおかしいの!?」

「おや、ジョークのつもりじゃなかったんですか。まあまあ、そう怒おこらずに。──意気ごみは買いますよ。無論、わたしだってカルマどのが討たれたことにはショックを受けているし、悲しんでもいる。ですが、仇討ちなどと。そうやって『英雄』シーラを万が一殺せたところで、今度は教会が仇討ちを仕し掛かけてくるだけです。それも、現在はまだいまひとつまとまりに欠けている連合軍が、それこそ一丸となって攻こう撃げきをかけてくることでしょう。燃え上がった炎は、相手を焼き尽つくさねば収まることがない。互たがいが滅ほろぶまでの壮そう絶ぜつな戦いになるでしょうな」

「それこそ望むところですわ。戦いとはそういったものでしょう！」

「違ちがいますよ」ダリウスは哀あわれむような眼まな差ざしを旗手の忘れ形見に向けた。「そんなのはただの殺し合いだ。人のやるべきことじゃない。人ならぬ獣けものだって、殺し合いを前提にした戦いを挑いどむことなんて、その生しよう涯がいで実はそう多くないんです。というよりも、獣なればこそ、その牙きばの収めどころをわきまえている。戦いというのは、終わらせ方をどう決めるかにかかっている。どちらかが全ぜん滅めつするまで戦うだなんて、そんなのはただ無む駄だな死者を増やすだけのことだ。我々魔法使い軍が、正面から連合軍に消しよう耗もう戦を挑んだところで、万が一にでも勝てるなどと本気で思っているわけではないでしょう？　だからこそ、どこまで押して、どこで引くべきかを常に考えておかねばならない。サラ・ウェイン、どうか感情的にはならずに。こういうときこそ、残されたものたちは冷静に状じよう況きようを見み据すえなければならない。人を指揮する立場ならなおのこと。あなたまで感情的になってしまえば、いたずらに仲間たちの命をずるずる失ってしまうだけです」

「う……」

　ゆっくりと、嚙かんで含ふくめるような口調を前に、ただでさえ短気なサラの頭がかっとなりかける。喉のど元もとどころか、その白熱した頭のてっぺんにまで噴ふき上げた怒ど声せいを、しかしサラはかろうじて吞のみこんだ。ダリウスの言葉ではないが、ここで感情的に怒ど鳴なったところで自分が不利になるだけなのはさしもの彼女にも理解できた。

「わ、わかりましたわ。確かにおっしゃるとおり。ではダリウスどのにお訊きしますが、いったいこの先の戦いにどれほどの見通しがついておられるのか。これからゆっくりと話を……」

　司令部に使っていると思しき岩山の洞どう窟くつ手前まで来たので、サラはつくり笑いを浮うかべて下手に出た。これからつき合いが長くなるだろうから、いきなり折り合いの悪いところばかりをアピールしても仕方ない。一時の屈くつ辱じよくを吞むつもりで慇いん懃ぎんな態度を取ったのだが、

「おお、これから定時会議の時間だ。では、これにて、サラどの」

　ダリウスが足を止め、にっこり笑いかけてきたので一四歳の魔ま女じよは啞あ然ぜんとなった。この先の司令部に彼女を入れるつもりなど毛頭ないらしい。そうなると、ダリウスの優やさしげな眼差しも、のこのこついてきた自分に対して「分をわきまえろ」と言っているように思われて、ますますサラの顔に血の気を昇のぼらせる。

　しょせんカルマ・ウェインをなくした流る浪ろうの民。父親なきサラなど、たかだかちっぽけな一四歳の魔法使い。ダリウスはロゲルをあえて無視したのではない。最初から、彼女たち全員を相手にする気がなかったのだ。彼女は拳こぶしを握にぎりしめた。あまりに強く握ったので、指の辺りが血の気を失ってきた。

「そう──それでは、失礼──いたしますわ」

　サラはそれだけをやっとのことで言い終えると、踵きびすを返した。「ふん」とさして間も置かずしてダリウスの鼻で笑う声が聞こえた。一歩、一歩と大おお股またで遠ざかっていくサラにはその後の会話もよく聞こえていた。彼女の耳がいい、というより、そもそも相手側に隠かくすつもりがないのだろう。

「益のない殺し合いをこれ以上つづけて何になる。仇討ちだって？　魔法使いを滅ぼすのは教会にあらず、ああいう、考えの足りないものの浅あさ知ぢ恵えだ。なまじ英えい雄ゆう気取りなものだから始末が悪いね。ゆめゆめ、彼女の言葉に乗らないよう、皆みなに伝えておけ。そういう不心得ものがここにいるとは思えないけれどね──」

　サラは意識して目に力をこめた。でなければ、かっかっとした熱に促うながされ、いまにも泣いてしまいそうに思えたからだ。周りにいる全員がいま自分を見ている気がしてならなかった。

「サラ……大だい丈じよう夫ぶ？」

　優しくそう声をかけてきた相手にも思わずにらみを利かしそうになった。「平気よ」と答えるその声がしかしもう震ふるえている。長い髪かみのその女性──ユーリアは、まだ歩きつづけるサラの手をそっと握った。やめて、と振ふり払はらいそうになったサラだったが、

「……穏おん健けん派って、何なの？」代わりにそう訊きいた。「戦うこと以外で、どうやって、教会の横暴をやめさせようというの？　いま復ふく讐しゆうをやめたら、教会と魔法使いがにっこり微笑ほほえみ合って、手を握り合えるとでもいうの？　本当なら、言うことを聞いてあげたっていいわ。仲良くなった振りをして、シーラの寝ね首くびを搔かっ切るから！」

　いきなり暴発したサラの叫さけびにユーリアは一いつ瞬しゆん目を丸くしたものの、そこは年上の女性らしい気き遣づかいを見せて、あえて逆らわず、ひとつ頷うなずいた。

「そうね。でも、人を動かす立場にある人って、いろいろ考えなきゃいけないから……。火に薪まきをくべるみたいに人を熱意で促すのと同時に、そうして熱ねつ狂きよう的になる人たちから一歩引いて、事態を冷静に観察しなければならない。薪があとどれくらいもつのか、なくなったらどこから補給すればいいのか、それにはどれくらい時間がかかるのか、満まん遍べんなく燃えているのか、燃えすぎてどこか予想外のところに飛び火しないか──そのときのために、水をも近くに用意しておかなければならないわね。それに、一手先をどう打つかでみんなが揉もめる中、彼らの話に耳を傾かたむけてその意思をまとめつつ、でも自分だけはもっと先を見据えて、二手、三手先のことをも考えていないといけない。カルマさまだって、そうだったはずよ」

　サラはずかずかと足を運んでいたが、ふと父親の名前を出されると足を止めた。握り合ったユーリアの手に視線を落とす。

「……ええ。それは、わかるけれど。でも」サラはいったん言葉を切ってから、金色の髪を激しく振った。「でも、だからといって、このままでいいはずがない。いいはずがないわ！　ユーリア、あなたまで笑って許せというの？　お父さまを、みんなを、彼らは殺したのよ！　それなのにいま我が慢まんして笑っていろだなんて、それなら、何のためにあたしたちは戦ってきたの？」

「笑って許せだなんて、わたしは言わないわ」

　サラはまた感情に身を委ゆだねそうになって、ふたたびユーリアの手を振り払おうとしたが、意外なくらいに強く握りしめられて思わず顔をしかめた。

「わたしにだってわかるのよ、サラ」ユーリアは静かに言った。「わたしだって、許せるはずがない。家族を……あいつらは、わたしの家族を皆みな殺ごろしにした。わたしの目の前で。自分たちの力を誇こ示じするように、わざと彼らはわたしたちに抜ぬけ道を用意しておいて……そこから必死に逃にげ出そうとするわたしたちを、彼らは笑っていた……笑っていたのよ。ひとりが大声で叫んだわ──『当然の報いだ！』、もうひとり、女の人も、甲かん高だかく叫んだ──『何を泣いているの？　あなたはこれ以上のことをわたしたちにしたのよ！』」

「ユ、ユーリア、ユーリア！」

　サラはむしろ自分が相手を抑おさえこむ立場になって、ユーリアの肩かたを強く揺ゆさぶった。ユーリアはまるでいま目を覚ましたように、はっと顔を上げ、間近にいるサラと視線を合わせた。

「ごめんね。ユーリア、あたし、知らなかったから……あなたに、その、そういう過去があっただなんて」

「い、いいえ。いやだわ、どうしたのかしら」

　ユーリアは混乱しているのか、熱の浮ういた頰ほおを両手で押さえていた。目にはうっすら涙なみだが浮かんでいる。サラはそんな彼女をしばらく眺ながめていたが、

「わたしたち、同じ思いを抱かかえているのね。いいえ、世界中にいる魔法使いがいま、きっと、わたしたちと同じなのだわ。やるせなくて、許せなくて、でもどうしていいかわからなくて──。きっと、教会側の人間には想像もつかないわね。それなのに、何て言い草なのかしら。ユーリアが『これ以上のこと』をした？　きっと、魔法使いが民衆を支配下に置いていたことを言っているのだろうけど、魔ま王おうが世界を支配していたのなんて、五〇〇年前の話よ。五〇〇年！　教科書で教えられたのか何だか知らないけれど、いままさに魔ま法ほう使つかいが置かれている苦境も知らずに、彼らは過去の人間になりきったつもりで、したり顔で復讐を口にするのよ」

　そうつぶやくサラの顔にはまだ熱の名残なごりがあったが、さっきよりはだいぶ落ち着いていた。広々とした岩山の中腹を見み渡わたす。風が吹ふいた。サラは肩から提げていた古めの小さなカバンから帽ぼう子しを取り出し、それを被かぶった。お気に入りだったポシェットは、エウリュアレの逃亡行でなくしてしまっていた。あの中に詰つめこんであった思い出ごと。

　がやがやとした魔法使いたちの気配が、涼すずしい風に乗って伝わってくる。少し目を上げれば、もう満天の星が手に届きそうなほどに近い。大勢の人たち。ひとつの、遠い、尊大な目標のために集まった彼らはしかし、いま、目と鼻の先にあるはずの次の一歩を踏み出すべき足場に迷っている。

「ここに来て、カルマ・ウェインを失ったのは確かに相当の痛手ね」

　自分でも冷静になろうとつとめて、サラはあえて無感情に父の名を口にした。

「お父さまはいわば魔法使いたちのカリスマ的存在だったから。思えば、ウェイン邸ていの焼き打ちこそが魔ま女じよ狩がりの激化したきっかけであり、そして反乱軍決起のきっかけでもあったはず。そのお父さま以上に、虐しいたげられた魔法使いたちをひきつけるカリスマなんていまのところありはしないわ。『魔ま剣けん同盟』のエリザではいまひとつ魅み力りよくに欠けるし、『聖戦士ゼーオン団』のゼーオンも知名度とその組織力は高いけれど、あまりに残ざん虐ぎやくなゲリラ活動で、同じ魔法使いたちからも恐おそれられている。ダリウスなんてもっての外だし……」

　小さな首を痛めて夜空を見上げていたサラは、なぜか自分でも理解できない衝しよう動どうに駆かられていきなりその場にしゃがみこんだ。

「サラ？　どうしたの、サラ……」

　同じくしゃがみこんできたユーリアが、震ふるえるその肩を抱だいてくれる。

　両方の膝ひざ小こ僧ぞうに顔を埋うめながら、サラは必死でこみ上げてくる嗚お咽えつを嚙かみ殺ころしていた。

　いまこうして、父亡きあとのことを考える自分が、ひどく遠いもののように思われた。それでいて、父の死はやはり身近なものでしかあり得ず、しかし同時にいまだに自分がそれを半信半疑でいることこそが、サラには悔くやしかったし、惨みじめでもあった。

　いつまで後ろを見ている！

　もう、もういないのよ！

　お父さまと最後に会話をしたのはいつだったろう？　魔王城でだって、もちろん毎日顔を合わせていたし、挨あい拶さつもしていた。でもそれは司令官カルマと、ひとりの魔法使いとしての挨拶だ。父と娘むすめとしてなど、もう長いこと目も合わせていないのではないかとサラには思えた。

　──ああ……。

　不意に、空を風切って飛んでいた感覚がよみがえってきた。

　エウリュアレに向かう際、父と二人してグリフォンに乗って空を駆けていたときだ。あのときばかりは、父も父の顔をしていたように思う。確か復活した魔王の噂うわさ話ばなしをしていたので、サラはわざと羽目を外した振ふりをして、空の上で歓かん声せいをあげたのだ……。

（魔王さま！　いまこの世で最高の魔法使いがそちらにいきますわ！）

　振り返ったカルマの、いつもは真一文字に結ばれた唇くちびるが、そのときはゆるんでいたふうに見えた。空は青く、眼下にはいっぱいに緑が広がっていて、陽光を反射させる湖がきらめきを添そえていた。

　そして、父と二人して降り立ったエウリュアレの魔王城。サラはそこで、ひとりの少年と再会したのだ。それは、素晴らしい一日だった。

　だが、いまにして思えば、出会わなければよかった。あんなところに彼はいるべきではなかった。四年ぶりの、そしてたった三日あまりの再会。あるいはもう、二度目は許されない再会──。彼は行方ゆくえ不明になってしまった。

　サラはさっきと同じく、握にぎりしめた拳こぶしを震わせていた。

　──反乱の旗手……。

　父はそう呼ばれ、

　──ウェイン家の誇ほこるべき魔ま女じよ……。

　母アンジェリーナはサラをかばって炎ほのおの下した敷じきになりながら、自らをそう言った。父と母はウェイン家の血統を継ついだいとこ同士だったのだ。その濃こい魔ま法ほうの血が、サラにももちろん流れている。
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　もうサラは泣いていなかった。彼女は膝ひざ頭がしらに埋めていた顔を上げ、ローブの長い裾すそを払はらって立ち上がった。

「そうよ……そうよ」

「サラ？」

「まだ、終わったわけじゃない。あたしはトッドの言うように、確かに見たのだもの。〈火の鎖くさりを食いちぎる獣けもの〉を。だとしたら、魔王陛下は必ずあたしたちの戦いを見ていらっしゃる。そして必ず、あたしたちの前にそのお姿を見せてくださるはず」

　真っ赤になった目をごしごしとこすって、サラは何もないはずの暗くら闇やみを真っ向からにらみつけた。

「だけど、そのためにはまず、誰だれよりもあたしが覚かく悟ごを示す必要があるんだわ。ウェイン家の誇るべき最後の魔女であり、反乱の旗手の娘であり、そしてもっともその遺志を継ぐにふさわしいこのあたし──サラ・ウェインこそが！」

　星に挑いどみかかるようにサラは叫さけんだ。

　エウリュアレの森で、敵の魔法使いに殺されかけたあのとき、サラは自分でない自分を演じてきたことを悔くいた。父親の隣となりにいるにふさわしい復ふく讐しゆうの女め神がみになど、なれっこなかったのだと自らを嘆なげいた。普ふ通つうの女の子としてアウルに再会すればよかったと心底から思った。

　だが、もういまは誰もいない。

　ならばもう構うことはなかった。今度こそ演じきるのだ。誰かの目を気にしてそうするのではなく、復讐の女神として皆みなをひきつけるにふさわしい人物像をつくり上げるのだ。たとえそれが上辺だけのものであれ、死ぬ瞬しゆん間かんまで演じることができればそれは本物になる。もう、誰も本当の自分を知っているものなどいないのだから。

　魔ま王おう陛下に会えたそのときだって、魔将のひとりを演じるくらいはやってみせよう。

　──だから、ね。

　サラは、間近にいるユーリアにも聞き取れないような声で囁ささやいた。

　──見守っていて。あたし、心の中だけでなら、もちろん、パパとママの娘だわ。いい子なのよ。知ってるでしょ？　それにね、アウル。あたし、あなたに『お姉さん』なんて呼ばれたくなかったのよ。本当よ。

　サラ・ウェインは仮面をつける道を選んだ。死ぬその瞬間までそうしようと誓ちかった。

　が──、彼女は、この先……ずっと先になって、ふと自らの思いを省みることがある。この夜の出来事をふっと思い出すことがある。

　そしてそのときこそ、サラ・ウェインは『魔王』の真実を理解することになるのだった。
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　機学そのものの劇的な発展は、およそ四〇〇年前に遡さかのぼる。

　蒸気機関の発明は、いまはなきライノスという町の教会で行われた。そのときの教会はいまほど閉へい鎖さ的でなく、優れた知能や技術を持つ人間ならばその地位にかかわらず誰しも研究者として雇やとっていたから、主な研究メンバーは皆平民出身である。

　そうしていったん火のついた発展は留とどまるところを知らない。機械性大工業が徐じよ々じよに広まりゆくにつれ、世界はいわゆる資本主義的社会様式を呈ていしてきた。

　たとえば当時、英雄の子孫たちの治める国は教会連合としてまとまるべし、と早くも革新的な意見を説いていたエリシスの主な産業は綿製品で、瞬またたく間に国の各地で大工場地帯が築かれていた。次々と新しい紡ぼう績せき機が発明され、技術や知識の提供者には国から多額の礼金が送られた。この頃ころはまだ貴族と民衆に大きな隔へだたりはなかったのである。

　綿工業のみならず、石炭産業、製鉄業……と、産業革命の波は広がっていく。

　他の国に後おくれをとってはならない、とどの国もその労働力の拡大と技術の拡張に心血を注いでいた。

　人々の生活レベルは向上した。労働力重視のあまり、人員を奴ど隷れいのように行使する工場が増えるなどという人権問題は多々あったものの、この時点ではおおむね貴族と民衆の差はむしろ縮まっていったと考えていい。

　が──。

「機学の実質的禁止を命じたのは、アーデスト枢すう機き卿きよう。かの方はこの分野での研究は神から人を遠ざけるものだとお考えになり、これに従わぬものには異い端たんの衣ころもを着せる、とまで言い放ちました。が、アーデスト枢機卿はお気づきになられていなかったのです。この機学こそ、実は神が人に与あたえてくださった、おぞましき魔法に代わる新たな力だったということに」

　最さい新しん鋭えいの鉱石ラジオから流れ出る声は、がりがりという不ふ機き嫌げんそうな唸うなりに混じっていた。その近くで、アウルは一言一句を聞き逃のがすまいと聞き耳を立てている。

「当時、聖都ヴァリアはいまだ建設されておりませんが、その前身ともいえるサザーラン大聖堂が教会の中心地でした。その聖堂を守護するという名目で、また、互たがいに不戦条約を交かわす意味でも、各国が軍事力を警護騎き士し団として派は遣けんしておりましたが、アーデスト枢機卿はこの騎士団の出しゆつ陣じんを当時の大教皇に認めさせ、徹てつ底てい的な弾だん圧あつを行いました。工場を破は壊かいし、技術者たちに研究の中止と技術の忘ぼう却きやくを強制し、一軒けん一軒の家にまで押し入って機学技術を奪うばっていきました。そう、この頃はまだ機学がすべての人間に与えられていたのです──恐おそろしいことに！　アーデスト枢機卿はこの意味においては先見の明のあった方だということでしょう。ご存じのとおり、機学とは普通の人間に使いこなせる技術ではありません。機学とは人に人以上の力を与えることのできるものです。心無い人間が手にしたならば、三五〇年前、ライノスで起こった一いつ斉せい蜂ほう起きの例を考えるまでもなく、救いようのない破は滅めつを人と世界に強しいてしまうことでしょう。そう、かつて魔ま法ほうと呼ばれる力がこの世を不当に支配していたように」

　やはりそっちに持っていくのか、とアウルは内心、怒いかりを搔かき立てられた。何を言っているんだ。いまだって同じことじゃないか。

「……それから一〇年、アーデスト枢機卿の薨こう去きよと時を同じくして、聖下の新たなお触ふれが出されることとなります。これぞ世に有名な神聖機学宣言。全面的な禁止に代わって、英えい雄ゆうやその協力者たちの血を引いた貴族、ならびに神に仕える敬けい虔けんな信徒にのみ神の叡えい智ち──機学の使用が認められることとなったのです。以後、機学の研究と開発は教会が一手に担になうこととなり、ここにおいて機学は新たな神話のはじまりを約束させるものとなり得たのであります」

　自動車、飛行機、列車は貴族の乗り物であって、鉱石ラジオは教会道どう化け局の提供する番組を貴族たちにのみ発信し、ナイロンは貴族たちにのみ着用が許されていて、アーク灯、ガス灯、そしてフィラメントが放つ電気の光は彼らの夜をのみ明るく彩いろどった。

　市民たちの生活はそれに比べると著しく制限されている。

　貴族たちが所有する大農園と違ちがって、市民が行う農業の生産性は三分の一以下、特に辺境にほど近い田舎村などはいまだに飢き饉きんが起こる土地も多く、市民が地下資源で利用できるものは石炭がせいぜいだ。家屋はいまだに木造や石造が中心、生活を脅かす飛ひ竜りゆうや鬼おに、狼おおかみといったものの危害から守るべき外がい壁へきも石造り、手に持てる武器は剣けんや斧おの、そして弓。たまに、教会の目が届かないのをいいことに古い型の銃じゆうを警備隊が手にしていることもあるが、弾たまのひとつもろくに手に入らない状じよう況きようでは同じこと。民衆の命は貴族の家を彩る電気ひとつよりも安い、とカルマ・ウェインが憤ふん慨がいしていたのをアウルは思い出す。

　それにもかかわらず、教会管かん轄かつ領にある工場での主な労働力はいまだに一いつ般ぱん市民なのだ。それも、一生をその管轄領で過ごすこととなり、結けつ婚こんもその領土の中の同じ労働者階級の人間たち同士でしか認められていない、いわば神の奴隷に等しい境きよう遇ぐうの市民たち。神しん託たくを受けることを義務づけられた彼らは、普ふ通つうの市民よりも高い地位が授けられてはいるが、あくまでも名義上のもので、一生そこから出られないのでは意味がなかった。

　これでは奴隷制だ、と声を荒あららげていたカルマ・ウェインが、機学の発展を快く思っていないヤクート派の信者らと結びついて、多くの同志を募つのった血判状をヴァリアへ送り届けようとする前夜、屋や敷しきの焼き打ちにあったのは果たしていかなる偶ぐう然ぜんの為なせる業わざか。

　ウェイン家は魔王に仕えていた魔法使いの血族だ！

　そう暴あばいたのは当時、ロドー王国に長期滞たい在ざい中であった異い端たん審しん問もん局長官デスタン。彼は、当然のことながらカルマを敵視していた。カルマに何かつけこむ隙すきはないかと探さぐっていただろう彼が、ウェイン家に流れる魔法使いの血を知ったときの狂きよう喜きぶりは想像に難かたくない。

　実際にウェイン家を焼き討うちにしたのはヴァリアの聖機士団でも、ロドーの軍勢でもない。火を持って屋敷を取り囲んだのは、他ほかならぬ、カルマの治めていた土地の人間たちだ。昔アウルがノールにいたときに新聞で読んだ記事によれば、デスタンがカルマの出自を暴いたのと時を同じくして、忌いまわしい噂うわさが領土内を駆かけ巡めぐったという。

　曰いわく──魔王時代、ウェイン家の魔法使いたちは、もっとも民衆たちに恐れられた虐ぎやく殺さつ者だった。

　曰く──魔法研究のために、彼らは人体実験をくり返し行った。

　曰く──そしていまも、ウェイン家はひそかに村の若者たちを集めてその実験を行っている……。

　おそらく、デスタンの策さく謀ぼうによって、何人かの煽せん動どう役があらかじめ潜もぐりこんでいたに違いない。若者たちを中心に立ち上がった人々は、屋敷を焼き討ちにし、そこからカルマとその娘むすめが逃にげのびたと知ったあとは、近辺の森をも焼き払はらった。

　それから、一時期はおさまっていた魔女狩がりの火が一気に広がった。

　魔法使いの疑いをかけられたものは、たとえ昨日までともに机を並べて勉学に励はげんでいた学友でも、たとえ同じ職場でともに汗あせ水みず垂らした仲であろうと、たとえ恋こい人びとであろうとも、容よう赦しやなく隣りん人じんたちの手で異端審問局に突つき出された。

　魔王軍を名乗る反乱軍が決起したのは、ウェイン家の焼き打ち事件から半年後のこと。

　ロドー近きん郊こうで行われた、異端審問局による魔女狩りの最中、突とつ如じよ乱入した魔法使いの一団が司祭たち十数名を殺害、連行途と中ちゆうだった魔法使いの疑いのある男女五〇名ほどを連れ去ったのが最初の事件だったと言われる。実行メンバーの中心人物はカルマ・ウェイン。

　その一週間後には、同じくカルマが指揮を執とった部隊が異端審問局長官デスタンの邸てい宅たくを襲しゆう撃げきしたものの、あと一歩のところまで追い詰つめながら、機士団の介かい入にゆうによってデスタンひとりを逃がしている。

　かくて、魔女狩りの火が広まりゆくのとほぼ同列に、迫はく害がいされていた魔法使いたちの決起も世界全土へ広がっていったのだ。

「はーい、堅かた苦くるしい歴史の授業はここまで。ここからは我らがフール・フーの出番だよ。今日はミシュー公こう爵しやく領にお住まいのカガエル・ラウチさん匿とく名めい希望より送られた疑問にお答えしよう。『教皇聖下は一日何をしておられるの？』──ははー、これはなかなか難しい質問だね。何が難しいって、言葉の選び方が一番難しいんだけれど。そうそう、聖下は一〇年に一度の巡じゆん幸こうでしかヴァリアを出られることがほとんどないから、そのお姿を拝見したことのない紳しん士し淑しゆく女じよも多いかもしれないね。それで……」

　いつしか鉱石ラジオから流れる声は、ムードが一変していた。

　ラジオの放送を担う教会道どう化け局は、その名が示すとおり、教会、貴族、王族、あるいは神話から連なる歴史観──などに対する「道化」の役回りがある。教会の中でも若い人間たちの希望と熱意により、彼ら自身の手によって設立されたのだ。フール・フーのお偉えら方がたを茶化したような「何でも疑問お答えします」のコーナーは若い女性貴族に人気らしい。無論、全員が大喜びというわけでもなく、いくらかお年を召めしたような貴族や司祭連中などは彼の声を聞いただけで顔をしかめる。いつか道化局は聖下のお怒いかりを買うだろう、と噂し合っているが、しかし「道化」を罰ばつするほど無ぶ粋すいなこともなく、放送がはじまって一年、特に何の問題もなくいまもつづいているようだ。

「さあて、お次はフィラードの猟りよう犬けんさん匿名希望。おや、この方は常連だね。『鬼おに族ぞくの主食は人間の骨だというけれど、一般市民も貴族も、はたまた司祭も関係ないの？　これって、神に選ばれし民の神話性の危機じゃない？』うーん、ぼく好みの危ない質問だね。そう、まずは鬼族にとって人間ってのは……」

　アウルは鉱石ラジオのスイッチを切った。

　椅い子すから立ち上がり、窓の外のテラスへと出る。陽ひは照っていたが、夏も過ぎ去りつつあるのか、あまり暑さは感じない。見下ろす視界一面に淡あわいブルーが輝かがやいていた。

　ここは湖こ畔はんにある屋敷だ。

　森を切り拓ひらいたなだらかな丘きゆう陵りよう地帯には、同じく貴族たちの別べつ邸ていが建ち並んでいて、一望される湖畔の眺ながめを競うかのよう。いわば高位の貴族たちお気に入りの別べつ荘そう地である。もちろん、もっとも湖に近い場所に陣じん取どっているのが、王族専用の離り宮きゆうであり、現在はシーラ・アランスにその屋敷のひとつがわけ与あたえられている。『英えい雄ゆう』として王と謁えつ見けんしたその日、バルト・アランスによって贈おくられたプレゼントのひとつだ。

　そして、いまだ主人の訪おとずれたことのない別荘の三階部分で、まるでにらむように湖面を眺めている小さな影かげが、アウルその人だった。

　カタン、カタン、カタン、カタン……。

　湖面のずっと遠く、小高い丘おかをいくつか隔へだてた向こうから列車の響ひびきが聞こえてくる。貴族たちの城や、こうした別荘地をつなぐ線路の上を不定期に走っているその列車は、当然、一いつ般ぱん市民など決して乗せることがないはずなのだが、他ならぬアウルだけが例外だった。

　大手を振ふって乗りこめたのならば、アウルも数少ない人生の自じ慢まんの種がひとつ増えるところだったが、「荷物」として積みこまれたなど、とてもじゃないがダイアンには言えやしない。

　事の経けい緯いは次のとおりだ。




　シーラが倉庫内から立ち去ったあと、アウルは自分がこれからどうすべきなのかを考えていた。シーラといたときは取り乱していたが、やや時間が過ぎてくると多少は落ち着いてきて、カルマさまやサラ、それにガイツたちがどうなったのか、じわじわと地面が雨を吸いこむように不安な気持ちが湧わき起こってきた。

　いますぐにここから出る──？　でも、シーラが言ったことが確かなら、ここはパリス首都ベルレーヌ。地図でしか見たことのない場所から、どうやってエウリュアレへ戻もどればいいんだろう？　というより、そもそもサラたちはまだエウリュアレにいるだろうか？

　ともかく、情報が欲しい。もしまたシーラが訪れてくれたら、いろいろと訊きき出そう──と考えた矢先、激しい物音が聞こえた。アレンが食事を持ってきてくれるはずだったので、アウルは何の疑いもなくドアを開けたのだ。

　しかしそこにいたのはアレンではなく、見知らぬ少年だった。おかっぱ頭の、きれいな顔立ちをしたその少年はアウルを見て、「本当だったんだ！」だの、「きみは誰？　シーラさまの恋こい人びと!?　って、聞いても驚おどろかないように心の準備だけはしておこう」だの、ひとしきりはしゃいだあと、近づいてくる別の足音を耳にすると、「ひゃあ」とひと声あげて、風を巻くように駆かけ去っていってしまった。

　やってきたのは今度こそアレンだった。彼は倉庫に何らかの気配があったことを嗅かぎつけたらしく、アウルと再会の挨あい拶さつを交かわす間も惜おしんで、「誰かいたのか!?」と襟えり首くびに摑つかみかかってこんばかりの勢いで訊いてきた。度ど肝ぎもを抜ぬかれつつ、アウルがさっき現れた少年のことを包み隠かくさず言うと、

「くそっ──あいつか。何か余計なことを言わなかったろうな？　シーラさまとの関係とか、ノールでの出来事だとか、おまえが魔法使いだとか……」

　食事を載のせた盆ぼんを床ゆかに置きながら、不ふ機き嫌げんそうに念を押してきた。アウルはそれにも正直に答えた。すると、アレンは巨きよ体たいをぴょんと飛び跳はねさせたのだ。

「な、な、何だって。おまえがシーラさまに連れてこられたのを知っているのか!?　おまけに魔法使いと知っていたふうだった、だと！」

　あの金きん髪ぱつの少年が偶ぐう然ぜんにアウルのもとを訪れたわけではない、ということを知ると、アレンは猛もう然ぜんと倉庫から出ていった。

「いいか、他の誰が来ても鍵かぎを開けるな！　おれかシーラさまかティギーか──事情を知る奴やつだとわかった上で開けるんだ！」

　その言葉を置き土産みやげにして。しばらく、食事にも手をつけずにアウルはひとりぽかんとしていたが、ややあってから、アレンが口にした言葉の意味が理解できるようになってきた。

「事情を知る奴」がシーラ、アレン、ティギー──つまり、ノールでいっしょに戦った機士たちだ──の三人ということは、要するに、他の誰もこの「事情」を知らないのだ。それも当たり前の話で、魔法使いであるアウルをパリスの機士が戦場で助け、あまつさえ、捕ほ虜りよでもない彼を首都ベルレーヌへつれてきたなどと、他の人間に知られるわけにはいかない。シーラはそれに加えて『英雄』なのだ。一挙手一投足が注目される立場だろうから、そんな「事情」はとんでもないスキャンダルにまで発展するだろうし、それどころか、シーラ自身、背教者の烙らく印いんを押おされかねない。つまりは、そういう危険な綱つな渡わたりを冒おかしてまで、シーラはアウルの命を救ったのだ。

　そのときアウルが唇くちびるを嚙かみしめたのは、シーラに憎にくしみだけをぶつけた自分を思い出したからだ。さぞ気持ちよかったろう、小こ僧ぞう！　相手が一方的に邪じや悪あくだと決めつけて、断罪の言葉を矢にしてぶつけて。ぼくは正義の魔王さまか？　くそっ！

　ぴちゃぴちゃ音を立てて、アウルに届けられたミルクを勝手に飲んでいるゼナを見下ろしながら、アウルは握にぎり拳こぶしを震ふるわせていた。

　倉庫から駆け去っていったアレンが、ふたたび倉庫内を訪れたのはその翌日だ。朝まだ早い時間帯で、アウルにとってはまた懐なつかしい人物であるティギーを連れてきていた。

「よう、久しぶり。エウリュアレの森では互たがいに活かつ躍やくしたな！」

　ティギー・ナイツは複雑な立場の差などあっさり乗り越こえて笑いかけてきた。「互いの活躍」とは、言い換かえれば、互いの仲間を殺し合う、という意味なのだが、戦場でない場所なら彼は相手が誰であれ構わないらしかった。

「が、残念なことにおまえの活躍はほとんどの人間が噂うわさ話ばなしでしか知らないんだ。ザベルに遭そう遇ぐうした一個小隊はみんなパニックになっちゃってて、悪い夢でも見せられたんだろう、ってなことになってる。まあ、ひとりも死人が出てないんだから、そう思われても仕方ないけどな。あっ、それと、あいつ、副長どの、誰でしたっけ？　戦勝祝いをやったあの夜に、シーラ隊長と幼おさな馴な染じみだと吹ふいてやがったいけすかない野や郎ろう。隊長はお忙いそがしい様子であの場にはいられなかったが、野郎ときたら、馴なれ馴なれしい口調で隊長との思い出話なんかべらべらべらべら語りやがって。あいつも確か、ザベルと会った小隊の……」

「ああ、もう！　世間話をしている場合か！」

　副長は一いつ喝かつしてティギーの口を封ふうじると、同時に胸中にあったアウルのいくつかの疑問をも封ふう殺さつして、「作業」に取り掛かかった。

「何だって、夜、もっと人気のないときにやらないんです？」

「万が一見られてみろ。大げさな秘密だと知られちまうぞ。どんなに慎しん重ちようにやったところで、見つかるときは見つかってしまう。あのミリアムの奴がそれを証明してくれたさ」

「おれと二人で何かを運んでいたって、無性に目立つだけでしょうに。小僧っ子を袋ふくろに詰つめこんでから、他の誰だれかに運ばせたほうがいいんじゃないですか？　これは生きてる荷物だぞ、とか何とかにたりと笑って金貨の一枚でも握にぎらせりゃ、中に入ってんのは副長の愛人だと勘かん違ちがいしてくれますよ。こんな倉庫で逢おう瀬せをくり返すだなんて、さすがに英えい雄ゆうどのは苦労しておられるなあ──とか」

「なな、何だと。おれは新しん婚こんなんだぞ。そんな噂が立ったらどうす……ええい、どうでもいい。もう時間がないんだ」

　まさにそういう噂が立ちつつあるのをアレンは知らず、

「輸送許可証を取るのだって苦労したんだ。これで列車に間に合わなかったら馬ば鹿かを見る」

「何で、あれ、もっと自由に使わせてくれないんですかねえ。戦場でなら、貴族や司祭の許可のないただの兵士を輸送車に乗せたって怒おこらないくせに。そういう矛む盾じゆん点が、いつか信しん仰こうの落とし穴になって、何百年とつづく教会の威い信しんもが、そのたったひとつの穴から次し第だいに広がるひびによって崩ほう壊かい……」

「は、や、く、し、ろ！」

　アウルは、こういう場合でなければ、ティギーとは仲よくできるかもしれない、とぶらぶら揺ゆられながら思っていた。彼もとてもおしゃべりな性格らしいからだ。ともかく、アウルのほうはしゃべるどころか、身じろぎひとつするな、と厳命されていたので、ずだ袋に詰めこまれたまま、黙もく々もくと運ばれていった。アウルひとりならそれもたやすかったが、彼に抱だかれている格好になったゼナが時々むずかって、鳴き声をあげそうになったり、腕うでの中からもがいて抜ぬけ出ようとしたり、といくらか危あやうい場面もあった。

「丁てい重ちように扱あつかってくれ。シーラさまのお荷物だ！」

　そう叫さけんだのを最後に、アレンやティギーの声は聞こえなくなった。「わかった！」と応じたのは聞き覚えのない声。やがて、何か獣けものの唸うなり声かあるいは呼吸音にも似た、しゅっしゅ、しゅっしゅ、というおかしな物音に取り囲まれるのを感じたアウルは、ガタン！　と最初の大揺れに見み舞まわれたとき、いま自分が中にいるのが、雑誌で見たことのある列車だとはっきり気づいた。

　凄すごい──とアウルは興奮した。状じよう況きようが状況でさえなければ、跳とび上がって、それでもなお足らずに、手足を振ふり回してでも喜びを表現したかった。平民のぼくが列車に乗っている！　それも、魔ま王おうじゃないか。神さまの天敵が、神さまの下されたという機学の乗り物にいるんだぞ！

　が、そんな喜びも大して長つづきしなかった。一〇分もしないうちに、アウルは猛もう烈れつに気分が悪くなってきた。もともと馬車に長時間乗っているのさえ苦手なアウルは、列車の揺れに酔よってしまったのだ。おまけに息苦しい袋の中。アウルは最初のうちこそ周りに誰もいないことを祈いのりつつ控ひかえめに、やがてはそんなことは一いつ切さい構わずかなり大だい胆たんにのた打ち回った。むしろ、もし誰かが気づいてくれるならそのほうがよかった。そうすればもう後先構っていられなくなる。列車から飛び降りる口実ができるというものだ──。

　気がつくと、アウルは眠ねむっていた。列車も停止していた。そしていき着いた先では馬車に積まれ、最後は人の手で離り宮きゆうの部屋へと運びこまれた。

「どういうご冗じよう談だんなんです？」

　離宮で働いているらしいその人たちは、もちろんかなり不ふ審しんがっていた。二ヶ月ほど前、ここがかの英雄シーラ・アランスのものになったと知って、彼らは大喜びしていたのだ。あの方にじかにお会いできる、お声を聞ける、世話をさせていただける！──しかし、もちろんのこと多た忙ぼうな身であるシーラは結局一度もこの離宮を訪おとずれることなく聖都ヴァリアに旅立った。そしてようやく首都へ帰ってきたかと思うと、今度はゲリラ掃そう討とうのために戦場へと赴おもむいた。これでまたお世話できる機会が遠のいた、と思っていた矢先、その当のシーラ・アランスから連れん絡らくが入ったのだ。

「ちょっとした……ゲームでして」

　袋からごそごそ出ながら、アウルは青ざめた顔をしてそう言い訳した。彼らはシーラの大事な客人としてしかアウルのことを知らされていないらしく、あまり根ね掘ほり葉掘り訊きいても失礼だと思ったのか、そんなアウルの苦しい言い訳にもひとまず満足したようだ。あとは下にも置かない接待ぶりでアウルの何から何までの世話を焼きたがった。おかげでアウルは朝から晩まで初体験尽づくしの生活を送らされた。あんな広いお風ふ呂ろに入ったことはないし、ずらずらっと並べられた衣い装しようの中からどれがいいだろうか悩なやんだことなどいままで一度だってないし、食事のときのマナーはカルマ邸ていに招かれた夏の休きゆう暇かで教わってはいたが、なにぶん久しぶりのことでほとんど忘れていたし、カルマ邸では何より客人として扱われたわけではなかったから、部屋も、ベッドも、とにかくいままでの生活ではあり得ないほどに大きかった。

　最初のうち、アウルはそんな生活に戸と惑まどった。前に孤こ児じ院いんのジェシカ先生に言われたことがある。

（一日汗あせして働かない人間が、口に物を入れられる生活などこの世にはないのです！）

　しかしアウルが置かれたのはまさにそんな生活だった。何もしなくていい。働かなくても、勉強しなくてもいい。黙だまってこの部屋にいさえすれば、誰かが食事を運んでくれるし、お風呂も入りたいときに入れるし、眠りたいときに眠ることができる。部屋の掃そう除じだって、一日、決まった時間に離宮の中を散歩していさえすれば、帰ったときにはぴかぴかになっているからしなくていい。

　ノールを出て以来、いつも何かに追われるような、何かを一日も早く決断しなければいけないような、そんな思いに悩まされてきたアウルだ。こうして、絵の題材にも使われそうないい景色を眺ながめ、のんびりした時間を過ごしていると、いままでのような切せつ迫ぱく感が砂糖菓が子しみたいにあっさりと溶とけて消えてしまいそうな思いさえした。

　しかし──。

　彼を彼が生きるべき現実に引き戻もどしたのは、部屋に備えつけられてあった鉱石ラジオだった。さっきまで耳を傾かたむけていたそれが三日目の朝にアウルに伝えたのは、〈反乱の旗手〉カルマ・ウェインの死を喜ぶニュースだったのだ。

　あのとき、エウリュアレを攻こう撃げきしてきた部隊は、アウルが意識を失ったあともさらに攻勢を強めて魔王城を占せん拠きよしたらしい。そして城の尖せん塔とう部頂上で部隊はカルマ・ウェインを追い詰つめたのだ。

　あたかも歴史的な物語を語るかのように、そのときの様子をドラマチックに盛り上げるニュース。稀き代たいの悪役カルマ・ウェインは、追い詰めた中隊の銃じゆう弾だんの雨を身体からだに浴びて、最後はゆっくりと塔とうから真っ逆さまに落ちていった……。何より反吐へどが出る思いがしたのは、そのカルマの首を斬きり落とし、一両日は他ほかならぬ城の尖塔に飾かざりつけていた、というエピソードを聞いたときだ。

　カルマ・ウェインの死はしかし、再会する以前も長らく会っていなかったこともあって、なかなか現実の悲しみにはなり得なかった。音声だけでそんな情報を聞かされても、にわかに信じることはできない。カルマさまほどの魔法使いなら、敵兵士すべてを騙だまして、まんまと逃にげおおせていることだってあり得る。いいや、おそらくそうなのだろう。でなければ、こうも実感が湧わかないはずもない……。

　いくらそう思いこんでも、もちろん、平常心でいられたはずもなかった。胸にどよもした思いはしかし、もうシーラへの憎にくしみではない。だらしなく涙なみだを流し、だらしなく楽な生活に埋まい没ぼつしそうになっていた自分自身への怒いかりだった──。




「────」

　アウルの立つ、湖面を見み渡わたせるテラスはそこだけで寝ね泊とまりできそうなくらいに面積があった。白い、清潔なチュニックを身に着けた彼は湖を見つめるのにも飽あきて、自分の掌てのひらを眺めはじめる。

　自分が何をどうすべきなのか──いまはわからない。が、どうしてもサラに会いたい。すべては彼女の無事を確かめたあとだ。

　といって、もちろん簡単にここから抜ぬけ出せるとは思ってはいない。シーラが自分をここへ移したのは、戦場から魔法使いを連れ帰ったなどと知れたら大変なことになるからだろうし、もしそうなると、周りにいる丁てい寧ねいな態度の人たちみんなが、今度は彼を追いかけ回しはじめることだろう。手には銃じゆうを持っているかもしれない。また撃うたれる可能性だって高かった。

　──ここには魔将もいない、ガリオン・ローブもないんだ。

　戦おうにもいまのアウルには方法がない。味方はひとりもいないし、そうなるとアウルひとりでは何もできない。武器のひとつもない。

　だからアウルはひとつの決意をした。自分で自分の武器をつくり上げるのだ。

　──戦うにしても、逃げるにしても、また、戦おうにも、相手が機士であれ、魔法使いであれ……。とにかく、これができないことにははじまらない。

　彼は、眺めていた自分の掌をいつしか握にぎりしめていた。




　シーラは怒っていた。

　誰だれが見ても怒っているとわかる足取りで宮きゆう殿でん内を歩き、誰が見ても不ふ機き嫌げんだとわかる飛び方で飛行訓練を行った。

　だからシーラは怒っていた。

（そろそろお教えくださいませんか。我々教会道どう化け局は王族の方々にも取材できる権限を持っています。無論、あなたにもね。さあ、お答えください。戦場から連れ帰った少年とは、いったい何者なのです？）

　降下垂直旋せん回かいをかけた。

　背後の敵機は速度を変えたその動きに戸と惑まどい、ついてこられない。

　敵機の背後を取ると見せかけ、旋回の途と中ちゆうでその軌き跡せきをねじ曲げた。失速しかかった機体がへろへろと落下する。シーラはあわてず、スロットルレバーにかけた手を開閉させながらタイミングを待った。

（王女、まさかあなたがこのような初歩的な罪を犯おかすとは。いいや、あなただけの問題などではありません。我々教会の人間こそいい物笑いの種ですよ。英えい雄ゆうどのに嘲あざ笑わらわれているのだとね。神の教えを理解しない人間にとって、神の定めた厳しい戒かい律りつというのは確かにいつの時代も嘲ちよう笑しようの対象となり得るものです。しかしそれは彼らが哀あわれだからだ。我々は常に憐れん憫びんの情をもってそうした人々と対してきた。しかし王女、あなたは違ちがう。ファリスの血を受け継ついだ王族ともあろう方が、それもいまや世界でもっとも有名な機士であられるあなたが……）

　ぐるぐると視界が回る。

　あわてず恐おそれず、シーラは目を閉じていた。ぐるぐる、ぐるぐる。

（ねえ王女、だからそろそろ教えてくださいってば。お答えをいただけない場合は、こちらの推測で記事を書かせていただきますよ。無論、ラジオでも。そう、たとえば……シーラさまに婚こん約やく者がいらっしゃる、という話は世界中の皆みなが知っています。しかし、婚約の話はあなたがまだ英雄と呼ばれる以前に取り決められたもの。果たして、エリシスの公こう爵しやくでいまのあなたにつり合うものなのか？　もっと口はばったいことを言わせていただくならば、いまならばもっと効果のある相手を教会そのものがお選びになるのではないか？）

（いまや宮殿でも、教会でも、はてはメインストリートから遠く外れた場末の安っぽい酒場でも、もっとも盛り上がれる話題といえばこれに尽きる。もはやこの件に関して飛び交わされた憶おく測そく、推論は星の数。下馬評では、いややはりいまになって婚約を解消するのもあまりにもあざとい、というのでエリシスの天あま翔がける公爵アークさまがいまだ最有力候補ですが、たとえばロドーの筋骨たくましい美び丈じよう夫ふローラン王子、アスナフの猛も者さブラック・ウィード男爵も捨てがたし。しかしここにきて意外なライバル登場！　誰だ、誰だ、誰だ？　大貴族にも、栄えい誉よある軍人にも射止められぬ鋼鉄のそのハート。見事、七ミリ機関銃にて撃うち抜いたのは、何と何と、一いつ般ぱん市民の少年だ！）

　シーラは目を見開いた。と同時に機体を加速させる。

　狙ねらいどおりのタイミングと位置だった。機体は地面と水平、谷底の目標物はもう目と鼻の先。速度も理想どおりで、照準を合わせる余よ裕ゆうは一二分。おまけに三機編隊で自分を追ってきたはずの敵機は、こちらの動きに翻ほん弄ろうされ、てんでんばらばらに頭上を舞まっている状態だ。

　シーラはトリガーを引いた。

　ズガーン！

　目標物が粉々に吹ふっ飛ぶのを尻しり目めに、愛機の高度を上げた。

「隊長！」

　飛行場へ戻もどってから数分、ようやく同じ場所へ着陸した敵機から、ひとりのパイロットが降り立ち、シーラのほうへ駆かけ足でやってきた。息を切らしつつ、汗あせまみれの顔で怒ど鳴なり声をあげる。

「無む茶ちや苦く茶ちやです、隊長！」

「何がだ？」シーラは振ふり向きもしなかった。「いまのおまえの髪かみ型がた？　さっき、ブラス司祭が飛びっきりのジョークを交えた嫌いや味みのつもりで引用した神話の一節？　天国なんかないんだ、って今朝の審しん問もん会で言ったためにさらに一〇〇年の禁固刑けいが言い渡わたされた〝狂きよう信しん者〟ディーバ？──凄すごい、合計でもうすぐ一〇〇〇年だ──ああ、それともわたしか？　今朝も女官に言われましたのよ。あなたは滅め茶ちや苦く茶ちやです、って。紅茶にケチャップを一滴てき垂らすのは止やめなさいって、レディのすることじゃありませんわ、オホホホ」

「その全部です！」

　アレンの喉のども裂さけんばかりの声に、ようやくシーラは足を止めた。あたたかな快晴の下、滑かつ走そう路ろはいっそ冷たくシーラの目には見えた。

「そう言えば満足なさいますか？　さっきの隊長の操縦、あまりに滅茶苦茶です！　あんな無茶な動かし方をしていたら、命がいくつあっても足りませんよ。機体だって……」

「優等生の飛び方をしていたら、戦場においては逆にいくつ命があっても足らん」

　シーラは自分が優等生のような物言いで副長の声を制した。相手を見ようともしないのはむすっとしている証しよう拠こだ。アレンはいったん喉のど元もとまでせり上がってきただろう声を吞のみこみ、ふうっと深いため息を吐ついた。

「……ブラス司祭にまであんな嫌味を言われて」

「気にしてない」

「違います、あなたがおっしゃったのです。今日の愛機はわたくしどもの整備不ふ充じゆう分ぶんでしたかな、と言われた司祭に、いいえ、とっても快適です、まるで親鳥がわざと意地の悪い飛び方を教えた雛ひなのよう、とにっこり笑っておっしゃったじゃありませんか」

「ああ」

　シーラはふたたび歩き出しながらくすりと笑った。その笑いもどこか冷たい。アレンは汗を拭ふき拭きなおも追いすがってくる。

「笑いごとじゃありません。我々は聖職にある人間たちにその羽を預けているのです。空の上ではまさにそれは命に等しいもの。あまり司祭を侮ぶ蔑べつなされては……」

「羽を預ける。アレンにしては気の利きいたフレーズだ。今度はそのフレーズをもとにせいぜい嫌味を考えるとしよう」

　歩く速度を上げた王女を、アレンは処置なし、という顔で見送った。いまの彼女には何を言っても無む駄だだ。どうせ本人にはわかりすぎるくらいわかっているだろうし、いまは頭を冷やす期間を与あたえたほうがいい。

　太い首にハンカチをあてがっていたアレンは、ふと冷たい視線を感じて振り向いた。

　シーラがいま駆った最さい新しん鋭えい戦せん闘とう機クルーゼをはじめとする機体を、格納庫へ戻す作業が行われている。大勢動き回る人ひと影かげの中、立ち尽つくしているブラス司祭の姿があった。不健康そうな顔立ちはじっとこちらを見つめている。いや、おれじゃないな、とアレンは思い直した。アレンの視線に気づいたか、ブラスは踵きびすを返して作業に戻る。アレンはもう一度ため息をつこうとして、そのブラスの向こうにいる複数の人影を見とがめた。

　教会総本山ともいうべきヴァリアの命令によって、シーラの機士隊に加えられた三人──隻せき眼がんの男ユアンに、大人しそうな風ふう貌ぼうをした女性ネリス、それに見た目はまだまだ子供でしかないミリアム。彼らもさっきの飛行訓練に参加していた。

　そして──、

　デスタンだ。

　異い端たん審しん問もん局長官がこんなところに何の用だ？　熱い汗が一気に引いていくのをアレンは感じた。戦場から連れ帰った少年の件に関しては、デスタンもあの皮肉めいた口調で散々シーラをお叱りになったはず。それをこんなところでいまさら改めて蒸むし返すつもりもないだろう。

　無論、飛行場は教会の管かん轄かつ地なのでデスタンがたまに訪おとずれようと気にしないが、彼ら三人との組み合わせは何となくアレンの気にかかった。

　第一、シーラがアウルをこの首都ベルレーヌへ連れ帰ったことが知られてしまったのは、他ならぬあのミリアムのせいなのだ。シーラの置かれている立場が理解できているのかいないのか、あの子供はどうやってかアウルと対面し、すべてを悟さとったらしい。無む邪じや気きにも言い触ふらして回った。

　おかげで苦労してアウルを列車に乗せねばならなかったのだが……これとて、ばれたらただ事ではすまなくなる。くそっ──アレンは大きな鼻の穴から多量の息を吹いた──あいつら、長官のスパイか？　いや、それにしては妙みような取り合わせだ。第一、三人のうち二人はパリスの人間。自分の目、耳、手足にするスパイなら、もっと自分の息のかかった人間をつけるはずだし、そもそも、いまや教会のシンボルでもあるシーラを苦境に追いこむ理由が見当たらなくなる。

　──いや、待てよ。

　だからか？

　アレンは考えた。シーラ・アランスは確かにいまや教会のシンボル。教会連合のみならず、世界中に名前が轟とどろきつつある英えい雄ゆう。それこそが気に喰くわない教会の人間とて大勢いるのではないだろうか？

　むう、と猪い首くびをひねる。自分に考え事が向いていないことをいまさらのように思い知らされる。ともかく、あの三人には注意を払はらっておいたほうがいい。何しろ、こちらには隠かくすべきことが多すぎるのだから。

　と、そう考えていたアレンにしても、

「……後ろから、撃うてばよかったんですかね？　シーラどのをさ」

　もし聞こえていたとしたら仰ぎよう天てんして目を回しそうなことを、平然と言ってのけたのはユアン・ドルイズだった。隻眼の、長身瘦そう軀くの男だ。ハンガーの壁かべに寄りかかりながら、健在なほうの目にかかる長めの前まえ髪がみを払いのけている。

「言葉には注意したまえ、ユアン機士」デスタンは爬は虫ちゆう類るいに似た眼差しをじろりとユアンに投げる。「そんな含ふくむような物言いをしたかね、いま、わたしが？　シーラどのの空戦技術はどうだった、と訊きいただけの話だよ。いま実際に矛ほこを交えてみてのご感想は？」

「さあ。大したことはありませんね」とユアンは肩かたをすくめようとしたが、

「凄すごかったですよ！」と、頰ほっぺたを赤くしたまま叫さけんだのはミリアムだ。

　一六歳の少年である彼は、しかしまるで七、八歳の子供がはじめていった祭りがどんなに楽しかったかをとぼしい語ご彙いで両親に精いっぱい力説するみたいに、シーラのどこが優れているのか、大だい胆たんかつ繊せん細さいな技わざのひとつひとつを、身み振ぶり手振りを交えながらしゃべりつづけた。

「ああ、坊ぼう主ず、向こういってろ」

　ユアンは途と中ちゆうでミリアムの肩を押しやった。むっと少年の顔色が別の意味で赤くなる。

「何だい、反逆者。人を犬っころみたいに」

「ミリアム、あっちへいきましょう」

　女性機士であるネリスがもう一方のミリアムの肩に白い手を添そえて言った。そわそわとした様子でデスタンやユアンの顔色を窺うかがっていて、こちらはこちらで機士にはとても似つかわしくない。「ふん、だ」とひとしきり息巻いていたミリアムだったが、

「ねえ、〈花園〉通りのカフェにいかない？　あそこ、新作のケーキが出たんだよ！」

「まあ、本当に？」

　ネリスと仲よく肩を並べて去っていくその後ろ姿は、まだほんの幼い子供のようで、また、ネリスも彼のお姉さん的な役回りを意識もせずによくつとめているようでもあった。

　ユアンはそれを「……ちっ」と舌打ちして見届けてから、デスタンのほうを見る。いまのひと幕で、どこか彼に人間らしい共感めいたものを顔色に見み出いだせないものか、としばし試ためすような目つきで眺ながめたあと、

「それで？」

　あきらめたようにそう訊いた。

「それで、とは？」

「とぼけなさんな。わざわざ長官どのが飛行訓練の見学でもないでしょう。何か言いたかったんじゃないですか？」

「別に何も。きみのほうこそ、わたしに言いたいことがあるのじゃないかね」

「ああ、ああ。そりゃ山ほどありますがね。どれにも絶対答えてはくれないだろうな、という確信つきのものばかりだ。そうだ、なら試しに言ってみますかね──あの、ホークアイと、あと何だ、そう、ベビーフェイス、スカーフェイス。奴やつらは何なんです？」

「ホークアイはわたし直属の部下だ。あとの二人は知らん。彼が自分で見出した部隊の人間だろう」

「へえ。しかしね、たたずまいやらその口のでかさから、相当の遣い手かと踏ふんでいたら、エウリュアレの戦場で三人とも死体が発見されている。それも、別に敵の首領カルマ・ウェインを追い詰つめての末に──だとか、カルマその人と相打ちになった──とかいうわけじゃない。ひとりは城の中で、残り二人は城にも辿たどり着かない森の中で、だ。とんだ道化でしたな」

「カルマよりあるいは強い敵がいたのかもしれんな。たとえば、魔ま王おうとか、ね」

　ユアンは一いつ瞬しゆん、相手が冗じよう談だんを言っているのかどうか測りかねるような顔になった。それから、

「予想外でもなかった、という顔ですな？」

　不ふ遜そんにも、下から異い端たん審しん問もん局長官の顔をのぞき上げる。相手の鉄てつ壁ぺきの無表情さを思えば、ユアンの言葉にも確信はなかったのだろうが、デスタンは特に否定もせず、また苛いら立だちもしなかった。

「もうひとつ、いいですかね？」むしろ相手を散々試したユアンのほうが苛立ったように言った。「前にも言ったと思いますが。なぜ、おれたちなんです？　おれたちに何をさせようというんです？」

「見み栄ばえをよくしたかったのさ」

　デスタンの答えに「は？」とユアンが眉まゆを上下させる。

「あとで振ふり返る際、あるいは人に伝える際、戦いにはドラマが必要だ。そのドラマがあるからこそ、人は同じ血筋、同じ国こく籍せきを持つものたちを誇ほこりに思い、自らも命を懸かけて戦いに乗り出すことができる。シーラ・アランスという『英えい雄ゆう』に従う、かつての神の反逆者、天才的な腕うで前まえの少年パイロット、恐おそるべき能力を秘めた女性機士。なかなか見栄えがするとは思わんかね。シーラ伝記のつづきを書く際、必ずや読者を虜とりこにする組み合わせだよ」

「……にこりともせずにそうおっしゃってもね」

「どんな答えを用意しても、おそらくきみは満足すまい。それこそシーラを討うつためだ、と言ってもな。それならもっと言いなりになる人材を用意するはず──と反論するだろう。そのとおりだよ。ある意味できみの洞どう察さつは正解だ。覚えておきたまえ。わたしはいついかなるときでも、シーラという『英雄』に劇的な一場面を用意したいのだよ。事実がたとえそうでなかったとしても、あとから歴史家たちが手を入れたとき、その想像力を刺し激げきするような要素をたくさん入れておきたいのさ。きみがどう思っているかは知らないが、わたしはあのシーラという『英雄』を愛しているのだよ」

　特に熱もこめず、しかし聞きようによっては異常とも取れるその言葉に、ユアンはちらと視線を逸そらして、快晴の空を見上げることで直接の返答を避さけた。

「劇的な一場面？」

　デスタンが静かにその飛行場を去ったあと、まだ居残っていたユアンはふと洩もらした。抜ぬけるような青い空に似合わず、鉛なまり色いろの沈ちん黙もくが落ちたようで、しばし彼は自分がもたらしたそれを口の中で味わいながら、

「戦場から連れ帰ったっていう、ガキの件に関してもそうなのか？」

　つぶやいた。おそらくそうだろう、とユアンは半ば決めつけた。そしてそれが間ま違ちがいでなかったことを、彼はほんのわずかな時間ののちに思い知らされることになるのだった。




　一方、シーラは熱いシャワーを浴びながらまだ腹を立てていた。

　彼女が怒おこっているのは誰だれに対してでもない。聞き耳を立てずとも飛びこんでくる陰かげ口ぐちの数々も、司祭たちの嫌いや味みも、突つき刺ささってくる好こう奇きの視線も、大したことはない。充じゆう分ぶん慣れっこだからだ。機士隊に入りたての頃ころ、軽い性的なジョークを囁ささやいた同年代の機士の歯を二、三本へし折った翌日の朝もそうだったし、はじめて飛行機に乗ったときも──そのときはまだ前例が少なかったため──男性諸氏には、高貴な身分の女性がすることではないと言われて、女性には、まあ、貴婦人が脚あしの形のわかる服を着るなんて、と驚おどろかれ、嘲ちよう笑しようを浴びた。
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　だから、シーラ・アランスは誰にも腹を立てていない。

　怒っているのは誰に対してでもなく、自分自身にだ。アウルを連れ帰ったことに後こう悔かいはないものの、もう少し慎しん重ちように事を運ぶべきだった。いくら凱がい旋せん直後で多た忙ぼうを極きわめていたとはいえ、その気になれば気をつけるべき箇か所しよはもっといくらもあったように思われる。

　不注意のせいで、自分はともかくアウルまでも注目の的とさせてしまった。いまは隠かくしとおしてはいるが、いずれ素す性じようも暴あばかれるかもしれない。魔法使いの少年、それもつい先日までは反乱軍にいたなどと知れたら果たしてどうなるか。あるいは、シーラとの関係をさかのぼって調べられて、ノールでの一件までもが暴かれ、もしも誰かに彼こそが魔王なのでは、とかんぐられでもしたら。

　そして、自分に腹を立てている自分の態度もそうだ！

　さっきのアレンとの会話は何？　ブラス司祭にも！

　そうしたシーラの苛立ちはしかし他のところにも原因があった。今朝のことだ。父バルト・アランスも忙いそがしい中、娘むすめとの朝食の席を設けたのである。

（シーラ、怒ど鳴なりたい気持ちもわかるが。あの教会道どう化け局にはわたしも散々悩なやまされてきたからな）

　長いテーブルを挟はさんだ向かい側に座る父の顔を、シーラはまともに見られなかった。しつこく追いかけ回してくる教会道化局の記者に怒鳴り散らしてしまったことを言っているのだ。それに関してはシーラも反省していた。もうちょっと上手うまく立ち回ろうと決めていたのに、このざまだ。

　が、

（実はな、シーラ。三日後にエリシスから使節団がやってくることになっている）

　バルト王はテーブルの上で手を組みながら、いきなり相そう好ごうを崩くずした。言い換かえるなら、下世話な顔になった。

（前々から、魔ま王おう討とう伐ばつの祝いを述べたいと先方からの要請はあったのだが、ヴァリアいきが決まり、すぐさまカルマ討伐となったものだから、それをずっと先延ばしにしてきた。留守中にでも祝賀使節団をよこしてきた連合国もあったが、アーク公こう爵しやくがどうしてもじかにおまえと会いたいという。わかるな？　おまえの婚こん約やく者だよ）

　シーラはほとんどぽかんとした顔になった。アーク公爵との婚約の件は、シーラがバルトの娘として名乗りをあげたわずか数年後に決められている。当時のバルトにしてみれば、エリシスとは飛行船の非通達による領空侵しん犯ぱん事件を巡めぐって仲がこじれかけていたこともあり、エリシス王の血けつ縁えん関係に当たるデュエル家長男と娘の縁組みは願ってもないことだったのだろう。

　まだ一二歳だった──それも、ずっと庶しよ民みんとして暮らしてきた──シーラにしてみれば青せい天てんの霹へき靂れきというしかないが、子供心に「婚約者」の存在が妙みように浮うわついた気持ちにさせたことは事実だ。

　しかしその後、王族としてではなく、ただ純じゆん粋すいに機士として身を立てたい、と思うようになってからは、婚約者の存在などは邪じや魔まになった。ただ、王族の娘として、外交の道具になるのはごめんだった。一流の機士として恥はじない武ぶ勲くんを挙げれば、王とて考えを改めてくださるだろう、と思うようにもなった。

（祝いの言葉を述べたいというのも本当だろうが、エリシスとしては焦あせったかな？　エリシス王はアークをせっついたに違ちがいないぞ。おい、早く婚約者のハートを射止めねば、シーラ・アランスはまた新しい魔王との戦いに出向きかねないぞ。そうなると、ますますおまえとは釣つり合いが取れなくなる！）

　食事の世話をしていた女官や給仕たちが声を立てて笑った。無論それは表面のことで、内心では父親が娘にするジョークとしてはあまり上質のものでないと思っていることなどすぐに知れた。特に女性はバルトの無神経さに半ばあきれているふうでもあった。

　シーラが顔を赤くしてうつむいているのを女性の恥じらいのためと解かい釈しやくしたか、バルトは和なごやかな笑えみを浮うかべて、さらにこう言った。

（デートの前に、なるべく婚約者候補を嫉しつ妬とさせんようにな）

　無論、いま宮きゆう廷てい中で囁かれている噂うわさ話ばなしのことを言っているのだ。

　女性に対する男の気き遣づかいとしては最悪だったかもしれないが、いま思えばそれは父なりの配はい慮りよだ。立場上、激しく問い詰つめたかったに違いないが、それでなくとも渦か中ちゆうにある娘をこれ以上追いこみたくなかったのだろう。下々のものが面おも白しろおかしく脚きやく色しよくして話している噂に、本来なら激げき怒どするはずの王自らが乗ってみせた、という態度をとることで、あくまでも噂は噂だと言いたかったのだ。

　どうしてあのときはこんなこともわからず、かっとなってしまったのか。

　王までも下世話な発想をする、と思いこんで、シーラは食事もそこそこに席を立ってしまったのだ。バルトのおろおろとした制止の声を覚えている。

「ええい」

　シャワー室の壁かべを拳こぶしで突いた。びりっとした痛みが骨を震ふるわせる。伏ふせた顔に、髪かみを伝い落ちた熱い滴しずくがぽたぽたとまとわりついてくる。未熟者め、とシーラはつぶやいた。もう少し上手くやろう、と決めていたのに。馬ば鹿かな英えい雄ゆうシーラ・アランスを演じるつもりが、本当の馬鹿になっちまった。

　婚約者だって？　いろいろなことで頭がぐちゃぐちゃになりそうだというのに、また余計な厄やつ介かい事が増える。ああ、いいさ。今度は馬鹿じゃなくて、あでやかな淑しゆく女じよをやれというんだろう。やってやるさ！

　おかしな具合に腹の立っていたシーラはしかし、ほとんど去り際ぎわに父が言った言葉を急に思い出して、ぎくりとなった。

（おまえとアーク公爵とは宮殿でじかに顔を合わせるとして……その前夜、エリシス使節団の歓かん迎げいパーティーをやるのだ。幹事は、キルリー伯はくに一任してある。必ず出るのだぞ！）

　それもまた、シーラへの気遣いのひとつだったろう。道化局からの追及を避さけつづけるシーラは、性格が性格なので、言い訳じみた言葉のひとつも世間に向けて発していない。このまま公に顔も出さず、言葉も出さず、というのでは噂話の脚色を加速させるだけだ。歯止めをかけるためにも一日も早く公式の場に出ろ、というのだろう。それにシーラの名声を考えれば、こんな他愛のない噂話でも、国境を越こえて広まりかねない。先手を打つためにも、使節団の来訪はある意味で格好のタイミングだった。彼らの前にこそ堂々と顔を出すべきなのだ。

　それはさしものシーラにも理解できたが、

（あの湖こ畔はんの離り宮きゆうでやることになった。客を迎むかえ入れるのにあれ以上の場所もない。ダンスパーティーなのでな、よく女官らと相談してドレスを決めるといいぞ！）

　問題がさらに増えるのをシーラは熱い滴とともに感じていた。
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　シーラ・アランスは正午ちょうどに宮殿前の駅から列車に飛び乗っていた。

　向かう先は、湖畔の別べつ荘そう地ちにある屋や敷しきで行われるダンスパーティーだ。

　広々とした車しや輛りよう内は貸し切り状態だった。五輛編成のうち、一車輛ぶんの一等車は王族しか乗ることができないためだ。真っ赤な絨じゆう毯たんを敷しき詰め、豪ごう華かなベッドやサイドボードが備えつけられていて、宮殿の一室と見まがうばかりの豪華さだった。

　シーラは今朝届いた招待状を手にしながら、流れゆく外の景色を眺ながめていた。

　貴族の所有する大農園をいくつか通り過ぎた。冬ふゆ枯がれの景色にあって、ビニールハウスの中の多た彩さいな色しき彩さいがひときわ目を引くが、それもすぐに見えなくなる。

「姫ひめさま、少しはご意見をくださいな！」

　侍じ女じよの声に振ふり向くと、彼女たちが衣い装しよう選びにおおわらわになっている最中だった。いくつかのトランクから、それこそ色とりどりのドレスがよくもこんなにと思われるほどあふれ出ている。言うまでもなくダンスパーティー用のドレスの山だ。主人がもちろん「姫」と呼ばれるのにいい顔をしないのは侍女たちだって知っている。シーラより二、三歳上のエリスがわざとそういう呼び方をするのは怒おこっているときだ。が、

「裸はだかでなければ何でもいい」

　シーラは素っ気なく答えて欠伸あくびをした。エリスはため息をつく。

「キルリー伯は黒いタキシードとのこと。まずは主しゆ催さい者の伯はく爵しやくと踊おどらなくちゃいけません。それに見合う色を選ばなくちゃ。何がよろしいです？」

「あの方は多分目がついてらっしゃらないのだろう。いつだって、わたしをとても華きや奢しやなお人形のように扱あつかう。姫という肩かた書がきがあれば何でもいいんだ。だからエリス、おまえがドレスを着ていってシーラ王女だと名乗れば、あの方は喜んで踊ってくださると思うけど」

「いー加減にしてくださいね、シーラ機士」

　エリスが怖こわい顔をしたので、シーラは微笑ほほえんでそれ以上何も言わなくなった。魔ま王おうを斃たおしたらいきなり姫君としての扱いを受けるようになって、数人の侍女がつくようになったのだが、それだってダンスと同じくらいシーラには慣れないものなのだ。

　大体、いくらこっちが進んでパーティーの準備をしたがらないだろうからって、貰もらい受けたはずの屋敷になぜ「招待」されるんだ、とか、エリシスの使節団に対してそれこそ誰だれが「シーラだ」と名乗ったところで見わけだってつかないだろう、とか他ほかに言いたいことは山ほどあったが──このときはまだ、彼女は自分の写真や肖しよう像ぞう画がどれほど世に出回っているのか把は握あくしていなかった──口に出したところで何が解決するはずもないのはわかっていたので、やめておいたのだ。

「まさかとは思いますけど、シーラさま？」衣服を引っ搔かき回しながら、エリスがまだぶつぶつ言っている。「嫌いやがらせのためだけに、そんな汚きたないマントをドレスの上から羽織らないでくださいましね。何だか臭におってきそうですわ」

　頰ほお杖づえをついて景色を眺めていたシーラはにやっと笑ったが、聞こえない振りをした。襟えりもとで結んで背中に流しているマントは航空機士のものではない。二、三日前からしているそれは、侍女たちにひどく評判が悪かった。血のりはなかなか洗い落とせるものではないから、「模様だ」ということにしてあるのだが、それも無理があったかもしれない。

　そのうち景色を眺めるのにも飽あきて、シーラは手に持ったままの招待状に目を落とした。

　ダンスパーティーの日時と場所が記されたその下に、つけ加えて書き足されたらしい、ある一文が目に留まった。

〝パートナー同どう伴はんも可〟

　一いつ瞬しゆん、何のことだろうとシーラは考えた。人をダンスに誘さそっておいて、パートナー同伴も可？

　しばらく眺めてから、それがアウルのことを言っているのだと気づいた。今回の騒そう動どうを彼なりの洒落しやれっ気けでもって受け止めていると言いたいのだろう。

「どう思う？」

　エリスにこのことを話すと、シーラづきの侍女の中では一番若い彼女──前に、アウルに会うために変装をしようとしていたところ、事情も知らずに嬉き々きとして化け粧しようを施ほどこしてくれたのもエリスだ──は肩をすくめて、しかつめらしい表情で、

「寛かん大だいなところを見せようっていうんでしょう。教会や世間の風は冷たいだろうが、ぼくだけはきみのことがわかるって、頼たのまれもせずにこちらの抱かかえている悩なやみを勝手に分かち合おうとするタイプ。自分も婚こん約やく者候補に名乗りをあげようとでも思っているんじゃありません？」

　と、最後の婚約者候補云うん々ぬんを除けば、おおむね自分の見解に近いことを言ったのでシーラは満足した。

「パートナー同伴も可」

　もう一度文面を目でなぞって口に出してみる。特に意味はなかったが、シーラは何となく嫌な予感がした。




　階下から音楽が聞こえ、どこか雑然とした気配が伝わってきても、アウルはしばらくそれに気づかなかった。

　湖に面した客室。ブルーの輝かがやきが見み渡わたせたはずのテラスがいつしか暗くら闇やみに閉ざされ、ぽつん、ぽつん、と付近の高級住宅街の明かりが漁いさり火びのように浮ういている。客室もその暗闇とひとつに溶とけ合っていた。アウルは明かりをつけていなかった。いや、夜になったことさえ気づいていなかったのだ。

　彼は黒こく檀たんのテーブルの上に載のった卵をにらみつけている。今朝、朝食のときに出された生卵だ。「これ、部屋に持ち帰っていいですか」と言ったら、屋や敷しきの女中は露ろ骨こつに嫌な顔をしてみせた。最初はとても大切な貴人のように扱われていたのに、最近、彼らの態度がどうも変わってきたように思える。それもそのはずで、ベルレーヌで駆かけ巡めぐった噂うわさはこの別べつ荘そう地にも後おくればせながら届いており、どうやらここにいるアウルこそが噂のご本人である──つまりは、貴族どころか、パリスの人間ですらないらしい──とすでに知られていたのだ。が、ともあれ、彼がシーラから預かった客人であることには変わりなかったので、別段、扱いが大きく変わったわけではないのだが、屋敷を歩いているとアウルは以前より好こう奇きの眼まな差ざしで見つめられることが多くなり、さらには廊ろう下かのそこかしこで彼を見つめながら、ひそひそ声を交わしている使用人たちの姿も目立ってきた。

　アウル自身は大して気に病まなかった。最初の扱いこそが異常だったからだ。いまだってとてもよくしてもらっているのだし、いちいち気にしてなどいられない──というよりも、そんな些さ細さいなことがまったく気にならないほど、アウルには他に熱中していることがあったのだ。

　いまもそうだ。卵をにらみつけている。昼頃ごろ、食事を持って部屋に入ってきた例の女中が、黒檀のテーブルにあったそれを見つけて「まだあったのか」という顔をした。まだあったどころか、まさか朝食の席から持ってきたそれをアウルが日がな一日にらんで暮らしたと知ったら、あの女中はどんな顔をするだろう。驚おどろくのは当然としても、怯おびえるかもしれないし、あるいは、彼がどうしても卵を憎にくまずにはいられない、何か過去の悲しいエピソードにまつわる理由があるのだと早合点して、ハンカチで涙なみだを拭ぬぐうかもしれない。

　もちろん、そんなわけではない。アウルはひたすら卵をにらみつけながら、実際は何も見てなどいなかった。ただ卵が視界の中央にあるよう意識しながら、精神集中をつづけている。

　動け、動け、動け……とひたすらそればかりを念じていた。

　最初は声に出していたのだが、あまりに長い時間そうしているため、声を出すのも億おつ劫くうになって、心の中だけで念じている。手を突つき出し、足は肩かた幅はばに開いて、目を閉じたり開いたり。

　傍はた目めには何をしているのかさっぱりだが、アウルには明確な目的と、そして崇すう高こうなる意思があった。

　あれこれ自由には身動きの取れないいまの立場では、ただじっと閉じこもっていても余計なことを考えるだけだったので、アウルは改めてそれをやってみることを決意した。改めて、というのは、以前、ベルレーヌの武器庫でシーラと話したあとも、それをやろうと考えたからだ。

　これから自分が何をやるにしても、魔ま法ほうの基き礎そくらいは身につけておいたほうがいい。魔王になって何をすべきなのか、というのとはまた別の問題だ。自分の手の中にある力なら、いざというときにもっと強く、そしてもっと上手く使いこなせたほうがいいに決まっている。

　つまり、アウルがいま行っているのはいわば魔法特訓だった。

　以前、サラ・ウェインがエウリュアレの森で精せい霊れいとの契けい約やくをやっていたのを思い出す。世界には様々な要素を構築する精霊が渦うず巻まいていて、かれらに〈意識の手〉でもって呼びかけることで、普ふ通つうの人間では干かん渉しようし得ない事象を自由に引き起こすことができるようになるのだ。アウルもそれを試みようとしていた。サラみたいに、いきなり炎ほのおやら稲いな光びかりやらを呼び出したりはできないだろうが、ちっぽけな卵ひとつくらいなら、そよ風ひとつ起こして転がせるのではないか、と考えて。

　と、いって──。

　この別荘に来てから早くも一週間が過ぎた現在、いまだ取っ掛かかりひとつ摑つかめないでいるのでは、果たしてこれが訓練になっているのかどうかさえも、実は定かではない。

　おまけにほぼ一日中この部屋に閉じこもりっぱなしだ。衣食住に関しての不自由はないものの、他にやることもないので段々気分が鬱うつ屈くつしてくる。こんなに広い部屋でも息苦しく感じるもんだな、とアウルはどうでもいいことを思ったりした。大きい家に住めばそれだけ気持ちも大きくなれるものだと思っていたのに。

　アウルはたまに唸うなり声を発したり、額に指を当てたり、膝ひざを曲げて空気椅い子すの姿勢にして必要以上に自分を追いつめたりしてもいた。そうすれば集中力が出るのではないかと思い、自分を追いつめる最後の手段として、ついには呼吸までも止めてみた。苦しくなってきたのを我が慢まんしていくうち、意識が鋭するどく集中してきた気がしていたら、段々気持ちよくなってきて、瞼まぶたの裏に見たことのない男女の姿がぼーっと浮うかびはじめた。あ、お父さん、お母さん、と何気に呼びかけてから、はっ──としたところでばたんと後ろに倒たおれ、その痛みで我に返った。

　ぜいぜいと喉のどを押さえながら立ち上がる。

「……ふう」

　アウルはいったん休むことにした。さすがに辺りが真っ暗なのにも気づいて、部屋の明かりをつける。真っ暗な湖と、明るい部屋の中とが、明暗の境界線を引いてくっきりわかれた。

「おかしいな」

　その、湖の見えるテラスに歩み寄りながらひとりごちる。〈意識の手〉をつくって卵に宿らせようにも、その〈手〉ひとつまともに生み出せないでいるのだ。もうちょっとはできるはずだ、と思っていたアウルにとって、この一週間の成果のなさは不本意極きわまりない。

〈意識の手〉など、魔法を扱あつかう人間にとっては、基礎中の基礎である。そもそも〈手〉がなければどんな魔法も使えず、ということは、満足にそれを生み出すことのできない人間など魔法使いとはとても呼べない。アウルはいままでそれは数多くの〈意識の手〉をつくり出してきた。魔将を操るには不可欠なものだったし、魔王城を巡る攻こう防ぼうの際や、レイナー・レイバックと対たい峙じしたときなど、複数の〈手〉を同時に操あやつってもいた。

　が、それもこれも彼ひとりの力ではない。魔王城に渦巻いている精霊力の補助やら、ガイツのつくり出した魔道具であるガリオン・ローブがあればこそだ。自らの意識を複数にわける、などという作業は、しょせん一朝一夕の訓練などでできるものではない。長い間に積み重ねた修練か、あるいは生まれついての才能がない限り、〈手〉を自由自在に操れる、などというのは夢のまた夢の話だ。

　それでも、あまりに上手くいかないからむしゃくしゃして、いっそテーブルの上にあるあの卵を握にぎりつぶしてやろうか、と思いながらも、いいや、休きゆう憩けいを挟はさんだらもう一回やってみよう、とさらなる意欲に燃えているのは、実は魔王城やガリオン・ローブの補助なしで、つまりはアウルの力だけで〈手〉を生み出したことが過去にあったからだ。レイナー・レイバックに魔王城を乗っ取られたとき、彼の操る魔鏡に自我を移したことがあるし、同じくその魔王城でレギオンの群れに囲まれたときなど、何度も何度も〈手〉をつくって魔将ゼナの力を借りようとした。

　確かに自分には生まれついての才能や、長い修練の期間はない。が、それを補って余りある──「経験」が実はあるのではないだろうか、とアウルは考えていた。長い修練の期間がない、というのと矛む盾じゆんするかもしれないが、しかし、どれほどつらい訓練を積んだところで、アウルがこの三ヶ月足らずで経験してきたことが他の魔法使いにおいそれと体験できるものだとは思えない。何しろ、どんな使い魔も及およぶべくもない伝説の魔将を操り、なおかつ、魔王の正統なる後こう継けい者であるレイナー・レイバックとさえ戦ったのだ。魔ま法ほうの技量という意味では素人しろうと同然のアウルだが、そうした「経験」を「実感」として捉とらえることができるようになれば、あるいは他の魔法使いよりよほど高レベルで魔法を操ることができるのではないかという気がする。

　アウルはもう一度「ふう」と息をつき、すっかり疲ひ労ろうで重たくなった足を半ば引きずるようにしながら、テラスへと出た。身体からだだけでなく、頭の芯しんもずっしりと重い。身体の至るところに鉛なまりを流しこまれたような気分で、暗くら闇やみに没ぼつした湖の全景を眺ながめながら手すりに手を置こうとしたとき。

　何かにつまずいた。胸が手すりにぶつかる。あわてて身体を支えた。テラスには色とりどりの花を咲さかせた鉢はちが並べられてあった。ろくに足元を見ていなかったアウルはそのひとつにつまずいたのだ。ぐらりと傾かしいだその鉢が、いままさに転がり落ちようとしていた。

　はっとして手を差し伸のべようとしたが、すでに遅おそかった。そしてさらに悪い光景を彼はその真下に目もく撃げきした。

　いつの間に──という思いが、鋭くなった脳のう裏りにかすめ飛ぶ。テラスの下の緑豊かな庭園はいつもならその世話をしている使用人の姿しか見えなかったのだが、今夜ばかりは大勢の人であふれていた。

　華はなやかに着き飾かざった紳しん士し淑しゆく女じよたちが談笑している。抱だき合い、手を取り合って、踊おどっているものたちの姿もあった。そして、手を伸ばしたアウルと、鉢とをまっすぐ直線で結んださらにその向こうに、ひとりの女性の後ろ姿が見えた。後頭部めがけて鉢が落ちていく。

　アウルは大声を出そうとした。

　同時に、テラスから乗り出していたアウル自身の身体が、鉢と同じく落下しそうになっているのに気づいた。

　このとき、アウルの心が散り散りに引き裂さかれた。

　ひとりのアウルは声を出そうとして、もうひとりは落ちてはいけないと考えて身体を元に戻もどそうとし、さらにもうひとりは、自分のせいで人が傷つく現実を認めたくないがゆえにか、自分は落ちても構わないとさえ思った。

　そしてそのすべてがまったく同時に行われた。

　アウルは落下した。やたらに速いスピードで落ちていく。あまりに速すぎたので、同じく落下していっているはずの鉢がぐんぐんと間近に迫せまった。

　──あれ……？

　アウルはふと、自分がさっきまでとはまるで違ちがう場所にいるのに気づいた。広々とした空間に色とりどりの何かが舞まい踊っている。中心にあるのはあの花を植えた鉢だ。そしてその陶とう器きの鉢でさえ、内側に炎ほのおのような色を揺ゆらめかしていた。

　ここは鉢を取り巻く世界だった。多た彩さいに乱れ飛ぶそれらの色のことごとくをアウルは自由にできる気がした。色は精せい霊れいそのものに他ならない。具体的な形となって見えないのはまだ自分がこのあたりの精霊と接せつ触しよくをもったことがないからだ、と気づいた。どこか他人行ぎよう儀ぎな感じがするのだ。精霊とは人見知りするものらしい。だから魔法使いは契けい約やくを行うのだろう。

　アウルは鉢を取り巻く色の中で、とりわけ激しく渦うずを巻いている色に接触してみることにした。

　手を伸ばしてみる。アウルはぐるん！　と視界が回転するのを感じた。身体が宙をさまよっている感じで、うまくいかない。

　下手くそ。

　誰だれかがそう言った気がしてムカッとなった。と、アウルはいきなりテラスの上に戻された。鉢はいまや女性の後頭部に触ふれるまさに直前。アウルはあわてて元に戻ろうとした。すると今度はさっきよりも素す早ばやく〝鉢を取り巻く世界〟に入りこむことができた。

　ふたたび鉢の落下速度はスローモーになり、今度も何とか追いつけた。周囲で渦を巻いている色がくすくすと笑い声をあげている。落ち着け、とアウルは自分自身に言った。精霊がからかっているのだ。彼らに自我などあるはずもないが、確か昔ガイツに教えられたことによれば、干かん渉しようしようとした精霊には術者の意識が反映されるのだという。初心者は精霊を他の何物にもたとえることができないため、干渉するのが難しいそれらを、ひどく気難しかったり、性格がねじ曲がっていたり、時には邪じや悪あくな人間にさえ思えることがある。そうすると自分自身の意識に取りこまれて、干渉をさらに困難なものにさせるのだ。

　感情的になってはいけない。アウルはおそるおそる手を伸ばそうとして、ふと思いとどまった。さっきも手を伸ばそうとして失敗した。それは自分に手があると思いこんだからだ。いまのアウルは生身の肉体ではない。それなのに、わざわざ不自由な人間の身体を想定してしまっていた。

　手で触れる必要も、そして実は近づく必要さえない。入りこんだ時点で、アウルもまたその世界の一部なのだから。瞬しゆん間かん、アウルの干渉しようとした色がぴたりと動きを止めた。彼のものとなったのだ。いや、アウル自身になった、と言い換かえたほうが早いだろう。

　風そのものと化したアウルは、鉢を空へ浮うき上がらせようとした。が、すぐに力不足だと気づかされた。鉢を取り巻くこの風ではそこまではできない。アウルの呼びかけに応こたえる精霊の声が弱いためだ。はじめての闖ちん入にゆう者に対して警けい戒かい感を抱いているような感じだ。

　くそっ！──アウルはとっさに別のことをやった。だけど……間に合うか!?

　アウルは風の道筋を変えてみた。鉢がやたらと重い。しかもアウルが干渉しようとしたせいか、落下速度がさっきよりも上がった。女性のつむじがいまやはっきり見える位置にアウルはいる。

「ああああああああ」

　物もの凄すごく間延びした音が聞こえた。また精霊の仕業かと思ったが、そうではなく、アウル本人が発した声だと気づいた。窓の上にいる生身のほうの自分だ。もう声が出ている。ということは、すでに時間がない。

　くそ、くそ、動け、くそっ──まだか──ええい！

「危ない！」

　アウルの叫さけび声に気づいて、はっと女性は顔を上げた。

　がしゃん！

　その足元で砕くだけ散った鉢はちから、多量の土が女性の顔めがけて飛んだ。

　よかった、と思ったときには、アウルの足はテラスから離はなれていた。身を乗り出しすぎていたのだ。一回転したアウルの耳元で風が鳴った。

「え？」

　自分が宙を落下していることにもほとんど自覚がないまま、魔ま王おう城での出来事が脳のう裏りをかすめた。秘密の通路に入りこんでしまった彼は、そのまま縦に長い空くう洞どうを落ちていったのだ。あのときはローラナが受け止めてくれた……。

　がしっ、と身体からだ全体に鈍にぶい衝しよう撃げきが走った。強く歯が嚙かみ合って、頭を殴なぐられたような感じになる。が、地面に叩たたきつけられたわけではなかった。「お、おい……」と、アウルを抱だき止めたらしい男が何か囁ささやきかけたが、

「アウル──？」

　それより早く、土を顔から払はらっていた女性が驚おどろいたようにつぶやいた。頭がくらくらしていたアウルは、その、頭を高く結った女性をひと目見て、知らない人だけれど美人だな、と思った。透すきとおるような白いドレスが似合っている。だけどどこかで見たような──と思いかけ、つい先さき頃ごろ、これと似たようなことがあったのを思い出した。

「シーラ!?」

　大声が出る。彼女は確かにシーラだった。

「いったい何をしているんだ。まさか、上から降ってくるなんて……」

「シーラさんだって。こんなところで何を……」

　動転したままお互たがい口を利きかけて、それから、シーラがはたと黙だまりこんだ。まるで口に入れた果実を、間ま違ちがって種ごと飲みこんでしまったかのような顔になる。アウルもこめかみにぴりぴりくるような直感がひらめいて、まずい、と思った。

　辺りは人の山だ。誰も彼もが豪ごう華かに着き飾かざっていて、普ふ通つうに暮らしていたら絶対にアウルと接点などなさそうな世界の人々。ぷんと香こう水すいの匂においが鼻を突つき刺さし、近くで火をあげている鉄てつ籠かごからはあぶるような熱気が伝わってくる。

「きみは、誰だ？」シーラがかなり無理矢理仕切りなおした。「ここは、関係者以外の立ち入りは禁じている。一度だけは、見み逃のがして、やろう。さあ、出ていきなさい」

「え、ええ」アウルもぎくしゃくと応じる。「ごめんなさい。鉢を、落っことしてしまったものですから。追いかけようとして、ははは」

　シーラの目配せを受けたアレンが、アウルをそっと下ろした。ホールの方向からは楽士たちの奏かなでる音楽が聞こえる。ただしその光景は見えない。一様に立ち尽つくした人々が遮さえぎっているからだ。天から降ってきた少年に半ば呆ぼう然ぜんとしていた彼らにも、「ははは」と乾かわいた愛あい想そ笑わらいを振ふりまいて、アウルはその場をそろっと遠ざかろうとした。

　紳しん士し淑しゆく女じよの目の群れがその動きを横に追う。目だけでは追いつかなくなり、彼らがそろって首を回そうとしたその瞬間、

「あーっ！」

　甲かん高だかい叫びが天を衝ついた。びくっとしたアウルのもとに、「ちょっとすいません」と言って、人々の波を搔かきわけながら見覚えのある少年が近づいてくる。シーラが腰こしに手を当てた。反射的に拳けん銃じゆうを引き抜ぬこうとしたのだ。が、ドレス姿の彼女が持っているはずがない。シーラは代わりに指を一本突きつけた。

「さあ、いけ！　さっさといかないと、撃うち殺されるぞ！」

　そうして必死にアウルを遠ざけようとしていたシーラだったが、

「いらしていたんですか！　ベルレーヌから姿を消したと聞いたときにはどこにいったのかと思ってたんですけど。あ、やっぱり、シーラ隊長のお供ですか？　何せ、戦場で運命的な出会いを果たしたお二人ですものね！」

　何がそんなに、というくらい楽しげに声を張り上げたミリアム・ゾンガーによってすべては台無しになった。シーラが頭を抱かかえこみ、アレンが傍かたわらでおろおろする。アウルも硬こう直ちよくしていた。近づいてきたミリアムが強ごう引いんに手を握にぎってきて振り回すものだから、もはや逃にげるどころではない。

　一いつ瞬しゆんの間があったあと、

「おおっ」

　貴族たちのどよめきが鉄籠の火をも吹ふいて、中庭に投げかけられていた明暗をも揺ゆれ乱れさせた。




　広々としたダンスホール。着飾った紳士淑女が挨あい拶さつを交かわし、衣い装しようと同じく、なるべくお洒落しやれに思われるように昨夜から苦心して選んだ話題を振り合い、必要以上に親密そうに握あく手しゆをしている中、間ま抜ぬけ面づらの少年がぽつんとひとり浮ういていた。

　ホール中の人々が、何とか自分の好こう奇き心に気づかれまいとしながらも、しかしどうしても隠かくしとおせず、ちらちらと彼の様子を窺うかがったり、ひそひそ話を交わしたりしている。ダンスパーティーにはあまりいい思い出のないアウルだったから、改めて居い心地ごこちの悪さを自じ虐ぎやく的に感じることもなかった。

　パーティーを主しゆ催さいしているというキルリー伯はく爵しやくは、立場上、アウルにも慇いん懃ぎんな挨拶をした。

　テラスから降ってきた事実はもはや隠しようもないので、もちろん、彼がここ数日この離り宮きゆうで暮らしていたこともシーラは説明している。「戦場で大おお怪け我がをした現地の少年に治ち療りようを受けさせるため」という、大方噓うそでもない理由を添そえて。

「不ぶ躾しつけかもしれんが、そのう──きみはシーラ王女とどのようなご関係なのかね？　いやいや、わたしとてあんな噂うわさを信じるほど無ぶ粋すいではないが、やはり……何というか、うむ」

　やや馬面気味で三〇歳前後と見えるキルリー伯はそう言ってきたが、「あんな噂」の意味とてわからないアウルだ。実はこのとき、教会道どう化け局の報道によって、「シーラ王女は戦場で助けた現地の少年と恋こいに落ち、いまにも駆かけ落ちしようとしている」という噂がまことしやかに流れはじめていたのだった。

　アウルにはどうにも答えようがなくておたおたしていると、シーラが助け舟ぶねを出した。

「ティエンの村で会ったとき、臨時でわたしの教育係をしてくれていたのです。古い歴史にとても造ぞう詣けいが深くて。確かキルリー伯もヴァリアの大学へ留学なされて、そこで歴史を学ばれたとか」

「おお、わたくしめの経歴をご存じでいられたとは。そうです、もう卒業して五年以上にもなりますが。お若い王女が国の歴史を学ばれようというのは実に喜ばしいことです。若い貴族連中の中には、歴史などいまを生きる人々にとっては本に書かれた物語のようなものにしか過ぎないと言うものもありますが、いやいや、古きを知らねば新しきものとてなかなか見み出いだしにくいもの。人の営みは、先人たちに支えられてあるべきものなのです。過去への憧どう憬けいと反省なくして……」

　キルリー伯はここぞとばかりに身を乗り出した。婚こん約やく者に立候補しようとしている、という話もあながち噓ではないのかもしれない。が、熱っぽく語られかけたその言葉を、

「よかった。ではアウルと話が合いそうですね。パートナーを連れてきてよかった。互たがいに同じ学問を修めようとするもの同士、話せば新しい刺し激げきがあるかもしれませんから」

　と王女は呆あつ気けなく遮って、他の招待客のほうへ挨拶に出向いた。

　王女は人気者だった。たくさんの貴族たちが彼女を歓かん迎げいし、そして今回の勝利を誉ほめそやすのをアウルは耳にした。それにシーラは如じよ才さいなく受け答えしていく。化け粧しようやドレス姿とはまた違ちがった意味で、それがもっともアウルの知らない顔だった。以前に会ったイメージからすると、そういうことを一番面めん倒どうくさがりそうなタイプに思えたからだ。アウルの知っているシーラは硝しよう煙えんの臭においを漂ただよわせた、鋭するどい視線の持ち主だった。が、いまは香こう水すいと白粉おしろいの匂におい、そして女性らしい微笑ほほえみ……。連合国エリシスの紋もん章しようを肩かたにデザインした、使節団らしき人々と談だん笑しようするシーラを遠目に、アウルは面おも白しろくない気分を味わっていた。

　彼の隣となりには、身を乗り出しかけたままのキルリー伯ひとり。もちろんのこと空気は悪い。キルリーもつれない王女を恨うらんでいるだろうが、実はアウルも相当彼女を恨んでいた。使節団への挨拶でいそがしいのもわかるし、何より、キルリーの熱っぽい態度がうざったかったのはわかるが、肝かん心じんのぼくはどうすればいい？

「飲むかね？」

　気を取り直したか、キルリーはボーイを呼び寄せ、盃さかずきを二つ受け取った。うちひとつをアウルに差し出す。面めん喰くらったアウルは「頂きます」と口の中でもごもご言って受け取った。

　何となく緊きん張ちようして、ハイピッチで盃の中身を空けようとする。アウルは自分が酒をほとんど飲んだことがないのさえ忘れかけていた。ひと口喉のどにとおしただけで激しく咳せきこむ。

「ぶどう酒はお口に合わないかね」

「い、いいえ」

「何もいやしく空けようとする必要はないよ。きみの育った環かん境きようがどんなだかは知らないが、ぶどう酒は安いものだ。もっと欲しければボーイを呼ぶといい。呼び方を知っているかね？　人の言葉で、ヘイ、ボーイ、と言うのさ。狼おおかみの言葉でも鬼おに族の言葉でも駄だ目めだ」

「狼の言葉も鬼族の言葉もぼくはしゃべれません」

「そうかね。庶しよ民みんの中では狼や小鬼ゴブリンを飼い馴ならす連中もいると聞いてね。きみではなかったか。ではきみのお父上がそうかな」

　にこりともせずにキルリーは言う。アウルは彼が宮きゆう廷てい内でも好かれてないだろうなと思った。ぼくが貴族でもこんな友人はごめんだ。

「ぼくは父親の顔を知りませんから」

「おお、これはお気の毒に。ではまず父親捜さがしをしなくては。古い歴史を学ぶのもいいが、自分の出自を確かめるほうが先だよ。血筋というのは人間にとっては第一に学ぶべき歴史だからね。血筋にまつわる物語は、人生の困難を乗り越こえる力と意思と誇ほこりを与あたえてくれる。そうすれば国家の歴史を学ぶのも俄が然ぜん面白くなる。もっとも、きみの祖先の名前が歴史書の中にあるかどうかは知らんが」

　最後に何か相手をやりこめる言葉をつけ加えたがるのは伯はく爵しやくの癖くせなのだろうか。当人が思っているほどお洒落しやれではないと言ってあげようか、とアウルはよほど思ったが、さすがに自制心を働かせてやめておいた。

　その後も、ぽつぽつとキルリーはアウルにしゃべりつづけた。

　しかし、シーラに紹しよう介かいされた立場上、いやいや話していることを隠かくそうともせず、また、彼の語る歴史は当然のように教会が教える一方的なものだったので、アウルはいちいち同調するのも疲つかれ、また、相あい槌づちを打つのさえ億おつ劫くうになってきてしまった。

　そのうち、キルリーが地方から招いたという、貴族お抱かかえのダンサーが数名、場に現れた。

　ホールの隅すみっこに陣じんを敷しいた楽士団が新たな曲を奏ではじめ、ダンサーたちが見事なコンビネーションを披ひ露ろうする。何気なくそれを眺ながめていたアウルだが、ふと、キルリーがほとんど一方的に語っていた話を聞きとがめた。

　それは、いまはないライノスという工業都市で起こった、民衆の一いつ斉せい蜂ほう起きについての話だった。まだ神聖機学宣言が出される前のことで、ひときわ工業都市化が徹てつ底ていしていたライノスの民衆は、貴族たちによって奴ど隷れい同然に扱あつかわれ、その大半が機学工場で働かされていた。それに反発した民衆は手に手に銃じゆう剣けんを取って、また、大たい砲ほうを馬に引かせ、教会と貴族たちの邸てい宅たく、そして庁舎へと攻こう撃げきを仕し掛かけたのである。

　教会はこの事件を一いつ貫かんして、「だから高貴なものにしか機学は与えてはいけないのだ」という教訓のいい例だと教えてきている。キルリーの見解も無論それと一いつ致ちしていた。

「機学は、それを手にするものに貴き賤せんの差別なく力を与えてしまう。考えるだに恐おそろしい話だよ。歴史から物事を学ぶというのはまさにこういうことだ。なぜ誰だれも危険だと思わなかったのだろう？　拳けん銃じゆうを手にできる人間を選ばなかったら、その結果など目に見えている。大砲を農民たちに与えたら？　もしも飛行機を鍛冶かじ屋やが簡単に造れるくらいに技術を流布させていたら？　ひとつ目を閉じただけでそんな世界の未来が脳のう裏りに浮うかぶかのようだ。火の海と化した地じ獄ごく絵図がね」

「…………」

　アウルは落ち着かなかった。苛いら々いらと意味もなく足を踏ふんでいる。慣れない酒で唇くちびるを湿しめらせては、口を開きかけるのだが、すぐに思い留まって唇を閉ざし、また足あし踏ぶみする。しゃべっている間、キルリーはずっとアウルに見下すような視線をちらちらと向けていた。アウルが何もしゃべらないので、教養があるといってもこの程度か、と感じているに違いない。アウルにしてみれば、鬱うつ憤ぷんが喉もとに詰つまりすぎてそのまま窒ちつ息そく死ししてしまいかねないとさえ感じる数分間が過ぎた。

「きみは列車を見たことがあるかね？」

　キルリーの言葉にアウルはどきりとした。乗ったことがあると知った上での質問だろうか。が、アウルは曖あい昧まいに「ええ、ここに来てから」と答えるに留とどめた。

「たとえば、あれがあらゆる人間の自在になると考えてみたまえ。わかるだろう？　人は堕だ落らくするよ。貴族ほど自分の身に誇りを持てない人間は、堕落するのも簡単なことだ。いったん楽を覚えた人間は……」

「待ってください、キルリー伯爵」

　アウルは伯爵の言葉を遮さえぎった。キルリーがそのとき浮かべた表情は、まるで顔見知りにいきなり拳銃を向けられたときのそれのようだ。アウルは一いつ瞬しゆん、口を押さえようとした。が、しゃべってしまったものは仕方がない。少しだけだ、とアウルは自分に言い聞かせた。ほんの少ししゃべるだけ。冷静さを失わないよう、相手を敬う態度を忘れないよう。それだけ守れば、きっと、大だい丈じよう夫ぶ……。

「民衆とて、自分の人生を省みる時間と機会はいくらでもあります。未来の自分に思いを馳はせる想像力とて、無論。彼らは堕落を好んだりなどしません。そう──そうです、民が簡単に堕落するものならば、ではなぜ、神はこのようなお酒を民衆には禁じなかったのでしょう？　ぼくだったら、機学よりもまず先にこれを悪あく魔まの囁ささやきが聞こえる水だと言って封ふう印いんします。しかし、神はこれを禁じなかった。民とて、一時の快楽に人生を台無しにするような道は自ら選ばなかった。それは……確かに、酒に溺おぼれる人だっているでしょうけれど。しかし大勢の民衆は自分を失うほど酒に酔よい痴しれないものです」

　今度はキルリーが無言になる番だった。アウルにはその沈ちん黙もくが心地ここちよかった。いつもの調子が出てきたと彼は思った。さっき口に流しこんだ酒がいい具合に舌のもつれをほどいてくれる。アウルはしゃべりつづけた。

「ライノスでの一斉蜂起とて、民に機学を与えたばかりに起こった愚おろかしい出来事、と決めつけるのもいかがなものでしょう。ライノスの人々はあの当時、工場の奴隷同然でした。言わば機械を作るための機械の歯車。彼らに銃があろうがなかろうが、彼らはいずれ必ずや蜂起したに違ちがいありません。銃がなければ剣を取り、剣を取り上げられれば鍬くわを取り、鍬さえなければ爪つめと歯で武装して、自分たちの誇りを守ろうとしたことでしょう」

「誇りだと？」黙だまって聞いていた──というか、半ばぽかんとしていた伯爵は、そのひと言を聞きとがめた。「あるかないかも定かではないその程度のもののために、ライノスは破は滅めつしたのかね。焼き殺された貴族、司祭たちはさぞ無念だったろうな」

　伯爵が浮かべた冷笑に対し、アウルの顔にはかっと血の気がさした。先ほどのアルコールのためか、それは火のような熱さをアウルの頭にもたらしていた。

「その後、ライノスの市民たちは教会の機学兵団によってひとり残らず殺されました！　どうして彼らが無念ではないと思えるのです。どうしてそれによってもたらされた破は壊かいが、市民たちの起こした破壊と同じものだとは考えないのです。誰が手にしようとも、それによって起こる結末など、身分の貴賤になど関かかわりないと！」

「調子に乗るな。その程度の浅い見解で博識面か？　村の長老にでも教えこまれたか。そんなものを鵜う吞のみにして自分の意見のように語るなどと。少しは自分の考えというものを持ったらどうだ？」

　いまや伯はく爵しやくは見下すような視線を隠かくそうとはしなかった。それからわざとらしく嘆たん息そくする。

「民にものを考えろというのが無理な話か。言われたとおりにしかできぬからそのような境きよう遇ぐうで満足できるのだしな。ものを考える心があれば、多少なりともプライドを持ちそうなものだ」

　アウルは怒いかりのあまり、何も言い返すことができなかった。だがそれは正解だったかもしれない。二人は周囲から注目を集めていたからだ。キルリーはホスト役としての微笑ほほえみを取り戻もどすと、何でもないんだ、というふうに人々へ満まん遍べんなく配ってから、すっとアウルの耳へ顔を近づけて囁いた。

「そうか。最近、王女がヤクート派と接せつ触しよくを持っていると聞いたが、おまえのような人間が入れ知ぢ恵えしているためだな。浅はかなことだ。英えい雄ゆうという立場に偶ぐう然ぜんなれたからといって、何もかもが自分の思いどおりになるとでも？　お気楽な子供同然だな。彼女にできるのは、機銃の引き金を引いて野や蛮ばん人たちを撃うち殺すことだけじゃないか。さっさと前線からは身を引いて、あとは王の娘むすめとして人生を送ったほうがまだ賢かしこいものを。ふん、彼女も多少ものを考える力を養ったほうがいいタイプの人間ではあるな」

　顔を遠ざけたキルリーの嘲ちよう笑しようが濃こくなる。赤くなり、次いで青ざめたアウルは、よく考えもしないままに何か心に閃ひらめいたままの言葉を怒ど鳴なりつけようとした。この野や郎ろう！

　その肩かたに手が置かれた。はっとなる。

　シーラだ。

　アウルはまたも言葉を失った。女性機士はにこりと微笑むと、アウルを押し退のけてキルリーの前に立ち、すっくと手を差し伸のべた。

「伯爵、一曲、ごいっしょさせてくださいませんか？」

「おや」キルリーは自じ慢まんの口くち髭ひげを撫なでる。「よろしいのですかな。パートナーを放ほうっておかれて」

「伯爵が手を取ってくださらないと、わたしは、ずっとこのままの姿勢で皆みなの笑いものになってしまいますけれど？」

「これはこれは。わたしも女性に恥はじをかかせる無ぶ粋すい者になってしまいますな。──それでは、お先に失礼」

　アウルにわざと慇いん懃ぎんな口調で断りを入れてから、キルリーは王女の手を取った。

　ダンスの輪に加わった二人を見て、同じく踊おどっていた列席者たちは二人のためにホールの中央を提供した。

　主役二人のダンスに、楽士たちの演奏にもいっそう熱がこもる。

「まあ、見て」

「空の上の英雄さまも、地上ではご立派な淑しゆく女じよね。何て似合いのお二人！　ああいう方がシーラさまにはふさわしいと思えなくて？　ほら、あの……アーク公こう爵しやくはエアレーサーなのでしょう。そりゃ、ご趣しゆ味みは同じでよろしいと思うけれど、シーラさまにはむしろ、ああした洗練された方がお隣となりに必要なのだと思うわ」

「まったくだ。エリシスめ、今回の使節団だって、約束が反ほ故ごにされないかどうか不安でたまらなくて飛んできたのだろう。しかし思いどおりにさせてたまるか。いまやシーラさまは連合のシンボルであらせられるぞ。他国に渡わたしてなるものか」

「今回のダンスパーティーにしても、陛下が気を回されたのでしょう？　キルリー伯に、アーク公爵より早く、何としてでも娘の気持ちを射止めるのだとか何とか言われていたとしても不思議では……」

「しっ、連中に聞こえるぞ──」

　人々の囁ささやき声がアウルの神経を逆さか撫なでした。

　アウルは生まれてはじめてといっていいほどの苛いら立だちと、それをどうしようもなく胸に抱かかえるしかない自らの不ふ甲が斐いなさを感じていた。

　アウルの目にも二人は見事に踊っているように見えた。気き障ざな仕し草ぐさでキルリーがターンを決める。シーラもドレスの裾すそをふわっとなびかせてそれにつづく。浮うかべられた笑顔を見て、アウルは我知らず胸が痛むのを感じた。あの男はあなたを侮ぶ辱じよくしたんだ。それなのに。

　いつしか、周りからぱちぱちと拍はく手しゆまで巻き起こっている。二人の呼吸はぴったりと合っていて、傍はた目めには似合いのカップルに見えた。

　くそっ。

　何だ、あんな奴やつ。アウルの胸に渦うず巻まいた怒りがはっきりとした形を取りはじめる。あん畜ちく生しようのズボンがいまにもすっとんと落ちないかな。そうしたら面白いのにな。腹を抱えて笑ってやるのに──!?

　どくん、と心臓が音高く脈打った。

　まさか──と思った瞬しゆん間かん、アウルは溶とけた飴あめ細ざい工くが糸を引いているような、ふざけた取り合わせの色しき彩さいが波打つ世界へと移動していた。

　ここは──あれは──ひょっとして、さっきと同じ……精せい霊れい界！

　アウルは別の自我、すなわち〈意識の手〉となって、普ふ通つうの人には目で見ることもかなわない別次元へと移動していた。彼の望んだとおりなら、そこはキルリー伯爵のズボンを取り巻く世界だ。

　アウルは小こ躍おどりしたくなるような喜びをあえて胸の奥に封ふうじこめた。落ち着け。今度こそ落ち着くんだ、アウル。何も特別なことじゃないんだから。息を吸うみたいに単純なこと。それをやるだけなんだ。

　自分に言い聞かせつつ、世界への干かん渉しようを開始する。まるで溶けるようにぴったりとひとつになるように。それでいて、自我はきちんと自分にも残しておくように。びりびりとチーズが裂さけるみたいなイメージを頭に抱いだいて、アウルは精神集中をつづける。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　アウルはぎくりとなった。生身のほうの彼に届いた声だ。彼自身は青い顔をしてテーブルに伏ふしている。

　が、話しかけられたことによって、逆に生身のほうの自分を意識することができた。しかもキルリー伯のほうにはもうひとりの自分である〈意識の手〉が宿ったまま。成功した！

　声をかけてきたのはタキシードを着こんだ若者だ。ハンサムだが、やや小ずるそうな顔をしている。ややあってから、ティギーだと気づいた。

「顔色が悪いな。水でも持ってこようか？」

「い、いえ。お構いなく」

　応こたえながらも、アウルはキルリー伯の周囲に渦巻いた精霊たちに、声なき声で呼びかけている。

「しかし、おまえもいろいろ数すう奇きな運命を辿たどっているなあ。英えい雄ゆうどのも真っ青だ。この先どうするつもりかは知らんが、いくら数奇だからって、おまえと戦うことになるのはごめんだぜ。こちとら、レイナーのおっそろしい魔ま法ほうを目まの当たりにしてるんでな」

　ティギーはそう言うと、ちょうど声をかけてきたご婦人にくるりと向き直って飛びっきりの笑顔を浮かべた。アウルはふたたび伯はく爵しやくに注目した。華か麗れいに舞まっていた。自分ともども。奇き妙みようなものだ。自分が自分を見つめている！　アウルは意識してにんまりと笑みを浮かべた。筋肉の動きとは別に、もうひとりの自分がまったく種類の異なる動きを示す。

　ごそりとズボンが動いた。

　いけ！

　アウルは一気に下降を開始した。

　ベルトはあくまでも軽く締しめ上げていただけだったが、無む理り矢や理り物質を動かすのは多少と言わず骨が折れる作業だった。だが、いったんコツを摑つかんだアウルはそのまま阻はばむものもないままに目的を遂すい行こうした。

　シーラから手を外し、キルリーが三回転のターンを決めようとしたその刹せつ那な、彼のズボンがいきなりすとんと脱ぬげ落ちたのだ。

　二回目の回転の途と中ちゆう、キルリーは脱げたズボンの裾に蹴けつまずいた。足を宙に放ほうり上げて転てん倒とうする。一いつ瞬しゆん、世界の出来事がすべてそこに集約されたかのように、場の雰ふん囲い気きが凍こおりついた。

　楽士たちの曲が止まる。踊おどっていた紳しん士し淑しゆく女じよも動きを止めて伯爵を見やる。豚ぶたの丸焼きを口に入れようとしていた太った婦人の手の動きさえ止まる。凍りつくこと数秒。

　動きを欲した場内の雰囲気は、次に起こったティギーのけたたましい笑い声によって決定された。

　全員が声をあげて笑ったのである。

　伯爵を助け起こそうとしかけていたシーラですら、肩かたを小刻みに震ふるわせていた。

　全員の笑い声に包まれ、キルリーは真っ赤な顔をして立ち上がった。

　ちょうど、別の貴族が大笑いしたまま彼の肩に手をかけたとき、ズボンの周囲に宿ったアウルは精霊に命じてもう一度同じ動きを示させた。立ち上がりかけたキルリーがまた転ぶ。

「おいおい、酔よっ払ぱらっちまったのか？」

「貴様か！」

　無理もないが、キルリーは気が動転していた。しゃがみこんできたその貴族が自分のズボンを脱がせたのだと思いこみ、いきなり横っ面を拳こぶしで殴なぐったのである。

「伯爵！」

　シーラの驚おどろいた声もおそらく彼には届かなかった。

「よくも、よくも！……おまえも婿むこ候補を狙ねらっていて、嫉しつ妬としていたんだな！　だからってこんなときに邪じや魔ましてやろうなんて、どこまでも根こん性じようが汚きたない奴なんだ！」

「何を！　ふざけるな、伯爵。おまえ、宮きゆう廷ていでのいい笑い者だぞ。おまえのその似合わない髭ひげ、許可さえいただければ、辺境の小ゴブ鬼リンどもだって見かねて剃そり落としたろうにってな！」

「この！」

　シーラが呆あつ気けに取られている間に、二人の若者は壮そう絶ぜつな殴り合いを開始してしまった。

　あるものは悲鳴をあげ、あるものは喝かつ采さいを送り、あるものはパニックに陥おちいるあまりにグラスや皿を取り落として割ってしまい、混乱にさらなる拍はく車しやをかける。

　その騒さわぎの間、アウルはぐったりとテーブルに背を預けてへたりこんでいた。疲つかれ果てていたのだが、そのとき、ふと肩の辺りを冷たい風が撫なでてきたような気がして振ふり払った。風は意外と頑がん固こで、なおもアウルの周囲を漂ただよったかと思うと、いきなり胸むな元もとへと吹ふきこんできたので、アウルは先ほどより強い力でその風を散らした。

　目線を上げる。風の吹いてきた方向に、テーブル三つを挟はさんでひとりの女性が立っていた。着き飾かざってはいるが、他の淑女方と比べると若干地味な印象のある若い女性だ。彼女は驚きに目を瞠みはっていた。と、そのままスカートの裾すそをなびかせてホールの片かた隅すみへと走っていく。そこには背の高い、眼帯をした男が立っていたのだが、疲れていたアウルはそれ以上気にかけるのをやめた。

　だから彼は、冷たい風を振り払ったのが自分の本当の手でないのに気づかないままだった。




　……離り宮きゆうでの事件が宮廷中の噂うわさになるのにさしたる時間は要さなかった。

　参さん内だいを一〇日間は禁じるという謹きん慎しん処分を受けたキルリー伯爵は、そのまま王女の婚こん約やく者候補の座からも滑すべり落ちただろうと囁ささやかれている。

「いち、にい、さん……」

「あのときはすまなかった。あ、ステップをひとつ忘れたぞ。もう一度だ」

「さん、しい……え？　っと。じゃあ、いち、にい、さん……すまなかったって？　何が……わあっ！」

　自分で自分の足につまずいて、アウルは見事に前のめりになって倒たおれる。近くでうたた寝ねをしていたゼナが驚いて立ち上がり、「ふん」という感じでお尻しりを振りながら遠ざかった。

　ダンスって難しい。これじゃ伯爵を笑えないや。

　騒ぎの二日後。場所は離宮にあてがわれたアウルの部屋の中。

「あれは、わたしの不注意だった」改めてアウルの手を取ったシーラは沈しずんだ声で言う。「エリシスの使節団の中に、以前、教会の派は閥ばつについて詳くわしく書いた本を出された方がいたんだ。すぐに出版禁止にはさせられたが、だからこそどうしてもその方と話がしたくて。キルリー伯と二人きりにさせてしまったのはまずかった」

　アウルが何も言えずにいると、

「わたしの悪い癖くせだ。ひとつのことを見てしまうと、他のことがまったくおろそかになる。これでは『英えい雄ゆう』どころか、人間として失格だ」

「そ、そんな。シーラさんは悪くないですよ。あんな不ふ愉ゆ快かいな奴やつにあなたを子供呼ばわりする資格なんてないんだから」

「そうか、子供呼ばわりか」

　ますますシーラはしょんぼりする。あわわ、とアウルは自分の軽口を呪のろいたい気分になった。

　第一、謝りたいと思っていたのは自分のほうだった。ベルレーヌでは自分の憎にくしみだけをぶつけてしまったから。しかしいまは謝るタイミングではない。お互たがいにいま謝罪し合ってもますます空気が悪くなるばかりだろう。せっかく以前のように話せているいま、アウルは話題を変えてみることにした。

「……パーティー会場でいろいろ耳にしたんです。シーラさんがヤクート派の人たちと会ってるって。その、本を書いた人と会いたかった、というのも？」

　手を差し伸のべる。シーラが改めてその手を取った。

「ああ。教会といってもいろいろだから。神の教えにしてもひとつだけじゃないというのが昔は納なつ得とくできなかったが、ザイン司祭との件があってからは、神というのはいろいろな姿、いろいろな言葉を持っているのだとわたしも思い知ったからな。それこそ、神を見ようとする人たちそれぞれに、それぞれの姿があるのかもしれん。だから、大勢の人の話に耳を傾かたむけたくなったんだ。特にヤクート派には興味があった。機学兵器を世から一いつ掃そうしようという目的こそ大おお仰ぎようだが、いまのところ魔ま法ほう使つかいとの不戦を訴うつたえている派閥はここだけだ」

　シーラはアウルの眼前できれいにターンした。ドレスの襟えり元もとや、切れこみの入っている袖そで口ぐちに刺し繡しゆうされた金糸、銀糸が陽ひを浴びてきらきら輝かがやく。

「何もヤクート派が教会の教えを支配すればいい、と思っているわけではないが、しかし、魔法使いへの不当な圧力をやめさせるためには、やはり、教会そのものを内側から変えていく必要がある。連合内の人々が抱いだいている魔法への嫌けん悪おは、教会の教えにこそ根ざしているのであって、何も自分の実体験からじゃないんだ。言い換かえるなら、そうした教えに変化を与えることによって、五年、一〇年先の子供たちはいまの大人たちとは違ちがう価値観を持つことになるかもしれない」

「五年、一〇年──」

「ああ。国と国、血族と血族──対立の構図は親が子に受け継つがせていくものさ。時には噓うそをでっち上げてでも相手を憎むよう教えもするし、敵を憎まない同族を裏切り者扱あつかいさえする。その連れん鎖さをどこかで断ち切らねば、わたしがいかに『英雄』の顔をして、戦いをやめなさい、と言ったところで変わりはしない」

「────」

　それはぼくも同じことなのだろう、とアウルは感じた。胸に抱いた憎しみ、という意味では、連合内の人よりも魔法使いのほうが激しい。ただ単に授業で教える過去の歴史などと異なって、いまの魔法使いたちは実際に攻こう撃げきされ、捕とらえられて、いまもどこかで殺されている。それはアウル自身が体験したことでもあった。ほとんど中立地帯といっても差し支えのないノールで五年を過ごしたアウルにしても、その経験は憎しみを植えつけた。教会を、シーラを許さないと思った。自分がいっぱしの兵士であり、復讐者リベンジヤーになったつもりでいた。

　そんな思いをいっぱいに抱かかえた魔法使いの前にのこのこ出ていって、「ぼくが魔王だ。戦いをやめろ」と言ったところで憎しみの炎ほのおが消えるはずがない──どころか、むしろこっちのほうが殺されかねない。

　最後につなぎ合わせた手を掲かかげて、ダンスは終しゆう了りようした。軽く身を傾け、お辞じ儀ぎをするような姿勢になったシーラは、

「ふう。今度は上手うまくできたじゃないか！　ちょっとぎくしゃくしたけど。もう一度やる？　次はもっと上手く……な、何だ。人の顔をじろじろ見て」

「いいえ」

　アウルはまぶしい思いで、シーラの上気した顔を見つめていた。

　──それでもこの人はやろうとしているんだ。『英雄』になって、五年、一〇年、いいや、もしかしたら五〇年、一〇〇年先のことを考えて……この戦いをやめさせようとしている。

　ぼくはどうだろう。ぼくは「魔王」になれるだろうか。みんなに「やめろ」と言って、たとえ時間はかかってもそれを受け入れてもらえるような、そんな「魔王」になれるだろうか。

　──いまのままじゃ駄だ目めだ。

　アウルはごく素直にそう受け止めた。いまのままでは。ただのアウルのままでは。

　しばし思考をさまよわせるアウルに「どうした？」とシーラが笑えみを浮うかべて訊きいた。まるで少年っぽい眼まな差ざしが奇き妙みようにくすぐったい。

「ベルレーヌにはいつお帰りになるんです？」

　アウルは別に気にかかっていたことを口にしてみた。うっ、と呻うめいたシーラの顔がなぜかさらに紅潮する。一昨日のパーティーのあと、本来ならシーラはすぐにベルレーヌに引き返す予定だったのだ。婚こん約やく者であるアーク公こう爵しやくが待っているからに他ならず、シーラはしかし、この離り宮きゆうでの騒そう動どうを言い訳の発ほつ端たんにして、「体調が悪い」と言って日にちを引き延ばしてきたのだ。

「そのう。ここを発つのは明日だ。が、ベルレーヌに、じゃない」

「お忙いそがしいんですね」アウルは目を丸くした。さすがに『英雄』、ひょっとして、また教会に命じられて違う戦場に赴おもむかされるのか──と思い、丸くした目を憂ゆう慮りよに閉じそうになった。が、

「い、いや。一日、二日もすれば、アーク公爵もあきらめてお帰りになるだろうと思っていたのだが……教会め、どんなふうに気を利かせたもんだか……、ベ・ルーの飛行場を、デ、デートに使ってもよい、と、言ってきた」

「デート？」

　ベ・ルーは工業都市であると同時に、パリス領内においてもっとも広い教会管かん轄かつ地を有している。当然、機学の研究施し設せつや飛行場もある。シーラ率いる航空部隊がエウリュアレを攻撃する際、そのべ・ルーが飛行中ちゆう継けい地になっていた。ということはつまり、帰き還かんしたときも同じルートを辿たどったので、意識を失ったアウルもそこにいたことがあるのだ。当然、覚えているはずもないが。

「アーク公爵は有名なエアレーサーなんだ。だから、その、飛行機でいっしょに空を飛ばないか、と、そういうことらしいな。ふん、くそ、あきらめの悪い──」

　くそ、は婚約者の前では言わないほうがいいんじゃないだろうか、とアウルは思い、何となくそれを口にするのは避さけた。

　シーラはシーラで、自分の目的を遂とげるためにやらねばならないことが山とありそうだ。

　──さあ、なら、ぼくは？

　アウルはひそかに首を傾かしげた。いまは道化局がこの離宮に貼はりついていて、アウルの行動を逐ちく一いち見張っているような感じなので、ここを勝手に出ることはできない。サラたちのことが気になったが、シーラによると、エウリュアレに残った部隊からは彼女らしき人物を──あるいは遺体を──見つけたという報告はないらしい。いまは焦あせる気持ちをひとまずは抑おさえて、慎しん重ちように行動するしかなかった。

　そう考えていたアウルだから、まさかシーラの口から、

「実は──」

　そんなことを聞かされるとは思ってもいなかったのだ。
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「ぬう」

　と呻いた老人は、つづけざまに「うう」と唸うなりそうになったが、こつんと額に当たった小石で我に返って、はっと自分の口を塞ふさいだ。

　広間の片かた隅すみで膝ひざを抱えていた、瘦せっぽっちの少女がこちらをにらみつけている。どこか釈しやく然ぜんとしない気持ちでガイツは「すまぬ」というふうに頭を下げた。つい三日前くらいまでは立場が逆だったはずなのだ。泣くわわめくわ、「トッドはどこ？」とぐすぐすはなをすすりながら、ガイツにはわかりようもないことを何度となく訊いてくるわ、さしもの大魔ま法ほう使つかいも扱あつかいに窮きゆうした。

　何しろ周囲は敵だらけだ。ちょっとでも声をあげたらそれで勘かんづかれる恐おそれもある──というのは実は、このメルというそばかすだらけの少女を黙だまらせるためについたガイツの噓うそなのだが、子供らしく受け止めたらしいメルは、いまやガイツが声をあげるとすぐにまなじりを吊つり上げてにらみつけてくる。

　魔王城の地下にある玉座がそうやすやすと敵に見つかるとは思えないし、当然、他の部分とは隔かく離りされた場所にあるので、どんなに大声を出そうとも本当は気づかれる恐れなどない。が、ともあれ、魔王城が敵に占せん拠きよされているのは確かだし、いまのところ外の様子などまったくわからない立場からすると、慎重になるに越こしたことはなかった。

　ガイツはふたたび玉座に向き直って、手持ちの魔道具での調査を続行した。

　──くそ。あの半人前魔王め。城を放っておいてとっとと逃にげようとは！

　胸の中だけで毒づく。魔王城を攻こう撃げきされた際、ガイツはエウリュアレの森にいた。紛ふん失しつしていたローラナのレリーフを見つけるためにさまよっていたのだが、敵の襲しゆう撃げきを知ると急いで魔王城に取って返そうとした。玉座の間にいるだろうアウルと合流し、敵を撃退するため──だったのだが、はたとガイツは足を止めた。ローラナがいないのでは意味がない！

　ガイツは焦しよう燥そうに駆かられながらも、時間の許す限りレリーフを捜さがし回った。爆ばく撃げきの衝しよう撃げきで何度か吹ふき飛ばされそうになった。水の精せい霊れいを常に宿している自じ慢まんのローブも、木々から燃え移った火で焼け焦こげだらけになりもした。

　結局レリーフを見つけ出すことはかなわず、ガイツはすでに口の中で何万回もくり返した神への呪のろいを唱えつつも魔王城へ引き返すことにした。反乱軍の敗北はもはやあきらかだ。こうなれば、玉座の間にこもって機を窺うかがうしかない。あそこならば敵に見つからないだろうし、万が一見つかった際にはそれこそ死力を尽つくして守り抜ぬかねばならない。魔将たちのレリーフを奪うばわれたり、壊こわされたりなどしたら、かろうじて開きかけていた未来への展望も閉とざされることになる。

　城にはすでに銃じゆうを構えていた兵士たちが大勢いたが、以前魔王城を調べていた際に見つけていた秘密の通路がいくつかあったので比ひ較かく的安全に進むことができた。泣き虫の少女──メルを見つけたのもこのときだ。瓦が礫れきと死体が積まれた山の近く、膝を抱かかえて泣いていたのだ。ガイツは放ほうっておこうと足を速めた。あの少女は確か魔女ではない。なら、敵に見つかってもおそらくは大だい丈じよう夫ぶだろう。理知的な相手ならば、の話だが。奴やつらは楽しみのためだけに人を殺すことも多いのだ。魔女だと勝手に決めつけて、剣けんや銃じゆうを振ふるわないとも限らない……。

　くそったれ、と毒づいたガイツは、数歩進みかけた足を引き戻もどして、メルの手を引いた。最初はパニックに陥おちいりかけたその少女を半ば強ごう引いんに抱だいて──いまもガイツの頰ほおに走る傷きず痕あとはそのとき引っかかれたものだ──、魔王城地下の玉座に向かった。

　そこで彼は恐るべきものを目撃したのだ。

　彼がついさっきまで、死ぬ思いをしながら捜し歩いていたローラナのレリーフ！　それが玉座に輝かがやいていた。

　へなへなと腰こしから崩くずれ落ちそうになったガイツだが、しかし、すぐに当の魔王の姿がないことに気づかされた。ローラナを見つけ出したのは間ま違ちがいなくアウルだろうが、しかしいくら待っても彼の戻ってくる気配がない。城中には魔眼という探たん索さく用の魔道具が張り巡めぐらされているのだが、魔王ならぬ身のガイツでは使用できないので、城の様子を調べることも、アウルを捜すこともできず、そうして玉座の間で時を過ごすうち──。

　一週間以上が過ぎ去った。

　アウルは逃げたのだ、とガイツは結論づけた。おそらく散り散りになった反乱軍の中のどれかにいるのだろう。憤ふん慨がいの炎ほのおを頭のてっぺんから噴ふき上げそうになったガイツだが、しかしいつまでもこうしてなどいられない。ここ玉座の間には、ガイツが研究所として一時使用していたこともあって、いくらか食しよく糧りようも貯えてあったが、それもあと数日もつかどうかというところだ。

　彼はふたたび魔王城の研究を再開した。何とか城の精せい霊れい増ぞう幅ふく器を復活させて、魔力を高めた上で〈意識の手〉を伸のばし、アウルと連れん絡らくを取ろうとしたのだ。同時に、気にかかっていた部分があったので、先祖から受け継つがれてきた古文書の解読も並行して行った。

　──やはりな。

　ガイツは懐かい中ちゆう時計に似た魔道具を眺ながめながら首をひねった。時計盤ばんにあたる場所には魔王城の全景が略図で映し出されている。

　──増幅器の大半はローラナと直結している。それはまあ、予想できたことだが……しかし。

　ガイツは白い顎あご鬚ひげをしごいた。以前にもアウルに語ったとおり、このエウリュアレの魔王城には不可解な点がある。

　──旧式の増幅器が数基あるだけにしては……。受け取ることのできる精霊力のレベルが半はん端ぱなものではない。ノールにあった魔王城のおよそ一〇倍の魔力を開放できるようになっておる。まさかと思っておったが……。

　ガイツは古文書を足元に広げ、いまさっき解読が終しゆう了りようしたばかりの部分を改めて眺めた。魔ま王おう時代から伝わるものなので、いまの言語に翻ほん訳やくするのに時間を要するばかりか、ある暗号を見つけ出さなければまったく意味の異なって読める部分も多々あり、幼い頃ころから読みふけってきたガイツにしてもまだまだ不可解な部分が多かった。ノールやらエウリュアレやらで魔王城を見つけるたび、その内部をじかに目で見、手で触ふれたりすると、文章だけで理解できていた気になっていたときとはまた異なり、「もしや」と脳のう裏りをかすめるものがあって、ふたたび古文書をひもといてみる。そうすると、以前は想像でわかっていたつもりの部分さえもが、まったく意味の異なる文脈をもって書かれているように読めてくるのでますますややこしい。

　今回も、エウリュアレの増幅器について抱いていた疑問がそのまま鍵かぎとなって、新しい部分を解読することができたのだった。

「エウリュアレの魔王城……まさか、このような意図をもって建てられたものだったとは……」

　思わずつぶやきが外に洩もれる。こつんとまた石ころが当たって、ガイツは顔をしかめた。

　この魔王城、増幅器そのものは少ないが、これはあくまでも臨時のためのものでしかないらしい。もともとは別の場所から届けられる精せい霊れい力を受け取り、練り上げて、ふたたび外へ届けるという、いわば各地に点在した増幅器の中央コントロールシステムというべき代しろ物ものなのだ。

　ノールの魔王城とて同じ役割はあったが、しかしそれはあくまでもノールという、ある意味で限られた、狭せまい範はん囲いのものでしかない。魔王に仕えていた魔法研究者であるエウリュアレは、どうやらこれを世界規模で広げる研究を行っていたようだ。魔王その人が世界中のどこにいても、同じレベルで力を扱あつかえるように。そしてその研究の一成果は、まぎれもなくこの大森林に位置する魔王城。

　練り上げられた力の広がる範囲はノールのおよそ二〇倍。単純計算すると、ここから航空機でも三日かかるパリスの首都までをもすっぽり包みこむことになる。

　──何ということだ。くそっ、これほどの魔王城がありながら、みすみす敵の手に渡わたしてしまうとは。おまけに魔法のまの字も知らない無知蒙もう昧まいの輩やからに！

　ガイツは己の研究不足を悔くいた。もう少し早く気づいてさえいれば。ローラナのレリーフをアウルに預けたりせず、自分が持ってさえいれば。……連合の奇き襲しゆう軍とてたやすく退けられたかもしれないのに！

「ローラナよ。頼たのむ、起きておくれ」

　彼はメルに聞こえないよう、小声で何度となくローラナに語りかけた。魔王城のブレインであるローラナは、新しい「身体からだ」である城に慣れるまで数日を要する。しかし何日経たっても、いっこうにローラナの目を覚ます気配がない。まったく機能していないのかと思いきや、メルに訊きいたところ、敵に襲おそわれそうになっていた彼女を救ったのはまぎれもなく〈尽つきぬ闇やみの群れ〉レギオンだという。では、アウルはやはりここでローラナの力を借りて、ある程度は教会軍と戦ったらしい。それなのに、いまだローラナが目覚めないとは？

　ガイツは嘆たん息そくした。

　──いざとなれば、わしも出ていかねばならぬ。

　魔王城を放ほうっておくのはいささかならず不安だが、しかしここで無む為いに時を過ごしても仕方がない。秘密の通路を辿たどりさえすれば、たとえ少人数の兵士に見つかったところで自分の魔法で何とか切り抜ぬけられる自信くらいはあった。

「ふん、アウルの小こ僧ぞうっ子とは年季が違うわ」

　ひとり暮らしが長く、多少の妄もう想そう癖へきがあるガイツにとって、ひとり言はくしゃみみたいなものだ。気づいていたら出ていた、というものなので、またはっとなった彼はあわてて頭を手で庇かばった。

　石は飛んでこない。そろりと目線を上げると、瘦やせ細った少女は広間の片かた隅すみで、巨きよ大だいな獣じゆう人じん像に頭を預けながらすやすや眠ねむっていた。

「…………」

　そうか、わしひとりだけなら何とかなるだろうが、しかしこの娘むすめっ子を連れるとなると……。

「ええい、くそ」

　ガイツは心底から呪いの言葉を発した。




　ふたたび届けられた招待状には、「パートナー同どう伴はんも可」と書かれていた。

「アーク公こう爵しやくって、どんな人なんですか？」

　アウルが訊いたのは、ごとごとと揺ゆれる馬車の中だ。正面に腰こしを下ろしたシーラは頰ほお杖づえをつきながら「うん」と気乗りのしない返事をよこす。

　アウルは答えが得られないとわかって、招待状を改めて眺めてみた。離り宮きゆうでの騒そう動どうがあった翌朝に届けられたというそれは、キルリー伯はくの文面をからかっているようだ。アーク公爵ももちろん噂うわさを耳にして、「自分も気にはしない」という意図で書いたのだろう。

　……昨日、ダンスを踊おどったあとでシーラが口にした言葉の内容は、アウルもベ・ルーについてきてほしい、というものだった。招待状をひらひらさせながら、

（どうせ噂は知れている。それなら、いっそつれていって、何もやましいことなどないことを証明したほうがいい──と、王からのお達しつきだ。婚こん約やく者云うん々ぬんというより、『英えい雄ゆう』のイメージダウンを避さけたいらしい）

　いままで言い訳のひとつも公にしてこなかったシーラだから、その意味では多少王に気が引けるところもあるようだ。

　アウルも承認した。どうせ明日がどうなるか知れないこの身だ。シーラに言わせれば、庶しよ民みんである自分が教会管かん轄かつ地に足を踏ふみ入れることすら異例中の異例だという。まさか入ったら最後、捕つかまって魔ま女じよ裁判にかけられる──ということもないだろうが、ここで教会にもう少し接近してみても面おも白しろいかもしれない。庶民のみならず、魔王である自分がそこまで教会に近づけるなどそうそうあり得ないだろうからだ。

　アウルは座席の上で身体をねじ向けて、馬車の外の風景に視線を馳はせた。

　木々の密集した森の向こう、赤茶けた断だん崖がいが連なって見える。ノウズ峡きよう谷こくだ。高さ五〇〇メートル近い絶ぜつ壁ぺきが馬車から見み渡わたせる限り左右につづいていて、その峡谷でいったん途と切ぎれた大森林がそのさらに向こう側でふたたびはじまる風景が、髪かみの毛の少ない人の頭みたいになって見える。ロドーやノールではなかなかお目にかかれない光景に一時アウルは心を奪うばわれた。が、シーラのほうはいまだ心ここにあらずといった感じで、風景にまで心を砕くだく余よ裕ゆうはないらしい。緊きん張ちようしているのかもしれない、とアウルは思った。

　やがて、背の高いフェンスが馬車の向かう先に見えてきた。周囲を警護する、きらきらと輝かがやく兜かぶとと青いコート姿の教会兵たちが銃じゆうを掲かかげて最敬礼の姿勢を取る。中にいる英雄に敬意を表してのことだろう。馬車はその奥へと進んでいく。フェンスで囲い、背の高い物見の塔とうを四方に配して、銃で武装した教会兵が守りを固めるここは──広々とした飛行場だ。

　と、いきなりシーラが座席の上から身を起こした。何があったのか、と驚おどろくアウルを尻しり目めに、喰くい入るような視線をある一画に向けている。旧式の複葉機から、比ひ較かく的新型の単葉機、さらには整備途と中ちゆうと見られるフロートと分ぶん離りさせられた水上機、はてはアクロバット用の飛行機などなど、格納庫を占しめた飛行機の群れだ。

「おお」シーラは感極まったような声を出していた。「見ろ、アウル、あれを！　世界最初に宙返りをした単葉機ウェーバーだ。ああ、それにあれは！」

「何か、鳩はとみたいな形をしてますね」

「そうだ。古い言葉でまさに鳩を意味するタウベーン！　あれなど、はじめて空中戦を経験した幻まぼろしの飛行機だ」

　アウルはいきなり高まった女性機士のテンションについていけない。ダンスパーティーでそうなるならわかるが、何が嬉うれしくて、無骨な航空機などを見てあんなに目を輝かせるのだろう？　頰ほおにうっすらとさした血の色は何だ？

　やがて馬車が停まり、シーラが降りた。アウルも反対側のドアから降りて飛行場へ足を踏み入れようとしたそのとき、ふと頭上から何か刺さすような気配を感じて空を見上げた。いまは飛んでいる飛行機はない。その代わり、西側にある物見の塔の最上階、誰だれかの姿がちらりと横切ったような気がした。

「ようこそおいでくださいました、シーラ王女。それと、アウルくん……だったね？」

　アーク・デュエル公こう爵しやくは飛行服で二人を出で迎むかえた。栗くり色いろの柔やわらかそうな髪と、甘いマスク。しかしさすがに飛行機乗りだけあって体格はなかなかたくましい。知性を感じさせる目も魅み力りよく的だった。

「お久しぶりです、王女。……もっとも、以前はそうお呼びしませんでしたが」

「ああ、覚えている」シーラはふんと鼻を鳴らした。「一二歳で、宮きゆう廷ていに入りたてで、世間知らずのわたしは柱の陰かげに隠かくれていた。デュエル家ご当主と我が王が新年の挨あい拶さつを交かわしながらチェスをしているその横でな。そこへこっそり背後から忍しのび寄ってきた公爵は、いきなりわたしの膝ひざを両手で押したのだ」

「はは、よく覚えておいでで」

「忘れるものか。よろめいたわたしは、チェス盤ばんをひっくり返してしまい、ひどく王に怒おこられたのだ。真っ赤になって立ち尽つくしたわたしへ、公爵はこう言われた。『おてんばな子こ猫ねこちゃん。大人を困らせたらいけないな』」

「では、その先も覚えていらっしゃいますな？」アークはにやりとした。「真っ赤な顔をしたあなたは、そのまま猛もう然ぜんとわたしに殴なぐりかかってきたのですよ。世間知らずの令れい嬢じようだとばかり思っていたわたしはびっくりして、あっという間に床ゆかに転がされていた。あとはもう、殴られる、蹴けられる、引っかかれる。あんなに乱暴な子猫はない、とわたしは自分の軽口を反省したものです」

「それは誇こ張ちようしすぎだ」シーラはやや息苦しそうに抗こう議ぎした。「その……殴ったのは確かにそうだが、たかが一発だけだったはず。おまけに、こっそり公爵もわたしの髪を引っぱった」

「記き憶おくとは恐おそろしいものですね。覚えていません」

　目を丸くしてアークは肩かたをすくめた。不意に訪おとずれた沈ちん黙もくが二人をどこか張り詰つめた空気で包んだが、

「まったく」

「本当、お久しぶりです。シーラ」

　苦笑いした二人は握あく手しゆを交わした。シーラは心底ほっとしているようにアウルには見えた。いろいろと不安もあったのだろう、会うまでは。では、会ってからは？　何となくアウルが面白くないような、居たたまれないような、不思議な気分を味わっていると、

「まずはこちらにご案内いたしましょう。格納庫で新型機の整備をやっているので、朝から興味深く見学させていただきました。アウルくんも面白いと思うよ。何しろ、きみはべ・ルーの教会管かん轄かつ地に足を踏ふみ入れた最初の民間人だからね」

　彼はアウルにも屈くつ託たくがなかった。「ああ、それはよかったな、アウル」というシーラの言葉は、あたかも歳としの離はなれた自分の弟を無視しなかった恋こい人びとに対する賞賛だ。むっとしたものを感じたアウルは、思わず立場の差も忘れて口を開いた。

「あの、来ておいて言うのも何ですけれど、なぜぼくがここへ入れたのでしょう？」

「さあて。こちらにはいま、異い端たん審しん問もん局長官のデスタンどのがいらしていてね。ぼくも朝、ご挨拶に伺うかがったが……。きみを迎むかえ入れていい、という許可を出されたのは他ならぬそのデスタンどのなんだよ。ぼくも驚かされた。一番、こういうことをお嫌きらいになりそうな方だと思ってたんだがなあ」

　アークは正直者でもある。下手なごまかしもしない。欠点を見つけようとしていたアウルは肩かた透すかしを喰らった気分だったが、それよりももっと意外な名前に驚いていた。

　さらに、アークは知識も豊富なところを見せつけた。格納庫へ入り、整備途中の、アウルが見たところ巨きよ大だいな鉄くずの山でしかないそれぞれの部位の特とく徴ちようをすらすらと述べはじめた。

　加えて、この未知の眺ながめにアウルも夢中になってしまった。

　まさか、こんなにくっつけなければならない品物だったとは思いもしなかった。飛行機というのは生まれたときから飛行機だと思ってた。じゃなけりゃ、空なんか飛べるはずがない。しかし、こうして解体されている状態を見ると、ひとつひとつの部品が細かく、丁てい寧ねいに人の手によってつくられたものであると思い知らされる。これを全部くっつけて空を飛ぶって？　すごい！　よくバラバラにならないものだ、よく手順をひとつでも間ま違ちがえないものだ、よくこんな部品を全部覚えていられるものだ。もしここでネジのひとつでもかっさらったらどうなるんだろう？　それだけで爆ばく発はつしたりして……。

「どかーん！」

　後ろから大声で叫さけばれて、アウルは心臓が止まってしまいかねないほどに驚おどろいた。

　悲鳴をあげて後ろを見ると、シーラがころころ笑っている。アウルは別の意味で心臓が止まりそうになった。やばい。王女が壊こわれた。

「こっちに来てみろ、アウル。これが飛行機の心臓部なんだ」

　そう言われておそるおそる近寄る。また何かの罠わなじゃないかと警けい戒かいしたのだ。

　人間の大人二人がかりで抱かかえそうなサイズの、冷たい、円形をしたそれが、いわゆる発動機エンジンだった。

「この機関がプロペラを動かし、プロペラが推力を生むんだ」アークが解説する。「そしてその推力によって生じた空気の流れを、翼つばさが揚よう力りよくに変える。エンジンの出力や、空気の流れに対する翼の角度を変化させることによって、我々は空を舞まうのさ」

　何てこった。アウルの頭の中はそんな言葉でいっぱいになる。本当に生き物じゃなかったんだ。生き物じゃない、空を飛ぶ生き物めいたものを、人はこの手でつくったんだ。

　人？

　そう、人。自分と変わらないはずの人間が。それ以外の人間たちを見下しつつも、本質は何等変わりないはずの人間たちが、おそらくはアウルなど知る由もない世界の法則性を数々見み出いだした上で、つくり上げた物体。それが機学であり、その機学の粋すいが目の前にある諸もろ々もろの品々だった。

　自分でも理解しようのない感情の昂たかぶりに襲おそわれて、アウルは背中を震ふるわせた。ぼくは何て無知なんだろう！　いますぐにでもこれらのものを理解できるくらいに勉強したい。機学なんて、一部の嫌いやな人間たちが独どく占せんする、横暴の象しよう徴ちようのようにしか思っていなかった。でも違う。違うんだ。同じ人である以上、同じことを学びさえすれば、自分だって──あるいは、魔ま法ほう使つかいたちだって、もっともっと広い世界を見出せるはず。どうして争う必要などあるのだろう？




　やがて、アウルが見守る中、シーラとアークの空のデートが開始された。

　シーラは数ある飛行機のうち、使い慣れたクルーゼを選んでいた。いろいろ珍めずらしいものにも触しよく手しゆが動くご様子だったが、他のほとんどは整備途と中ちゆうだったり、預かりものの機体だということで、さしもの『英えい雄ゆう』も搭とう乗じようできなかったのだ。一方のアーク公こう爵しやくが乗りこむ飛行機は五〇年前まで教会機士団の主力飛行機だったルパートと呼ばれる複葉機。ボディーは木製だ。主に訓練で使用されるのか、こちらに武装はない。

　それぞれの飛行機のエンジンがかかりはじめる。スターターをかけた地上員が離れた。ルパートのエンジンは一八〇馬力。クルーゼは九〇〇馬力近い。それぞれのエンジンが辺りへ強風を叩たたきつける。コックピットの中の二人が微笑ほほえみを交かわすのをアウルは見た。どちらも空を飛べるのが嬉うれしくてならないらしい。

　クルーゼが先に、ぐんぐん速度を上げて滑かつ走そう路ろを走っていく。やがて地面の束そく縛ばくから解放された機体が首を持ち上げ、見上げたアウルの顔に黒い影かげを横切らせていく。

　ぶるるる……と唸うなりをあげて遠ざかっていく飛行機の中で、シーラがこちらに親指を立ててみせた。

　つづいてアークの乗るルパートが空を舞う。二機は左右に、あるいは上下に並んで、時にはアウルが「あっ」と声をあげたくなるほど近づいて、まるで睦むつみ合う恋人のように仲よく飛んでいった。

　しばし見送ったアウルだったが、他人のデートを下から眺めていても、面白くも何ともない。彼の周りにいるのは、飛行場で働く人々ばかりだ。技術者、整備士、観測員……大半は聖職にあるか、洗礼を受けてこれから先の人生をここで必ず過ごすよう義務づけられた人々。アウルは彼らの視線に絶えずさらされている気がして落ち着かなかった。場違いな感覚はノールで充じゆう分ぶんすぎるほど経験済みとはいえ、慣れるということはない。

　アウルは短くため息をついて、滑走路の上を当てもなくうろついた。たまに空を見上げると、そこを二機の飛行機が旋せん回かいしていく途中だったりする。いまは飛行場の北に広がる森林地帯の上だ。いったい何周すれば気が済むんだろう？

　はためかない翼、ずんぐりとした胴どう体たい、コクピットのある機体前部はやや盛り上がり、そのさらに前部では回転をつづけるプロペラがある。回転して風を起こせば普ふ通つうは逆に進みそうなものだけど、とアウルはいぶかしんだ。

　どくん、と瞬しゆん間かん、心臓が高鳴った。見る見るうちに視界が溶とけたバターのようになってぐるぐると回りだす。

　毒々しい赤がアウルの目を強きよう烈れつに射た。あわてて頭を打ち振ふる。自我が二つに裂さけ、そのうち、おそろしく軽い一方がいまにも身体からだから解き放たれそうになっている。〈意識の手〉だった。

　まさか──と、残る一方のアウルが、必死でそちらを押し留とどめようとする。飛行機に宿ろうっていうのか？　〈魔将〉みたいに？　そんな、無む茶ちや苦く茶ちやだ！

　あわてて目を閉じて、瞼まぶたの上をこすってから開けると、そこは肉眼で見えるいつもの世界だった。

　ほっと息をつく。まさか、〈手〉が勝手に解き放たれようとするなんて思いもしなかった。いままででは絶対にあり得なかったことだ。飛行機に対して抱いだいた疑念が、素す直なおな好こう奇き心となって、アウル自身をそこへ運ぼうとしたのだろう。〈手〉を生むのに慣れてきた証しよう拠こだとはいえ、これからは気を引き締しめておかないといけない。もしも目に留まったアリに興味を抱いたとしたら？　無意識のうちに踏ふみ出した自分自身の一歩で下した敷じきにしてしまったとしたら？　ぼくは「死」の感覚を味わってしまうことになるかもしれない──。

　アウルはそのとき、背筋をまるで冷たい手で撫なで上げられたような悪お寒かんに見み舞まわれた。「死」を想像したためではない。最初にこの飛行場へ入ってきたときに感じた視線と同じものだ。

　振り返ると、格納庫の隣となりのやや高い位置にある事務所の近くに恰かつ幅ぷくのいい男が立っていた。やたらに顔色が悪く、首回りがたっぷりとした黒い長衣を着ている。異い端たん審しん問もん官の証あかしだ。そして腰こしを絞しぼった黄金色のベルトは長官の地位にあることを示している。

　異端審問局長官デスタンだった。

　無論、アウルも知っている。カルマ・ウェインを魔女の家系だと暴あばき立てて告こく訴そした男だ。そしておそらく、ウェイン家の焼き打ちを裏から指導した男だ。

　すなわち──敵。

　アウルの高鳴る胸がそう結論を導き出す。悪寒はなおも身体中に広がっていた。

　デスタンは空など見ていなかった。彼はアウルを見ていた。爬は虫ちゆう類るいを連想させる冷たいあの目が平へい凡ぼんな少年の姿をじっと映し出している。アウルは何か言おうとしかけた。じっとしていられないものを感じたからだ。

「あ……」

　と口を開きかけたそのとき、

「み、見ろっ！」

「飛ひ竜りゆうだー！　飛竜の群れだ！」

　場内をたちまちのうちに喚かん声せいが埋うずめた。

　フェンスの向こうに広がる緑色の樹海を裂いて、ぱっと空中に飛び散るいくつもの影があった。

　飛竜イオースにはアウルも見覚えがあった。ノールの魔ま王おう城前でデモ行進をやっていたとき、レイナー・レイバックが引き連れたのがまぎれもなくこの飛竜だったし、何より、エウリュアレの反乱軍にいたとき、間近で世話をしたことさえある。魔法やら薬やらで人間が操あやつりやすい性質をしているらしく、教会に対するゲリラ軍が好んで使し役えきすることが多い。

　火ひ吹ふき竜よりやや体たい軀くは小こ柄がらで、翼つばさを広げた横よこ幅はばは約五メートル。体長も四、五メートルほどだが、やたらに細い尻尾しつぽの部分を合わせると八メートルくらいにはなる。顔は弾だん丸がんみたいに細く尖とがっていて、受け口から飛び出し気味のぎざぎざの牙きばが特とく徴ちよう的だ。

　イオースは七匹ひきもの編隊を組んで、空を舞っていた二機の航空機へと向かっていった。

「馬ば鹿かな……こんなところに竜がいたのか!?」

「反乱軍の攻こう撃げきだ！　早くベ・ルーの防空機士団を呼んでこい！」

　多くの怒ど鳴なり声と気配とが飛行場内で入り乱れる。

　シーラとアークの機体は、それぞれ左右違ちがう方向へと旋回した。息を吞のむアウルの向こう五〇〇メートルほどの距きよ離りで、ぶうーん、とクルーゼが空中に弧こ線せんを描えがいた。その弧線をなぞるようにして、ひときわ飛ひ翔しよう速度の速い一匹ぴきのイオースが追いすがる。イオースは勇ゆう猛もうな竜としても知られる。航空機とて恐おそれずに体当たりを仕し掛かけるのだと、イオースの世話役が自じ慢まんげに語っていたのを思い出した。灰色の竜がぐんぐんとクルーゼに迫せまる。
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　思わずアウルが目を覆おおいそうになった瞬間、シーラの機体は横っ飛びに上じよう昇しよう、急激なカーブに沿って宙返りした。目標を見失った飛竜が直進するその背後へふわりと舞い降おりる。

　がががっ、と小刻みに空気を刻む音がした。オレンジ色の火線が走った直後、クルーゼの機首が持ち上がる。胴体から赤いしぶきを散らした飛竜と、機首を持ち上げたクルーゼとがすれ違う。

　甲かん高だかい咆ほう哮こうとともに飛竜はよたよたと落ちはじめた。あたかも腕うでの立つ剣けん士しが走りざまに敵の胴どうを斬きって捨てたかのよう。

　アウルは両手を握にぎりしめて歓かん声せいをあげた。が、すぐに楽観できる状じよう況きようでないことに気づかされた。飛竜はまだ六匹残っていて、おまけにアークの機体はさっさと戦せん闘とう空域から離り脱だつしつつある。いま気づいたのだが、シーラは最初、わざと飛竜の間を縫ぬうように飛ぶことによって、すべてを自機に引きつけていたのだった。

「アーク公こう爵しやくは!?」

「こちらへ竜どもを誘ゆう導どうさせるとやばい。管かん制せい塔とうの指示で、北の飛行場へ向かった模様だ！」

　くそったれ。アウルは歯は嚙がみした。この飛行場にはたくさん飛行機があって、おまけに飛べる奴やつだって大勢いるはずなのに、誰だれもここから飛び立とうとしない。アウルは知らぬことながら、ここは主に実験や訓練のための施し設せつをかねた飛行場であり、ベ・ルーの空軍基地は、都市部を挟はさんだ真向かい側にあるのだ。

「庶しよ民みんなど入れるからだ！　わたしは反対したのだぞ。いいか、反対したんだからな！」

　技術者と見える太り気味の男が怒鳴っている。ぼくがここから消えてどうにかなるなら──とアウルは胸のうちで怒鳴る。とっくに消えちまってるさ！

　アウルが舌打ちした瞬しゆん間かん、シーラは最初と同じ要領で二匹目を撃うち落としていた。が、今度は歓声をあげる余よ裕ゆうもなかった。上昇しそこねたクルーゼが、撃ち抜ぬいたばかりの飛竜の胴体をかすめてしまったのだ。

　機体が空でバウンドした。左右の翼が入れ違いに上下したと見えるや、機体前部から黒い煙けむりが噴ふき上がる。

「やばい！　エンジンがいかれたか!?」

「クルーゼだぞ！　たかがあの程度で……誰だ、いい加減な整備をしやがったのは！」

　わーわー……と場内の騒さわぎは増すばかり。それでいて行動を起こせるものはひとりもいない。

　シーラの機体はまだ直進飛行していたが、安定せず、がたがたと上下に揺ゆれている。そこへなおも黒い影かげを引き連れて迫る飛竜の群れ。

「おい──どこへいく！」

　背中に大声で呼びかけられるまで、アウルは自分が走っていることに気づかなかった。

　居ても立ってもいられず、フェンス近くに積み上げられていた箱を蹴けって、ひらりとその上へジャンプする。柔やわらかい土の上に落ちた。縫ほう合ごうした傷口が重く、熱く響ひびいた。そのまま膝ひざをついて痛みを嚙かみしめる。が、数秒もしないうちに立ち上がったアウルはふたたび駆かけ出した。

　敷しき地ち内を一〇〇メートルも過ぎれば、森林地帯へと入る。

　目まぐるしく動きつづける機き影えいを追って、起き伏ふくする大地を駆けていく。上ばかりに気を取られているせいで、何度か転んだ。地面を這はっている身分がどうにも恨うらめしい。左へ走ったかと思えば、クルーゼの動きに合わせていま来たばかりの道を駆け戻もどらされる。

　自分がいってどうにかなるわけではない。そんなことはわかっていた。しかし──。

　はっ、とアウルは、背せ丈たけの低い木の上に引っかかったある物体を認めた。

　シーラの機き銃じゆうで撃たれた飛ひ竜りゆうだ。アウルはろくに考えもせず、急いで木をよじ登った。

　Ｙ字形の幹のわかれ目に引っかかっていて、長い首と尻尾しつぽをだらりと左右に垂らしている。おびただしい出血は下腹部の中央をやや左に逸それた辺りから。

　アウルは太い枝を足場に、下からそろりと飛竜の頭部を窺うかがった。頭部を支える首のつけ根がひくひくと蠕ぜん動どうしている。口からは白い泡あわがこぼれていた。白目を剝むいているのは撃たれたせいばかりではないだろう。薬の影えい響きようだ、とアウルは判断した。

　反乱軍が飛竜を操る際、もっとも効果的なのは当然魔ま法ほうによるものである。ある特とく殊しゆな薬を使って竜の意識を奪うばい取り、その上で魔法使いが自我を乗り移らせて操あやつるのだ。

　では、やはりこれは魔法使いの仕業なのか？　しかしどうやって教会管かん轄かつ地にまで近づき、あまつさえ飛竜を忍しのばせておけたのだろう？　管轄地の周りには常に観測気球が飛んでいて、不法侵しん入にゆう者の偵てい察さつを怠おこたっていないはずだ──。

　ぐわっ！　突とつ然ぜん飛竜の口が開いた。ぎざぎざの牙の列が頭上に並び、滴したたった白い泡がアウルの顔を濡ぬらす。

　悲鳴をあげてアウルは落下した。

　そのとき、ちょうど空を向いていた彼の視界の中央を、クルーゼの、他の戦闘機と比べるとやや鋭するどいシルエットがよぎった。

　上下運動が激しい……瞬またたく間まに、飛竜の群れに追いつかれそうになる……。

　アウルの脳を鋭い灼しやく熱ねつの矢が貫つらぬいた。

　一瞬、地面へ叩たたきつけられたのかと思ったが、そのときアウルは見たこともない複雑な色しき彩さいがうねり狂くるう世界の中にいた。精せい霊れい界だ。また無意識のうちに〈手〉が放たれたらしい。

　あまりにも色が複雑すぎて、どこにどう手をつけていいかさっぱりわからない。赤が、黄色が、青が、茶色が、黒が、そしてまた赤が、ぐねりぐねりと蠢うごめいてアウルを取り巻いていく。

　引き戻すべきか──いまのぼくじゃ、飛行機などどうにもならない。かといって、初対面の精霊たちをどう元気づけたところで、飛竜の群れを吹ふき飛ばすような現象を起こせる自信などもっとない。さらには、解き放った自我がいき所を見失うと、引き裂さかれた自我が崩ほう壊かいする恐おそれさえある。

　いくつもの迷いがアウル自身を取り巻いた。色が遠ざかっていく。まだだ。まだ伸のばせば届く距きよ離り。さらに距離が開いた。これ以上は駄だ目めだ。くそっ──。

　アウルは、夢の中で見た、炎ほのおに悶もだえるサラの姿をそのときなぜか思い出していた。こちらに白い手を伸ばしている……。それがまったく同じポーズのシーラと重なり合った。アウルを取り巻く色彩が瞬間、毒々しいまでに活性化する。

　……ええい、いけ！

　そう念じた瞬間、彼は地面に落下した。

　熱い呻うめきが唇くちびるを割る。

　と、火花を散らせたアウルの目に、今度は空をまっすぐに引き裂いていく、黄金色の飛行機がいくつにも連なって見えた。

　ベ・ルーの防空機士団だ。

　不覚にもカッコイイ、と思った彼は、近くの地面を踏ふみしめる何者かの足音を耳にした。

　それを確かめる間もないままに、アウルはうっすらと意識が白い波に吞のまれていくのを感じていた。
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　ベ・ルー飛行場近くの森の中は、四日前の騒ぎが噓うそのように静まり返っていた。夕食後のひとときに飛行場内で誰だれかがラジオを聴きいているのだろうか、オルガン音楽が低く小さく流れてくる。

　リリリリ……

　オルガンの伴ばん奏そうに合わせるみたいに虫のかすかな鳴き声が聞こえた。

「ご苦労だったな」

　僧そう衣い姿の男が、懐ふところから取り出した袋ふくろを地面に投げた。がしゃりと音を立てるところを見ると、中身はぎっしり詰つまった硬こう貨からしい。

　が、投げ渡わたされたほうの三人の人ひと影かげは誰もそれを拾おうとしない。

「あなたも相当危ない橋を渡っているようね。教会の人間が魔法使いに仕事の依い頼らいをするだなんて」

　中央のひとりがそう言った。暗がりに挑いどみかかるような金色の髪かみの持ち主で、まだ一〇代の少女だ。男はフードの下で唇を吊つり上げた。

「教会の人間と魔法使いのつながりなど、誰も怪あやしもうとさえしないだろうからな。天使が裏で悪あく魔まと手を組んでいるのだというよた話を誰が信じる？　言っておくが、この件で我々を脅おどそうとしても無む駄だな話だぞ。おまえたちが期待どおりに賢かしこい相手なら、とっととこの場から立ち去るのだな」

「？　立ち去れだって？」少女の傍かたわらで声を張り上げたのは、やや長めの髪をした少年だ。「話が違ちがうじゃないか。飛竜を提供すれば、こちらにも協力してくれるという話だ」

「何を馬ば鹿かなことを。調子に乗るな。誰が魔ま法ほう使つかい風ふ情ぜいに力を貸せるものか。金だけじゃ飽あき足らないというのか？　ごうつくばりども。さあ、子供の遣つかいがうろちょろしていられる時間は終わりだ。とっとと帰れ！」

　司祭がうとましそうに手を振ふると、少年は歯を剝むいてなおも怒ど鳴なり声を出した。

「待て。こっちだってはした金欲しさにそっちの言うことを聞いたんじゃない。ロゲルがこちらに通じる協力者がいるというから！　そいつの手引きでぼくたちは……」

「シッ！」

　少女が手を挙げて制した。警けい戒かいの色を宿らせた目で相手をじっと見み据すえる。年ねん齢れいの割にひどく冷静で、それでいて雌め豹ひようのような野生のきらめきがあった。サラ・ウェインである。

「……どうにも話が通じないみたいね」

「ロゲルだと。そんな名前は知らないぞ」相手も警戒心を露あらわにした。「……貴様ら、何か企たくらんでいるな？」

　カンテラを手にした男は、ざっと一歩後ろにあとずさる。三人の少年少女に緊きん張ちようが走った。

「くそっ。ロゲルを当てにしたぼくたちが馬鹿だった」

「に、逃にげようよ」

　長めの髪をした少年──トッドと、その後ろにいた、一〇歳くらいの男の子──ハーバが、戸と惑まどいの表情を決意のそれに移し変えるまで数秒。男の顔に走った怯おびえの色が、不敵な笑えみへと転じたのはその直後。

「残念だったな。少なくとも、あと数分は生き長らえる運命だったのに」

　何を、と言い、手を振り上げかけたトッドの身動きが制された。

　サラ、トッド、ハーバはそれぞれ違う方向に視線を飛ばす。そのいずれの方角にある闇やみからも人影が吐はき出されていた。顔をすっぽりと覆おおったフルフェイスの兜かぶとに、裾すその長い、古い時代のサーコートらしき衣装。肩かたにかけたベルト型の弾だん薬やく、そして手に構えた長い銃じゆう身しん──完全武装した教会兵たちだった。

　取り囲まれていると知ったトッドが地面に唾つばを吐いた。

「ちくしょう！　最初からそのつもりだったな！」

「さっきも言ったな？　天使と悪魔が手を組んでいるだなどと怪しむものはいない」男はせせら笑った。「それは天使が、悪魔を心底から嫌きらっているからさ」

　銃口はそれぞれのターゲットを一直線に捉とらえていた。三人は背中を寄せ合う。リリリリ……と頭上で虫が鳴いていた。

「やれ」

　男が指で合図を送る。

　サラは怒いかりを、トッドは絶望を、ハーバは虚きよ無むを──それぞれの顔に映し出そうとした刹せつ那な。

　一いち陣じんの風が吹ふき渡った。

　淡あわい色をしたその風が、思わぬ効果をもたらした。サラの正面にいた教会兵がいきなり膝ひざを折ったと見えるや、彼らはそろってばたばたと倒たおれていった。

「ま、魔法……」

　そう言いかけた兵士も、最後にばたりと前のめりに倒れ伏ふす。

　はっと口と鼻を押さえた三人は、等しく視線を巡めぐらした先に新たな人物の姿を発見した。

　木々の間に突つっ立つその人物は、黒いローブですっぽりと全身を覆っていた。だぶだぶのフードが内側に濃こい影かげを作っていて顔かたちはまるでわからない。手には、淡い色の付着した湯気を立ち昇のぼらせるフラスコを握にぎっていた。

「安心したまえ。魔法で相手の肉体にこの薬が効く作用を与あたえぬ限り、この煙けむりは無害だ」

「ふざけるな、何度も騙だまされるものか！」

　一いつ瞬しゆんの恐きよう怖ふから逃のがれたためか、一気に感情を激化させたトッドが、地面へと手を突き立てた。大地の中に侵しん入にゆうしたトッドの自我が、下から急角度で相手を突き上げようとする。直前、〈手〉がぷつりと寸断されて、トッドは苦鳴をあげながらのた打ちまわった。

「ここら辺りは昔からわたしの〝場所〟だ。敵対意思を持たされた精せい霊れいも一瞬でなだめられる。……まだやるかね？　ロゲルの意向を無視することになるが」

「では、あなたがロゲルの言っていた内通者？」おそるおそる、サラが一歩前に進み出た。「それにしては妙みようね。こちらも必要以上に危ない橋を渡わたりたくはないわ」

「そうかね。しかしこれ以上どんな罠わなが考えられる？　きみたちを殺したいのなら、わたしが出ることはなかっただけの話だ」謎なぞの男の態度は落ち着き払はらっていた。「ちなみにこの薬を嗅かいだものは一時的な記き憶おくをも失う。それも都合のいい話だと勘かんぐるかね？　それとも、ロゲルとわたしを信じてついてくるか。父親の仇かたきを討うちたいのだろう？　サラ・ウェイン」

　名指しされたサラははっと目を剝き、それから唇くちびるを震ふるわせた。

　今夜は雲の流れが速い。彼らの頭上で森の梢こずえがざわざわと揺ゆれている。一枚の落ち葉がひらりとサラの眼前を舞まい落ちた。

「いいわ」サラは細い顎あごを引いた。「チャンスに賭かけてみる。お父さまを苦しめたすべての貴族や教会の人間たちに同じだけの苦しみを味わわせてやれるならば、たとえ魔界に魂たましいを売ってでも」

「いいだろう。ついてこい」

　謎の男は満足げに頷うなずくと、彼らに背を向けて歩き出した。

　ともすれば闇に吞のまれがちになるその影を、サラはためらいもせずに追いかけた。トッド、そして彼に肩を貸していたハーバもあわててあとを追う。

　リリリリ……




　騒さわぎから二日が過ぎても、アウルは目を覚まさなかった。

　が、あるいは彼は眠ねむったままのほうが幸せだったかもしれない。

　アウルは異い端たん審しん問もん局に告こく訴そされていた。

　罪状は、王国への反乱行こう為い、教会管かん轄かつ地への攻こう撃げきに関かん与よの疑い、そして──、

　魔ま法ほう使つかいである疑いが極きわめて強いとのこと。

　アウルの身み柄がらはそのままベ・ルーの教会管轄領に押さえられ、彼は眠ったまま地下の牢ろう獄ごくに閉じこめられた。

　三日間が過ぎた。アウルは依い然ぜん目を覚まさない。

　教会は仕方なく、四日目に意識を失ったままのアウルを地下牢ろうから解放した。無論、自由にしたわけではない。彼はそのまま第一回公開異端審問にかけられることとなったのだ。




　この異端審問会が異例と呼ばれるには三つの理由があった。

　ひとつは、被ひ告こくが意識を失ったままだということ。

　ひとつは、告訴人が異端審問局長官デスタンその人だということ。

　もうひとつは、被告の弁護に立ち会っているのがパリス王バルト・アランスの娘むすめであり、いまや連合中に『英えい雄ゆう』としてその名を知られるシーラ・アランスだということだ。

「彼はあの飛行場で竜りゆうを操あやつり、王女の戦せん闘とう機を攻撃しようとしたのですぞ」デスタンは肩をそびやかして言った。「飛行場にいたすべての人間が、彼がフェンスを越こえて森へ駆かけ出していくのを目もく撃げきしています。そして取り押さえた彼の衣服の中から、このようなものが出てきました。弁護の余地などありますまい」

　このようなもの、とは、先ほどデスタンが居並ぶ一二人の審問官に提出した証しよう拠こ物件だ。袋ふくろに入った白い粉で、あらかじめ審問会で調べたところ、強力な覚かく醒せい剤ざいに極めて近い成分を持つ粉だとわかった。

　司教法ほう廷ていは天てん井じようの高い礼拝堂で行われるのが常だった。今回はケースが異例ということもあって、貴族や司祭たちが大勢押しかけている。放射状に伸のびた階段状の礼拝席からどよめきが起こった。

　弁護人のシーラは唇を嚙かみしめている。

　言いたいことはひとつだ。そんなもの、いくらでもあとから細工できる！

　が、それを口にするということはすなわち、デスタン、あるいは飛行場にいた司祭や技術者たちに今回の罪を着せるということで、それでは事態が悪化するばかりだということくらいは彼女にもわかった。今回の弁護を引き受けるといった時点で熱を出して寝ねこんでしまった王のこと、教会と直接対決になったなどと耳にすれば卒そつ倒とうするかもしれない。

　デスタンは黙だまりこんだシーラを得意げに見やりながらつづけた。

「彼は不可解にも現在も眠りつづけている。これも邪じや悪あくな魔法の後こう遺い症しようによるものだと断定できます。魔法というのは、禁きん忌きとされた古い書物によれば、魔界との契けい約やくによって、魂を邪悪な魔神に捧ささげることによって行われるもの。この少年、アウルは魂を奪うばい取られたのです。つまりいまの彼の状態こそ、魔法使いであった何よりの証あかしなのです」

「ですが、長官」王女はついに堪こらえきれなくなって起立した。「彼にどうして飛ひ竜りゆうたちを呼ぶことができたのでしょう。あの森は教会管轄の領土内の一部。ただでさえ警けい戒かいの厳しいあの中に、わたしがパリスに連れ帰って以来、ほとんど離り宮きゆうにいたはずのアウルが竜たちを隠かくしておけるほどの工作を行えたとはとうてい思えません。証言は、離宮の女官たちがしてくれるはず」

　ほほう、と礼拝席からいっせいに興味深げな吐と息いきが洩もれる。事の真しん偽ぎはどうあれ、王女が彼を連れ帰った、と自分で認める発言を公式にしたのはこれがはじめてだ。今日の晩ばん餐さん会で、仲のいい友人たちに話す話題は山とありそうで彼らはうずうずしていた。

　デスタンはまるで怯ひるまず、むしろ、してやったり、と言わんばかりの笑えみを覗のぞかせた。

「さて、そこが魔法の恐おそろしいところです。この少年アウルは、邪悪な魔法によって飛竜たちをあらかじめ隠し持っていたのです。何も驚おどろかれることはありません。同じく禁忌の書物となった『ラウレーンの嘆なげきの書』によれば、ひとりの魔法使いを異端審問にかけたところ、そのポケットからわらわらと小さな家の模型のようなものが出てきた、とあります。その模型には何と小人たちが住んでいたとか。しかしよく目を凝こらしてみると、それらの小人たちは、何とそこから遠く離はなれた村に住んでいた善良なる村人たち！　調べてみると村はいつしか滅ほろび去り、人はおろか、家々さえもが消えてしまっていたとか。つまりこの魔法使いは村ごと小さくして持ち歩いていたのですな。竜の七、八匹ぴきくらいはたやすいものでしょうとも」

　おおー、と礼拝席から起こるどよめき。シーラはかっとなった。

「その書物が正しい記述をしていると、どうして確証がありましょう。魔法の何たるかをまるで長官はおわかりになっていない！」

「ははあ？」デスタンは侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを少女に与あたえた。「それでは、まるで王女自らが魔法にお詳くわしいような言われ方。このデスタンよりも？　異端審問局長官のわたしよりも？」

　シーラは弁護席から立ち上がったまま硬こう直ちよくした。駄だ目めだ。すべて相手の掌てのひらの中。だが──くそ、何だ？　この違い和わ感は？　まるではじめて出会うようなこのデスタンの顔は？

　その後、休きゆう憩けいを二回ほど挟はさんでつづけられた審しん問もん会は、終始デスタンのペースだった。

　アウルがロドーにいたこと、ウェイン家が運営する孤こ児じ院いんの出身であることなど、シーラですら知らなかった事実を暴き立て、次いで、センセーショナルにウェイン家の家系がいかに邪悪な魔ま法ほう使つかいであったかをとうとうと並べ立てる。時には振ふるう拳こぶしに犠ぎ牲せいとなった人々の怒いかりをこめて、時には魔法の虜とりことなってしまった哀あわれな乙女おとめの悲しみを震ふるえる声にひっそりと忍しのばせて、人々の関心を一身に集めた。

　デスタンは優すぐれた演説家でもあったのだ。それこそがシーラにとっての違和感の正体だった。デスタンは常に表情のない男だった。爬は虫ちゆう類るいに似た雰ふん囲い気きは、彼女もよく知る、かつての部隊づきのザイン司祭に酷こく似じしていた。神にその心身を捧げた人間は、あまりに極きよく端たんに過ぎるとそうなるらしい、と皮肉っぽく思ったものだ。それなのに、いまや異い端たん審問局長官は聖職にある人間の中でもとりわけ激情家のようにさえ見える。

　そして、ついにデスタンの手は王女シーラ自身にも迫せまった。

　なぜ、その邪悪な魔法使いである少年を王女は連れ帰ったのか？　そしてなぜ、彼に襲おそわれていながらも、いまもこうやって彼を庇かばおうとするのか？

　デスタンは証人を喚かん問もんした。入ってきたのは──瞬しゆん間かん、シーラは危うく日ひ頃ごろの癖くせである舌打ちをしそうになった──エウリュアレへの遠えん征せい部隊に同行していた老医師だった。彼はシーラがアウルを「他の誰だれにも見られない場所で治ち療りようをしてくれ」と頼たのみこんだことをすらすらと述べた。金貨数枚で無言を誓ちかわせたはずだが、おそらく豪ごう遊ゆうしてすっからかんになったあとは金貨とともに誓いをも失ったか、あるいは、それ以上の代価をデスタンに支し払はらわれたのか。真相はどうあれ、金のことを口にしなかったのはせめてもの情けだっただろう。

　そして、シーラにとってはもっと意外な人物が呼ばれた。ゼオ将軍麾き下かの銃機士──ウーリーだ。シーラの幼おさな馴な染じみである彼はこの場の雰囲気と、シーラを追い詰つめる役やく柄がらゆえに負わされた後ろめたさからか、終始おどおどしていたが、結局、王女がアウルを首都ベルレーヌの武器庫へ匿かくまっていたことを暴ばく露ろした。

　人目を避さけ、自分の部隊に内ない緒しよにしてまで、シーラは少年を連れ帰ってきた。ただの治療という名目ではいよいよおかしい。人々はそわそわと声を交かわした。中には、電話でもしたいのか、もう我が慢まんしきれないように外へと駆かけ出すものたちもいた。

　デスタンの放った見えない蜘蛛くもの糸にからめ捕とられた人々の目が、興味と疑心と哀れみをともなって、立ち尽つくすシーラのもとへ雨となって降り注ぐ。

　シーラは抗こう弁べんできないままだった。

　被ひ告こく席の場に設けられた簡易式のベッドにちらちらと目をやるばかり。アウルはぴくりとも動こうとしない。

　いつしか、礼拝堂の高い窓から降り注ぐ白々とした光の矢は、血のようなぬめりと赤味を帯びていた。

「彼が魔法使いだなどと、わたしは信じません」

　シーラは甲かん高だかく言った。しかし相反する事実を知っている彼女では、自然、デスタンの老ろう獪かいなペースを突つき破れるような語気の強さはない。根が正直すぎるからだ。

「もしも彼が、あなたの言われるように恐るべきウェイン家の仲間だったとしたなら、なぜ……そう、飛行場で襲うなどせず……なぜ、もっと手早くわたしを殺そうとしなかったのでしょう？　いくらでもできたはずです。それなのに──」

「王女、あなたは何とお優やさしい方だ。そうまでも……あなたは、人を信じようというのか。実際に殺されかかったというのに」

　デスタンは愕がく然ぜんとしたように言った。いまや目当てだったはずの『英えい雄ゆう』ではなく、デスタンをこそ注視していた傍ぼう聴ちよう人たちはどよめいた。

「魔法とは黒く、よどんだ世界の産物。狡こう猾かつで、いやらしくて、腐ふ敗はいした甘い臭いを吹ふきつけて、人をたやすく堕だ落らくさせるもの。王女、あなたはこの魔法に抵てい抗こうするにはあまりにも清らかすぎたのです。邪じや悪あくな少年でさえ、傷つき、倒たおれているのを見過ごせなかったあなたはここへ彼を連れてきてしまった。そしていつしか彼の魔法にかかり、騙だまされてしまったのです。王女、あなたに罪はない。むしろこの事件の一番の被ひ害がい者は、他ならぬ王女──あなたご自身だ。何等法に背そむくことはない。そして清らかすぎるというのは神の御前においても恥はずべきものではないのです」

　うっとりと聴ちよう衆しゆうは聞き惚ほれていた。デスタンの慈じ悲ひ深さに人々は胸打たれた。

　デスタン長官は、確か四年ほど前、ロドーにいたときに魔法使いたちに襲われている。デスタンに魔法使いであることを暴あばかれたカルマ・ウェインの一派が逆さか恨うらみして、実行に移したその襲しゆう撃げき。それによって長官は妻と娘むすめを失っているのだ。

「アウルはわたしを騙そうなどとしておりません！」

　それなのに。それなのに王女はなおも長官の慈悲深さを試そうとするのか。真っ白い顔にうっすらとした血の気をさしたまま、なぜ無情にも与えられた手を撥はねのけようとする？

「騙したとすれば──そう、それはわたしです。彼をここへ連れてきて、反乱軍にいるよりは、と幸せな暮らしを期待させようとしたのです」

　シーラはあえて噓うそを口にした。だが、デスタンの噓に比べれば、それがどれほど神に恥じるべきものになるだろう？

「しかしそれはいまの彼を見ればわかるとおりに過あやまちだった。わたしの傲ごう慢まんさが招いた過ちだったのです。ここでの暮らしのほうが豊かであると誰に断言できるでしょう。だから長官、裁くのならばわたしを！　アウルこそ、無知であるがゆえにわたしに騙された被害者です。無知は神の前で恥ずべきものであれ、罪悪などでは決してないはず！」

　人々は心中で、あるいはもっと不ぶ躾しつけに声に出して唸うなった。『英雄』があまりにも清らかだからだ。人を疑うことを知らないからだ。どちらも神に近しい、絶対的な慈悲の心の持ち主でありながら、立場を異にして争わねばならない現実に人々は胸を痛めた。

「問題を履はき違ちがえては困ります、王女」デスタンはほんの幼子に対してするような微笑を浮うかべた。「あなたが罪人であるとするなら──王女、あなたは魔ま女じよでしょうか？　魔法をここでお使いになれるというのなら、わたしの権限でもってあなたを裁くこともできましょう」

　原因はすべてあの少年にある。あれほど清らかな女性を、汚けがらわしい魔法で騙そうなどと。

　二人が発言する以外の時間、礼拝堂は絶えずざわついていた。取材許可を得た道どう化け局の人間はもちろん、その他にも熱心にメモを取って、いかにこの話を誰よりも面白く他人にしゃべることができるかに心を砕くだくものもいた。シーラが女性で、まだ子供であることを我々は忘れていた、と訴うつたえるものもいた。『英雄』といえど、そうした種類の過ちを犯おかすこともあるのだと。いいや、やはり魔法のせいなのだ、と息巻くものもいた。あれは長官の言われるとおり、正しい心の持ち主をこそ堕落させるのだと。罰ばつすべきはあの少年だ。魔法だ。いいや、教会はおそらく体面上、王女に何らかの刑けいを科すのではなかろうか──。




「思ったよりも踏ふん張りますな」

　礼拝堂から去る途と中ちゆう、デスタンは部下の異い端たん審しん問もん官に声をかけられた。

「まだ第一回だ。時間はいくらもあるし、粘ねばれば粘るほど王女が不利な立場に追いやられるだけのこと。王も、いかに『英雄』といえど、いつまでも娘を甘やかしていられるほど酔すい狂きようでもあるまい。無む理り矢や理りにでも婿むこを選ばせ、結けつ婚こんさせて落ち着かせようとするであろうよ。国のためを思えば、ひょっとするとそれが一番の成果かもしれぬな」

　別の審問官が言い、さらにもうひとりが荒あら々あらしい鼻息で追従する。

「まったく──女性の分際で神のあり方を問おうとするなど。『英雄』だからと調子に乗りおって。姫ひめさまらしく、世よ継つぎのことだけを心配しておればよいものを」

「諸君らの信しん仰こうに対する熱意は神もお認めになってくださるだろう」デスタンは薄うすく笑った。「では、これで。第二回公開審問の準備を怠おこたらぬよう」

　はっ、と従順に一礼した部下たちから離はなれ、デスタンは待たせておいた幌ほろつきの自動車に乗りこんだ。

　すでに外は暗い。

　市街地のほとんどは闇やみに沈しずみ、高い位置にある貴族や教会の領土だけが明るい光に彩いろどられているのが窓から見える。

　選ばれしものの光。

　デスタンは自分の家へ戻もどると、まっすぐに書しよ斎さいへと向かい、明かりもつけないまま床ゆかに散らかった本の山を蹴け飛とばすように早足で歩くと、鏡台の前で突とつ然ぜんがっくりと膝ひざを折った。

　肩かたで荒い息をしている。

　掌てのひらで顔を拭ぬぐうと、多量の汗あせがべったりと付着していた。鏡台にかかったビロードの布を力任せに引っぺがす。

　歪ゆがんだ顔のデスタンが映し出されていた。

「神よ、お許しを、お許しを、お許しを……」

　まるで何者かの手でばらばらに引き裂さかれそうになっているかのごとく、彼は自分の胸を手で押さえつつ、息を喘あえがせながらくり返した。

「なにとぞ、お許しを。いままた背教者をあなたさまのもとへと捧ささげますれば。ええ、ひとりではありませぬ。大勢の命を炎ほのおの中へと投じましょう。どうか、お許しを、お許しを……」




　一方のシーラ・アランスは道化局の取材攻こう勢せいを避さけ、大おお股またで馬車のもとへ向かおうとしていた。

　礼拝堂前の大広場に出ると、予想したとおりに、横合いから人ひと影かげが飛び出てくる。

「やめてくれ。いまは何も話したくない！」

「そうはいきません、王女殿でん下か」

　その声に驚おどろき、シーラはいったん足を止めかけた。が、また、速いリズムで足を運び出す。

「安心してください、殿下。道化局の連中は、うちの兵隊たちが酒に酔よって絡からんだ振ふりをして足止めしてますよ」

「そう？　でもいろいろとまずいんじゃないか。相手方の証人として現れたおまえが、弁護側のわたしと顔を合わせているのは、さ」

「待って、待ってくださいってば、王女殿下。……ええい、うちの娘むすめにそっくりだ。いいですか、殿下。クルーゼにひとつ蹴けりでも見み舞まってください。そうでなけりゃ……そうそう、奴やつはこの世で何よりサラという名前が怖こわいんです。戦せん闘とう機に叫さけんでみてくださいな。それでは王女、アウルによろしく！」

　馬車のドアを開けようとして、シーラは動きを止めた。

　振り返ると、ウーリーは小走りに去っていく途中だった。呼び止めようとも思ったが、ちょうど高い街灯のある場所からカメラを手にした数人の男たちが駆かけ寄ってくるのを目にし、急いでドアを開けた。パリス領内ではほとんどご法はつ度とのカメラだが、教会管かん轄かつ地ともなるとまた別の法律が働くらしい。あるいは事件への好こう奇き心がある種の禁きん忌きを破ったか？　都合のいいことだ、とシーラは内心で息巻いていたが、

「しかしウーリーめ……何を言っていた？　娘？　クルーゼ、サラだと……？」

　ガラガラと音を立てて流れ出した車外の風景に目をやりながら、シーラはくり返しつぶやく。

　ウーリーに娘がいただろうか？　クルーゼがどうした？　それに……、

「アウル──？」

　確かにそう言っていた。だが、彼にあの武器庫以外でアウルとの面識があるとも思えない。そういえば、あのときもウーリーは様子がおかしかった。やはりザベルと遭そう遇ぐうしたことによる心理的ショックのせいなのか。

　シーラはやがて、長いこと目を覚まさない少年のことに思いを馳はせた。エウリュアレで撃うたれた傷口が悪化したためでもないだろうに、アウルはなぜか意識を失ったまま。医師もその原因に思い当たるところはないようだ。ひょっとしたら、このままずっと──。

「なーお」

　その声に首をすくめたシーラは、座席の下のほうで黒っぽい塊かたまりが動くのを見た。

「おまえも心配か？」

　小声で声をかける。ゼナはふたたび赤い口の中を見せながら鳴いた。軽く毛を撫なでてやる。

「そうだ。そうだな……」

　必ず目覚めるはずだ。シーラは無力感に力を失いそうになる自分の手を握にぎりしめた。アウルが目を覚ましたそのときのためにも、自分は決して教会に負けてはならない。

　──せっかく馬ば鹿かの真似まねをしてみせた、っていうのにさ……。

　あえて毒づくような言葉を胸の内で並べてみせる。

　──あそこまで教会に楯たて突ついたんだから、全部、無む駄だになっちゃった。馬鹿の振りをして、利用されてみろ、って言ったのはおまえなんだぞ。わかってるのかよ？

　やんちゃな娘時代に戻ったシーラは、分別のある大人が見たら、無作法だと叱しかりたくなるような笑えみを浮うかべた。それから、勢いよく顔を伏ふせた。急にこみ上げてくるものがあった。
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　ばさっと顔にかかった髪かみで表情を押し隠かくしながら、シーラは肩を小さく震ふるわせていた。

　ちくしょう、ちくしょう。

　──みんなわたしを見るんだ。わたしじゃないわたしを。そうじゃなけりゃ、あとどれくらい利用できるかな、って、おしゃかになる寸前の戦闘機を見るような目でわたしを見るんだ。みんな！　毎日！　一分一秒！

　降り注いだ視線の山はシーラを称たたえて、敬意を表し、憧あこがれを保っている。いまはまだ。しかしあくまでそれは教会の意向によるものに過ぎず、もし、もはや利用する価値もないと判断されたならば、シーラはまったく逆の立場に立たされることだろう。『英えい雄ゆう』という地位に彼女を昇のぼり詰つめさせるのに費やした労力の半分も使用せずに、あっという間に、ごくあっさりと。今日の異い端たん審しん問もん会がその一いつ端たんを指し示してくれた。落とすのは簡単なのだ。いまシーラを称えるものは、同じ理由で、教会が望みさえすればシーラを罵ば倒とうし、侮ぶ蔑べつして、唾つばを吐はきかけることだろう。

　──ウーリーは違ちがうと思ってたのに、あいつだって敵になってさ。

　ちくしょうちくしょうちくしょう。

　シーラは、審問の間もずっと手元に置いていた黒いマントを、さらに力をこめて握りしめた。

　──アウル、近くにいてほしいよ。またからかってよ。また踊おどろうよ。

「目を覚ましてよ……」

　ぽつりとしたつぶやきは、ガラガラと石いし畳だたみをいく車輪の音に消え、幸いにも御ぎよ者しやには聞こえなかった。
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　アウルはまどろみの中にあった。

　とろとろと、眠ねむりの浅あさ瀬せに心地ここちよく浮いている。今日は起こしに来るやかましい人もいない。もう少し寝ねていようか……。そう思える幸せも、眠りが浅いゆえだ。

　そして浅い眠りは夢を生む。アウルも夢を見つづけていた。孤こ児じ院いんでの思い出がアウルにとって最初の記き憶おくだ。両親の顔などまるで覚えていない。その孤児院の資金提供者である領主カルマ・ウェインとの出会い。そして暴君サラ・ウェイン。

　とある年の夏の休きゆう暇か。といって、孤児院自体が彼らにとっての学校のようなものなので、休暇といっても日々の仕事はあるのだからアウルたちにとってはあまり意味をなさないものだったが、ある年、カルマ・ウェインは多くの召めし使つかいが休暇を取るその時期に、孤児院から何人かを臨時使用人として自分の屋や敷しきに招き入れた。使用人といっても子供たちにできる仕事などたかが知れている。単純に「遊びにこい」とは言えないカルマの立場上、そういうふうに体てい裁さいを取り繕つくろったのだろう。アウルもそのうちのひとりに選ばれた。

　ウェイン家。そこではじめて出会うカルマの妻アンジェリーナは厳格な人だった。礼れい儀ぎ作法を彼に叩たたきこんだのもアンジェリーナだ。立ち居振ふる舞まいから、挨あい拶さつの仕方、言こと葉ば遣づかいのひとつひとつまで──「あなたの孤児院ではいったい何を教えているのかしら？」と、夫のカルマに愚ぐ痴ち交じりの皮肉をこぼすこともよくあった──、アウルたちはこっそりアンジェリーナには鬼おに族ぞくの血が流れているに違いないと噂うわさし合った。娘むすめのサラにも厳しいのと同時に、アウルたちがサラに対等の口を利くことも許さなかった。そういうことに関しては割と鷹おう揚ようなカルマに対して、アンジェリーナのほうは身分にもうるさかったのだ。しかし、アウルたちにある一定以上の誇ほこりを失わすまいとしたのもアンジェリーナだった。

　ある日、屋敷の玄げん関かん口に飾かざられていたニンフの像が壊こわれた。使用人たちは誰だれも名乗り出ない。自然と、アウルが犯人だという雰ふん囲い気きになった。アウルは、休暇の間も屋敷に残っていた年上の使用人たちとは相性が悪かったし、どうせこの家ではぼくは奴ど隷れい同然だという思いがあったので、身に覚えがないこの事件の犯人になろうとした。

　しかしアンジェリーナはまっすぐにアウルを見つめ、

（あなたがやったの？　そうでないの？　口に出しておっしゃい）

（ぼくがやりました）

（なぜわたくしの目を見られないの？　アウル、他人に噓うそをつくのはあなたが思うほどにたやすいことではありません。なぜなら、他人に噓を言うとき、まず何より自分を騙だまさなければならないからです。アウル、あなたは自分を騙してそれで平気でいられる人間なの？）

　アウルは泣き出してしまった。結局、犯人は、魔ま法ほうの実験をしていたサラであり、こっぴどく彼女は叱しかられる羽目になったが、おそらくそのときにサラが母親から与あたえられた鞭むちの痛みより、アウルが受けた衝しよう撃げきのほうが大きかったに違いない。奥さまはぼくをどうしたいのだろう？

　いまも答えはわからない。が、キルリー伯はくのような貴族と出会ったいま、はっきりとわかることがひとつある。それは庶しよ民みんなど奴隷だと考える貴族がほとんどの中で、カルマと、そしてアンジェリーナはアウルを決して人間以下の存在のようには扱あつかわなかったということ。

　サラはというと──これは、アンジェリーナ以上にわからないことだらけだった。彼女こそぼくをどうしたいのだろう。はじめて会ったとき、アウルは絵本の中で見たことのある天使を見つけたと思った。父親の脚に隠かくれるようにしてこっちを見つめていた少女。

　しかしその実態は、天使は天使でも、悪あく魔まの羽を背中に隠し持った天使だった。

　子供は大人を真似まねたがる。だからたまに孤児院に父親に連れられてやってきたときなど、アンジェリーナと同じく、サラはアウルを使いたがった。用もないのに呼び出し、そして命令したいがためだけに意味のない命令を下す。「おまえは間ま違ちがいを犯したのよ」と母親の台詞せりふを真似て、罪もないアウルの尻しりを鞭で打ちつづけたこともある。鞭というのは使い慣れたものがやるとぴしりと鋭するどい痛みが一いつ瞬しゆん走るだけなのだが、不慣れなものがやるとむしろ危険度が増して、狙ねらいが逸それて手足を叩いたり、背中を打ったり、しまいには目にまで当たってしまい、しばらくアウルは眼帯をつけた生活を余よ儀ぎなくされることもあった。

　そんなサラだったから、屋敷へ遊びにいった休暇のときもひどかった。朝早くに彼らへ与えられた部屋に飛びこんできては、アウルの顔やお尻を蹴け飛とばして、文字どおり叩き起こした。サラにとっては一日一日がとにかく短いものらしく、一週間のスケジュールはいっぱいだった。「さあ、いつまで愚ぐ図ず愚図しているの！」とアウルの手を引きながら、一日中彼を引っぱりまわした。

　カルマは苦笑いしてアウルに言ったものだ。

（わたしもいけないのだよ。この夏の休暇の前、おまえたちを屋敷に呼ぼうと言ったら、それはもうサラは喜んだものだ。あまりに大はしゃぎして、その、羽は目めを外すことも多かったのでね。『おまえがそんな態度だったら、アウルたちをもう呼ばないぞ』と叱ったのさ。あいつなりに責任に目覚めてくれればいいと思ったのだが、『どうぞご勝手に！』と膨ふくれてしまった。だから、いざ屋敷に来たはいいが、明日帰されるのじゃないか、ひょっとしたら今日帰ってしまうんじゃないか、と心配でたまらないんだね。いや、すまない。とばっちりを受けるようだったら、わたしに言ってくれ。叱っておいてやろう）

　カルマは愚おろか者だと心底そのとき思った。カルマさま、あなたに告げ口したら、さらなる仕打ちを受けるに決まっている。他ほかでもない、このぼくが！

　何だろう──まどろみの中でアウルは思う。ずいぶん長いことサラお嬢じようさまに会ってないような気がする。ついこの間までいっしょだったというのに。森の中を歩いたっけ……肩かたを並べて、というわけにはいかなかったけれど。

　でも──本当にあれは、サラだったんだろうか？

　うつらうつらと、白く、心地ここちいい海の中を泳ぎながらアウルはふと疑念を抱いだいた。

　ぼくにとってのサラは、五年前のサラ。再会してからも、一四歳のサラに五年前の面おも影かげをひとつでも認めようとしていた。だからぎくしゃくしたんじゃないだろうか。エウリュアレではいつもサラはぼくに腹を立てていたけれど、もう少し素す直なおに耳を傾かたむけられなかったろうか？　そりゃ、サラはああいう性格だから、ぼくが一方的に悪いわけじゃないのは確かなんだけど。だけど……。

　アウルは白い波間を漂ただよった。

　過ぎ去った五年。その間に何があったろう？

　幼い暴君として「臣下」のアウルを常に側へ置きたがったサラは大人になり、早熟な彼の学才を認めてくれたカルマは教会の放った銃じゆう弾だんに倒たおれて、そしてアウルに多くのことを教えてくれたアンジェリーナ奥さまも娘を守って死んだ。

　じゃあ、いまぼくはどこにいる？

　サラが憎にくむ敵地に。カルマが裏切った国の領土に。アンジェリーナを殺した人間たちがいる場所に。

　ぼくは誰だれだ？

　孤こ児じ院いんの少年、サラの手下、おしゃべりアウル──

　身の程ほど知らず、勤勉、いじめられっ子──

　ガイツの弟子、魔法使いの味方、シーラのダンスパートナー。

　魔王。

　うつら、うつら……眠ねむりの只ただ中なかにあったアウルは、ふと、瞼まぶたの裏に何か、人の姿を垣かい間ま見みたような気がしていた。




　王の娘むすめと認められて──いや、『英えい雄ゆう』になって──からは、シーラは宮きゆう殿でん内部に部屋を与えられ、侍女たちも数人つけられた。

　その侍女たちは意欲に燃えていた。シーラが空を舞まう英雄であることはもちろん知っているし、誇ほこりに思うものの、同時に、彼女をどこの王おう侯こう貴族の前に出しても恥はじることのない「お姫ひめさま」にしなければならない、と考えていた。これからはそんな機会もぐっと増えるだろうし、いくら機士になったときにある水準までの礼れい儀ぎ作法は学んでいるとはいえ、それはあくまでも機士としてであり、女性として、令れい嬢じようとして、姫として、ではない。侍女たちはシーラの教育に燃えていたのだ。

　だからいつもなら、彼女たちはシーラが「お姫さま」でいられるように力を尽つくし、なるべく主人が宮殿にいるように引き止めることが多かった。お茶にしましょう、各国の名産茶葉くらいは舌で言い当てられるようにならなくては。ダンスを踊おどりましょう、どこの国の御ご仁じんも見み惚とれるほどに踊れなくては。西さい塔とうではいま絵画博覧展をやってますの、お伺うかがいしましょう、芸術にも詳くわしくなくては会話のひとつも弾はずみません──。

　しかし今日ばかりは事情が違って、エリスをはじめとした彼女らはまるで何かに脅きよう迫はくされているかのようにシーラを外へと追いやりたがった。理由はわかる。被ひ害がいが増えつづける一方だと言いたいのだ。マントルピースの上にあった王女の胸像、絵画、壺つぼ、衣い装しよう棚だな──この三日の間だけでも損害はかなりの額に上る。おまけに被害を出した当人のシーラが、女官たちに叱しかられてもまるで気にしていない。物に当たるのは王女が幼い頃ころからの悪い癖くせだった。

　シーラはそんな侍女たちの醸かもし出す空気が読めたから、ぷりぷりしたまま外出した。

　審しん問もん会のために一度は欠席した航空機士団の定例集会に参加し、それぞれの抱かかえる問題点や装備の不備、来期の機士見習いの補ほ充じゆう、隊員たちの飛行訓練計画などを報告し合う。ほとんど上の空で聞き流したシーラは、次にアレン、ティギーとともに、ベ・ルーの飛行場へ取って返した。

　次の審問会まではまだ時間があるが、その前にどうしてもやっておきたいことがあった。

　アーク公こう爵しやくとのデートの際に使った、あの戦せん闘とう機クルーゼを、もう一度この目で見たかったのだ。いまから考えれば、あの戦闘機には奇き妙みような点が多すぎる。まず、エンジン自体が不調だった。空に舞い上がって数秒もしないうちに、くしゃみをするような音がした。ブースト、油圧計、燃料圧力、回転計──諸々の動力計器は正常値を指していたから気のせいかと考えたが、いま思えばそれがいけなかった。気のせいだと思ったのではなく、思いたかったのだ。凱がい旋せん直後のごたごたが多く、空を飛ぶこと自体が久しぶりということもあって、どうせ戦闘ではないのだから、もう少し調子を見てからでも翼つばさを下ろすのは遅おそくない……そう思ってしまった。

　さらには機き銃じゆうもおかしかった。二匹ひき目の飛ひ竜りゆうを撃うったあと、空域からの離り脱だつが遅おくれてしまったために竜とぶつかったのだが、あれはシーラのいつもの射しや撃げきタイミングではなかったためだ。最初の竜を撃ったとき、プロペラの回転数と弾だん丸がんの射出タイミングが合ってないように思えた。いつもシーラが戦闘で使用しているクルーゼならば、彼女自身が整備も手伝っているためにそんなことはあり得ないのだが、下手をすればプロペラをも撃ち抜ぬきかねなかったので、スロットル・レバーを調整して規定回転数より落としてみた。そのために慣れたタイミングでの射撃が行えず、シーラは危うく飛竜の群れに撃げき墜ついされるところだったのだ。

　デスタンは審問会で「アウルがシーラを殺そうとした」と言った。しかし、シーラにはある疑念がこびりついて頭から離はなれなかった。あるいは、教会が自分を殺そうとしたのではないのか？

　あり得ない話ではない。何しろ、ノールにおいて、教会はレイナー・レイバックと組んで彼に飛竜をも与あたえている。魔王城前の広場で飛竜が現れた直後、シーラは周辺の土地を飛び回って調査したことがあった。しかしどこにも竜の巣らしきものは見当たらず、また、土地の人間がそれらを見たという報告もなかった。当然だ。あれらの竜は、おそらくレイナーを魔王として演出するために教会が用意したものだったのだ。輸送物資にまぎれこませて運び入れたのだろう。灯台下暗しとはよくいったもので、檻おりに入れられた竜たちは、シーラたちが臨時の作戦司令室として使っていたホテルの地下に隠かくされていたのではないか。

　だから今回も、竜たちを招き入れたのは反乱軍などではなく、教会そのものではないのか、とシーラは考えた。そして、わざと整備不良の航空機をずらっと並べ、シーラを待っていたのではないか……。

　考えるだに恐おそろしい。体毛がぴりぴりと痺しびれるような感覚に陥おちいり、ともすれば目の前が真っ暗になりそうになる。これ以上の追及をするのはもっと危険だ。こここそ、あえて馬ば鹿かの振ふりをして気づかない素振りを見せたほうがいいのかもしれない。

　が、二回目の審問会を控ひかえている以上、シーラは少しでも多くの情報を集めたかった。それを実際に公にするかどうかは別にしても、自分自身が何より真相を知りたかったのだ。

「あまり、教会を刺し激げきしないほうがよろしいかと思うんですが」

「もう充じゆう分ぶんしておりますよ、副長。一度、こうと決めたからにはむしろ相手をはねつけるくらいの態度でいたほうがいい。でないと、とっくに身構えている向こうさんにこっちの足元がすくわれますよ。ね、隊長」

　飛行場に足を踏ふみ入れると、アレンやティギーが口を開いた。ここにいたっても度胸が固まらないのはいっそアレンらしいし、こうなっても必要以上には深刻に受け止めていないのもティギーらしかった。シーラはあえてどちらも無視した。

　事件のあった飛行場は、以前に訪おとずれたままのように見えた。さすがに警けい戒かい体制が敷しかれてはいるようだが、目立ってぴりぴりした様子はない。

　ちなみにアーク公爵は飛竜に襲おそわれたのがよほどこたえたのか、事件直後、挨あい拶さつもそこそこにエリシスへの帰き還かんの途とについている。婚こん約やくそのものがこの一件でどうなるのか少し興味があったが、いまとなってはどうでもいい。

　シーラは黒いマントの裾すそをなびかせながら格納庫に入り、機械油の臭においをいっぱいに吸いこんで気分転てん換かんしようとした。

　が──、

「どういうことでしょう？」

　シーラは内心の不ふ機き嫌げんさを比較的隠さない。アレンははらはらし、ティギーは面おも白しろそうに事の経けい緯いを見守っていた。

「その、申し上げにくいのですが、王女、あの」

　格納庫に入るとともにこちらへ飛んできたブラス司祭が言葉をどもらせる。

「わたしの使ったクルーゼ、決して手をつけず、事件のときのままにしておいてくれ、と言っておいたはず。ここは確かに教会管かん轄かつ地かもしれない。だけど、事件に関係する以上、慎しん重ちような対応をお願いするのも当然のことでしょう」

　シーラのクルーゼは格納庫の入り口近くに鎮ちん座ざさせてあったのだが、ブラスは開口一番、エンジンや機銃の修理を自分の指揮のもとに行わせたことを得意げに告げたのである。気の回る自分を内心誉ほめていただろうブラスはぶよぶよの頰ほおに滴したたり落ちる汗あせを拭ふきつつ、

「このクルーゼ、そのう、シーラ隊長が乗られて以来、どうにも調子が悪いようで。もともと訓練飛行機でもありますので、それではいかん、と、いろいろと……」

「司祭」シーラはにっこりと、しかしあまり他人は見たくなさそうな微笑ほほえみを投げかけた。「わたしが乗られて以来、ですか？　そうですね、竜とぶつけたのはわたしですし。荒あらっぽい使い方をしたというのなら謝りますが」

　ブラスの発はつ汗かん量はますます増え、アレンは牛によくたとえられる巨きよ体たいをもじもじさせる。ティギーはそれをからかいたそうな顔つきのままじっと堪こらえていた。

「いっ、いえ。そのう、どうにもこれが、なかなか説明のつかないことでして」

　このままでは埒らちが明かないので、シーラがきちんとした説明を求めたところ、ブラスは渋しぶ々しぶながら、飛竜騒さわぎがあって以来クルーゼが不調、というよりはむしろ異様──だった、ということを説明した。

　より正確には、防空機士団に救われたシーラが着地した直後からだ。

　エンジンがまずかかりにくい。かかっても数秒ですぐ不ふ愉ゆ快かいな音をたてて、ストップしてしまう。機士団のひとりが地上滑かつ走そうを試ためそうとしたところ、なぜかあらぬ方向に機首が向いてしまい、まるでコントロールが利かない。かと思えば、夜、見回りをしていた教会兵が格納庫の奥で物音を聞きつけて飛びこんでみると、クルーゼのエンジンが唸うなりをあげていたらしい。プロペラまで回転していたという。泡あわを喰くった彼が外へ飛び出して他の教会兵たちを連れて戻もどったときにはしかし、クルーゼはあくまでも無人の戦せん闘とう機そのものであり、格納庫も静けさを保ちつづけていた。

　が、その教会兵は大目玉を食らったり、同どう僚りようたちの笑い者になったりはせずに済んだ。

「クルーゼの位置があきらかにずれていたんです。機首も別の方向を向いているし、おまけに整備確かく認にん作業の途と中ちゆうだったので、片かた翼よくが半分抜ぬけかけたままだったのが、それを壁かべに引っかけたのでしょう、根元から完全に外れ落ちていました。クルーゼは確かに動いたのです。そこで、徹てつ底てい的に調べよう、ということになって、いろいろエンジンの不調を直していたのですが、はは、兵たちの中には、まるで亡ぼう霊れいが取り憑ついているようだ、とか噂うわさして、夜の見回りを代わってくれるよう、仲間たちに呼びかけるものも多いようで。いまやそれを引き受ける勇者には、高い金で競せりにかけられていた、シーラさまのお座りになられたシートがついてくるのだとか、ははは」

「ははは」

　シーラは声だけで笑ってみせた。それに何を感じたのか、さしものブラスも押し黙だまる。顔色は白くなりつつあった。

　一方の『英えい雄ゆう』は爆ばく発はつ寸前だった。シートを勝手につけ替かえたこともそうなら、勝手に機士を乗せて滑走させたこともそうだ。「そのままにしておいてくれ」などというシーラの言葉ははなから無視されていたのだ。

「不用心なことだ」シーラはブラスをにらみつけた。「勝手に飛行機が動くわけがないでしょう。誰だれかが乗って、それで動かそうとしただけの話。この前の襲しゆう撃げき騒さわぎのように、誰か魔ま法ほう使つかいが侵しん入にゆうしたんじゃありませんか？　アウルはもういないのに不思議ですこと！」

　隊長、隊長、と後ろでアレンが囁ささやきつづけているのだが、シーラは聞く耳を持たない。結果、ブラスは恐きよう縮しゆくと屈くつ辱じよくを交こう互ごに表情に貼はりつけながら彼女の小言を聞く羽は目めになった。

　ともかく、司祭を虐いじめても何の余興にもならなかったので、シーラ自ら確認することにした。

　最初のうちこそ、審しん問もん会で教会に楯たて突ついた自分に司祭たちが嫌いやがらせをしているんじゃないかという疑念を拭ぬぐえなかったシーラだが、クルーゼの整備を行っている技術者たちの本気で戸と惑まどっている様子を見ているとそうも思えなくなってきた。

　シーラ本人が乗ってみても動かない。エンジンは直したので、もう異常は見られないというのだが、ここにきてまるでかからなくなった。それならば、ともあれ機械部分に何かトラブルがあるのだろうとも思えるが、奇き妙みようなことに車輪までもがびくともしなくなり、風防を自由に開閉することさえ困難になってきた。

　さすがに不気味なものを感じる。途中で開かなくなった風防を男三人がかりでこじ開けてもらい、シーラは何とか外へと這はい出た。

「どうです？　普ふ通つうじゃないでしょう。ひょっとしてあのとき、何か魔ま法ほうにかかったのでは……」

　ブラスはそう言いかけ、シーラこそがアウルの弁護人だったと気づいたのか口をつぐむ。

　こそこそと去っていく司祭を横目に、シーラは改めてクルーゼを前に、ふーっとため息をついた。

　確かに異常だ。だけど飛行機に魔法をかける、などとはさすがに信じられない。たとえアウルが魔王その人の力を手に入れたとしても、魔法と飛行機が結びつく存在だとは思えなかった。

　少年っぽい、しかし端たん整せいな顔に汗を浮うかべ、くしゃりと髪かみを手でかき混ぜたシーラは、また悪い癖くせが出そうになった。クルーゼの胴どう体たいめがけ、足を振ふり上げかけていたのだ。自分でも半分無意識の行動にシーラは呆あきれ、苦く笑しようしつつ足を戻そうとして──。

　瞬しゆん間かん、気が変わった。「せーの」とひと声かけるや、クルーゼの胴体を蹴け飛とばす。

　がくん、っと激しい物音がしたかと思うと、風防が上へと跳はね上がって完全に開いた。

　何事かと格納庫内にいた技術者たち、そしてアレン、ティギーが振り返る。シーラは風防に注目していた。さっきは男たちが三人でようやくこじ開けた風防があっさりと開いている。もう一度蹴けり飛ばしてみた。がくん。

　蹴り飛ばす……魔法……飛行機……。

　それぞれの単語がつながりもないままバラバラに脳裏を駆かけ巡めぐる。

　もう一度。がくん。車輪がやや前に動いた。が、司祭たちはその異変に気づいていないようだ。王女のとばっちりを喰うのが怖こわいのか、つとめてそちらを見ないよう努力しながら、それぞれの作業に没ぼつ頭とうする振りをしている。

　蹴る？……飛行機を。アウルが云うん々ぬん。魔法？　サラ・ウェインの名前が──

　入り乱れつづける言葉が、ようやく一本の糸でつながりかけた。ウーリーの言葉だ！

「この、この、この！」

　シーラはクルーゼを蹴りつづけた。ここ数日で溜たまりに溜まった鬱うつ憤ぷんを晴らすがごとく、胴体といわず、プロペラといわず、車輪といわずに蹴って蹴って蹴りまくる。

　アレンは呆ぼう然ぜんとそんな王女を眺ながめていた。




「まさか、あれが『英雄』か？」

　と、シャッターの開いた格納庫の内部を、遠巻きに見つめる視線があった。

　幅はばの狭せまい窓に二つの顔を並べて、王女の暴れっぷりを眺めている。うちひとつが驚おどろいていると、別の片方が冷れい淡たんに言った。

「なんだっていいわ。どんな変人だろうと、猿えん人じん並みにしか言葉がしゃべれなくても、大事なのは、あいつがパリスの王女であり、魔王を斃たおした『英雄』だということ。その肩かた書がきさえあれば、実は人の皮を被かぶった猿人ゴル族でした、って落ちでもいっこうに構わないわ」

　王女の奇き行こうを侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしで眺めながら冷笑したのはサラ・ウェインだ。あどけなさを残した顔をうっすら上気させ、金色の髪を指でしきりに弄いじっている。

「あの女さえかっさらってしまえば、魔王軍の意気も上がるというもの。もうあとには引けなくなるわ。ダリウスをはじめ、穏おん健けん派なんて馬ば鹿かな連中の目も覚めるでしょうよ」

「だけど」トッドがひっそりと言う。「敷しき地ち内へ入れたのはいいんだけどさ、いったい敵のど真ん中で何ができるって？」

「あの男が言ったわ。必ずチャンスは来る、って……」

　サラが言うと、トッドは神しん妙みような顔になった。うつらうつらしかけていたハーバでさえ、目を覚まして周りを不安そうに窺うかがう。全員があの奇妙な男のことを思い出していたのだ。

　教会兵たちを難なく眠ねむりにつかせたあの男は、森の開けた場所のすぐ近くに隠かくされてあった地下の入り口へと三人を案内した。いざというときのための緊きん急きゆう脱だつ出しゆつルートだそうだ。

　真っ暗な地下通路を経て、階段を上った先の建物内に入る。がらんとした、広いだけで他に何もない部屋だった。

（元々は監かん視し塔とうのひとつだった場所だ。飛行場を拡張するときに用済みになったが、地下と地上一階部分は倉庫として機能していた。……半月前まではな。いまは近づくものもいないし、外側から鍵かぎをかければ誰だれも入れない。明日の夕刻まで待つことだ。必ずやおまえたちのチャンスは訪おとずれる）

（待って！　あなたは……いったい、誰なの？）

（わたしが誰であるか知ってどうする。都合が悪ければいまからでも引き返すかね？）

　サラは押し黙だまった。男はそれこそ影かげのようにすうっと姿を遠ざけていった。

　そうだ、誰であろうと関係ない。

　目的さえ達成できれば、たとえこの命だろうと惜おしくはない。自分は復ふく讐しゆうの女め神がみ。反乱軍の新たなリーダーにふさわしいカリスマ性を得るためには、これくらいのことはしなければならない。まさかロゲルがその手助けの方法を知っているとは彼女にも意外だったのだが。

（教会におれたちの知る内通者がいる。カルマの信しん奉ぽう者で、出世を阻はばまれたか、デスタンに恨うらみのある男だ。パリスは何だか知らんが、ごたついている真っ最中らしく、忍しのびこむならいまがチャンスらしい）

（『英えい雄ゆう』をさらうか、そうでなければ殺しさえすれば、穏健派の口を黙らせるのにいい手段になる。向こうも黙っちゃいないし、穏健派とつながりのあるっていうヤクート派とやらももう教会を抑おさえておくことは不可能になる）

（サラ・ウェイン、それをおまえがやるということに何より意義があるんだ。魔ま法ほう使つかいたちのカリスマだったカルマ・ウェインの一人ひとり娘むすめであるおまえがそれをやり、ウェイン家の血筋いまだ絶えず、ということを反乱軍全体に知らしめるのだ）

　やってやる。サラの胸に黒い粘ねばり気をともなった炎ほのおが燃えた。このあたしこそが反乱軍の中心となり、奴やつらをひとり残らず殺してやるんだ。お父さまの仇かたき。お母さまの仇。そして──少年の姿が脳のう裏りをよぎる。

　ロゲルは殺してもいいと言ったが、それでは駄だ目めだ。サラにとっては仇討うちだが、シーラを殺してしまえば、敵にとっても『英雄』の仇討ちということになり、それこそダリウスの言ったように、いまはまだそれぞれの軍がばらばらに行動している連合だって、聖戦のスローガンをもとにひとつにまとまってしまいかねない。そうなれば、いかに士気あがる反乱軍とはいえ太刀打ちできまい。あくまでも生かして連れ帰る。敵に怒いかりと同時に、大混乱をもたらすにはそれが一番効果的だ。また、生かしておいてこそ穏健派に対する切り札にもなり得る。

「いまは待つしかないわ。いつまで経ってもあの男が言うようなチャンスが訪れないなら、こっちでつくるまでよ。いまだって飛び出したくてうずうずしているんだから。まったく……このサラ・ウェインがにっくき敵を目の前にお預けを喰くらって我が慢まんしているだなんて！　あいつらに、天文学的な確率で訪れている身の幸運を教えてあげたいもんだわ！」

　感傷的になりかけた自分の心を振ふり払はらうようにサラはわめき、あわてた少年二人の手で口を塞ふさがれてもがもがと身み悶もだえした。

　しかし、いかに勇ましく自らを鼓こ舞ぶしようが、この状じよう況きようの危うさはサラ自身も知ち悉しつしている。

　彼女たちが頼たよりにするのは無論自身の魔法だが、地面の舗ほ装そうされているこの飛行場ではトッドの「地走り」の魔法は使えないし、石ころを宙に持ち上げて弾だん丸がんのように飛ばすハーバの魔法も同じ理由でほとんど使用できない。サラが得意とする炎だけがいまのところ唯ゆい一いつの武器だ。時間が許すなら精せい霊れいとの契けい約やくを行いたいところだが、こんな狭せま苦くるしい場所の精霊を味方につけたところでそう効果的とも思えない。

「どれくらい待てば、充じゆう分ぶん待ったことになるのかしら？」サラは苛いら々いらと指を嚙かんでいた。「もう！」

　飛行服姿の王女が飛行機を蹴け飛とばしてから数分。

　変人じみたその行こう為いにも飽あきはじめた頃ころ、シーラ・アランスの口から意外な叫さけびが放たれた。

「この……起きろ！　サラ・ウェインが起こしにきたんだぞ！」

　三人ははっと顔を見合わせた。いずれも雷かみなりに撃たれたかのような衝しよう撃げきを貼はりつかせている。

　サラ・ウェイン!?

　まさか、気づかれたのか。やはり何かの罠わなだったのか？

　そしてまさにその瞬しゆん間かん、三人のみならず、飛行場全体がさらなる混乱に見み舞まわれた。

　サラ、トッド、ハーバも、クルーゼを蹴けるだけでは飽き足たらず、今度は近くのスパナを拾い上げて殴なぐりかかろうとしていた王女シーラも、いよいよお止めするべきか、しかし相当の怪け我がを負う覚かく悟ごが必要だ、と表情に苦く渋じゆうを滲にじませていたアレンも、よくわからんがおれもいっちょ加勢するか、と腕うでまくりしていたティギーも。

　全員が同じものを見上げていた。

　上空。

　けえええーっ、と甲かん高だかい叫びが轟とどろいた。

　竜りゆうだ。それも複数。翼つばさのはためく音がいまにも風となって伝わってきそうなほどの速度で舞まい降りてくる。飛ひ竜りゆうイオースが三匹びきに、イオースよりひと回り以上巨きよ大だいな体たい軀くをした二匹の火ひ吹ふき竜。

　息を吞のんで見守っていたサラは、その背中に何らかの影があることに気づいて、もっと驚おどろいた。誰かいる──いや、人にしては大きすぎる。まるで体長五、六メートルのイオースが、ちっぽけな蛇へびのようだ──。

「トロール!?」

　サラは思わず叫んでいた。

　イオースにそれぞれひとりずつ、火吹き竜に二人ずつ搭とう乗じようしていたトロールが、地上五メートルほどの距きよ離りからいっせいに飛び降りた。太い足が地面を鳴らす。身の丈たけ三メートル近い巨きよ人じんたちは、がああ、と吠ほえた。白いしぶきのような涎よだれが口から吐はき散らされる。

　飛行場はあっという間にパニックの渦うずに吞まれていた。

「うっ……わあああっ！」

「ま、また襲しゆう撃げきだ！」

「助けて、助けてくれえ」

　突とつ然ぜん現れた魔界の光景に、泡あわを喰った司祭たちは我先にと逃にげ出そうとしている。やや猫ねこ背ぜ気味の、一見、自分でも隆りゆう々りゆうとした巨体を持て余すかのようにギクシャクと立っていた巨人はしかし、いざ追つい跡せきに移ると見た目ほど鈍どん重じゆうではなかった。どす、どす、という足音が、すぐに、どすどすどすどす、と連続的に地面を叩たたくものへと変わる。一本一本が針にも似たまばらな頭とう髪はつが後ろになびき、例外なくぎょろっとした目が露あらわになった。

　トロールに関してはこんな話がある。彼らはもともと人間によく似た顔をしていたが、鏡や水面みなもに映った自分の顔を敵だと思いこんで、そのサザエのように固い拳げん骨こつで自分を何度も殴った。結果、こういう顔になったのだ、と。

　つまりはそういう顔をしている巨人は、への字に口を曲げて疾しつ走そうしていた。うちひとりが、尻しり餅もちをついていた太り気味の司祭をひょいと片手で摑つかみ上げると、振り回しにかかった。即そく製せいの棍こん棒ぼうだ。同じく逃げかかっていた人間たちの頭や背中を強打する。棍棒となった哀あわれな司祭の悲鳴はすぐに聞こえなくなり、また、ぐったりと身動きを止めた人間たちをさらに摑み上げては棍棒を束にしてまとめてまた振り回した。

　一方、飛竜たちはまるでからかうように人間たちの頭上すれすれを舞った。そして散々人間を追いかけまわしたあと、泣きじゃくるその頭を鋭するどい鉤かぎ爪づめで摑んでさらに空高く舞うのだ。上空から落とされる人間は即製の爆ばく弾だんだった。ハンガーや事務室の天てん井じようを突つき破らせたかと思うと、群れをなして逃げていく人間たちの頭上にも容よう赦しやなく落としていく。

　悲鳴が至る場所で噴ふき上がり、真っ赤な血が神聖な飛行場をあちこちで汚よごした。

「────」

　サラは目をひん剝むいてそれらの光景を眺ながめていた。ただ呆ぼう然ぜんとしていたのではない。油断なく左右に満まん遍べんなく視線を這はわせている。人間をからかいつつも飛び回っているのはイオースだけで、火吹き竜は二匹とも同じ場所にいる。やや逆立ち気味の黄金色の鱗うろこと、背中に盛り上がった二つの瘤こぶが印象的だった。

　サラは飛行場の教会兵たちがようやく動き出したのを見て取ると、「いくわよ！」と仲間たちにひと声かけて建物から外へと飛び出た。無論、これが謎なぞの男が口にした「チャンス」であることに疑いはなかった。

　入り乱れる人の波をよそに、目標物へ一直線に駆かけていく。

　シーラ・アランスは動かないクルーゼをあきらめ、外にある飛行機へ向かおうとしかけていたところだった。が、運悪く、ちょうどそのときトロールの拳こぶしでプロペラを叩き壊こわされてたたらを踏ふむ。巨人はその見かけと異なり、知性的な部分も持ち合わせていた。それも当然で、おそらくは魔ま法ほう使つかいの〈手〉によって操られている、いわば使い魔なのだろう。〈手〉が同化しているのか、あるいは単に深層心理に命令を与あたえて誘ゆう導どうしているだけなのか、ひと目ではサラも見み抜ぬけなかったが、真相はどうあれ、あの男が一流の魔法使いであることは間ま違ちがいない。

　舌打ちしたシーラは踵きびすを返し、格納庫内にある別の飛行機に乗りこもうとした。こちらはほとんどが整備途と中ちゆうなので快適な動作は保障されない。が、地上滑かつ走そうさえできれば、機き銃じゆうを使って、少なくとも巨人を掃そう射しやすることはできる。

「スターター！　エンジンを回す準備を！」

　あわてふためく技術者たちに声をかけると、シーラは比ひ較かく的慣れた機体を選んで飛び乗ろうとした。

　突然その肩かたを摑まれた。

「何を……」

　振ふり向いた『英えい雄ゆう』は、腹部に強い衝撃を受けて息を止めた。走り寄ってきたトッドの拳がめりこんでいる。

　白目を剝いたシーラをトッドが担ぎ上げた。

「き、きさ、貴様ら、何を……」

　ブラス司祭が金切り声をあげた。格納庫にあったライフル銃を手にしている。震ふるえる銃口が少年少女に向けられるより早く、ハーバの魔法が発動した。あちこちに散らばっていたネジが宙を舞まい、ブラスの頭部を猛もう打だしたのだ。トッドは、気を失って倒たおれた司祭から銃をもぎ取るようハーバに命じた。

「こんなものどうするの!?」

「使えるかもしれない！」

　二人の少年の活かつ躍やくが功を奏すると同時に、サラは同じ場所にじっとしていた火ひ吹ふき竜りゆうのほうへ〈手〉を伸のばしてみた。

　二匹ひきの竜はびくりと翼つばさを波打たせると、すぐに格納庫へ向かって滑かつ空くうしてきた。

　サラは自分の自我がスムーズに受け入れられていくのに驚おどろいた。他の術者に馴なれた使い魔は、たいていその術者以外の〈手〉に対して敵意を抱いだくようになっているものなのだ。

　粉ふん塵じんを散らして格納庫前に降り立った竜は、長い首を彼らめがけて差し伸べた。

　それぞれサラとハーバ、そして王女を抱かかえたトッドが騎き乗じようする。二つの瘤には、黒くろ革かわのベルトがきつく巻かれてあった。手で摑まったり、腰こしに巻きつけたりして身体からだを固定させるものらしい。何から何までいき届いていて、いっそサラはここにきて男が何者なのか本格的に気にかかったほどだ。それと同時にたまらなく愉ゆ快かいでもあった。ねえ、どうせなら、鞍くらか何かつけてほしかったわ。そうじゃなきゃ、革製の手て袋ぶくろに革ズボン。サラはくすくす笑った。素す足あしで跨またがるには、竜の鱗は痛いんだもの！

「撃うて、撃て！」

「ま、待て。あれを見ろっ。シーラさまだ！」

　火吹き竜が移動したと見て駆けつけてきた教会兵たちは、しかしすぐさま発はつ砲ぽうすることはできなかった。竜の背に跨らされているのはまぎれもなくパリスの王女にして、魔王を斃たおしたシーラ・アランス。幌ほろなしの車に乗った指揮官はあわてて発砲を中止させた。

　そうしている間にも火吹き竜は翼の骨格を持ち上げ、巨きよ大だいな皮ひ膜まくをはためかせると、ふわりとその巨体を地面から解放する。

　反射的にか、いっせいに銃口が持ち上がった。

「銃を下ろせ！　そっちの弾たまが当たらなくたって、こっちはいつでも王女さまの頭を吹き飛ばせるんだ！」

　トッドがライフルをちらつかせて喚わめいた。ベルトを腰に巻きつかせたシーラを膝ひざの間に抱えていて、銃口を銀色の髪かみに押し当てる。

　教会兵たちが混乱と恐きよう怖ふの視線を交かわす間にも、竜は見る見るうちに高度を上げていた。

　トロールたちは最初から捨て石だったのだろう。他の教会兵たちからの一いつ斉せい射しや撃げきを浴びていた。が、彼らはぶ厚い体皮に弾だん丸がんを喰くいこませ、血を吐はきながらも疾しつ走そうしては、兵たちの首をもぎ取ったり、岩のような拳を振るっては次々と血ち煙けむりをあげていく。

　サラは竜に前進を命じた。けええ、と声高く鳴いた竜が翼を打ち振り、厚い風の層を切って飛んでいく。

　あとはベ・ルーから一目散に離はなれるのみだ。

　ここから見上げる位置にあるノウズ峡きよう谷こくの一いつ端たんに、ロゲルたち地竜部隊が待機している。そこでいったん合流し、シーラを別の飛ひ竜りゆうに乗せて低空飛行で陣じん地ちへ引き上げる計画だ。いま乗っている火吹き竜はいい囮おとりになってくれるだろう。

　さあ、これで戦いは続行だ！　サラの笑い声はびょうびょうと吹きつける風に真っ向から挑いどみかかった。もう穏おん健けん派も悠ゆう長ちようなことは言っていられまい。戦いだ。戦いだ、戦いだ！　奴やつらをひとり残らず血の海に沈しずめるまでは、この戦い、収まるものか。父上の無念を、母上の苦しみを、そして哀あわれな少年の悲しみを倍にして味わわせてやる！

　サラは笑いつづけた。

　風に吞のまれたその声に促うながされたわけでもないだろうが、そのとき、竜の上でぴくりと『英雄』の頭が揺ゆれた。
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　まず、いきなり世界が震しん動どうするのを感じた。

　それでもまだまどろんでいると、世界で一番恐おそろしい声が鳴り響ひびいた。いつものごとく飛びこんできたサラの蹴けりをかわそうと、アウルはこれもいつものごとくベッドからずり落ちた。

「小僧、起きろ！」

　なぜか突とつ然ぜん、サラは見慣れない男の姿へと変身した。これも魔ま法ほうだろうか？

　寝ぼけ眼で見上げるその男は、無ぶ精しよう髭ひげを顎あごや頰ほおに散らした若い兵士だった。一度だけ見た記き憶おくがある。彼は確か、アウルがベルレーヌで最初に目を覚ましたとき、地下室に現れた兵士。名前は──ウーリー？

「な、何か……ご用ですか？」

「何か、だと。何があったかも思い出せんのか。ええい、とにかくここから出ろ。王女のいる飛行場が襲おそわれているんだぞ！」

　意味もわからずに目をぱちくりさせているアウルを、まるで猫ねこの子をそうするみたいに首根っこを捕つかまえて引っぱり上げる。それからアウルの尻しりを蹴り、狭せま苦くるしくてやたらに冷たい感じのする部屋から叩たたき出した。

　扉とびらの前では教会兵が大の字に伸のびていた。幅はばの狭い通路をアウルは後ろから急せき立てられながら駆かけていく。

「な、何なんですか？　ぼくはどうしてこんなところにいるんですか？　あなたはいったい──」

「ここはベ・ルーの飛行場近くにある地下牢ろうだ。異い端たん審しん問もんにかけられている被ひ告こくが寝ね泊とまりする場所だよ。牢ろう獄ごくって言い方が悪ければ、まあ軟なん禁きん所だ。ここで寝てもらってても構わないが、そうなるとおまえは間ま違ちがいなくひと月後には首が胴どう体たいとバイバイする羽目になるぞ」

　通路を抜ぬけ、階段を駆け上がる。広々としたホールはがらんとなっていた。が、上のほうからは何やら騒そう然ぜんとした気配が伝わってくる。ちょうど二階の踊おどり場から教会兵が二人駆け下りてくるところだった。アウルたちの姿を見て目を丸くする。

「そこの小僧！　例の被告じゃないか。おまえら、そこで何をしている!?」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　魔法使いどもがこいつを奪うばい返しに来たんだ。移送しろって命令を受けてないのか！」

　男は説明する手間も馬鹿馬鹿しい、というふうに一いつ喝かつし、アウルの手を引いて走り出した。一度、ひょいと後ろを振ふり返ると、二人がふたたび上へと向かっていくのが見えた。

「稼かせげる時間はたかが知れてるな」ウーリーが小声でつぶやく。「もっとも、こうまで表層部に意識を出してしまった以上、わたしに残された時間とてそう長くはないが」

　馬車馬のように間断ない走りを強要される中、アウルは薄うすぼんやりと飛行場での出来事を思い出しつつあった。あのとき──見上げた先で、ブルーの空が森をぽっかり切り抜いていた。そこを突つき抜けていくシーラの戦せん闘とう機。追っていくのは飛ひ竜りゆうの群れ。

　シーラさんはどうなったんだろう？　まだどこか休きゆう眠みん状態にあった脳がにわかに活性化してくる。そうだ、王女が襲われている、ってこの人は言っていた。いまいち王女、という単語と、シーラ、という存在が結びつきにくいのでしばらく気づかなかったのだ。ともあれ、いまのところ命は無事らしい。よかった──。

「襲われた!?」

「うるさい！」

　いきなり怒鳴ったアウルに負けじと大声を出して、若い兵士は建物の外へとアウルを連れ出した。

　ぐいと身体からだを引っ張られて、玄げん関かん近くの柱に背中を押し当てられる。ちょうど黒くろ塗ぬりの自動車が近くにつけたところだった。中から人が出てくる寸前、ふたたび腕うでを取られて全力疾しつ走そうを余よ儀ぎなくされる。

　白はく亜あの建物をぐるりと半周して、裏手に広がる果樹園へと足を踏ふみ入れた。

「ねえ、ねえ、どこに連れていくつもりなんです！」

　繁しげみを突っ切る途と中ちゆうで、アウルは息を弾はずませながらも声を張り上げた。このまま地じ獄ごくの底にまで案内されるような気がした。

「頼たのむから……黙だまってろ」

　ウーリーの返答はいままでよりいくぶん力がなかった。息も絶え絶えだ。信じられないことにアウルより体力がないらしい。

「魔法使いを追え！」

「誰だれか連れ出したぞ！」

　建物のほうから大きく呼び交かわす声が聞こえた。ちっ、と兵士は舌打ちして走る速度を上げる。体力がないかと思えばやたらにタフだ。アウルは足がもつれそうになる。

　果樹園を抜け、獣けもの避よけの金かな網あみをよじ登ると、そこは森林地帯だった。踏みしめた土の感かん触しよくと吹ふき渡わたる風の匂においに覚えがある。森というのはどこも同じようなものでいて、しかしそれぞれに感触の違いというのはあるものだ。アウルはいまやはっきりと思い出していた。

「飛行場が襲われている……って、あのとき、シーラさんを襲った飛竜たちに？　やっぱり、ゲリラなんですか？」

「いいや、そいつらはおまえに罪を着せるためのダミーに過ぎん。よほどシーラやおまえが目め障ざわりだったようだな」

　この兵士、声は若いが、口調がアウルのよく知っている男の落ち着いたそれに似ている。

　やや地面がぬかるんでいたためにズボンの裾すそはぐっしょりと濡ぬれ、靴くつはすぐ泥どろまみれになった。走る途中で手足や顔に蜘蛛くもの巣がやたらにへばりついてくるのにも閉口させられる。

　兵士は事の経けい緯いをアウルに説明した。

　アウルが異端審問会にかけられたこと、王女が弁護を買って出たこと。そしていま、飛行場で大変な騒さわぎが起こっていること。

「その混乱に乗じておまえを助け出せたはいいが……クソ、このざまだ」

　言い捨てるなり、ウーリーの身体がいきなり倒たおれこんだ。道連れとなったアウルも顔面から土に激げき突とつする。

「イタッ！　ちょっと、気をつけて……」

　鼻はなっ面つらを手で押さえて抗こう議ぎしかけたアウルは、ぎょっとなった。木の根元にへたりこんだウーリーの顔は青白く、多量の汗あせをかいている。息も荒あら々あらしい。

「この男の……意識が、どうやら戻もどってきたらしい……数分くらいは何とか抑おさえこめると思ったんだが、わたしも……もはや肉体のない身。いき所を失った自我などは、そう長くはもたない……」

「ちょっ、ちょっと」

　意味不明の言葉といい、苦しそうな様子といい、まるで熱病に冒おかされているかのようだ。彼の肩かたに置きかけたアウルの手がいきなり力強く摑つかまれた。顔をしかめたアウルの眼前に、兵士が青白く濡れた顔を突きつけてくる。

「いいか、よく聞け。もう時間がない」

「痛、たた……聞く、聞きますから手を放して」

　しかし兵士は容よう赦しやしなかった。なおも力をこめて今度は彼の両肩を抱だくようにする。

「わたしがこの兵士の中に自我を宿らせて、もうひと月以上になるが、どうやらここら辺りがタイムオーバーのようだ」

「痛いんですってば……え？」

「魔ま法ほうを使えるようになったおまえにはわかるだろう。離り宮きゆうでの騒ぎは聞いている」苦しげに息を喘あえがせる中、兵士はにやっと悪戯いたずらっぽく笑った。「ザベルに襲おそわれてパニック状態に陥おちいった彼の自我を取り除けるのは難しくなかった。わたしは殺される寸前のところへ〈手〉を伸のばしたのだ。もっとも、わたしは伝説で伝わるところの死霊使いネクロマンサーではない。古い肉体を捨てて、次から次へと新たな肉体に乗り移れるような、そんな便利な魔法など使えはしない。ただ、普ふ通つうの魔法の応用で、解き放った自我をしばらくの間偽いつわりの器うつわの中に閉じこめておくことができるだけの話だ。好きに操れるわけでもない。こうして意識を表に出せるのは、限られたほんの少しの時間だけだ」

　アウルは言葉もない。果樹園の方向から兵士たちの声が聞こえてくる。さらに遠方、飛行場の方角からもっと猛たけ々だけしい雰ふん囲い気きが伝わってきて、森を包むべき自然の静せい謐ひつさは完全に損そこなわれていた。

「それでどうにかできることをやろうとしたが……おまえと、シーラがいっしょにいるところを見て気が変わった。いいや、何もかもわかったわけじゃない。ただ、おまえとシーラの結びつきに、わたしの描えがいていたものとは違う未来が見えたからだ。……アウル、前にわたしが言ったことを覚えているか？　きみに教会の人間を無下に殺せはしまい、とね」

「……あなたは」

「それでいいんだ。アウル、復ふく讐しゆうだけを頼たよりに戦っても、結局は何も変わらない。わたしはそれをわかっていながらも、この憎しみを消すことができなかった。だが、きみは違ちがう。きみのような若者こそが、魔法使いや教会の悲劇を終わらせてくれるのかもしれない……」

　兵士は疲れ果てた顔で笑ってから、表情をふたたび引き締めた。

「わたしはいまの立場を利用して、可能な限り情報を集めた。魔女裁判に呼ばれるままに赴いたのも、奴を調べるためだ──。気をつけろ、奴らはこの戦いをいたずらに長引かせようとしている。おそらくは王女をかどわかし、戦線をさらに拡大するつもりでいるのだ。元はといえばわたしが中心となって起こした戦いだ。こんなことを言う資格はないのかもしれん。しかし、邪よこしまな思いでもって、戦いを、戦いに懸かけた人の命をコントロールしようとする輩やからは許せん。アウルよ──魔法使いアウルよ。おまえならばそれを止められる」

　彼は半はん袖そでのジャケットの懐ふところに手を入れていた。丸めた紙のようなものを取り出し、それをアウルに手て渡わたす。紙を開いたアウルの目に、突とつ然ぜん光るものが浮うき上がってきた。

「あなたは」

　くり返すアウルの目からもう堪こらえようもない涙なみだがあふれてくる。そのとき彼は意外なことを口にした。

「よく聞け……。わたしは、連合の兵士に殺されたのではない。わたしを殺したのは……」

　男は何事かをアウルに囁ささやいた。その内容に目を剝むくより早く、彼に限界が訪おとずれた。

「すまなんだな、司令官としてでなく、貴族としてでなく、最後には父親として言わせてくれ。あいつは、何をいまさら、と怒おこるかもしれんが。いい父親ではなかった──だから、娘むすめを……サラを頼たのむ。あれは……おまえを、好いているよ」

「待って、待ってください！」

「何もかもを託たくされる若者こそいい迷めい惑わくかな。大人はそれでも言うんだよ──おまえならば、とね。アウル──」

　最後に何を言いかけたのだろう。空へと馳はせた視線は、あるいは灰色に閉とざされた故郷ロドーを見ていたのか。暗がりに没ぼつしつつあったその空が、ちらちらと雪を降らせるのが彼にだけは見えていたろうか。

「カルマさま！」

　微笑ほほえんだ男はがくりと首こうべを垂れ、抱きすくめたアウルは涙を散らして彼の名を呼んだ。




「起きろ！」

　数分後、教会兵から蹴けり起こされたウーリーは、はて、なぜおれはこんなところで寝ねてたんだろう、といぶかしんだ。

「あの男をどこへ連れていった！」

　と怒ど鳴なられても何のことだかわからない。と、別の教会兵が彼の衣服に書きこまれた下手くそな文字に気づいた。

「〝この男を操あやつって手助けさせてもらった。ひと足遅おそかったな。──魔法使いアウル〟だと!?　くそっ、手分けして捜せ！　魔法使いといえど、簡単に消えたり空を飛んだりはできないはずだ。それができてりゃ、とっくにそうしているはずだからな！」

「飛行場のほうはどうなってるんだ。機士団への連れん絡らくはいっているのか!?」

　彼らの激げつ昂こうした様子をよそに、ウーリーはいまだ自分のおぼろげな記き憶おくの糸を手た繰ぐり寄せるのに必死になっていた。




　アウルは飛行場へとひた走っていた。

　こんなにも悲しく、こんなにも狂くるおしくて、そしてこんなにも自分の思考が乱れたことはない。

　何をどう考えていいのか、アウルにはさっぱりわからなかった。いま何がどうなっているのか──カルマさまが死んでしまった──シーラさんはどうしたんだろう？──ああ、カルマさままで失ってしまった──飛行場がまた襲おそわれている？　ひょっとしてあれから一日も経たっていないんじゃ──でも、シーラさんはぼくを守ってくださろうとしたんだ──カルマさま！

「いたぞ！」

　エンジン音の唸うなりとともに背後から叫さけび声が届いた。振ふり返るまでもない。エンジン音はさっきから聞こえていたのだ。天てん井じようのない車に乗りこんだ教会兵たちが追いすがってくる。アウルには走ることしかできなかった。前方、森が広く開けた場所が見えてくる。そのさらに向こう、三〇〇メートルほど先が飛行場だ。

　肺が燃えそうに熱い。傷口がまた熱く疼うずき、足で地面を蹴るたびに痛みは脳天にまで響ひびく。いまにも息が止まってしまいそうだ。しかし、それでも、ぼくは、走らなければ──。

「うぁっ！」

　ひと声呻うめいて、アウルは宙に放ほうり投げられた。浮いたのも一いつ瞬しゆん、すぐに地面へ叩たたきつけられる。木の根っこにつまずいたのだ。

「いまだ！」

「油断するな、相手は魔法使いだ」

　近づいてくる。アウルはそれでも走らなければいけないという強きよう迫はく観念に追い立てられて、立ち上がろうとした。相手の足音が乱れたのはそのときだ。

「お、おい、見ろ、あれは！……」

　背後一〇メートルにまで迫せまったその声が指し示すあれが何か、アウルも反射的に見上げた空の中に見つけることができた。

　空くうを裂さいて飛んでいくのは黄金の鱗うろこをきらめかす火ひ吹ふき竜りゆう。

　そしてその上に跨またがる人ひと影かげ──サラ・ウェインとシーラ・アランス、ともによく見知った女性の顔がアウルの見上げる先を横切っていく。

　追わなければ。

　アウルはそう思っていた。カルマさまは、奴らとやらが王女をかどわかして戦線をいたずらに拡大するつもりだとおっしゃっていた。

　追わなければ。

　アウルはそう念じた。カルマさまはこうもおっしゃったのだ。娘を頼む、と。

　追わなければ。

　しかし、ああ……見る間に遠ざかっていく。ぼくにあれを追える力はない。翼つばささえ背中にあれば、いますぐにでも飛んで追いかけていけるのに。

「そのまま動くなよ」兵士の声。「審しん問もん中に逃にげ出すなど、馬ば鹿かな真似まねをしたな。どうあがいても、おまえを待ち受けているのは火あぶりか斬ざん首しゆ刑けいだ」

　翼？

　どくん、とアウルの心臓が高鳴った。

　翼ならあるさ。




　ブラス司祭は一瞬、自分が現実にいるのかそうでないのかわからなかった。

　頭の後ろに手をやると大きな瘤こぶができていた。あの小こ僧ぞうども、と思い返し、はたと王女が目の前でかどわかされた現実に立ち返る。何てことだ。顔からすっと血の気が引いていくのが自分でもわかる。何てことだ。

　呻いて立ち上がりかけたブラスは、さらに度ど肝ぎもを抜ぬかれる光景を目にして、せっかく持ち上げかけた腰こしをふたたび床ゆかに落としてしまった。

　ぶる、ぶるぶる、ぶるぶるぶる……。

　クルーゼのプロペラが回転をはじめていた。

　コックピットには誰だれもいない。本当にそうなのか？　ブラスは目にした現実が信じられなかった。わたしに見えないだけで、本当はいるんだろう？　そうだ、きっと頭をぶん殴なぐられた後こう遺い症しようで視覚障害が起きているんだ。でなければ、あり得るはずがない！

　ぶるぶる、ぶるるるるるる……。

　回転はいよいよ強さを増し、そしてゆっくり機体が動き出そうとする。そうだ、とブラスは思った。車輪止めを外さなければ。彼はいそいそと自分が動けることが嬉うれしかった。わたしは動どう揺ようなどしていない。どんな状じよう況きようであれ、与あたえられた任務をまっとうできるのは、わたしが敬けい虔けんな神の信者であり、どんなことにも動じない強い信しん仰こう心を持っているからだ。

　彼は誇ほこらしささえ抱いだいて、クルーゼが血まみれの飛行場へ滑かつ走そうしていくのを見守っていた。

　神よ、今日もあなたの翼に祝福を！




　飛行場を飛び立った機き影えいがこちらめがけて突つっこんでくるのを見て、教会兵たちは目が飛び出んばかりに驚おどろいた。

　よたよたとおぼつかない飛行だが、それでも翼を何とか水平に保ってぐんぐん近づいてくる。

　アウルはもうひとりの自分を見上げた。

　放たれつづけている自分の自我が宿る場所。あのとき、アウルはクルーゼへ〈手〉を宿らせることに成功していたのだ。

　エンジン部分を心臓と捉とらえ、あとはプロペラから尾び翼よくまで、すべての部分を擬ぎ人じん化していた。難しいことを考えるとせっかくの集中力が途と切ぎれそうだったので、ひとまずはそうした「感覚」で満足していた。あの武器──機き関かん銃じゆうだ──はどうやって使うんだろう？　プロペラの近くにあって危なっかしい。撃うったらプロペラが吹っ飛ばないのかな？　アウルは機銃を指の先せん端たんとして認にん識しきした。そこから雷らい火かが[image: 迸]ほとばしる様を連想する。しばしタイムラグがあった。アウルのイメージを、「肉体」である機銃が認識するまで時間がかかったからだ。ようやく主人の意思を理解したプロペラ同調式機銃が唸うなりをあげ、弾たまを次々と吐はき出す。

　兵たちの頭上をオレンジ色の火線が薙ないだ。地面を転げまわった兵士たちが、悲鳴をあげてその場から離はなれようとする。

　アウルは地面を蹴けった。

　飛べ！　ぼくも飛べ！

　もう少し──そうさ、もう少しは飛べるはず。精せい霊れいたちよ、風よ、ぼくを運んでくれ。ふわりとした感覚に背中を押されたアウルは、滑かつ空くうしてきたクルーゼの上へと舞まい上がり、そしてコックピットへと降り立った。

　がくん、と機体が上下に揺ゆれ、エンジンが不快そうに金切り声をきしませる。一いつ瞬しゆん、失速しそうになった。アウルは肉体から得た感覚で、いまエンジンが止まってしまえばここからは二度と飛び立てないと直感していた。まっすぐにつづく滑かつ走そう路ろがないからだ。

　いけ、いけ、いけ！　歯を食いしばってアウル＝クルーゼは全力を振ふり絞しぼる。もっと速く、もっと高く！　アウルの眼前に密集した木々の幹が飛びこんできた。もっと高く、もっと速く！　プロペラが枝葉を切り裂いた。機体の下腹部が鋭えい角かく状に突き上げられる。そして木の上を跳はねた機体は、今度こそ青く澄すみ渡わたった空へと躍おどり出た。

　ぶるるるる……ぅーん。

　遠ざかっていくクルーゼを、教会兵たちは吹ふき過ぎる嵐あらしを見送るような眼差しで見つめていた。




　凄すさまじい風に髪かみを煽あおられて、シーラは薄うすく目を開けた。

　いけない。クルーゼの風防が開いてしまっている。気を失ってしまったのか？　シーラは反射的に操そう縦じゆう桿かんを持ち上げようとしかけ、手がぬめりとした何かを摑つかんでいることに気づいた。

「お姫ひめさまがお目覚めのようだ！」

　後ろから彼女の身体からだを固定していたトッドが怒ど鳴なった。

　横に並んだ竜りゆうの上、サラがこちらへ顔を向ける。おぼろげな頭を抱かかえながらも、シーラは訊きいた。

「……あなたは」

「カルマ・ウェインの娘むすめ、サラ・ウェインよ」

　サラは誇らしそうに、しかし声には隠かくしきれない憎にくしみを乗せて自ら名乗った。

「お父さまは殺せたみたいだけれど、あなたは犯してはいけない過ちを犯したのよ。このサラ・ウェインを殺し損ねるなんてね！　魔ま法ほう使つかいの味わってきた苦しみと憎しみを、その身でたっぷり味わうがいいわ。やがては連合全体が味わうことになるそれを！」

「────」

「それまでの間、どうぞ短い空の旅を満まん喫きつしてね。いつもみたいに自由に飛べないのがご不満でしょうけど、どうせあなたはもう二度と飛べやしないのだから」

　シーラは自分の立場と状況とを即そく座ざに理解した。捕とらわれの身となってしまったのだ。怒いかりよりも、恐おそろしさよりも、シーラはこみ上げてくる情けなさによって唇くちびるを嚙かみしめた。

「こんなことをして、どうしようというのだ。わたしの身み柄がらがどれほどのものをおまえたちにもたらすと思っている？　無む駄だだ！　いたずらに教会を刺し激げきするだけの結果になると、なぜわからないんだ」

「そう、いたずらに刺激したいのさ」トッドが笑った。「ぼくたちの戦いは、貴族たち、司祭たちをこそ火あぶりにすることでしか終わりはもたらされない。それを連合に、そして何より、怖おじ気けづいたぼくたちの仲間にも教えてやるんだ！」

「馬ば鹿かなことを……」

　荒あれ狂くるう風の中心で、シーラは竜の瘤こぶを手で叩たたいた。風に吞のまれて消えるはずのそのつぶやきを、サラが聞きとがめたらしい。

「馬鹿なこと、ですって！　『英えい雄ゆう』さまにはそう思えるのかもしれないわね。あたしたちはどうせ悪あく魔まに魂たましいを売った背教者なのでしょう？　だったら、いまさら馬鹿なことをするのにいちいち驚かなくってもいいんじゃないかしら！」

「違ちがう！」シーラもむきになって怒鳴り返した。「わたしたちは同じ人間だ。それを誰だれよりも、何よりも早く伝えねばならない相手の憎ぞう悪おをわざわざ搔かき立てるような真似をして。自分たちが悪魔だと思いこめば、他人だってそう感じるようになってしまうだけだ！」

「何ですって。悪魔はどっちよ？　罪もない大勢の人たちを殺して！　あなたたちが神さまで、わたしたちが悪魔でないっていうんなら、殺した人たちを返して。いますぐ返してよ。お父さまを、お母さまを返してーっ！」

「お、おいおい」

　いきなりはじまった女同士の戦いに、トッドとハーバが戸と惑まどった顔を見合わす。どうして女というのは時と場合を最初に考えようとしないんだろう？　いまは敵地からの逃とう亡ぼう中、おまけに高度一〇〇メートル近く。

「子供みたいに！　現実を考えなさい、サラ。このような真似まねをすれば、おまえの家族のように奪うばわれていく命が増えていくだけだとなぜ考えない？」

「奪った人間たちが言うことか！　お父さまを、お母さまを……あたしのアウルを返して！　そうしたら言うことだって聞いてあげるわよ！」

「そうでなければ相手の言い分も聞かないというのでは、それこそ教会と同じだ！　自分の狭せまい捉とらえ方でいつまでも……アウル？　あたしのアウル？」

　歯を剝むき合っていた女たちに変化が生じた。シーラはふと思案に暮れ、言こと葉ば尻じりを捉えられたサラは顔に血の気を上らせる。と、顔を伏ふせかけていたシーラが、ちぎれ飛びそうな髪を手で押さえつつサラをにらみつけた。

「誰がおまえのアウルなものか。カルマ・ウェインの孤こ児じ院いんで育ったからといって、それが何だというんだ。いまはわたしのアウルだ」

　冷れい笑しようする。よく考えて言った台詞せりふでないにせよ、口にすると案外、気分がすっきりした。一方のサラは当然、怒いかり狂う羽は目めになる。

「ふざけないでよ！　あいつはお父さまが小さい頃ころに拾ってきた子供なのっ。簡単に他の誰かのものになるなんて、そんな恩知らずな真似が許されるもんですか！」

「そうか、それならばお金で買い取ろう」邪じや悪あくな思いに駆かられてシーラは言った。「そうやってもの扱あつかいしてるんだ。お金で買えるということだろう？　さあ、いくら欲しいか言いなさい、サラ！　その倍以上の黄金をわからずやのその顔に叩きつけてやるから！」

「な、な、な、ななな、な」サラは言葉をつっかえさせた。「何、何で、何ですって！」

「こちらはともに命を懸かけた仲だ。ただの昔むかし馴な染じみなど腐くされ縁えんにもならないさ」

「こ、この！」

　トッドはもはや呆あきれるどころではない。何だ、今度は高度一〇〇メートルで男の奪いあいか？　別に何をしたっていいけど、その会話にはぼくだって引っかかりを覚える。大体……、

「アウルって、生きているの!?」

　突とつ然ぜん、ハーバがすっとんきょうな声をあげた。「当たり前だ！」「当たり前よ！」二人の女性は大声を張り上げて、ハーバをにらみつけ……それから、はっ、とサラは目を丸くした。

「……噓うそ」

　シーラも我に返った。いままでと違う視線を交かわす女二人の後ろで、今度はトッドが叫さけんだ。

「ちくしょう、もう来た!?」

　竜りゆうに跨またがった全員が後方へと首こうべを回めぐらした。

　シーラが目を瞠みはる。竜たちよりも高い高度でこちらへ追いすがってくる一機の戦せん闘とう機。その姿をシーラが見間違えるはずもなかった。

「クルーゼ？」

　翼つばさが絶えず不安定に揺ゆれて、よたよたとしたおぼつかない飛び方だが、それでも必死になってこちらへ喰くらいつこうとしている。誰かに似ているな、とシーラは何となく思った。

　クルーゼが高度を落としてきた。火ひ吹ふき竜を駆るサラとトッドはそれぞれ、左右に旋せん回かいしようとする。

　寸前、いままでの大声の応おう酬しゆうよりもさらに大きな声でシーラは叫んでいた。

「アウル!?」

　シーラの乗る竜から離はなれかけるその直前に、サラがこちらを見た気がした。
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　滑かつ走そう路ろから五機の戦闘機が離り陸りくしていく。

　シーラ隊の面々──アレン、ティギーに、ユアン、ネリス、ミリアム。

　当然、さらわれた王女を追っての出しゆつ撃げきなのだが、彼ら五人は全員、デスタンから何やらおかしなことを言い含ふくめられていた。

「先ほど飛び立ったクルーゼは例の魔ま法ほう使つかいによって奪われている。なるべく撃げき墜ついせず……そう、なるべく傷つけず、奪い返せ。審しん問もん会はまだこの先を控ひかえているのでな」

　稼か動どう状態にある戦闘機をいかにすれば傷つけずに奪い返せるのか、具体的な策に関してはまるで触ふれず、そのおかしな要件だけを告げた。シーラを傷つけず奪い返せ、というのならわかるが、飛行機を？　パイロットたちは一様にまるで面と向かって飼い犬を罵ば倒とうされたような顔つきになったが、あえて口は差し挟はさまなかった。

　二機のクルーゼ、それに、ユアンたち三人が搭とう乗じようする教会機士団専用の戦闘機イルフリードが離陸していく。クルーゼと同じ単座戦闘機だが、もともとは飛竜や、カルマが使用していたような魔法使いたちの〈目〉の届かない距きよ離りからの奇き襲しゆう攻こう撃げきが可能なように高高度での飛行を目的として開発された機体であり、原型機は爆ばく撃げき機だ。格かく闘とう性能においてはクルーゼより若じやつ干かん劣おとるのは否いなめない。装そう甲こう板も厚く、鋭するどい機き影えいのクルーゼと並ぶとややずんぐりした印象もあった。

　それを見守る黒い長衣姿のデスタンの隣となりに、ベ・ルーの防空機士団長が並んだ。

「こちらも出撃準備は整っております。敵の向かった先はおそらくノウズ峡きよう谷こく。足の速い双発戦闘機シルフを用意させました。こちらは峡谷のほうへ先回りを……」

「ならん」デスタンは言葉短く切り捨てた。「敵はなおも潜ひそんでいて、こちらの防ぼう御ぎよが手て薄うすになったところへ攻撃を仕し掛かけてくるつもりかもしれん。防衛を徹てつ底ていさせろ」

「は？　しかし……敵の数も未知数、五機だけでは、返り討うちに遭あうやも」

「わたしに異を唱えるほど、おまえも物わかりの悪い男ではあるまい」

　腰こしの後ろで両手を組んだデスタンに有う無むを言わさぬ口調で機先を制され、機士団長は「は」と黙だまりこんだ。

「──もう少し利用しがいもあるかと思ったが。潮時だな。英えい雄ゆう伝記のクライマックスを、せいぜい劇的に盛り上げてくれるといいが」

　暮れゆく空を眺ながめていたデスタンは、誰だれにも聞こえないような声でそうつぶやいた。




　森の外れ、小高い丘おかの連なりを挟んださらに向こう──高さ五〇〇メートルの断だん崖がいのてっぺんにロゲルたちが陣じんを敷しいていた。やたらにまっすぐな道が目の前に開けていて、その末まつ端たんからほとんど直角に崖がけ下したへとつながっている。

　ロゲルは騎き乗じよう用の七匹ひきの地竜と、機士団迎げい撃げき用の火吹き竜五匹、それより小こ柄がらな囮おとり用の飛竜を三匹、そして三〇人の兵士を従えていた。

　彼らは二匹の竜がこちらへ飛んでくるのを目撃して、わっ、と沸わき返ったが、しかしすぐに戦闘機の機影を認めて一気に緊きん張ちようした。ロゲルが火吹き竜を飛び上がらせようとするその直前、やんわりとした手が伸びてきた。

「あの戦闘機は討たなくてもいいんじゃないかしら」

「何。なぜだ、ユーリア」

　反乱軍の女性ユーリアはいつもと変わらず夢見るような笑みを浮うかべていた。首には透すきとおった管にも似た、風の精せい霊れいヒュージを巻きつかせている。

「見て。あの距離にまで追いつめても一発も機き銃じゆうを撃うっていない。おまけにサラたちも逃にげようとしているわけではなさそうじゃない？　様子を見たほうがいいわ」

　様子を見る？　こんなときに？　ロゲルはそう言いたそうな顔になったが、部下の手前、それを否定しては臆おく病びよう者の烙らく印いんを押されそうだったのでやめておいた。徹てつ底てい抗こう戦せん派の筆頭として、ここは大きく構えておく必要もあったし、何より、彼は半月ほど前からこちらに急接近してきた女性にひどく甘かった。

　風を巻き起こしつつ、竜たちが舞まい降りてきた。

　真っ先にサラが飛び降り、ロゲルたちに手を打ち振ふる。

「道を開けて！　アウルが着陸するの！」

「アウルだと？」

　ロゲルは歯を剝むきかかったが、戦闘機が高度を落としてくるので仕方なく部下たちに道を提供させる。

　徐じよ々じよに速度と高度を落としてきた戦闘機が間近まで迫せまる。ロゲルのすぐ手前で失速した機体は、土つち煙けむりを多量にぶちまけながら着陸した。車輪が土を嚙かんでじゃりじゃりと唸うなる。数度ほどバウンドした機体は、丘の斜しや面めんに差し掛かかる手前でストップした。

　反乱軍の兵士たちが弓矢や剣けんを油断なく構える中、風防が開き、中から小柄な少年──アウルが姿を見せた。彼は疲つかれ果てて、青白い顔をしていた。いったん眼鏡めがねを取って顔の汗あせを拭ぬぐったあと、ふたたび眼鏡をかけた目で辺りを見回す。

「アウル！」

　サラの声が飛んできた。が、喜色満面で飛び出そうとするのを、ロゲルが太い腕うでで肩かたを摑つかんで制する。そうしている間にもトッドの手で降ろされたシーラが、兵たちによって後ろ手に縄なわを打たれ、ロゲルとユーリアのもとへと連れていかれた。

「確か、エウリュアレの森でいき倒たおれた小こ僧ぞうか。手前、生きてやがったか？」うさん臭くさそうにロゲルは鼻息を噴ふいた。「何だってそんなものに乗ってやがる。おい、あれを調べろ。他に操縦してた奴やつが乗ってるはずだ」

　ロゲルは部下にそう命じたが、降りてきたアウルはかぶりを振った。

「誰も乗っていません。ぼくが動かしたんです」

「まあ、ずいぶんと下手な噓うそね」ロゲルの腕を振り払はらおうとしながらサラが笑う。「あなたにどうやってあんなものが動かせるの？　馬だってろくに乗りこなせないあなたが！」

　サラは心底から愉ゆ快かいだった。どうして彼がここにいるのか、どうして戦闘機から出てきたのか、もちろんわかるはずもないが、ただ確かにアウルが生きていて、そして姿を見せた。ぽっかり心に空いていた穴が、いまやその半分を埋うめられたのだ。それだけで充じゆう分ぶんだった。さらには計画が大成功したことももちろん彼女を浮き立たせていた。

　が、サラにからかわれ、以前のように赤面して怒おこったり、あわてたりするアウルはそこにはいなかった。彼はサラのほうを見ようともしなかった。ロゲルでさえ視線の対象ではなかった。アウルはシーラと、そしてその隣となりのユーリアを見ていた。そしてアウルは、誰にも予想のつかなかったことを口にした。

「ユーリアさん。あなたの差し金ですね。シーラさんをさらおうだなんて。それで、戦いをつづけたかったんですか？」

　ユーリアは目を白黒させた。小柄な身体からだを両手で抱だきすくめ、助けを求めるように隣の巨きよ漢かんを仰あおぎ見る。ロゲルは咳せき払ばらいして前に出た。

「いいや、おれだよ。おれがサラたちに情報を与あたえた。だが、それのどこがいけない？　カルマさまは敵に討たれた。教会の連中が調子づかないうちに──そして、魔ま法ほう使つかいたちの心が折れてしまわないうちに、次の手を打つのは当たり前のことだろうが」

「あなたにサラたちの手引きなどできません」アウルはきっぱりと言った。「あなたが、自分でそう思っているのなら、ユーリアさんにそう思わされただけだ」

「あ？──」

「王女を返していただきます」

「何と言いやがった、手前」ロゲルが歯を剝いた。が、アウルは怯おびえなかった。

「王女を返していただきます。何でしたら、もう三度ほどくり返しましょうか。いま王女をさらったところで、反乱軍はひとつになどなりません。むしろ恐おそれを抱いて離り反はんする人間が増えるだけのことでしょう」

「ガキが知ったふうな口を！」

「ええ。これは受け売りです。元反乱軍司令官の。でも、あなたにだって想像はつきませんか？　本当にこうすることが正しいなんて、誰だれもが思っているわけじゃないでしょう？　こうして、仇かたき討うちの連れん鎖さをつづけることだけが、本当に魔法使いのためだなんて思っているわけじゃないでしょう！」

　こいつは何だ──？　ロゲルはわずかに目を細めた。前に会ったときは、もっとおどおどしたような性格の小僧だった。それが何だ。反乱軍の中でも恐れられている地ち竜りゆう部隊長ロゲルさまの目をまっすぐに見てやがる。ぼさぼさの髪かみに、青白い顔。童顔、小さな身体、泥どろで汚よごれた衣服──どれを取っても、ロゲルを恐れさせる要素など何ひとつないのに、なぜか、正面から見つめられると気け圧おされるものを感じる。……恐れる？　気圧される？　馬ば鹿かな！

　ロゲルが怒ど鳴なり声をあげようとした瞬しゆん間かん、アウルはその視線を外し、またもユーリアのほうを見た。

「ユーリアさん。あなただって、本気で、心の底から、そう思っているわけじゃないはずです。あなたご自身は、どう考えているんです。本当にそれでいいんですか」

「わ、わたし、わた、わたし……」不意にユーリアは怯えて、視線を逸そらした。「わからない……わたし、わからない……」

「もうよせ！」

　ロゲルはついに怒鳴り、ユーリアへ詰つめ寄ろうとしていたアウルの胸を突つき飛ばした。ごろんとさしたる抵てい抗こうもなく小こ柄がらな身体が転がる。ふん、とロゲルは嘲ちよう笑しようした。何を恐れている？　こんなちっぽけなガキひとりを？　おれたちは、歴史的なことを成し遂とげたばかりじゃないか。

「王女を追ってきたところを見ると、手前はパリスにずっといたようだな。そこで感化されたか、お姫ひめさまにガキっぽいロマンを抱きでもしたか？　もういい。下らねえ。さあ、英えい雄ゆうどの？　我らとともに来ていただきましょう──」

「シーラを返せ！」

　ロゲルがシーラの肩をぐいと抱いた瞬間、いきなりアウルは駆かけ出した。跳とびかかって、シーラの襟えりもとにかかっていたマントを摑んだ。ロゲルは太い腕をひと振ふりした。アウルは目に見えない壁かべに弾はじき飛ばされたかのように宙を逆方向へ舞まった。ほどけたマントがアウルの手に移る。

「アウル！」

　シーラが仰あお向むけに倒たおれたアウルへ手を差し伸のべようとするのを、ロゲルが阻そ止しした。

「ふん、とち狂くるいやがって。まあ、おまえみたいな奴やつが裏切ろうとそうでなかろうと実害がないのがせめてもだ。いまのうちに囮おとりを上げろ！　火吹ふき竜より先行するなよ。機士団が見えたらバラバラに飛んでいけ。さあ、こっちに来るんだ、英雄さま！」

　余興にもならなかったひと幕が終わりを告げた──と誰しもが思い、それぞれに行動を起こそうとした。

「サラ、さっさとおまえも〈手〉も貸せ！　飛ひ竜りゆうを使うんだ」

　ロゲルが大声でカルマ・ウェインの娘むすめを促うながす。サラは地面に転がったアウルのほうを見ていた。彼女こそ、このひと幕にもっとも驚おどろかされ、心を揺ゆさぶられた人物だった。

　──何？　どうしたの？　彼、何て言っていたの？

　理解さえ拒こばんだ頭の中で、同じ疑ぎ問もん符ふがくるくると回っている。ロゲルが派は手でに舌打ちした。「だ、だけど……」とサラが言いかけるのを、

「こいつは王女さまにいかれちまったのさ。もう放っておけ。それより、カルマさまの娘であるおまえこそが動かなけりゃ、意味がないんだぞ！　おまえのやりたい復ふく讐しゆうってのは、こんなガキひとりにつまずくようなものか！」

　カルマの名前を出されると、サラの顔に多くの感情の色が揺らめいた。アウルは倒れたままだ。

「さあ、乗れ！」

「放せ！　ええい、サラ・ウェイン、アウルを見捨てるのか！」

　そう叫さけぶシーラの声も、サラの耳には届いていなかった。うつむき、天を仰あおいで、それから、嚙かみしめた唇くちびるの端はしを手で拭ぬぐった。

「あたし……いくわ。アウル、あなたもついてらっしゃい。裏切ろうとした罪は重いけれど、わたしの下でずっと働くなら、許してあげる」

　答えを導き出してアウルに手を差し伸べる。何が何だかわからないが、もしシーラに「たぶらかされた」というのなら、わたしの努力で元に戻もどしてあげるだけの話。何せ、彼は自分から「戦いたい」と父親に言っていた少年なのだ。ほんの少しの迷いが何だろう？

「そんなガキ、魔ま法ほうもろくに使えやしないのに何の役に立つ？」

　ロゲルが苛いら立だたしそうに嫌いや味みを言った。「さあ！」とサラは彼を無視してアウルに差し向けた手をもっと伸ばそうとする。

「…………」

　そのとき、アウルが何事かをつぶやいた。「え？」と問いかけたサラの耳に、不気味な笑い声が届いた。

　発信源は他ほかならぬアウル。彼は笑っていた。

「下につく？　きさまの？」

　アウルは低い、しかしよくとおる声で言った。サラがますます自分の耳を疑っている間に、

「この小こ僧ぞうの真似まねもいい加減飽あきたところだ」彼は別人のように低い声で言いながら立ち上がった。「なるほど、余が眠ねむっている間にいろいろと面白いことになっている。勉強させられたぞ、ロゲルとやら」

「こいつ、頭でも打ったか。もっとおかしくなりやがった」

　ロゲルは頭の脇わきで指をくるくると回した。皆みなが失しつ笑しようしようとする。と、

「ロゲルさま！　この飛行機には誰だれも乗っておりません！」

　クルーゼを調べさせていた部下のひと声が、全員の注意を集めた。彼らは同じ顔になった。危ない、と皆が言いかけたのだが、時遅おそく、その部下はいきなり跳はね飛ばされた。

　前へと倒れた彼の横を通り抜ぬけて、クルーゼが地面をゆっくりと滑すべり出す。

　虚きよを衝かれた人々が息を吞のんだまさにその瞬間、両りよう翼よくの機き関かん銃じゆうが吠ほえた。

「うわあっ」

「ああっ！」

　人々の波が二手にわかれて左右に散る。それに押されてロゲルは後ろへひっくり返り、手がシーラから離はなれた。ドッドドド！　掃そう射しや音に紛まぎれこんだ奇き跡せきのついでのように、シーラの縄なわがふわりと外れ落ち、彼女は何かに導かれるようにしてアウルのもとへと駆かけ出した。

　掃射音が止む。

　残ざん響きようが全員の耳にこだましていた。クルーゼはなおも動き、悠ゆう然ぜんと立つアウルのすぐ近くでぴたりと止まる。機首はロゲルたちへ向けられていた。騒さわぎがもたらした風が、ばたばたと黒いマントの裾すそをはためかせている。シーラがつけていたはずのそれは、いつしかアウルのものになっていた。

「わあ、わあーっ！」

　また撃うたれると思ったのか、訪れるべき静せい寂じやくを打ち破って、トッドが奪うばい取ったばかりのライフル銃を遮しや二に無む二にクルーゼへ向けようとした。

　が、その銃身はじろりとしたアウルの一いち瞥べつを受けるや、飴あめ細ざい工くのようにぐにゃりと曲がりくねる。

　今度こそ静寂が立ちこめた。

「き、きき、貴様……」

　ロゲルは吠えようとしたが、がちがちと歯が打ち鳴るばかりで何も言えなかった。機銃の弾たまは彼の足元近くを薙ないでいったのだ。

「アウル──」

　サラはいよいよ混こん迷めいを深めて、半ば呆あつ気けに取られたようにその名をつぶやいた。

「余はアウルではない」少年はその瞬しゆん間かん、誰よりも高い視線で皆を見下ろしている気がした。「娘むすめ御ごよ、そなたならば言い当てられるのではないか？」

　とアウルに突とつ然ぜん言われたサラは、戸と惑まどいの呻うめき声をあげた。

「な、何を……」

　瞬間、空気のうねりにも似た何かが近づいてきた。反射的に振ふりほどこうとしたが、その〈手〉は意外な力強さをもって、サラの額を叩たたいた。

　覚えがあった。目を見開いた少女の脳のう裏りにそのとき展開されていたのは、赤々と燃えるエウリュアレの大森林。敵の兵士に囲まれて──子供のような格好をした大人の魔法使いに殺されかけたそのとき──〝駄だ目めだ！〟と叫ぶ声が額を叩いたのだ。

　炎ほのおを引き裂さいたのは、野や獣じゆう王ザベルの黒々とした腕かいな。

　サラは一歩下がった。顔は青ざめ、杖つえを握にぎる手は大きくわなないている。

　切せつ迫ぱくしているはずの時間の流れが、誰かの手によって強引にせき止められたような、そんな奇き妙みような遅ち滞たい感がその場にいるすべての人間の胸を占しめた。

　サラが震ふるえ声で囁ささやいたのはそれからどれくらい経たってからだろう？

「ま、さ、か……」サラは、幼おさな馴な染じみをはじめて畏おそれの眼まな差ざしで見つめた。

「魔ま王おう──ガリオン」
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　アウルは疲つかれ果てていた。

　戦せん闘とう機に〈手〉を重ねるなどといった前代未み聞もんの魔法は、ある意味で荒あれ狂くるう魔将たちを制せい御ぎよするよりも困難な作業だったのだ。いかに普ふ通つうでないといっても魔将は生き物だ。手足の動かし方は人間のそれとさほど変わらない。しかし航空機は生物とはまったく違ちがう。手を「手」と認にん識しきせず、足を「足」と認識せず、心臓さえも無機質な、しかし絶えず炎をあげているエネルギーの塊かたまりとして認識せねばならず、ひとつ作業を間違えば真っ逆さまに墜おちるか、あるいは、〈手〉を深く重ねるあまりに人間のほうの手足を失うか──いずれにせよ、長時間にわたって強制された先の見えない綱つな渡わたりは、彼をすっかり疲ひ労ろう困こん憊ぱいさせていた。もし横になることが許されたなら、あっという間に寝ね息いきを立てていたに違いない。

　しかし、彼にとって本当の試練はこれからだった。

　一世一代の賭かけだ。

　彼は迫せまられるままにある決断をした。

　かつて間近に見た、『英えい雄ゆう』シーラの決断を、自らにも強いたのだ。

　それを口にした瞬間、どくんと心臓に新たな血の流れが加わるのを感じた。自分がまるで意識もしないままに引き裂かれて、片割れがどこか遠い世界へ旅立っていったかのようにも感じた。

　しかしアウルはひるまなかった。見届けねばならなかった。これからの自分のいくべき場所を探し出すためにも。

　決意の結果は、遅滞した時の流れにほんの少し、魚の小骨ていどに差し挟はさまった静寂だった。

「馬ば鹿かな！」

　とロゲルがまずその骨を取り除いた。せせら笑おうとしたのか口元は緩ゆるんでいるが、目はアウルに釘くぎづけとなったまま離せない。

　誰だれしもが同じ思いだったろう。皆みな、サラのその言葉を表面上では否定しながらも、どこかで拭ぬぐい去れない疑念がある。恐れがある。

　ほんの数秒もしないうち、空の片かた隅すみで遠えん雷らいが轟とどろいた。いや、戦いのはじまりだ。空へ解き放った火ひ吹ふき竜りゆうと飛竜とが敵の機士団とぶち当たったのだろう。

　一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、影かげのように素す早ばやく動いたのはユーリアだった。

　小さな悲鳴がアウルの視線を引きつける。ユーリアはサラの背後に立っていた。その手をねじり上げ、自分の腕をサラの細い首筋に巻きつかせて。

「魔王ですって？」

　ユーリアはいままで誰も見たことがないような、凄すごみのある笑えみを浮うかべていた。サラは彼女の行動が信じられないのか、身動きひとつせず、ただ目をいっぱいに瞠みはっている。

「ふん、だけど奇妙じゃないこと？　その魔王が、なぜ敵である英雄の血族を救おうとするの？」

「馬鹿なことをするな、ユーリアとやら。その娘御とおれに何の関係が……」

「さっきは余と言っていたわよ、アウル」ユーリアは笑みを深くした。「あなたが魔王だというのなら、このまま機き銃じゆうを撃うってみなさい。それ以外の魔法は使わないでね。わたしとて魔法使い。別の精せい霊れいの動きを感知した瞬間にサラを殺すわ」

　遠雷はなおも轟きつづける。飛竜の咆ほう哮こう、機銃の掃そう射しや音、そしてプロペラ音に混じって聞こえる生き物の悲鳴。誰もが、視界の片隅に宙を走るそれぞれの火線を留めながらも、魔法で地に足を縫ぬいつけられたように動けない。それはアウルとて同じだった。

「やっぱりね。さあ──」ユーリアは兵士たちに顎あごをしゃくった。「やって！　わたしたちを裏切り、あまつさえ魔王を詐さ称しようする不ふ穏おん分子を排はい除じよするのよ！」

　命令を下されて数秒。やはり誰も動けない。血の気の多いロゲルでさえ、巌いわおのような顔に戸惑いを隠かくし切れないでいる。魔王だと？　確かに馬鹿げている。だけど──だが──しかし。いったい反乱軍にいるどの魔法使いが、飛行機を操あやつれる？

　地面がえぐられるような物音がした。

　段々と近づいてくる。車のエンジン音だ。教会兵たちが迫りつつあるらしい。

　ユーリアは舌打ちし、サラを抱かかえ上げたかと思うと、近くで翼つばさを折り畳たたんで出番を待っていた飛竜にひらりと打ち跨またがった。

「サラ！」

　ユーリアの決断と行動は素早かった。首に巻いてあった風の精霊ヒュージをびゅっ、と伸のばすや、駆かけつけようとしたアウルの眼前を叩たたいて追い足を封ふうじ、そのまま翼竜を舞まい上がらせたのだ。ヒュージは蛇へびのごとく空中を舞い戻もどった。

「アウルーっ！」

　必死で伸ばそうとするサラの手が、アウルからぐんぐんと遠ざかっていった。

　それがきっかけとなった。

　教会兵たちの接近を感じ取った兵士たちはわらわらと四方へ散って走り出し、囮おとりとなるはずだった飛竜も兵士を乗せたままてんでに違う方向へと飛び立ちはじめる。ロゲルは地竜に跨ってどすどすと巨きよ大だいな足音を立てて森から谷底のほうへと駆け下りていき、トッドもハーバも、本能の命じるままに地面を蹴けって走り出した。

「くそっ、どうして！」意味もわからないまま、誰かが泣き叫さけんだ。「全部失敗だ！　おれたちは終わりだ！」

　アウルひとりだけが、他の誰とも違ちがう方向へ疾しつ走そうしていた。

　クルーゼへ駆け寄ると、ユーリアがそうしたようにひらりと宙を舞って乗りこもうとする。

　チュン！　土が跳はねた。寸前まで彼の足があった場所だ。幌ほろなしの車が数台、教会兵たちをそれぞれ四、五人ずつ乗せて数じゆ珠ず繫つなぎに走ってくる。

「止まれ！」

「異い端たん審しん問もんを逃にげ出したものが相手の場合には射殺の権限もあるのだぞ！」

　くるみ材の銃じゆう床しようを使った銃が車の先頭に取りつけられていて、そこから射しや撃げきを行いつつ、クルーゼとの距きよ離りを詰つめてくる。

「大人しく待っていたって、どうせ火あぶりじゃないか！」

　アウルはわめき返してコックピットに入ろうとした。と、もうひとり、アウルが先ほどやった跳ちよう躍やくをまるでこれ見よがしに馬鹿にするみたいに素早く、そして優ゆう雅がに舞った人ひと影かげが中へと割りこんできた。

　ぎょっとした彼の前で、『英雄』は、

「おまえはあれを使って、サラを追え。機士たちはわたしがひきつける」

　こともなげに言った。彼女が顎で指し示したあれとは、木々の間に長い首を引っかけて、身動きの取れなくなっている飛竜だ。逃げようと焦あせるあまり、兵士が無茶な命令を下したのだろう。当の〈手〉をつないでいたと見える兵士は竜をあきらめて逃げていた。

「でも……」

　ためらっていたアウルだったが、

「何がどうなっているんだか、わたしにはわからないが……おまえにはわかってるんだろう？」

　シーラは確信をこめた言葉で訊きいた。アウルは顎を縦に引く。

「え、ええ。カルマさまに止とどめを刺さしたのは……ユーリアだからです」

「何だと。誰だれに訊いた？」

「カルマさまに」

　シーラは黙だまりこくった。だだだっ、と射撃音がほんのすぐ近くで聞こえた。威い嚇かくのつもりだったか、機体には当たっていない。

「ふん、いつもわたしにはわからないことばかりだ。あのときと同じか」シーラは頷うなずいた。「なら、もう一度おまえを信じてみるまでさ。さあ、いけ。わたしたちは『英えい雄ゆう』と『魔ま王おう』。これ以上ない無敵のコンビだぞ」

　シーラ・アランスは微笑ほほえんだ。少年じみた顔が一転し、まるでアウルは顔にふっ──と花の香かおりを吹ふきつけられたような気になって、こんなときだというのにひどく動どう揺ようした。

「わ、わかりました。エンジンをかけます！」

　そんな気持ちを吹っ切るように怒ど鳴なって、アウルはクルーゼから飛び降りた。伸ばしたままにさせておいた〈手〉によってエンジンを再始動させる。途と端たん、唸うなりをあげたクルーゼは、こちらへ迫せまりつつあった車に向けて、逆に威嚇の射撃を行った。「いけ、アウル！」というシーラの叫びが合間に聞こえる。

　アウルはクルーゼから外した〈手〉を、今度は飛ひ竜りゆうの首を挟はさんでいる樹木に差し向けた。正確には樹木を取り巻く精せい霊れい界に。スムーズに入った。はじめての場所でこうもたやすくいくのは本来珍めずらしい。訓練のおかげだ。……と、言いたいところだが、実際はガリオン・ローブのおかげだった。ずっとシーラが預かってくれていたそれを首にかけたアウルは、いまやあらゆる精霊界をこじ開けて中に入れるような気がした。無論、それもこれも、アウルが自力で魔法の基き礎そを習得したためでもある。

　ほんの少し左右に木々が開き、飛竜が首を引っこ抜ぬいた。あわてて翼をはためかせようとする竜へとさらに〈手〉を移し変える。魔将のそれと異なり、おそろしく平へい坦たんな空間がアウルを出で迎むかえた。まるで引っかかりがないままに、すとんと精神部の最奥部へと落ちる。魔法使いが薬で本能を抑おさえた飛竜をよく使役したがるのはこのためだろう。魔法の初心者でも操りやすいのだ。

　アウルは身動きを止めた竜に跨った。今度こそ翼をはためかせると同時に、クルーゼがその側面でよたよたと斜しや面めんを登りはじめていた。

　坂を登りきると、あとは一気に下り斜面になっている。しかし直進できる道は四〇メートルもない。というよりも、道そのものがないのだ。その先は、三〇〇メートルもの断だん崖がいが待ち受けているのみ。

　コックピット内のシーラはいったん唇くちびるを嚙かみしめ、それから、上等だ、と言わんばかりにスロットルを操作してエンジンを全開にした。素す早ばやく計器類をチェックし、プロペラの回転にあわせて左へ機体が流れようとするところを右のフットバーを踏ふみこんで制せい御ぎよしつつ、機体を走らせる。

　ぐんぐん崖がけが近づいてくる。アウルは一いつ瞬しゆん目を疑ったものの、しかしそれしか方法がないことを直感してもいた。王女を信じる。機体がふわりと浮ういた。シーラは女性にしては鍛きたえ上げられた両りよう腕うでを駆く使しし、操縦桿を限界まで引きつけつづける。

　プロペラは猛もう回転している。速度も上がる。アウルはしかし、間に合わない、と思った。速度も、回転も、機体も、シーラも、瞬間、何もかもが真まっ暗くら闇やみの穴に喰くわれたような気がした。

「シーラさん！」

　アウルは飛竜に上じよう昇しようを命じた。竜がけええーっと唸る。ばたばたと近くで風が鳴り、地面が遠ざかった。ほとんど垂直に落ちこんだ崖近くまで竜を進めたとき、

　……ぅぅううーん……という、それこそ獣けものの唸りにも似た音が近づいてきた。暗い峡きよう谷こくからぬっと鼻はなっ面つらが飛び出てきて、飛竜のすぐ側面を全長七メートルの機体を引きずりながら反対方向へと上昇していく。アウルは以前にシーラがやっていたように親指を立てた。コックピット内からこちらへ顔を向けたシーラも同じく。ほんの一瞬かち合った視線は、すぐさま引き裂さかれた。

　すれ違ちがっていく戦せん闘とう機と飛竜。

　ともに目的を果たすため、やがて彼らはそれぞれの空へと舞まい上がった。




「な、なな、何じゃ！」

　ガイツは妙みような震しん動どうを感じて跳はね起きた。エウリュアレ、魔王城の地下に広がる玉座の間。暗く、しんと張り詰つめた空気がそれごと揺ゆれ動いている。

　すぐに収まった。

　ガイツは気のせいか、と思い、また眠ねむりにつこうとした。研究と解読のしどおしで、頭の芯しんが鈍にぶく、重い。歳としには勝てん、とひとりごちかけたガイツだったが、すぐに広間にあるべきものがないのに気づいた。片かた隅すみでいつもうずくまっていた少女──メルがいない。

　お腹なかが空すいた、とひとり言のようにつぶやいていたのをガイツは思い出す。食しよく糧りようはほとんど底そこをつきかけていた。唯ゆい一いつ残った、ガイツの好みである、イナゴを炒いためて袋ふくろに詰めたものを彼女は頑がんとして食べようとしなかったので、丸一日何も口にしていなかったはずだ。じゃあ、台所にいったのだろう、とガイツは思った。だから気にしないことにした。

　数秒経たった。

「台所だと？」

　呻うめいて立ち上がる。そんなものがどこにある。広間にあるはずがない。では、ここの外だ！

　ガイツは、壁かべにカモフラージュしてある隠かくし通路の存在をメルに教えておいたのを後こう悔かいした。万が一のため、逃にげ道を教えておこうと思ったのだ。「泣き小便の小こ娘むすめが」と歯の合間からどす黒い息を洩もらしたガイツは、自分もその通路を抜けるべく、広間の壁に沿って配置されてある巨きよ大だいな甲かつ冑ちゆう像の背後に回りこもうとした。

　その必要はなかった。

　すでに捜さがしものは通路を乗り越こえてやってきていた。ガイツはしかし、安あん堵どしなかった。いまにも泣きそうな顔をしたメルを叱しかりつけもしなかった。その代わり、広間の中央に取って返して、魔道具である杖つえを取ろうとした。

「動くな！」

　男の声がそれを制する。「動くと、この小娘の頭を撃うち抜くぞ！」

　ガイツは足を止めた。悪あつ鬼きのごとき表情で振ふり返る。言葉どおり、メルの頭は銃じゆう口こうが押しつけられていた。四人の兵士に周囲を囲まれながら。

「なるほど、こんな通路があったのか。さすが魔法だぜ」ひとりが驚おどろいたように言い、

「馬ば鹿かめ、さっさと隊長に報告してこい！」別のひとりが怒ど鳴なった。「魔ま王おう城の秘密を暴いたんだ。報ほう酬しゆうが出るぜ。おまけに反乱軍の生き残りまでいるときた」

　魔王城を占せん拠きよしていた教会軍の兵士たち。外に出たメルを見つけた彼らは、あとをこっそりつけたか、捕つかまえて抜ぬけ道の存在を白状させたのだろう。

　報告のため、ひとりが玉座の間から出ていったあと、

「手を後ろに組め、魔法使い。呪じゆ文もんを唱えられると厄やつ介かいだからな」

「貴様ら──」

　ガイツはぺしゃんこの鼻から憤ふん怒ぬの息を噴ふきこぼした。それは兵士たちに向けてのものだったのだが、

「ご、ごめ、ごめんなさい……」

　謝ったのはメルだ。ぽろぽろと、煤すすと土に汚よごれた頰ほおを洗うかのように涙なみだが落ちていく。ガイツによってここに押しこまれたとき、恐きよう怖ふのためか問われるままにレギオンの話をしたのを除けば、彼女はほとんどはじめてガイツに口を利きいた。その小さな手にしっかり握にぎられた缶かん詰づめにガイツの視線が落ちる。ふん、と彼は唇を歪ゆがめた。

「くそっ、焼きが回ったわ。あらゆる物事に思いを馳はせ、あらゆる危険を察知するのが賢けん者じやの務め。小娘の腹の具合に気の回らなかったわしの負けじゃ」

　ガイツは言われるがままに手を後ろに組んだ。兵士が駆かけ寄ってきて、腰こしに下げてあった鞭むちで腕うでを、そして両足を縛しばりつける。ガイツはその場に転がされた。

「さて……ここは何だ？　何を隠してある？」

「反乱軍の隠し財産があるんじゃないのか。それなら、隊長が来る前に訊きき出しておいたほうがいいぞ」

「おう、そうだな。老いぼれ魔法使い、何か隠してあるのならいまのうちに正直に言っておけ。捕ほ虜りよの扱あつかいなど、おれたちの気持ちひとつでどうにでもなるんだぞ」

　下品に笑ったひとりが銃身でガイツの瘦やせた胸をつついた。老人はそっぽを向く。今度はその横よこっ面つらを張られた。

「な、何をするか、貴様！」

「手足はどっちか一本なくても構わんだろ、ご老人？」まだ若い兵士が、嗜し虐ぎやく性に目を細めながら言った。「口が利けるのなら、他の場所はおれたちにだって必要ないんだぜ」

　銃口が肩かた口ぐちに押し当てられる。ぷ、ぷっ、と老人の額に汗あせの玉が浮うかんだ。

「ま、待て。待っておくれ。それは少し考えが足らんのではないか？　いくらおまえさんらが無知な教会の人間だからといって、それはあまりにも。あまりにも……い、いやいや、怒おこらんでおくれ。と、ともかく、年寄りというのは、身体からだが弱いのじゃ。おまえさんが思っているよりずっと、ずーっとな。腕も足も、なくしてしまえばショック死してしまう！」

　ガイツはわめきながら、〈意識の手〉を練っていた。敵の援えん軍ぐんが来る前に、ここにいる三人の身動きは封ふうじておかねばならない。あまり頭のいい作戦も考えつかないが、まずは風の精せい霊れいに呼びかけ、足を転ばせる──。

「ま、待て！」

　ガイツが目をひん剝むいて怒鳴ったのは、何も相手が短気を起こして引き金を引こうとしたからではない。短気を起こしたのはむしろ、メルのほうだった。がりがりに瘦せ細った少女は、顔を真っ赤にして、兵士の腰にぶち当たってきたのだ。「えい！」とかけ声をあげて、手にした缶詰で殴なぐりつける。

「いたっ、この！」

　振り向いた兵士が、銃身で少女を殴りつけた。怒りを剝き出したその横顔は、若い、というより、ほとんど少年のようで、ガイツはまだ彼が十代ではないかと思った。少女の身体が床ゆかを這はった。缶詰は底が割れて中身をぶちまけている。

「欲しいか？　食わせてやるぞ！」

　少年兵はメルの頭を踏ふみつけた。「やめろ」と、上官らしい兵士とガイツが怒鳴るより早く、銃の狙ねらいをその背中に定める。

　殺しははじめてなのか、少年の目に輝かがやいていた嗜虐心はいまや好こう奇き心の炎ほのおとなって燃えていた。引き金に指がかかる。ガイツは〈手〉を放とうとした。しかし、精霊に呼びかけていたその〈手〉はもっと高レベルでの接せつ触しよくを試みようとしていたために、発動までにタイムラグが生じた。銃口が跳はね上がり──、

「ああーっ！」

　少女の叫さけびが耳をつんざいた。ガイツは思わず耳を塞ふさぎそうになった。できなかった。ふたたび世界が震しん動どうを起こしていた。

　そしてその叫びがメルのものではないと──おまけに、断だん末まつ魔まというより、どこか恍こう惚こつの響ひびきを帯びたものであると──気づくより早く、広間の中央にあった玉座から放たれる青白い光に視界を封じられた。

「どうしたっ？」

「魔法か！」

　めいめいに叫びながら、壁かべや像にすがりついて体勢を保とうとしていた兵士たちは、目もくらむような青白い光が消えた瞬しゆん間かん──、

　ぎゃああああ──と魂たましいさえ引き裂さかれるような悲鳴をあげて、ばたばたと倒たおれ伏ふしていった。それを、ガイツはむしろ呆ぼう然ぜんとして見守っている。何が起こったのか、さしもの彼にもわからなかった。玉座からの光が途と絶だえたかと思うと、広間には何か、うっすらとしたガスにも似た紫むらさき色いろの空気が漂ただよっていた。ただそれだけのことだ。兵士たちはあるいはガイツにも見えなかったものが見えたのだろうか？　彼はほとんど本能的な動作で、倒れたままのメルに駆け寄ってその肩かたを抱だいた。

〝怯おびえる必要はない〟

　突とつ如じよ、頭に潜もぐりこんで来た〈手〉が声を発した。ガイツが身を硬かたくすると、

〝あの小こ僧ぞうの知り合いであろう。わかるぞ、わらわには。ふふふ、証あかしを立てろとは言ったが……まさかこれほど時を経てからだとは、さすがに意外であったが〟

　笑みを含ふくんだ声はなおも脳内に響き渡わたる。

〝ローラナも目覚めた。何を愚ぐ図ずっておったかは知らんがな。獣けものどももじきに目を覚ますであろう。が、伝えておけ、ガリオン陛下の血を継つぎしものよ。ザベルの足では間に合わず、レギオンは言うに及およばず。新しき陛下の名乗りに真っ先に馳はせ参ずるのは、このエウリュアレ最後の傑けつ作さく、ヘレイラだとな！〟

「え、エウリュアレじゃと？」

〝左様。きゃつはこの森に、自らのつくり上げた大勢の生き物を解き放った。何年、いや何十年かかろうと、ここでの生態系の頂点に立ったものをこそ、魔ま王おう陛下のもっとも側そば近くにお仕えすることを許された魔将にしようとな。それは竜りゆうではない。この世の何者も焼き尽つくさずにはおかぬマグマの化身でもない。人の目には見えぬくらい小さな、死をもたらす粒りゆう子しの生物でもない。相手が生き物である限り、このわらわには及びもせん。そう、我こそは五〇〇年の時を経て、新たに魔王陛下に仕える魔将──ヘレイラなるぞ。ははは、リュカールにも忘れずに伝えておけ。貴様の翼つばさも速かろうが、魔王城の力場内であればどこなりとも存在し得るこのわらわには及ばぬ、とな。せいぜい頑がん張ばってその翼を打ち振ふり、二番手に甘んじるがいい！〟

　はははは、という笑い声をこだまさせながら、やがてその気配は〈意識の手〉ごと遠のいていった。

　ガイツはしばし魂を抜ぬかれたようにぺたんとその場に座りこんでいたが──、「きゃっ」と言ったメルをやや乱暴に押し退のけると、玉座へと急いで走り寄った。
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　ユーリアとサラを乗せた飛ひ竜りゆうをアウルの駆かる竜が追い、その背後を守るかのように森のすぐ上を旋せん回かいするクルーゼを、さらに三機のイルフリードが追っていた。

　どうやら、反乱軍の放った飛竜たちはアレンとティギーが引き受けたらしい。シーラを追いかけているのは戦せん闘とう空域から抜け出てきたと見えるユアン、ミリアム、ネリスの三人だ。

　さっきから通信機もひっきりなしに怒ど鳴なっていた。

「隊長！……そちらに乗られているのは隊長ですか？　魔法使いから奪うばい返したのですね？　デスタン長官からの命令です。傷つけず、元に戻もどせと。……隊長……、聞こえていますか、隊長？」

「戦いたいのはわかるし、長官がとんちんかんなことを言っているのはそうなんだけど、一応、長官には従ったほうがいいよ！　あの人、何かおっそろしい顔してるもん。隊長をさらった奴らは、ぼくらがコテンパンにやっつけてあげますから！」

　女性機士ネリスや少年機士ミリアムの呼びかけを数秒無視したあと、シーラはおほんと咳せき払ばらいしてから通信機に向かって口を開いた。

「だ、駄だ目めだ！」なるべく悲痛に聞こえるよう、甲かん高だかい声を出す。「この飛行機は敵の魔法使いに乗っ取られている！」

「何だって？」

　応えたのは隻せき眼がんの若者ユアンだ。一番高度を高く取って、シーラ機の描えがくそれよりやや広めの円に沿って旋回飛行をしている。

「罠わなだったんだ。やっと奪い返したと思ったら、クルーゼには魔法がかけられていた。勝手に動いている！」

「────」

「コントロールをこちらに戻すよう、やっている最中だ。おまえたち、機を見張っていてくれ。もし妙みような動きをするようなら構わん、後ろから撃うて！」

「そ、そんな」呻うめくようなその声はミリアムだ。シーラは一いつ拍ぱくの間を置いたあと、

「おそらくわたしの機を操あやつって、味方を撃ち落とさせる気だ。自分で口にするのもおこがましいが、しかし皆みなはわたしを『英えい雄ゆう』と慕したってくれている。そんなわたしが味方に銃じゆうを向けてみろ。兵たちは混乱し、動どう揺ようを招いて、敵の思うがままにさせられてしまう。あろうことか、わたしのクルーゼが仲間を殺すことになるかもしれん。そんな、神に反逆するような恐おそろしい真似まねをわたしにさせないでくれ！　わたしは死ぬその瞬しゆん間かんまで神の僕しもべでありたいのだ」

「隊長──」

　ジーンと痺しびれたような、物悲しげなネリスの声。悪くない、とシーラは思わずほくそ笑えんだ。こうしてあの三機の注意をわたしにひきつけておくのだ。もし他の機士団が上がってくるようなら、通信でおびき寄せてもいいし、こちらから出向いて、「魔ま法ほうで操られている事情」を律りち儀ぎに説明しながら牽けん制せいの一いち撃げきを見み舞まってもいい。『英雄』シーラ・アランス、芝しば居いもなかなかじゃないか。子供の頃ころの一番古い夢は舞ぶ台たい女優だったんだ、舐なめるなよ。シーラはそう意気ごんだ……が、

「パラシュートくらいついているだろう。飛び降りろ、隊長」ユアンがごく冷静に言った。「あとはこっちで始末をつける」

「え？　あ、い、いや。それも試してみた……が、パラシュートの調子がおかしい……な、何より、翼を放っておいて逃にげるなど、機士のやることではない……」

　途と端たんにシーラはしどろもどろになった。通信機越ごしに伝わってくる三人の息いき遣づかいが不ふ審しんを含ふくんだように感じられ、「ええい」と呻いたシーラは、

「ああっ!?」

　悲鳴をあげて、自ら操そう縦じゆう桿かんを引いた。一番高度を低く取っていたミリアム機へ尻尾しつぽをぶつけるようにする。もちろん実際にではなく、あくまでも威い嚇かくのつもりだったのだが、

「！」

　シーラはあわてて引きかけた操縦桿を前へと倒たおし、ついで、身体からだごと右へと傾かたむけた。翼つばさを振った機体のすぐ上を火か炎えんの束が走り抜ける。ぴしぴしぴしっ、と小さな雷かみなりが落ちたような音がした。風防の防ぼう弾だんガラスにはひびが走っている。ミリアム機が射しや撃げきを行ったのだ。

　──当てる気か!?

　思わずそう怒鳴りそうになったが、「いざというときは撃て」と言った手前、あわてて口をつぐむ。相手は泡あわを喰くったのかもしれない。が──、

　射撃を行ったミリアムは速度を上げつつ反転の姿勢に入り、次いで、ネリス機が機首をこちらに差し向けながら降下運動に入るのが風防のひび越しに見えた。

　──何っ！

　またも攻こう撃げき。火の束が降り注ぐ。それを避よけてもなお、今度はユアン機の一連射。息つく間とてない見事なコンビネーションだ。とても編成されてから一ヶ月足らずのトリオとは思えない。

「ま、待て。まだ何とか、コントロールが利きく。撃ち落とせ、というのは、その、完全に奪うばわれたら、の話だ」

「いいや」急上じよう昇しようしていくユアンの声だ。「魔法使いに操られているのは飛行機じゃない。あなただ」

「な、何を──」

「そうだ、そのとおり」どこかぼうっとした声でミリアムが囁ささやいた。「魔法に操られている人間には銀の弾丸を撃ちこまないと駄目なんだ──」

「そうよ、聞いたことがあります。火あぶりにしないと、元の清潔な人間に戻れないんですって」

　三人の様子が一変している。直撃をためらっている様子もなく、次から次へと攻撃を仕し掛かけてくるのだ。

　本気か、と直感したシーラは、もはや言葉を返す余よ裕ゆうもなく──、

「ちっ！」

　鋭するどい舌打ちをその高度に残してさらに機首を下げた。高速回転するプロペラによって、ばさばさばさっ！　と目の前で密集した木々の梢こずえを切り裂さいていく。

　それを追ってミリアム機が高度を落としてきた。降下をかけながらの射撃はしかし、シーラのクルーゼが超ちよう低空を保っているために狙ねらいをなかなか定められない。水平飛行のクルーゼのほうが速度に勝るのと、追撃を焦あせると自分たちのほうこそ木にぶつかる恐れがあるためだ。

　だからイルフリードはある程度の高度から攻撃を仕掛けようとするのだが、それではますます命中率は下がる一方。おまけにシーラ機を追うイルフリードは三機あったものの、編隊を組んでいる以上、攻撃できる機体は一度に一機ずつしかない。王女はひらりひらりと飛ひ燕えんのごとく機体を駆かって射撃をかわしていった。

「操あやつられているにしては、やりますな──隊長」

「魔法使いが優ゆう秀しゆうなのだろうよ！」

　シーラは一瞬たりとて油断できない状じよう況きように身を置きながらも吠ほえた。どの道、三人がこちらを生かしておくつもりなどないのは確かなようだ。やはりデスタン長官が彼らをわたしの近くにつけたのは、こういうときの汚よごれ仕事を負わせるためだったのだろう──。

「いっそわたしごと始末しろ、か……。ユアン！　『英えい雄ゆう』はさらわれたままになっていたほうが、おまえたちには都合がよかったのだろうな！」

「さあてね」

　まるで桶おけの上に載のった脳のう味み噌そが、強い波間にぐらぐら弄もてあそばれているような感覚が絶えずつづく中、シーラは唇くちびるを嚙かみしめた。自分でもほとんど考えずにしゃべったことだが、そうか──とひらめくものがあった。わたしがさらわれれば、連合内に渦うずを巻いていた魔法使いたちへの憎にくしみはさらに増加する。『英雄』がただ長生きするよりもそれは確かに効果的かもしれなかった。

「『英雄』の使いどころは、戦場だけにあらず、というわけか──くぅ！」

　呻うめく。真っ赤な火の玉が凄すごい勢いでほんの少し横を通り過ぎていったのだ。どうどうどう、と束になって連続的に落ちてくる。シーラはなおも機体を左右に振ふった。

「いまの攻撃は──ネリスか。あれほどの腕うで前まえだったか!?」

　シーラは訓練時に見たネリスの飛行を思い出そうとしたが、どうしても、いまほどの的確な射撃を行うパイロットとは重なり合わず、命に直結した不審を抱いだきながらも操縦桿をひねりつづけた。

　機体が踊おどる。脳味噌どころか、身体中の骨がばらばらになって、開いた口から内臓ごと飛び出していってしまいそうな錯さつ覚かくにも陥おちいる。が、いまのシーラはクルーゼそのものだった。風を裂き、直系七・七ミリの火を帯びた鉄てつ槌ついを鼻先にかすめさせつつ、うねり狂くるう緑の海面を切って飛んでいく。ひやっとしたものを感じると同時に、この上なく爽そう快かいでもあった。

　限界いっぱいにまで瞠みはった目で視界を確保しつつ、スロットル・レバーを巧たくみに前後させ、フットバーを左右に蹴けり飛ばし、ほとんどミリ単位で、それこそ魔ま法ほうのように機体を制御する。降り注ぐ火線が形成する迷宮を突つき進み、一瞬ごとに変わる抜ぬけ道を選んでは正確に機体を移動させる。

　いまやもうそれが快感になりつつあった。何も考えずとも自然に身体からだが動く。だからこそその動作は正確のひと言に尽つきたのだが──不意に、その正確さが仇あだとなった。

　ネリスのイルフリードが機首を下げてきたと見るや、シーラは彼女の一機のみに意識を集中させようとした。が、いつの間にか、高高度で左右に散開していたユアン、ミリアム機が旋せん回かいを終えると同時、シーラの斜ななめ後方よりオレンジ色の火線を送ってきたのだ。

　シーラははっとして、操そう縦じゆう桿かんを引きつけた。ほんの足元を火線が薙ないでいく。ほっとしたのも束の間。ユアン、ミリアム機の攻こう撃げきをかわし、ふわりとお尻しりを浮うかせた格好になったクルーゼの背後──直線距きよ離りを引いたその位置に、ネリスのイルフリードがあった。

「もらった！」

　と叫さけんだのが、なぜかユアンでもあり、ミリアムのような気もした。

「舐なめるな！」

　雄お叫たけびをあげたシーラはそのとき、三つの動作を同時に行った。操縦桿を身体いっぱいにひきつけて、フットバーを蹴り、スロットルを開けた。上昇しようとすれば速度は落ちる。ガガガガッ！　凄すさまじい音がシーラの耳を叩たたいた。辺りが真っ赤に染まった。それでもなおシーラはあきらめなかった。

　クルーゼは横よこ滑すべりに急上昇した。真っ赤な光の束がかすめ飛んでいく。とともに、クルーゼの機体はどす黒い血ち煙けむりを曳ひいた。カウル・フラップから洩もれ出たオイルだ。ネリスの射しや撃げきはエンジン部をかすめていたのだ。一撃喰くらうのは覚かく悟ごの上だった。

　相手が低空飛行を維い持じするものと思いこんでいた機士たちは編隊を組んでそれぞれ降下準備をしていた。そこへいきなり敵機が上じよう昇しようしてきたので、あわてて散開運動に入る。

「『英雄』をつくったのは確かに教会だろう。馬ば鹿かな小こ娘むすめだと笑っていただろう。だが、舐めるな。このシーラ・アランス、たとえ『英雄』でなくとも、誇ほこり高きパリスの機士。それは他の誰だれにも決められたことじゃない！」

　散開に遅おくれた機体が下っ腹をクルーゼに差し出していた。クルーゼが吠えた。いままでの恨うらみを晴らす射撃はまっすぐにその尾び翼よくを突き破り、空中でのけ反ったその機体のさらに上へと飛んだクルーゼはいよいよ得意の格かく闘とう戦へと突とつ入にゆうした。

　が、エンジン部は凄まじい衝しよう撃げきを起こしている。すぐにでも強制着陸させてエンジンを止めねば、機体の空中分解にもつながりかねない。しかしシーラは覚悟を決めていた。いまここで戦うのをやめてしまったら、アウルひとりが敵に追われることになる。シーラの歯がぎりぎりと嚙み合った。シリンダーが焼きつく、もしくはエンジンが吹ふき飛ぶが早いか、この格闘戦に勝利するが早いか。勝負だ！

　いったん統率の乱れた機士たちの間へ、シーラは単機で勇敢に斬きりこんでいった。

　高速ですれ違ちがいざまに機き銃じゆうを叩きこむ。煙けむりをあげた黄金色の機体が森へと墜つい落らくした。シーラは首を左右へ振って戦せん況きようを確認しつつ、敵の動きを読み、その上で少しでも優位に立てる位置へと機体を持っていこうとする。

　シーラとて同じ国の人間の命までは奪うばいたくない。しかしいったん戦闘に入った以上、過か剰じように相手の命を気き遣づかってはこちらの命にかかわる。エンジンやコックピットへの直撃はなるべく避さけたが、それでも墜おちていくイルフリードを、いちいちパイロットが無事脱だつ出しゆつできたかどうか、あるいは無難に不時着できたかどうか、見守る余よ裕ゆうなどはなかった。

　最後の一機──ユアン・ドルイズ機が側面から仕し掛かけてきた。こちらの動きを先読みして機銃弾だんをばらまいてくる。シーラは右へと身体を傾かたむけてそれを翼つばさの下に眺ながめつつ、上昇すると見せかけ、今度は左へと一気に機体を切り返した。すれ違ってから上昇反転しようとしかけていたユアン機に動どう揺ようの気配が見える。

　急旋回をつづける。目の前の空気が鋭するどい刃エツジに切り裂さかれていく。しかし厚い空気の層は切り裂かれても切り裂かれてもなお、凄まじい圧力となってシーラの身体を締しめ上げてくる。敵はいまだ上昇中だ。旋回が終われば背後につける。シーラは生しよう涯がいで一番強く歯を嚙かみしめた。もう少し──ちょっとでも気を抜けば、意識がどこかへ連れ去られそうになる。もう少し──まるで果か汁じゆうを搾しぼり出される果くだ物ものにも似て、何重にも身体がねじり上げられた挙句に血液が足元から次々と流れ落ちていきそうになる──もう少し！──見えた──ユアン機は遅ればせながら旋回運動に入ろうとしていた──遅おそい！──シーラは笑えみをのぞかせた……いまだ！

　がくん！　と世界が揺ゆれ動いた。黒い煙が目の前を包む。シーラの胸にひやりとしたものが走った。エンジンが吹き飛んだ！

　イルフリードの放つ殺意が、コックピット内のシーラをまっすぐに貫つらぬいた。

　それは熱くも、鋭くもなく。なぜか、爬は虫ちゆう類るいの湿しめったような眼まな差ざしに酷こく似じしていた。




　一方、飛ひ竜りゆうの背に跨またがったユーリアは後方を窺うかがいつつ、クルーゼよりもさらに低空を飛んでいた。航空機よりも動きに柔じゆう軟なん性のある飛竜ならば、木々の合間を飛び抜ぬけるのも操り手の腕うで次し第だいでは何とかなる。

「ユーリア、いったいどうしたの！　お願い、止まって。敵が追ってきているのよ。アウルと仲間割れしていても仕方ないわ！」

　騎き手しゆであるユーリアに抱かかえこまれている格好のサラが甲かん高だかい声を響ひびかせる。吹き過ぎる巨きよ木ぼくの枝が、そのとき彼女のローブをさっと切り裂いた。

　ユーリアは首を後ろに巡めぐらしたままだ。暮れかけたいまの時刻では、密集した木々の向こうなどほとんどが闇やみに吞のまれたも同然。が、彼女は確実にそちらの方向から近づきつつある影かげを認めていた。

「王女を奪い返そうとした裏切り者が仲間ですって？　サラ、その敵である機士団をここに招いたのは誰？　アウル本人じゃないの！」

「で、でも……」

「それにあのアウル、おかしいわ。前の彼が魔ま法ほうなんて使えた？　きっと教会の罠わなよ！」

　サラにはアウルが敵だとはとても思えなかった。たとえ天地がさかさまにひっくり返ろうと、たとえアウルがいきなり魔法使いになろうとも、彼はいつでも、そしてどこまでも自分についてくる。そういう存在なのだ。

　サラにしてみれば、むしろユーリアのほうこそが奇き妙みようだった。一年前に反乱軍に志願してやってきた彼女とは大して話しこんだ記き憶おくもないが、いつもはもっとおっとりとした雰ふん囲い気きの女性だった。それが、アウルに意味不明のことを言われたときから、あたかも人の心を貪むさぼり喰くって、その人間になり代わるという夢む魔まに憑つかれたかのごとく、性格も、顔つきも一変している。

「くそ──」と唸うなるような声が聞こえた。「この女も、そろそろ限界か……あの小こ僧ぞうのせいで、表層にまで浮うき上がりすぎた……」

「え？」

　意味がわからず、聞き返そうとしたサラの両りよう肩かたがいきなり摑つかまれた。飛竜が木をかわそうと左に傾いたその拍ひよう子しに、ぐるりと宙を舞まって反転させられる。ユーリアの目がサラの間近にあった。

「い、いや……ユーリア、痛いわ」

「父親の仇かたきを討うちたいんでしょう？　サラ……」ユーリアの囁ささやくような甘い声。「あいつらをそのままにしておいていいのかしら。あなたの母上も、父上ももがき苦しんだのよ。そう──このように」

　ユーリアの青ざめた目がサラの脳のう髄ずいを射た。抗こうすることもできないまま、サラの意識が青い、凍いてついた海の中へと溶とけこんでいく。

　その海の中にカルマとアンジェリーナがいた。カルマは銃で撃うたれていた。ぐらりと倒たおれたカルマがついには指一本動かせなくなってもなお、銃弾はカルマを射い貫ぬきつづけた。アンジェリーナは炎ほのおに焼かれていた。誰だれかが笑いながら火を放っていた。人ひと形がたとなった炎が海の中で踊おどり狂くるう。

　サラは絶ぜつ叫きようした。

　ずるりと何かが潜もぐりこんできたのはそのときだ。振ふり払はらおうとしたのも一いつ瞬しゆん、サラは体内に力がみなぎるのを感じた。それとともに、心の底に灯ともった怒いかりの炎がさらなる勢いを得て燃え上がるのを感じた。もっと多くの敵を、もっと多くの生いけ贄にえを求めるかのように。

　サラの絶叫はすぐさま、森にこだまする魔女の雄お叫たけびに転じた。

「あっ!?」

　ほぼ同じ瞬しゆん間かん、ユーリアたちの飛竜を追いかけていた影──アウルはすっとんきょうな声をあげていた。ずっと追いつづけてきたその飛竜から、ぐらりと人ひと影かげが傾いたと見えるや、真っ逆さまに落ちたのだ。

　アウルは、自身も跨っている飛竜を急きたてた。重なり合わせた〈手〉を強く意識して、まっすぐにその人影めがけて翼つばさをはためかす。落ちてきたのはユーリアだった。危あやうく斜ななめ上に突つき出た太い枝に突き刺ささるところだったその肉体をアウルの伸のばした両りよう腕うでが受け止める。

　突とつ如じよ伸のしかかってきた負荷に飛竜が「けえッ」と悲しそうに鳴き、一瞬、バランスを崩くずした。

　真っ黒い木の壁かべがアウルの顔を強打する──寸前、何とか翼を前方に打ち振ってスピードを殺した。空中でいったん静止し、慎しん重ちように木を避さけてから地面に舞い降りる。

　ユーリアはアウルの腕の中で気を失っていた。ゆっくりと地面に下ろす。夢見るようなその顔を眺ながめたアウルは、事情を理解したのか、ユーリアをそのままにしてふたたび竜りゆうに跨ろうとした。そのとき、「わた……し……」と声が聞こえてきて、アウルはあわてて振り向いた。

「どこに……いるの？　何だか……夢を、見てたみたい。でも、本当なのよね？　わたし……ロゲルに、サラをそそのかすよう言ったわ。王女をさらいなさい、って。全部、わたしがやったんだわ。なのに……なのに、いまはそうじゃないってわかるの。そんなこと、したくなかったのに、どうして？……」

「悪い魔法のせいだ」アウルは言った。「魔王が、それを証明してあげるから」

　アウルはふたたび竜に速度を上げさせた。ユーリアにはおそらく、長い間別人の自我が宿っていたに違ちがいない。ウーリー──カルマはあのとき言っていた。何とか敵の包ほう囲い網もうから逃のがれ、城の外へ降り立とうとしていたカルマを出で迎むかえたユーリアは、油断していた彼の胸むな元もとを銃で撃った。そのとき、間ま違ちがいなく何者かの〈手〉が宿っているのを気配で感じ取ったという。さっきのユーリアはその〈手〉に操あやつられていたのだろう。

（おそらく、彼女は意識もしていまい……その〈意識の手〉は普ふ段だん、深層心理の奥に眠ねむっていて、顔を出さないのだ。わたしがそうしたようにな）

（恐おそろしい遣つかい手だぞ、アウル。気をつけろ……そもそも、人が人に〈手〉を宿すなど、並の魔法使いではない。わたしとて、パニック状態になった兵士の身体からだに何とか乗っかかるのがやっとだった。それを……奴は、長い間──どう少なく見積もっても、四年もの間──宿っていたのだ──）

　紫むらさき色いろになりつつある空の一角に、オレンジ色の火線が走っているのがかすかに見える。アウルはなおも飛竜を急き立てた。サラの姿は闇やみの向こうにはもう見えない。くそっ──アウルは焦あせった。見失ってしまった。だけどいまさら翼を止められない。とにかく、飛びつづけるんだ。まだそう遠くにまではいっていないはず。アウルは体勢を低くし、こちらに迫せり出した木の枝をよけた。瞬間、目の前が真っ暗になった。

　けええーっ

　竜が長い首を打ち振ろうとした。できなかった。その喉のど笛ぶえに別の飛竜が牙きばを喰いこませていたからだ。

　突とつ然ぜんの出来事にアウルの〈手〉はあっさり外れ落ち、さらには、暴れる竜の背中から空中へと放り投げ出された。

　背中から地面に激げき突とつして、うぐっ、と息を洩もらす。息は赤く、ぬめりを帯びていた。ついに傷口が開いたのだ。

　それでもアウルはよろよろと起き上がった。瞬時に〈手〉を眼前にかざす。精せい霊れいたちが活性化した。ごうごうと渦うずを巻いた炎の群れが、突とつ如じよアウルの周囲に巻き起こった風に吹ふき散らされる。

　それで限界だった。

　がくりと膝ひざを落とす。荒あら々あらしい息と、顔から滝たきのように落ちる汗あせと、そして口と胸の傷から染しみ出るような真っ赤な血。

　土を踏ふみしめ、近づいてくる人影に対しても、目線を上げてにらみつけるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　サラ・ウェインはその全身から炎をあげていた。いや、少なくともそう見えた。身体の周囲に数センチの距きよ離りを隔へだてて炎のヴェールをまとわりつかせている。

　彼女はまるで哀あい願がんするような表情を浮うかべていた。

「どうしたの、アウル──。そんなに傷ついて。もう馬ば鹿かな真似まねはおよしなさい。さあ、わたしの手に摑つかまって。無茶なことはしないで。この五年間、あなたのことが一番心配だったのよ」

　アウルに手を差し伸べる。白い指が少年の目の前にあった。




　……何者かはサラの内心でほくそ笑んだ。この娘むすめのことも、この少年のことも瞬時に理解できた。深く重ね合わせた〈意識の手〉によって。が、まだ肝かん心じんなことがわからない。こいつは何者だ？　娘の記き憶おくによれば、この小こ僧ぞうは魔ま法ほう使つかいですらないはず。しかし彼は魔王とも名乗った。調べてみる必要がある。

　アウルがその白い手に触ふれた。サラは──サラの顔をした何者かは、その記憶を辿たどり、もっとも素す晴ばらしい笑え顔がおを選せん択たくした。少年の心が開いた。いまだ。

　ずるりと〈意識の手〉を少年めがけて潜もぐりこませた。
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「下手くそめ」

「え？」

　アウルは、握にぎり合わせた手の向こうで笑っていた。

「サラがそんなことを言うもんか。彼女だったら、傷ついたぼくを見て、馬鹿みたい、カッコイイとでも思ってんの？　くらいは言うさ」

「なっ──」

　アウルは逆に〈意識の手〉を差し向けていた。自ら潜りこもうとしていた何者かは、当の肉体が無防備であることを気づくのに一いつ瞬しゆん遅おくれた。

〈手〉が握り合わせた本当の手を通じてサラの内部へと潜りこんでいく。

　そこは青ざめた海の中だった。

　カルマとアンジェリーナが悶もだえ苦しんでいる。幼子がその近くで突つっ伏ぷして泣いていた。アウルは近づこうとしたが、巨きよ大だいな意思が壁かべとなってこれ以上の侵しん攻こうを阻はばむのを感じた。

　他人の強きよう烈れつな自我だ。これを撥はね除のけない限り、近寄るのはおろか、これ以上ここへ留とどまってもいられない。

　──サラ！　お願いだ、目を覚まして！

〈手〉にそんな声を乗せて送り出す。だが、サラは応こたえない。泣きつづけている。銃じゆうで撃うたれ、火に焼かれて苦しみ悶える両親を目の前にしながら。

　アウルは歯を喰くいしばった。もっとだ──もっと集中しろ！　しかしアウルの意思と裏腹に、彼自身の自我は青ざめた海の中から引き剝はがされていく。もっとだ、もっと強く念じろ。そんなこともできないのか！

　別の〈手〉が後ろから追いかけてくる。ぼくに摑みかかろうとしている。圧あつ倒とう的なパワーで。このままじゃ、間に合わない──。

　そのとき、アウルは自分でも馬ば鹿か馬鹿しいと思える行動に出た。〈手〉はサラに潜りこませたまま、本来の手は彼女から離して立ち上がり、いまだもつれ合って格かく闘とうしている竜りゆうたちに向かって駆かけ出したのだ。

　二匹ひきの竜の血に飢うえた目がアウルを正面から出で迎むかえた。喉のど笛ぶえに嚙かみつき、優位に立っていたほうの竜が、ほとんど力の残っていない相手を振ふりほどくとアウルめがけて口を開いた。血のりに満ちた真っ赤な口こう腔こう内が見えた。同じく血にぬめった牙きばがぎらついている。アウルをうまそうな餌えさだと認識したのは間ま違ちがいなかった。

　急げ！

　早くサラを元に戻もどして〈手〉をこいつに宿さなければ、ぼくはもう肉のミンチ。さあ、これ以上の見せ場はないぞ、魔ま王おうアウル！　いまこそ真の力を解き放て！

　彼は自らの命を人質にして自分を追いつめたのだ。

　迫せまりくる死の予感が、あたかも冷たい氷の礫つぶてとなって降り注いでくるかのよう。アウルの千々に乱れていた意識がその礫の合間を縫ぬうように伸のびていき、やがて一本に束ねられた意識が鋭するどい矢と化して──、

〝させるものか！〟

　殺意と憎ぞう悪おを秘めたエネルギーが滝たきのように雪崩なだれかかる寸前、アウルの矢は障しよう壁へきとして立ちはだかった意思のうねりを突き破った。

「あああああ！」

　噴ふき上がった悲鳴はサラのものか、それともそこに宿っていた何者かの自我が張り裂さける断だん末まつ魔まか。

　同時に、突っ伏して泣いていた幼子がふとこちらを見上げた。

　アウルは微笑ほほえんだ。手を伸ばす。

　青ざめた海が溶とけ崩れていく中、カルマとアンジェリーナの幻げん影えいも消えた。幼子は上うわ目め遣づかいをしながら、おずおずとアウルの手を取った。まったく──とアウルは思う──いつもこうだったら可愛かわいいのに。

　アウルは彼女の手を引いたまま、崩ほう壊かいしていく世界から逃のがれ出た。幼子の笑い声が聞こえた瞬間、アウルは顔に何かがべしゃりと落ちるのを感じた。吐はき気のするような臭においがするそれは、いままさにアウルの頭にかぶりつこうとしていた飛竜の口からこぼれた涎よだれだった。腰こしを抜ぬかしそうになりながらも、サラから引き戻した〈手〉を竜へと宿す。ぎざぎざの牙がアウルの頭にいくつもの穴を空けようとした寸前、竜はぴたりと動きを止めた。

　雲の合間から光が差した。峡きよう谷こくの向こう、山の稜りよう線せんに沈しずみかけた太陽がほんの少し顔を出したのだ。あたかも勝者へ捧ささげる贈おくり物であるかのように光の矢はアウルのいる丘おかの頂上を照らし上げる。

　アウルは乱れた息を整えながら、竜から離はなれた。顔にかかった涎、そして口から流れていた血を拳こぶしで拭ぬぐい取る。何度か足あし踏ぶみもしてみた。大だい丈じよう夫ぶだ。まだ動ける。

　木々を透すかした夕陽が、彼のマントを斑まだら模様に染めていた。

　森のあちこちから火の手が上がっている。撃げき墜ついされた戦せん闘とう機のあげる火だろう。ここにも長くは留まっていられない。

　サラ・ウェインは木の陰かげからアウルを見つめていた。別人を見つめるような視線はアウルもさっきから感じている。なかなかそちらを見る勇気はなかった。

　が、サラのほうが堪こらえきれなくなったらしい。ぱちぱちと遠くで木のはぜる音に混じって、激しい足音が近づいてきた。

　髪かみを振り乱し、サラは両りよう腕うでを伸ばしてアウルにしがみついてきた。思わずよろけかかった少年の胸に涙なみだでくしゃくしゃになった顔を埋うずめてくる。「サラ」と呼びかけそうになって、アウルは口の中に溜たまった少しの血液ごとそれを吞のみこんだ。

「もう、もう誰だれもいないの。お父さまも、お母さまも……あとはあたし、アウルしかいないのよ！　お願い、魔法使いになったっていい、ひょっとして裏切り者でもいい。あたし、もう『お姉さん』なんて呼ばせないから。命令したりしないから。もう……もうどこにもいかないで。王女のものになんてならないで！」

　誰に、アウルのそのときの引き裂かれるような気持ちを理解できたろう。

　どれほど震ふるえるその肩かたを抱だきしめたかったか。どれほどしゃくり上げるその背中を撫なでて、サラ、大丈夫だよ、と囁ささやいて安心させてやりたかったことか。これからはずっといっしょだから。ずっと側そばにいるから。

　しかし、アウルはサラを突つき放した。

「余にはわからぬ」彼は言った。「だが娘むすめ御ごよ、どのようなときであれ、この少年はおまえを見捨てたりなどはしなかったろう。それだけは余にもわかる」

「アウル……？」

　サラは涙に濡ぬれた目で昔むかし馴な染じみの少年を見上げた。揺ゆれるその眼差しに映る自分。アウルはつとめてもうひとりの自分の表情を形づくろうとした。

「余はそなたの知っているアウルではない。ノールにて余はこの少年の身体からだに宿ったのだ。仲間たちにそう伝えよ。五〇〇年の時を超こえ、魔王が現臨したのだとな」

　あとはサラを見つめていられなかった。

　まだ肩に触ふれていたその手を振り払はらい、「あ……」とつぶやいたサラの声をも振り切って、背中を向ける。

「余にはまだやらねばならぬことがある。そなたたちの陣じんにて余の到とう着ちやくを待つがいい」

　アウルはサラから遠ざかった。

　そう、やらねばならないことがある。

　いままでの彼は魔王になって何をすればいいのかわからずにいた。それはいまも変わらない。だが、ひとつだけ確かなことがあった。魔王になってどうするか、ではなく、まずは何をおいても魔王になるのだ。

　シーラが『英えい雄ゆう』をやろうとしたように、彼自身も魔王となり、いまはまだばらばらに行動している魔法使いたちをひとつにまとめ上げる。

　そうしなければ、また同じことが起こる。戦いを利用しようとするものに搔かき回される。命が無む駄だに落とされていく。

　訪れるべき未来は我が手でつくり上げるのだ。

　そう──誰の手でもなく。戦いを利用しようとするもの、戦いを操あやつろうとするもの、そうした邪じや悪あくな手をすべて振ふり払い。

　そのためにはアウルを捨てる必要があった。出自もしっかりしない、ちっぽけな一五歳の少年アウルでは、いかに魔ま力りよくを得ようとも誰もついてこないのはわかりきっている。ならば、よみがえった魔王が自らに宿ったということにすればいい。見た目はアウルでも、中身は魔王だと信じさせればいい。たとえ真実ではなかろうとも、自身がそうであろうとする限り、噓うそは噓でなくなる。

　だが、アウルを捨てるということは、いかにちっぽけであれ、いかにただの少年であれ、それでも彼が得てきた大事なものすべてを捨て去るということでもあった。

　と、

「アウル……いかないで。いかないで、アウル！」

　サラの叫さけびが背に当たる。アウルは血が滲にじむほどに強く歯を嚙かみ合わせた。なぜいま気づくのだろう。それは五年前、ひょっとしたら同じ少女が発したかもしれない言葉。あのときもアウルはサラを置き去りにしたのだ。足が止まりかけた。服の下では、カルマから受け取った、いまとなっては唯一残った孤児院の思い出をベルトに挟んでいる。いまこそアウルは自分が引き裂かれる思いがした。いっそ裂ければいい。残ったどちらかの〈手〉が、サラを抱きしめてくれるはず──。

　いまや、空も森も、暁あかつき。

　オレンジ色に淡く、ときに激しく染め上げられた道を、アウルはしかし歩きつづける。

「アウルーっ！」

　叫びが森にこだまする。悟られたくはなかったから、彼は頰ほおを拭ぬぐうことすらできなかった。




　真っ黒い煙けむりがようやく晴れたときになって、シーラはすでにプロペラまでもがエンジンもろとも吹き飛んでいるのに気づいた。しかし機体はいまも空を飛んでいる。

　彼女は呆ぼう然ぜんと座席に身を預けていた。

「まさか……」

　顔中に浮ういた汗あせを拭いながら、深いため息をつく。「おまえに助けられるとはな」

「ふん、わたしとて同じことだ。機会があれば、貴様とはもう一度やり合ってみたかったのだがな」

　力強い翼つばさがシーラの機体を支えていた。クルーゼのものではない。その白い翼を鷲わしづかみにしてなお空高く舞まっているのは、クルーゼよりももっと巨きよ大だいな影かげ──。

「しかしいまはまだそのときではない。何より、ここに長く留まっていることができぬ」

「どういう意味だ？」

　徐じよ々じよに高度が落ちていくのを感じながらシーラが訊きいた。

「説明してもおまえにわかるまいよ。魔王城の力場が広くなりすぎて、非常に不安定になっている。ローラナから離はなれすぎているのでは無理もないが──、陛下にはもう少しお強くなっていただかなくては困る。このわたしがあのような新米に後おくれを取ってしまおうとは。陛下が選ばれたのなら仕方ないが、ガリオンさまならばたとえ力場が不安定でも、わたしとあ奴、両方とも使役していただけたはずなのに」

「ふうん」

　化け物にもいろいろあるようだ。何より、自分自身、こうして化け物と心穏おだやかに会話しているのもおかしな話なのだが。それから、シーラははっと表情を緊きん迫ぱくさせた。

「まだ別の魔将を呼んでいるのか？　アウルめ、まさか……」

　シーラは嫌いやな予感がした。あの男はいつも、どうして！

「早く降りてくれ、リュカール！　わたしも急がねば！」

「わたしに命令するな。それに陛下からの伝言だ。おまえは来てはならぬ、とな」

　不ふ機き嫌げんな唸うなりを発しながらも、ユアン機を叩たたき落とし、落下していくシーラのクルーゼをその足で支えた巨大な猛もう禽きん──リュカールは、着地するための降下速度を速めた。




　森の中、ぬかるんだ地面に両りよう膝ひざを埋めてうずくまっている人ひと影かげがあった。飛行場のフェンスが小さく見える位置。黒いフードで顔を覆おおった彼は荒あらい呼吸をくり返し、歯を喰くいしばりながらひたすら苦く悶もんに耐たえている。

「捜したぞ」

　ここにいるはずもない人物の声が鳴り響ひびいた。人影ははっと顔を上げた。

「貴様……」

「貴様などに貴様と言われる筋合いはない。ぼくは魔王アウルなるぞ。そうだろう、デスタン？」

　黒いフードの向こうに見える顔は、異い端たん審しん問もん局長官デスタンだった。

　デスタンはいまにも火を[image: 迸]ほとばしらせそうなほど血走った目で、近づいてくるアウルをにらみつけた。少年もまたデスタンを見つめていた。今度の騒さわぎの張本人である魔法使いを。

「しかし驚おどろいた。まさか異端審問局長官が魔法使いだったなんてね」アウルは言う。「それも、反乱軍でさえお目にかかれないほどのすごい力の持ち主だ。解き放った自分の自我を四年近くにわたって維い持じしていたんだから」

「わたしとて……魔法使いなどになりたかったものか！」

　デスタンは息を切らして叫んだ。

　彼は四年前、カルマの命令を受けてデスタン邸ていへ突とつ入にゆうした部隊によって、目の前で妻子が殺されるのを見せられたのだという。それも、悪ふざけ半分で異端審問の真似まね事ごとまでされて。

（被ひ告こく、デスタン・トードの妻、ならびに娘むすめは以上のような言い逃のがれできぬ罪状によって火あぶりの刑けいとする！）

　妻が魔法で焼かれていく光景を目の当たりにせねばならなかったデスタン。別の部屋に連れていかれた娘の泣き叫ぶ声が遠く聞こえた。

　そのとき、悲しみと怒いかりによって引き裂さかれたデスタンの自我は、偶ぐう然ぜんに魔法を引き起こした。全員の精神を破は壊かいするほどの〈手〉を得たのだ。

　信しん仰こうにその身を捧ささげたデスタンにとって、魔法などは魂たましいを黒く塗ぬりつぶされるほどの汚けがらわしいものでしかなかった。自らの罪深い肉体を呪のろった彼は、せめてその力を利用して、ひとりでも多くの背教者を神に捧げようと決意する。

　カルマ率いる部隊がシーラの部隊によって奇き襲しゆうされたのも、彼が〈手〉を宿したユーリアから得た情報によるものだし、穏おん健けん派が台たい頭とうしつつあった反乱軍に風を起こそうとシーラ誘ゆう拐かいをそそのかしたのもユーリアだった。ただし彼女が情報を提供するのは不自然だったので、ロゲルという男をたらしこんでさらに利用したのだが。

「シーラさんまで殺そうとしたのはどうしてだ。『英えい雄ゆう』さえもが邪じや魔まになってきたっていうのか？」

「余計な知ち恵えをつけつつあったのでな。人形のままでいれば、いい気分で長生きさせたものを」デスタンは皮肉そうに頰ほおを歪ゆがめた。「死んでくれたほうがいっそ役に立つと判断したのだ。おまえのような魔法使いを招き入れた罪を背負い、仲間にさえ牙きばを剝むいた汚お名めいをも着せれば、連合内の魔法使いへの恨うらみを駆かり立てるとともに、彼女が結びつこうとしていたヤクート派をも黙だまらせることができる。それにいまのパリス王は弱よわ腰ごしだ。が、娘が魔法使いに殺されたとあってはいまの態度のままでもいられまい。おまえにはその片棒を担かついでもらおうと思っていたのだがな──神の火が、忌いまわしき魔法使いどもを焼き尽つくすそのためにな！」

「愚おろかだ」アウルは首を振ふった。「あなたは、神さまを都合よく解かい釈しやくしている。自分のいままでの信仰では魔法が許されないから、勝手に新しい信仰をつくっている。あなたは愚かだ。そんなあなたの自分勝手で大勢の人が死んでいったと知ったら、あなたが信じていたかつての神はむしろあなたを討うとうとするだろう！」

　くわっ、とデスタンの目が丸く見開かれた。

　アウルの頭上にあった木々の枝がぐにゃりと蠢うごめいたかと思うと、それぞれが細い蛇へびのように舞まい降りてきてアウルの身体からだにまとわりついてきた。うじゃうじゃと群がりかかる二〇の蛇のうち、アウルは半分を弾はじき返した。自らも〈手〉で精せい霊れいに呼びかけて追い払はらったのだ。だが残り半分は首にしっかりと巻きついた。

　彼はそのまま宙に吊つり上げられた。呼吸のとおり道が一気に遮しや断だんされる。「ぐ」と呻うめいて、アウルは身体をばたつかせた。

「貴様に、愚かなどと言わせはしないぞ」デスタンは青ざめた顔からさらに血の気を引かせて、暗い声で笑った。「貴様などに……いいや、誰だれにも、言わさん……わたしの苦しみがわかってたまるか。どれだけわたしが神を愛し、神の前で誠実であろうとしてきたか。それを奴やつらはすべて無む駄だにしたのだ。すべてを踏ふみにじり、奴らは笑っていたのだ！」

　アウルはなおももがいていた。〈意識の手〉を何度も練り上げ、精霊界に干かん渉しようしては枝を追い払おうとするのだが、この場の精霊たちは完全にデスタンに掌しよう握あくされていた。度重なる契けい約やくによるものだろう。精霊は自分たちに馴な染じんだものにこそ心を開くのだ。

「苦しめ、苦しみ抜ぬいて、死ね。それが貴様らにできる唯ゆい一いつの償つぐないだ。わたしにできる唯一の信仰だ」

「いいや」

　アウルは身体をばたつかせるのをやめ、半分だけかろうじて開いた目をデスタンに向けながら、それでもはっきりとした口調で言った。

「あなたは、恐おそれている。信仰なんかじゃ……ない。恐れているだけだ」

「黙れ！」デスタンはまるで自分が首を絞しめられているかのような顔でわめいた。「わたしが何を恐れているだと？　魔ま王おうをか？　馬ば鹿かめ！」

「ぼくは神を信じはしない。でも、信じようとするその心こそが信仰には大切なんだと、ぼくはある人を見て思った。あなたは神を信じたいのじゃない、あなたは、神を愛してなどいない。ただ恐れている。長年費ついやした信仰の日々が無駄になるのだけを恐れているんだ。そうだろう、デスタン」

「わたしに恐れなどない！」

〝ならばその目で見てみるかえ？〟

　唐とう突とつに聞こえてきたその声は、耳に届いたものではなかった。不ぶ躾しつけにもいきなり、そう、あまりにも素す早ばやく重なってきた〈手〉の発するものだ。デスタンは青白い顔を様々な方向に向けた。いつしか、森の中をうっすらとしたガス状の空気が漂ただよっている。

「何だ──貴様の、魔法か……」

　鼻と口を反射的に押さえて、デスタンは風の精霊に呼びかけようとした。吹ふき散らしてやろうと思ったのだ。

　だがそうしようとした寸前、デスタンは金かな縛しばりにかかったように身動きを止めた。

〝ほほう……これが、貴様の恐きよう怖ふの正体か〟

　誰かが嘲あざ笑わらったようだったが、デスタンは気づきもしなかった。彼はただ目の前を、紫むらさき色いろをした空気の向こうに見える人ひと影かげだけを見つめていた。そこだけに意識を集中させていた。

　彼の放つ〈手〉も途と絶だえたか、アウルは枝のロープから解放されてどさりと落下した。

　喉のどを押さえつつアウルが立ち上がる。しかし異い端たん審しん問もん局長官は少年のほうなど見ようともせず、もちろん新たな〈手〉を差し向けようともせず、ただただ、森のある一点を凝ぎよう視ししたまま動かないでいる。

「おお」突とつ如じよ、デスタンが狭せまい喉から絞しぼり出すような声を洩もらした。

「おおおお」

　おこりにかかったように身体をわななかせる。両手は顔の位置へと上げられていた。あまりに激しく震ふるえたために立っていることもできなくなって、ふたたびその場に両りよう膝ひざをつく。「おおおお」と彼はなおも叫さけんでいた。

　アウルはそんな彼を、色のついた空気越ごしにながめていた。デスタンはいま、この世でもっとも恐ろしいものを見ているはずだ。といって、アウルでは見ることができない。それはデスタンのためだけのものだから。

　かつてのデスタンが重ね合わせた〈手〉によって対象者の記き憶おくを模も倣ほうしたように、それは、潜もぐりこんだ相手が瞬しゆん時じにして思い描えがいた、もっとも恐怖の対象とするものの姿となって目の前に現れるのだ。自由自在に──そう、形がないために。

　エウリュアレの森でアウルが遭そう遇ぐうし、そして現在も彼の召しよう喚かんに従って現れた魔将ヘレイラとは、いままさに森の中を漂う、この紫色の空気そのものだった。ガイツ曰いわく、「森の中にいやしない化け物」をアウルが見たと思ったのも、このヘレイラがつくり上げた幻げん影えいのせいだ。彼はあのとき何より森に巣くうといわれていた化け物を恐れていた。だからこそ、生々しくも、アウルの想像どおりの恐怖の象しよう徴ちようとなって現れた。もともと、エウリュアレの森に人が近づかなかったのも──さまざまな恐怖にまつわる噂うわさ話ばなしがあとを絶たなかったのも──すべて、ヘレイラの力によるものだった。

　エウリュアレの手になる最後の魔将ヘレイラは、その力によって森に放たれた多くの魔物たちの頂点に立ち、長い間魔王城を守りつづけた。いずれ魔王が現れたそのとき、エウリュアレの誓ちかいどおりに魔将となって仕えるためだけに。

　そして、五〇〇年もの時を経て訪おとずれたのはアウルだった。そのときはまだヘレイラはアウルを信じなかった。が、アウルが自ら「魔王」になる決意をしたとき、その呼びかけに応こたえてエウリュアレの魔王城も目覚めた。もともとパリス領内をも含ふくむほど広こう範はん囲いにわたる力場を持つ魔王城は、ある意味ではずっとアウルとつながっていたのだ。

〝ようやくお会いできましたなあ、陛下〟

　ヘレイラの声が、アウルの脳のう裏りを風になって撫なでた。

〝ふふ、あの小こ娘むすめ、長いこと愚ぐ図ずっておったようだったが。陛下もなかなかに女泣かせと見えまする〟

　アウルは何とも応えようがなくて黙だまっていた。小娘──とは、魔ま王おう城のブレインであるバァル・ローラナのことだろう。ノールの魔王城から移されてきた彼女は、新しい魔王城を「肉体」とするために時間を要した。しかし本来ならもう少し早く目覚め、アウルともコンタクトを取れたはずだったのだ。

　──落としちゃったから……。あとで、また、謝らないと。

「うああああ！」

　デスタンは天に向かって吠ほえた。目はいまにも飛び出しそうなほどに大きく見開かれ、口からは白い泡あわがこぼれている。彼は何を見たのか？　神か。それとも、あるいは──。

「よくも」叫びの合間、すさまじい怨えん嗟さの声が響ひびいた。「よくもこのようなものを見せたな……魔王め！」

　立ち上がりざま、いくつもの自我をアウルめがけて放ってくる。牙きばを剝むいて雪崩なだれかかる不可視の手。

　アウルは寸前で弾はじき返した。

「もう、もうわたしを見るな！」戦いながらもデスタンはわめきつづけている。「そのような目で、わたしを見るな！　おまえたちは……そう、生いけ贄にえなのだ。神がわたしにくだされた、試練のひとつだったのだ！」

　デスタンの放った一本の〈手〉がアウルのそれを弾き返し、もう一本の〈手〉が着実にアウルの頭上へと躍おどりかかる。そうして意識を逸そらしておきながら、デスタンは実際にはもっと強い〈手〉をアウルの足元に忍しのばせていた。

「魔王だと？　人類の、神の敵ごときに悟さとりきった口は利かせん。貴様が魔王だというならばわたしは神だ、小こ僧ぞう。神にもっとも近しいものだ！」

　アウルは額近くから潜りこもうとしていたデスタンの意識を追い払はらった。なるほど、確かに強い。ヘレイラによって正気を失いつつあるというのに、ある意味では彼はレイナー・レイバック以上の遣つかい手だった。が──、

「何が神だ。戦いを弄もてあそぶおまえこそが世界にとっての敵エネミーだ！」

　足元から這はい登ってきた〈手〉がアウルへと侵しん入にゆうを開始した。それを真っ二つに叩たたき割った、ひときわ強い意志を秘めた〈手〉が鋭するどく伸のびていく。それぞれの意思が、目には見えない爆ばく発はつさえも引き起こしながら交こう錯さくした。

　彼は最後に何を見たのか。いまだ泡を噴ふきこぼす口が、「レイラ……ユーリア……」という形に動いた。

　やがて。

　地面に膝ひざを折った敗者へと、勝者が近づいていく。

　敗者の懐ふところからひらりとこぼれ落ちた一葉の写真。拾い上げたアウルは、そこにデスタンと、かつての彼の家族の姿を見た。

　ロドーで撮とったものだろう。写真は苦手なのか、あるいはその頃ころからカメラにいい印象を抱いだいていなかったためか、デスタンのいまより若い顔はこわばっている。左右の腕うでに手をかけた、妻と、幼い娘むすめの対照的なまでにまばゆい笑え顔がお。

　デスタンは、ただ信しん仰こうひと筋に生きたのではないのかもしれない。もしかすると、だからこそ。

　森はもう、暗い。見上げる空の一角だけがまだ薄うすく色づいていた。重たげに垂れた黒い雲が下腹部に血のりの色を孕はらんで流れていく。

　復ふく讐しゆうによってもたらされた復讐──そしていまも、また。

　アウルは深く、深く息をついた。
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　森の中に不時着させたクルーゼから降りたシーラは、すぐさま飛行場に戻もどり、ベ・ルーの地上機士団に連れん絡らくを取って、飛行場周辺の森の捜そう索さくを依い頼らいした。生き残りの機士たちの救出が目的である。

　それから、しばし人ひと払ばらいを命じて、飛行場のフェンス近くに赴おもむいた。

　一〇分……二〇分。

　じっとシーラは立ち尽つくしていた。吹ふきつける風が銀色の髪かみを柔やわらかくそよがせていく。夏の終わりを告げる、それは冷たい風だった。

　やがて、フェンスの向こうからやってきた大型車しや輛りようが停止した。中から担たん架かに載のせられた機士たちが姿を見せる。シーラは急いで駆かけ寄った。

「……よお」

　二人は意識を失っていたが、残るひとりはそう言って片手をよろよろと持ち上げた。全身包帯だらけで、一部分だけ露あらわになった手の甲こうにも火傷やけどの痕あとが見える。

「ずいぶんひどいことになっちまったが……おれのたったひとつの目は無事なようだ。よかったぜ。これもなくしちまったら、おれは二度と空を飛べなくなる」

「────」

　シーラはかけるべき言葉の持ち合わせがなかった。いろいろと訊ききたいことはあったが、しかしいまは恐おそろしいほどに口を利きくのも億おつ劫くうだった。当然、話を聞いたときに胸をよぎるだろう感情の様々に対してさえも、いまは無む頓とん着ちやくでいたかったのだ。が、

「おれたちは、あんたを殺すよう、命令されてたわけじゃない」

　ユアン・ドルイズは言った。薄く見開かれた右目が、星をひとつ、二つ瞬またたかせはじめた空を──いままさに、燃え落ちながら追放されたはずの空を、眺ながめている。

「もっとひどいことさ。あの野や郎ろうは、だからおれたちを……魔ま法ほうの素質がある……おれたちを、選んだんだ。そう、あいつは、五年、一〇年……いや、もっと先を見み据すえて、戦いをつづけるつもりだったんだろう。そのためにも、あとで好きに物語をつくる必要があったんだ……」

「……どういうことだ？」

　やっとシーラは重い口を開いた。そうしている間にも、ユアンは運ばれていく。彼は長い前まえ髪がみを搔かき上げて笑った。

「あとで教えてやる。なあ、英えい雄ゆう、あんた、見事だったぜ。あんたさえ許してくれるなら、おれはあんたに……いや、あなたに剣けんを捧ささげる騎き士しになろう。今度こそ、何にも操あやつられず、惑まどわされず、ひとつだけは自分の意思で決めたことが欲しいんでな。あなたのように」

「────」

　今度こそ、シーラは返すべき言葉を持たなかった。三人は遠く運ばれていく。どこから聞きつけたのか、教会道化局が彼らの負傷した姿をカメラに収めようとして、ベ・ルーの防空機士団長に制せられていた。

　と、その近くにいたブラス司祭がこちらへ歩いてくるのが見えた。道化局の取材班を後ろにぞろぞろと引き連れている。

「どういうことですかな、王女」司祭はぶよぶよの頰ほお肉にくを震ふるわせて言った。「外に偵てい察さつにいかせていた地上部隊の言葉によれば、何と、あの三人を撃うったのは王女、あなたの操縦するクルーゼだというではないですか。ゲリラもみすみす逃にがしてしまわれて。魔法使いを庇かばったあたりはまだ相手が子供ということもあって美談で済んだものの、まさか仲間へ機き銃じゆうを向けるとは、とても正気の沙さ汰たとは思えません。次の異い端たん審しん問もんで告こく訴そされるのはあなたですぞ、王女！」

　断罪の刃はよろしく指を突つきつける司祭から、王女は目を逸そらさなかった。確かに、事情はどうあれ同じ国の人間へトリガーを引いたのはシーラ自身だ。その事実から逃げるつもりはない。しかし……。

「馬ば鹿かめ。おまえらはどの時代も馬鹿ばかりだ。五〇〇年の時間も、さして人を賢けん明めいにさせてはくれなかったか」

　突とつ然ぜん、シーラの背後から声が轟とどろいた。

　全員が身動きするより早く何者かがすらりと『英雄』の背後へ降り立ち、彼女の首へ巻きつけた指からぽっと青白い炎ほのおを噴ふき上げさせる。

「き、貴様……」

　司祭はそれ以上の言葉を失って、シーラは立ち尽くし、道化局の面々は驚おどろきを表情に貼はりつけながらも、おそらくは反射的にか、カメラを向けようとした。

「動くなよ。動くと英雄さんは火だるまだ。あんたらが心の底でそれを望んでいたって構いやしないが、明日の新聞の一面に、王女を見捨てたあんたの行動がでかでかと写真つきで載ることになるぞ」

　貴様、とブラス司祭はくり返したが、やはりそれ以上は動けなかった。

「さて」とアウルは声のトーンを変えて、「道どう化け局の諸君。どうやら新聞の一面が開いたようだ。なら、もっと面白い記事を提供して差し上げよう。魔王復活、というのもなかなかセンセーショナルでいいが、どうせおまえらは信じまい。では……異端審問局長官デスタン・トードの死、こういうのはお好みかな？」

　アウルに首を固定されたシーラの身体からだがこわばった。道化局の記者たちはおそるおそるカメラを向け、それでアウルが何もしないとわかると連続してシャッターを切りはじめる。

「ウソだと思うなら、森の中をもう一度満まん遍べんなく捜さがさせるといい。あの野郎は、ぼくの正体を見み抜ぬいて火あぶりにしようとしやがったからな。殺してやった。ははは、この魔法使いアウルを敵にまわした恐ろしさを思い知るがいいさ」

　アウルは高笑いしながら、シーラへ別の〈声〉を届かせていた。シーラが誰だれにもわからないくらいかすかに首を横に振ふる。アウルは強い調子でもう一度同じ声を届かせながら、こっそりとシーラの手に何かを握にぎらせた。

「この王女が機士たちを打ち倒たおしただと？　馬鹿め、機士たちのほうから王女に襲おそいかかったのさ。他ほかならぬぼくがそう仕向けたのだからな。何なら、目を覚ました奴やつらに訊いてみるといい。誰かに操られたようだった、と口を揃そろえて言うだろうさ。おい、道化局。ちゃんと書いておけよ。あとで口裏を合わされてもかなわんからな。……そう、ぼくが奴らを操って王女を殺そうとしたのだ。シーラ王女はあくまでも自らの身を守ろうとして戦い、そして何と勝利しちまった。これだけがぼくの唯ゆい一いつの誤算だ。しかしそれもいま、ここで果たすことができる」

　アウルはにやりと笑い、さしもの司祭をも青ざめさせた。何をするつもりか悟さとったのだ。

「よ、よせ……」

「もう遅おそい。死ねっ、シーラ！」

　アウルは王女を突き飛ばし、炎を宿した指先を剣のごとく振り下ろそうとした。

　瞬しゆん間かん、前方へよろめいたシーラが素早く振り返り、手に持ったナイフを横よこ薙なぎに振る。

「ぐはっ」

　アウルは派は手でに血を噴いて、今度は彼のほうが後ろへよろめいた。道化局がカメラのシャッターを切りまくる中、しかし一番驚いているのは司祭でも、思わぬ反はん撃げきを受けた魔王でもなく、間ま違ちがいなくシーラ自身だった。彼女の手に握られたナイフには血一いつ滴てきついてない。

「おお、何ということだ。この魔王がこんな小こ娘むすめにやられるとは」アウルは胸を押さえつつ、よろめきつづける。「しかし忘れるな。ぼくは一度死に、そしてこうして復活した。今度もまた復活するぞ。それも近いうちにな！」

　真っ赤な点々を床ゆかに描きながら、一歩、また一歩、とあとずさる。ブラス司祭は記者の腕うでを取ってここぞとばかりに叫さけんだ。

「おい、おまえ、早く教会兵を呼んで来い。何をしている。奴を捕つかまえるんだ！　こ、このブラスの命令で──指揮で、魔王を捕まえるのだぞ！」

　と記者を走らせる。自分で跳とびかかるのは時期尚しよう早そうだと思っているらしい。

「おお、おおお……」

　アウルは痛そうに勿もつ体たいをつけて少しずつ後退していく。その中で、さっきと同じ要領でシーラにだけ〈手〉を伸のばして声を届かせていた。

「ああ……上手うまいな。女優志望の小娘以上だ」

　シーラは誰にも聞こえないほどの声で小さくつぶやく。

　司祭が少しだけ勇気を出そうとしたのか、そろりと一歩前に踏ふみ出す。と、アウルはさらに痛そうに悶もだえながらこちらも前進してみせた。「ひい」とブラスは跳び退のく。

　シーラはかぶりを振る。と、フェンスとは反対側のほうから黒い猫ねこが走り寄ってくるのが見えた。尻尾しつぽをぴんと立てたゼナはしばし、シーラの足の周りを回っていたが、退たい屈くつそうに背せ伸のびしたあと、ごく当然の成りゆきのようにアウルのほうへ駆かけていき、膝ひざや腕を伝ってその肩かたに飛び乗った。

〝シーラさん。いろいろありがとうございました。あのときは……ごめんなさい。ぼくも、迷っていたのです〟

「ああ……」

　記者が呼んできたのか、騒さわぎを聞きつけたのか、飛行場の向こう側から車が数台こちらへ向かってきた。

〝これからも迷うでしょうけれど、でも、もう誰にもこの戦いを渡わたしたりはしません。ぼくも逃にげません。シーラさんはここで、ぼくは魔ま王おう軍で。いずれ手を取り合っていける世界を築くために、お互たがい努力しましょう。それまで、ふたたびお別れです〟

　車から飛び降りた教会兵たちが手に手に銃じゆうを構えて、アウルを追いつめようとする。「やれ！　やれ！」と司祭が勇ましい掛かけ声をあげていた。

〝あなたがパリスの機士でよかった、シーラ。あなたが『英えい雄ゆう』に選ばれてよかった。あなたや、その他の大勢の人に、ぼくが魔王でよかったと、そう思わせるためにも頑がん張ばります。それでは、またお会いできる日を楽しみに。そのときは、あの、いっしょに踊おどれるといいですね〟

「待って、アウル！」

　ついにシーラは堪こらえきれずに声をあげた。アウルは片手を挙げていた。

「余はそなたの知っているアウルではない」

　彼は言い、そして突とつ然ぜん跳ちよう躍やくした。

　誰かが先走ったか、どどど、と銃声が鳴り響ひびき、彼が最前までいた空間を焼き尽つくす。

　彼はすでにフェンスの上にいた。

「魔王アウルなるぞ！」

「撃うて！」

　いくつもの銃声が重なり合う中、アウルはまるで風そのものと化したかのように素す早ばやく宙を駆け上がり、そして火線を避さけながら遠ざかっていく。

「追え！」

「奴やつは手負いだ。今度こそ逃がすな！」

　大勢の人々が声を張り上げ、エンジン音を唸うならせ、足音を踏み鳴らし、そして辺りをまた静けさの中に埋まい没ぼつさせる。

　銀色の髪かみを揺ゆらめかすシーラ・アランスは立ち尽くしていた。
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　あのノールの小高い丘おかの上。手を握にぎり合った二人はいままた、それぞれの道へと進むために別れを告げた。

　ひとりの少女は『英雄』となり。

　ひとりの少年は『魔王』となり。

　シーラ・アランスは空を見上げた。

　星がいくつもの光をきらめかせていた。




　　　　＊




　連合暦れき二八一年。

　ザーロフ公国ノール領において現れた魔王ガリオンは、パリス王国王女シーラ・アランスの手によって討たれた。

　が、魔王は完全に滅ほろびたわけではなかった。魔王はノールの学生であったある少年に宿り、ふたたび機を窺うかがっていたのである。

　パリスにおいてその正体をあらわした魔王はシーラ・アランスを拉ら致ちしようとして失敗、だが、異い端たん審しん問もん局長官デスタン・トードを殺害して逃とう亡ぼうする。

　その後、彼は魔王アウルを名乗り、地下に潜せん行こうしていた大勢の魔法使いたちを召集した。

「魔王の名において宣言が出されぬ以前に、連合への攻こう撃げきを行うものをわたしは同志と認めない。力を無益に使うな。すべては魔王アウルの下にあってはじめて役立つ力と思え」

　彼のその言葉によって、連合にテロ行こう為いをつづけていた魔法使いたちはいったんその手を止める。連合と戦う大義名分の形が変わったことを察した彼らは、「魔王復活のため」ではなく、「魔王その人のため」にアウルのもとへ集うことになった。

　翌二八二年、初春。

　いまだ魔王の宣言を無視して、残ざん虐ぎやく極きわまりないテロをつづけていた「聖戦士ゼーオン団」首領ゼーオンが、他ならぬ魔王の使し役えきする野や獣じゆう王ザベルの牙きばによって倒たおれたとき、教会の把は握あくしている主だった魔法使いたちは皆みな、アウルのもとに下った。

　かくして、魔王はふたたびこの世に現れた。

　見た目は少年なれど、ザベル、リュカール、レギオン、ゼナというまぎれもない伝説上の魔将を使いこなして魔法使いたちの上に君臨する彼を、教会本部もまた神敵と認め、連合がいまこそひとつにまとまるべきときだと教皇自らが声を発した。当然、その頂点に立つべきは、一度は魔王を打ち倒した英雄シーラ・アランス。

　神話の時代の戦いが、ふたたび幕を開けようとしていた。




　──おそらくは、英雄と魔王、当の両者だけが違ちがう未来を見み据すえたその戦いが。







　　　あとがき







　さて、このシリーズを書くに当たって、何をおいてもまずこだわろうと思ったのは、主人公が「ただの少年」であることです。

　別段、珍めずらしいことでもないのかもしれません。実際、自分も、そうした少年を主人公にして書いた小説は他ほかにもあります。ですが、彼らは平へい凡ぼんに見えて、「実は」何らかの才能や素質を秘ひめているという設定があり、それを試練の中で開花させることで成長していく──というものでした。

　今回の主人公である一五歳の少年アウルからは、そういった、いわば主人公を主人公たらしめる「実は～だった」的な要素すら奪うばい取ったのです。




　彼には生まれついて持っている特別な才能など何もありません。本当に、ごく平凡なただの少年なのです。もしあえて、他人とは異なる彼の特とく徴ちようを探し出すとしたなら、勤勉であること、真ま面じ目めであることなど、が挙げられると思うのですが、それだって別に一〇〇〇人にひとり、といったほどのレベルではなく、現実世界でも、教室や会社を見み渡わたしてみれば、ひとつのクラスや部署にひとり、二人は必ずいる程度のものでしかありません。

　人当たりは決して悪くないし、面おも白しろいジョークも言えるのですが、いったん場ば違ちがいなところに紛まぎれこんでしまったら自分から殻からに閉じこもるタイプでもあり、そんな自分に自分自身が意外な感を抱いだきつつ、状じよう況きようを打開する努力が困難であると知ったなら「ここはぼくの場所じゃないんだ」とちょっといじけてしまったりもして。

　勉強はできるけれど、特別頭の回転が速いわけでもないし、本当に追い詰つめられたときにしか勇気を発揮しようとせず、また、他人に優やさしいのは、言い換かえれば人間関係に臆おく病びような証しよう拠こでもあって。




　そんな、ごくごく身近にいそうな平凡な少年が、かつて世界を支配していたほどの「魔ま王おう」の力を手に入れてしまったとしたら？　「実は」とんでもない素質を秘めていない主人公が、劇的な変身を遂とげるでもなく、これも身近にありそうな等身大の成長を遂げて、『世界の敵』となっていくストーリー──。

　……そういうものを書きたい、という気持ちが、この物語のそもそもの発ほつ端たんでありました。




　さて、そうしていま四巻目を迎むかえることとなりました「てのひらのエネミー」、すでにお読みいただいた方はおわかりのように、「魔王」の力を得た少年アウルの流る浪ろうは、ひとまずの区切りを迎えたようです。

　とはいえ、いままでのストーリーが「少年」アウルの物語なら、むしろここからこそが「魔王」アウルの物語。本当の意味での試練に立ち向かうのはこれからのようです。一五歳の少年が辿たどる、いままで以上に数すう奇きな運命に思いを馳はせつつ──。

　またいつか、お会いしましょう。
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